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プロローグ　夢の始まり









　公爵は、決意した。

　彼と娘を乗せた馬車は王都の大通りを進み、盛大な宴が行われる王宮へと近づいている。夜会は出会いの場でもあり、年頃の娘ならば胸躍らせていいはずなのに、愛娘の顔は道中ずっと浮かないままだった。さもあらん、と公爵は想っていた。

　これまでに、一体いくつ縁談話が流れてしまっただろう。夜会と聞いて、またかと想ったに違いない。さりとて、可愛い娘はもう二十一歳だ。貴族の子女ならば、結婚して子がいてもおかしくない年である。

　だから、公爵は悪夢の始まりになるとも知らず、愛娘に最も言ってはいけないことを告げた。




「ミランダ。私は、お前の結婚相手に何も求めまい。貧しくても、身分が低くても、お前が選んだ男ならば受け入れよう。夜会で良い相手を探しておいで」




　ミランダ・シャルトルは驚きのあまり目を見開いて、父親を見返した。

　貴族社会では、家同士の繫がりが重視される。縁を結ぶのに最も効果的なのは婚姻であり、貴族の子女の多くは結婚する年が近づくと許嫁を定められた。

　しかもシャルトル公爵家は、建国以来続く名門だった。初代の王を献身的に支え、二代目の座をめぐって双子の王族が世継ぎ争いを起こした時は、不興を買うのも恐れず間に入って諫めた事でも知られている。今でも貴族たちから一目置かれる存在だ。

　系譜を紐解けば、正妃として王家に嫁いで国母となった女性もいるし、王女が降嫁して当主の正妻となった例もある。

　そんな由緒正しい家だから、ミランダもいつか結婚はしなければならないだろうと想っていた。

　だが、公爵がより良い良縁を求めたので、なかなか相手が決まらない。ようやく見合いに至っても、相手の方から断られた。その間にも、ミランダの女友達は大半が嫁いでいった。

　仲睦まじい夫婦になった子もいれば、すぐに冷えきった関係になってしまった子もいる。正妻は跡取りとなる嫡男を産みさえすれば体裁を保てるので、子を産んだ後は密かに愛人をつくっているという話も聞いていた。

　親に強いられた貴族の結婚なんて、そんなもの。

　女友達は、口を揃えて言っていたものだ。政略結婚が当たり前の世の中で、公爵は好きな相手と添い遂げてよいと言う。こんな父親はなかなかいないだろう。

「お父様……いいのですか？」

　感動したミランダに、公爵は大きく頷うなずいた。

「お前が心から愛した男であれば、我が家が全力で支援してやろう」

　なんて理解のある公爵様だろう──と、この会話だけを聞いた赤の他人なら、そう想うに違いなかった。ミランダもほんのりと頰を上気させて、嬉しさをにじませていたからだ。

「どんな方でも許してくださるのですね？」

「うむ。お前に何度も見合いを強いた私が悪かった」

「そんな事はありませんわ……お父様は当たり前の事をされたまでです。ただ……申し訳ないことですが、私が皆様に不相応であっただけです」

　うつむいて扇で口もとを覆い隠し、そっと目を伏せる。さながら自分の至らなさを憂い、悲嘆にくれる謙虚な乙女だ。

　可愛い娘のしおらしい姿に、公爵の目もつい潤んでしまった。




　ミランダは膝丈ほどまである艶やかな銀髪の持ち主だ。顔立ちは、いわゆる凡庸と称され体は細くも太くもなく、胸も目を引くほどのものではない。背丈も同世代の娘とたいして変わらず、おおぜいが集まれば簡単に紛れてしまう。

　瞳は薄い水色で、肌は色白と、全体的に色素が薄い。女友達が嫁いで多忙ということもあり、近頃は外出する機会も減っていた。大好きな花を愛でに公爵邸の庭を散歩する程度で、屋敷の中で過ごすのが大半だ。社交場には出たがらず、稀に行っても、大人しいものだから、ちっとも目立たない。

　ただ、とても勉強好きな娘だと公爵は想っていた。幼い頃から学問への関心が強く、物事の会得も早かった。公爵は幼い頃から家庭教師を何人もミランダにつけて、手厚い教育を施した。

　それでも残念ながら、娘の学校の成績は試験結果が振るわず、十人並みだった。家庭教師や学校の教師たちはきちんと質疑応答ができているし、講義も聞いているから、本番に弱いのだろうと口を揃えた。公爵も、ミランダが政事や経済など多岐にわたる話題に対しても円滑にやり取りができ、自分の意見を述べられていたから、彼らと同意見だった。

　どんな名家に嫁がせても恥ずかしくないと考えていたし、恐れ多いと想いながらも、王家に嫁がせたいと淡い夢を抱いた事も一度や二度ではない。

　しかし、大人しくて目立った特技もない平凡な娘には、宮廷生活は耐えられないだろうと諦めざるをえなかった。

　公爵はミランダが結婚適齢期といわれる十八歳になった頃から三年間ずっと、結婚の相手を探してきた。公爵家の長女ということもあって、数々の縁談話が持ち込まれたから、当初は選び放題だった。

　公爵が釣書を見ながら吟味し、妻や跡継ぎの息子にも相談して、見合い相手を決めかけた時、ミランダがやって来た。

　娘ははにかんだ顔をして、結婚に前向きな様子を見せながら、『語学が堪能な方だと勉強になります』とか『踊りが上手な方だともっと素敵ですわ』などと言ってくる。どこから話を知ったのか、相手をどうやって調べたのかも全く分からなかったが、指摘された所は確かに公爵も物足りなく想っていた。

　愛娘が嫁ぐ相手はより良い相手をと考えて、公爵は話を次々と断ってしまった。

　どんどん相手に求める能力が高くなり、そんな事をしている間に、目星をつけていた青年たちはみんな別の相手と婚約や結婚をしてしまった。

　これはまずいと、公爵は焦った。

　伝手を駆使して相手を探し、今度はミランダが何を言っても話を押し通した。すると、娘は言われた通り見合いをして、笑顔で礼儀正しく接した。しかし、今度は相手側から見合いを終えた後に、『実は忘れられない想い人がいる』だの『勉学に集中したい』だのと言ってくる。

　口外しないと約束して理由を問いつめると、やはりミランダが裏で関わっていた。

　彼らは『両親から好きな相手と結婚の許しを貰もらうための助言をしてくれた』とか『勉学の重要性を説いてくれた』などといい、ミランダに心から感謝していた。

　全ての縁談が流れ、公爵はようやくミランダが故意に縁談を壊していることに気づいた。大人しいとばかり想っていた娘が、実はなかなかの策士であったということもだ。

　ちっとも婚約者が決まらないミランダは今、社交場で噂の種になっていた。よもや公爵は娘を王子の妃にするつもりではないかという見方と、実はとんでもない性悪女で見合い相手が逃げているのではないかという悪評が、同時に流れている始末である。

　このままいくと、娘は絶対に嫁き遅れる。

　心配になった公爵は、先日、何かと機転がきく頼もしい長男に相談してみた。

　息子もミランダにはお手上げらしく、『好きな相手と結婚しろと告げてみたらどうですか』と言った。それならミランダの本心も聞けるだろうという助言に、公爵は乗った。

　そうしたら、どうだろう。

　娘は口では謙けん遜そんしながら──目が完全に笑っていた。




「お父様、そのお言葉を待っていましたわ……願いが叶かないました！」

「ん……!?」

「実は、結婚したい男性の理想がありますの」

「お、おぉ……そうだったのか！」

　ミランダは目を輝かせて、うっとりとした顔をしている。

　よかった、結婚する気はあったのだと、公爵はひとまず安心したのだが。

「私は女癖や酒癖が悪くても、浪費家でも、弱虫でも、卑ひ怯きょう者でもよいのです。暴力を振るわれるのは嫌ですが、物にあたって壊すくらいなら許容範囲です。とにかく、どうしようもないほど駄目な男性が理想ですわ！　支えがいがありますもの！」

　公爵はしばらく何も言えなかった。

　彼はお洒落な男で知られていた。温和な人柄がにじみ出るような優しい顔立ちをしていたし、少し白髪がまじってきた茶色の髪や口髭は丁寧に整え、上質な礼服も着こなしている。

　だが、娘の言葉を聞いている間に顔は蒼そう白はくになり、髪をかきむしりたい衝動に駆られ、内心の動揺を外に出すまいと髭を撫なでていた右手は、気づけばブチブチと何本か抜いていた。暖かな春先だというのに左手の汗は止まらず、上着で何度も拭いているので礼服は皺だらけになった。

　がたん、と馬車が揺れて止まり、不意を突かれた公爵は「ひぃ!?」と素すっ頓とん狂きょうな声が出た。窓から外を見れば、王宮に着いたのだと分かる。

　ただ、今は自分の身なりなど気にしてなどいられない。なにしろ、娘は満面の笑みを浮かべている。

「……冗談だろう？」

「誰でもいいとおっしゃったではありませんか」

「駄目男が理想だと言い出すなんて、普通は考えないぞ!?」

「それはお父様の勝手な思い込みですわ。いざ、参りましょう！」

　ミランダは自ら扉を開け、やって来た従者の手も借りずに、さっさと馬車から降りた。出迎えた王宮の親衛隊員に挨拶し、正門へと続く階段を一人で登りながら、他の招待客たちにもにこやかな笑顔を振りまく。

　付き添いがいないミランダに彼らは不思議そうな顔をした。公爵家の従者は突き進んでいく令嬢と、馬車の中で固まっている公爵を交互に見て、主人に「あの……？」と声をかけた。

　公爵はようやく我に返り、馬車から転がり出るようにして飛び出して、娘を必死で追いかけた。

「待て！　考え直せ！　悪趣味すぎるぞ……っ！　頼むから、やめてくれえぇ……っ」

　そんな父親の悲鳴もなんのその。

　正門の扉から漏れ出ている灯りは、ミランダの目には希望の光に見えた。

　──あぁ、嬉しい。裏で手を回して、せっせと縁談を潰つぶしてきたかいがあったわ。

「さぁ、私の結婚相手を見つけるわよ！」

　ミランダは、張り切った。嫌で仕方がなかった結婚の話が、やっと自分の思い通りにいきそうだと浮かれてもいた。

　もちろん、王宮で開かれている今日の夜会は王家主催の大々的なものだから、礼節は保たなければならない。ただ、だますような形になったが、父の許しは得られたのだ。

　見合い相手の情報を集める時に、自分の理想に近い貴族たちも何人か見つけていた。夜会が終われば父は間違いなく発言を撤回してくるだろうから、その前に決めてしまおう。




　公爵は意気込む娘を止めようと必死で階段を駆け上がった。追いついた時には息切れがして、言葉を発するどころではない。正門を通り、王宮の中に入って、なんとか傍そばを歩いているうちに、会場に着いてしまった。




　ほどなくして、国王夫妻と王子が入場し、夜会が始まった。

　多くの人々の目がある場で、おおっぴらに娘へ真意を問いただせない。公爵は駄目男あさりをしそうな娘を傍に置いて、妙な真似をしないように見張っていた。公爵へ挨拶をしにくる貴族も多く、応対をしていると、彼が最も苦手な伯爵夫人がやって来た。

　悪い人ではない。しかし、とにかく話が長いのだ。

「ごきげんよう。奥様はお元気でいらっしゃいますか？　先日、お茶会にお誘い頂いて、楽しい時間を過ごさせて頂きましたわ。そうそう、その時にご子息もお見かけしましたのよ。凛々しくなられて、頼もしい限りで──」

　公爵も大切な家族を褒めて貰えるのはまんざらでもない。だが、今はそれどころではなかった。なにしろ夫人が話しかけてくるやいなや、傍で大人しくしていた娘がそっと離れていったからだ。

「ミランダ、待ちなさ──」

「えぇ、えぇ！　お嬢様もとってもお綺麗になられて！　将来が楽しみですね！」

　その娘は今、自ら悪い男にひっかかろうとしているのだが。

　公爵は後を追いたい気持ちを堪こらえ、笑顔を顔に貼りつけてなんとかその場を取りつくろった。




　会場を抜け出したミランダは、中庭に出た。

　屋内の灯りが届く庭先はまだ明るいが、奥へ入っていけば月が出ているとはいえ暗がりだ。密会を重ねるには最高の場所であり、親密そうに寄り添って奥へと進む者もいれば、周囲を気にしながら間隔をあけて別々に入っていく男女もいた。

　王宮とはいえ人目につきにくい場所だ。供もつけずに一人で散策に出た世間知らずの娘を襲おうとする駄目男が、一人や二人潜んでいそうだ。現に手当たり次第に女に手をつけると悪評高い男が、先ほどこの庭へと出て行くのも見えた。

　──彼とは真逆の、理想が全て揃った方は、見つけられないかもしれないけれど……。

　ミランダは、かつて一人の心優しい男性に恋をした。今でも何度も夢に出てくるほどだったが、添い遂げる事はできず、別れてしまった。そして、ミランダは大貴族の娘として生まれ、結婚しなければならない身である。彼と真逆の男性ならば、思い起こす事もないだろう。女友達のような貴族の冷めた結婚は、好都合といえた。

　未練を断ち切ると決意していても、ミランダは緊張して手が震えそうになる。手を握り締め、意を決して進もうとしたその時。




「見つけたぞ」




　若い男の声がして、ミランダはつい足を止めた。何を見つけたかは分からなかったが、聞き覚えのある声のような気がしたからだ。

　そして、振り返って納得した。

　立っていたのは、開会を宣言した国王に続いて招待客に挨拶をした、王子ラインハルトだった。国王夫妻の一人息子であり、御年二十四歳を迎え、彼のお后選びに周囲の者たちが本腰を入れ始めたとも聞いている。今日の夜会も、実は王子の見合いの場ではないかという噂もあった。

　なにしろ彼には今まで浮いた話が一つもない。自国のみならず周辺各国からもおびただしい数の縁談が持ち込まれているのは想像に難しくないが、妻を迎えようとする兆しはない。

　──とんでもない堅物なのかしら。好みに煩うるさいとか。それとも実は人妻や幼女が好き……それは問題だわ！

　ろくでもない事を勘ぐるミランダに、ラインハルトはにっこりと笑って告げた。

「ミランダ嬢、私と結婚してほしい」

　──どうやら殿下も悪趣味な方だわ……奇遇ね。でも、貴方は何をさせても完璧な方……困るわ！








第一章　理想の男性









　ミランダは、ラインハルト王子とは初対面である。

　厳密にいえば、子供の頃に父母に連れられて出た宴や茶会で、同じく国王夫妻の傍にいた彼に会って簡単な挨拶をした事はあった。

　だが、挨拶なんてものは、ある程度は言い方が決まっているようなものだ。王子と年の近い兄が熱心に話しかけていたので、言葉をかわす時間は多くなかった。

　ミランダの両親は娘が昼夜を問わず熱心に勉学に励むのを見て、無理に社交場へ引っ張り出すこともしなくなり、必然的に彼との接点は少なくなった。ミランダが年頃になって見合い相手を探す方へかかりきりになったためでもある。

　なによりもミランダ自身が王子の噂を聞くたびに、なるべく彼とは関わりがないように気をつけていた。彼が完かん璧ぺきで、彼女の理想の相手と真逆だったからだ。




　愛妻家で知られる現国王は、一夫多妻制でありながらも正妃を一人迎えただけだった。王妃は王の寵ちょう愛あいに驕おごることなく、献身的に夫を支える賢妻だ。

　そんな仲睦まじい国王夫妻の間に産まれたのが、ラインハルトである。

　夫妻に彼以外の子供が産まれなかったため、王子の周囲の者はかなりの過保護だったという。医学はひと昔前に比べて発展していたが、抵抗力の弱い幼子が病になると助からない事も多かったので、大切に育てられた。

　ラインハルトは周囲の心配をよそに大病もせずに健やかに育ち、両親や周囲の者たちの期待をはるかに上回る成長を遂げた。

　成人とされる十五歳を迎えた頃から父の仕事の補佐をするようになり、二十四歳になった今では王の片腕の一人とまで称されている。彼の後見人である宰相も力量を認め、剣術指南役の騎士団長も剣技を絶賛していた。




　その文武両道のラインハルトが、今、ミランダの目の前にいる。

　長身痩そう躯くで、顔はどこを見ても整い、年を重ねるたびに美しくなるという噂通りの男だった。光り輝くような美しい金の髪の持ち主で、前髪を少し残して後ろに丁寧に撫でつけている。新緑色の瞳は優しく細められ、形の良い唇に穏やかな笑みを浮かべていた。身に纏まとっている青地に群青色の糸で刺繍の施された美しい礼服も、彼の美を引き立たせる素材にすぎなかった。

　まさに文句をつけるところがない。

　辛うじて苦言を呈するとしたら、結婚に一切興味を示さない事だろう。だが、ラインハルトはその点さえも今、払拭してしまおうとしている。

　結構な事である、とミランダは想った。

　将来の国王に子が産まれなければ、王家の直系の血筋は絶えてしまう。後継がいないのは国が荒れるもとだ。

　だから、女性に求婚した彼の行動は、決して間違っていない。

　──だけど、その相手がどうして私なの？




　あまりの衝撃に凍りついて反応できないミランダに、ラインハルトは心配そうに見つめていた。長く彼女の返答がないので、再び声をかけた。

「大丈夫か？」

　ミランダがずっと黙っているのも非礼だろうとなんとか「はい」と応じながら頷くと、彼は嬉しそうに微笑んだ。

「では、式の日取りはいつにしようか」

「お待ちください!?　なぜそうなるのですか！」

「今、頷いただろう」

「それは身体を心配されたと想ったのです！　失神しそうですわ！」

　すると、ラインハルトの顔が見る見るうちに強こわ張ばった。

「それはいけない。貴女は身体が丈夫ではないのか。おかしいな……そんな話は聞いていなかったが、気づいてやれなかったのは私の失態だ。すまない。すぐに休むといい──誰か、部屋を用意しろ」

　ラインハルトがそう言った瞬間、近くの茂みから数人の黒ずくめの男たちが急に立ち上がって姿を見せたので、ミランダは驚いた。彼らの気配が全くなかったからだ。先ほど茂みの傍を通っていった者たちも、誰一人として気づいた様子はなかった。

「きゃあ!?」

「貴女の護衛だ、気にするな」

「気にしますわ。いつの間に？　護衛ってなんですか!?」

　つい叫んでしまったミランダに対して、ラインハルトはやはり冷静だ。

「彼らは私の親衛隊だ。傍についていたのは、貴女が一人で会場から出て行った時からだ。私が席を外せるようになるまで、目を離さないように命じた。貴女を傷つけるような不届き者がいたら、埋めろと言ってある」

「埋める!?」

　──誰を、なんで、どうやって!?

　ミランダは何から聞いていいのか分からなくなってきて、そのまま返してしまった。すると、制止されたと想ったのか、穏やかに話していたラインハルトの声が急に低くなった。

「貴女も供の者もつけずに出歩くのは、いささか不用心だな。まさか、庭の中まで一人で歩くつもりだったのか？」

　そうだったら許さないと言わんばかりだ。

　──こ、怖い。おかしいわ。ものすごく怒られているような。

「いいえ!?　歩きませんわ！」

　未遂である。まだ歩いていない。これは秘密にしておいた方がいいと、ミランダは想った。即答した彼女に、ラインハルトは真面目腐って頷く。

「そうだ。身体が弱いのなら、貴女は歩いてはいけない。立っているだけでも心配だ。抱き上げて連れて行ってもいいなら今すぐそうするが、触れるのを許してくれるか？」

　──気が遠くなってきたわ。どこから指摘すればいいのかしら。

　もちろん、ミランダはラインハルトに素直に抱き上げられるわけにはいかない。誰が見ているか分からない王宮で、王子にそんな事をされたらどんな事態に陥るか、考えるだけでも恐ろしい。

「元気ですわ！　それだけが取り柄ですもの!?」

「具合は悪くないのか？　本当に？」

　必死で何度も首を縦に振ると、ようやく納得したらしき彼は、兵士たちに目配せした。無言で控えていた彼らは、一礼するとその場に屈かがんで姿を消した。

　──またずっと潜んでいるのかしら。ご苦労様です……が、やめてほしい。

　そんな事を想ってミランダが茂みを見つめていると、ラインハルトが宥なだめるように言った。

「安心しろ。貴女専属の護衛は全員女性だ。私が精鋭を選んでおいた」

　ミランダは、聞き捨てならない事を言ってくる王子を見返した。

「なぜ、私に護衛がいるのですか？」

「妃になる女性に、護衛をつけない方がおかしい」

「それはそうですが、私を護衛の対象とされるのはおかしいですわ」

「どうして？」

　不思議そうに尋ねられ、ミランダはうめいた。何かが根本的に食い違っている。

「えーっと、身分が……」

「貴女の家は、王妃を何人も輩出していると記憶しているが違ったか」

「相そう違いありませんが……身体が丈夫な方ではなくて？」

「健やかだと、自分で今、言ったばかりだぞ」

「言いましたね……その……勉学が不出来です！」

　成績に大きく影響する試験で手を抜いてきたかいがあったと、密かにミランダが喜んだのも一瞬である。

「試験の時だけだろう。教師たちは、あんなに質疑応答ができる娘がどうして試験になると間違いだらけなのかと首を傾げたそうだな。それに、自宅でも家庭教師がついていたとか。勉学が好きで、卒業した今でもさまざまな分野の学者を何人も招いて講義を受けているとも。あぁ、シャルトル卿が貴女は礼儀作法やダンスなども全て身についているから、どこに嫁いでも大丈夫だと自慢していたぞ」

　──お父様。いらない自慢をよくも、しやがりましたわね。

　混乱のあまり心中で奇妙な言葉を口走ったミランダは、ふと閃ひらめいた。

「私、実は言葉づかいがとっても雑なのです！　ええと……貴族が使わないような言葉です！」

「俺もだ。合わせようか？　粗雑な口調でも貴女が怖くないなら、別にそれでもいいが」

　あっさりと返されて、ミランダは本気で泣きたくなってきた。

「どうしてそこまで、私の事をごぞんじなのですか」

「まぁ……最近、両親が結婚しろと煩くなってきてな。今日の夜会も、私の見合いの場のようなものだ。だが、妻は自分で決めたい。そこで、気を悪くするとは想うが、実は貴女の事を調べさせた。最近では、なかなか嫁がない事で有名になっていたな」

　公爵家の長女の縁談がいつまでたっても進まない事が、逆に王子の興味を引いてしまったらしい。影でひっそりと潜んでいた親衛隊員だけでなく、王子の周囲には有能な部下が多いようだ。

　だけど調査させたのなら、なおさらおかしいとミランダは想う。

「私の縁談がまとまらない理由も、ごぞんじですね？」

「あぁ。貴女が卿の預かり知らぬところで、縁談を反故にしていたからだろう。したたかだな。頼もしい。王家に嫁ぐ娘に必要な素養だ」

　なんてことだ。裏目に出ている。

　愕がく然ぜんとするミランダに、ラインハルトは含み笑いを浮かべた。

「私もぐずぐずしていると、貴女に逃げられるだろうな。悪いが、手加減はしない」

「お待ちください。どうして私なのですか！」

　他の令嬢たちの事も調べさせただろうし、それこそ王家の女に相応しい娘がいただろう。ラインハルトならば、選び放題のはずだ。わざわざ縁談潰しに躍やっ起きになっているような、奇き天て烈れつな娘でなくてもいいはずである。

　ミランダが必死で訴えると、ラインハルトは初めて顔を曇らせた。

　ああ言えばこういう男が、ようやく言葉に詰まったので、ミランダは胸を撫で下ろした。なにも自分でなければいけない訳ではないと、気づいてくれたかもしれない。

「そう言われると……困るな」

「そうでしょう？」

「たくさんありすぎて」

「…………」

「今、一つ挙げるとしたら、貴女と話していると楽しい事かな。身内以外の女性とこうも気軽に話せる方は、そういない」

「左様でございますか……」

　ミランダは逃げ道を探して知恵を振り絞っているのに、ラインハルトは余裕たっぷりだ。

「もちろん、貴女もそれだけ縁談に慎重であるからには、理由があるのだろう。どんな男が好みか教えてくれるか？　私も貴女の理想の夫となるために、努力を欠かさないつもりだ」

「……それはやめた方がいいと想いますわ」

「どうして？」

　不思議そうな彼にミランダは真剣な顔をした。そして、父にも言った自分の理想の結婚相手について熱く語るだけでなく、さらに話を盛った上で、最後にトドメとして、

「国が滅びます！」

　と宣告した。

　これで怯ひるまない男性がいたら見てみたいものだと想った。しかし、ラインハルトは軽く目を見張りながらも黙って聞いていた後、なんと楽しそうに笑い出した。

「貴女の美しさは傾国といっても過言ではないと想っていたが、その言葉通りになりそうだな」

　社交辞令が必要な貴族社会では、美辞麗句を並び立てるのも時には必要な話術である。だが、ラインハルトに言われてしまうと、ミランダはいたたまれない。傾国の美というのは彼のような人をいうのであって、平凡という言葉が誰よりも似合う自分に使う言葉ではない。

「おやめください」

「仕方ないだろう、貴女は自堕落な男が好きだと言うのだから。私は貴女以外の女性を妻に迎える気はないし、酒は底なしと言われるから酒乱も難しいな。賭と博ばくなら良いか？　教えてくれそうな者に心当たりがあるぞ」

「おやめください!?」

「貴女に暴力を振るうのは論外だが、物を破壊するのはいいのか。……ところで、貴女に邪よこしまな想いで言い寄るクズも、そこに入れてくれると嬉しいんだが」

「人は物ではありませんわ！」

「ちっ」

　──舌打ちしたわ。王子ともあろう方が、下品だわ！　でも、困ったわね。一目惚れというものかしら。しかも、思い込みも激しそう。どうしましょう。今殿下に、何を言っても通じない気がする……。

「まずは両親に相談しませんと、なんとも……」

「確かにその通りだな。分かった、そうしよう。なんだか疲れているな。やはり抱いていこうか」

「大丈夫です。失礼いたします！」

　ミランダはかつてない速度でドレスの端を摘まみ一礼し、身を翻ひるがえして会場へと戻った。

　──止めてみせる。大丈夫だ。お父様は私を悪趣味だと言った。その通りよ。そんな娘を王家に嫁がせるはずがないわ。




　ラインハルトは微笑みを浮かべたまま、逃げていくミランダが見えなくなるまで見つめた。そして、彼女が去ると、すかさず自分の傍に控えていた親衛隊長に命じた。

「今の件は、私が許すまで口外するな。まずは両親に相談だというからな」

「かしこまりました。殿下も……相談されるおつもりですか？」

「当然だ。私は『分かった、そうしよう』と彼女に言ったぞ」

　澄ました顔で答え、ラインハルトは軽い足取りで会場へと向かう。親衛隊長は後に続きながら、標的にされたミランダに心から同情した。

　ラインハルトの傍仕えの親衛隊員や国軍の騎士たちは、嫌というほど彼の裏の顔ともいうべき一面を知っている。

　外面はとても良い。優しい笑みを絶やさないし、物腰も優雅で、言葉づかいも丁寧だ。

　だが、例えば彼の鍛錬に付き合うとする。すると、まるで武器の扱いすら分からない昨今の軟弱な貴族令息のような体勢を見せておきながら、いざ挑みかかると、あっという間に叩たたきのめされる。ぼろ雑巾のようになって倒れた人間が、何人訓練場に転がったか分からない。

　同様の悲劇は参謀部でも起こっている。自分が立てた作戦は万全だと粋がる新人は残らず彼のもとに送られ、論破されて、伸びきった鼻をへし折られて泣きながら帰ってくる。

　ただ、どんな時でも王子は穏やかな微笑みを浮かべ、虫も殺さぬような顔をしていた。それでいて目的のためなら、容赦ない手段をとる。時々ぼんやりと物思いにふけり、何を考えているか分からないと想えば、実は周囲の話をきっちりと聞いている。全く油断ならない。

　ラインハルト王子は、そういう男である。




　翌日、ミランダは朝から父の執務室で、釣書とにらめっこをしていた。

　昨夜、急いで会場に戻ってみれば、父は完全に酔っていた。どうやらヤケ酒を浴びるように飲んでいたらしい。間が悪すぎる。

　遅れてラインハルトも会場に戻ってきたが、再びミランダに近寄ってはこなかった。彼が姿を見せるなりおおぜいの令嬢が秋しゅう波はを送ったが、彼女たちにはまるで興味を示さず、国王夫妻や貴族らと談笑していた。

　夜会の間中、ミランダは生きた心地がしなかった。よもや王子も公衆の面前で求婚の話などしないだろうと想いながらも、自分が何を言っても動じなかった男性だから、手段を選ばないような気がしてならない。

　相手は王族であるから、命令が下されれば断れない。ならば、先手を打つのだ。

　夜会が終わると、ミランダはすぐに父を連れて王都の屋敷に帰り、なんとかして父の酔いを覚まそうとした。しかし、帰りの馬車の中で気持ちよさそうに寝てしまった公爵は、結局その日は起きなかった。

　だから翌朝、ミランダは二日酔いに苦しんでいる父のもとに押しかけたのだ。

「お父様、もっと出来の悪い方はいませんの!?」

「いくら結婚したくないからといって、それはなかろう!?」

　公爵が大声を出して言い返すと、頭に響いてうめいた。しかし、娘の将来がかかっているとなると黙ってなどいられない。

「違いますわ。私は駄目な方がいいのです！」

「待て、待て、待て！　うぅっ……頭が痛い……」

「飲みすぎですわ！」

　お前が原因だと、公爵は喉もとまで出かかった。

　二日酔いの頭痛と娘の心配による胃痛で、身体は悲鳴を上げている。そして、朝方やってきた使者のお陰で、さらに動悸もしている。これ以上の事が起こると、間違いなく寿命が縮む。

　公爵は胸を撫でさすりながら、まだ噛みついてこようとする娘を手で制した。

「衰弱している父親を容赦なく責めたてる、なおかつ奇特な男の趣味を持っていたお前に……実は今朝方、なんとまた新たな縁談がきた」

「とびっきり変な方ですか!?」

「嫌味だぞ……頼むから、否定しろ。お前が産まれた時あまりに愛らしいから、神の贈りものだと想って大事に育てたはずなのに──」

　かつて、公爵と夫人は同じ夢を見た。教会の女神像の傍に侍はべる天使像そっくりの者が『娘の名をミランダにせよ』と、告げたのだ。翌朝、夫人は産気づき、可愛い女の子が生まれた。敬けい虔けんな信徒である公爵は、いたく感激したものだった。

　しかし、大事な娘は今、変な男が良いと訴えてくる。

「──おかしい。泣いていいか？」

「私の方が泣きそうです！」

「私が泣いてからにしろ！」

　収拾がつかなくなってきた親子に割って入ったのは、父娘の言い争いを黙って聞いていた公爵夫人だ。

「あなた、早くおっしゃってくださいな。私わたくし、そろそろ失神するかもしれませんのよ？」

　ミランダの一大事だと夫に呼ばれ、縁談がまた流れたのかと重い足取りでやって来た夫人は、さらに事態を悪化させている娘の悪趣味を聞かされて、ひととおり嘆いた後だった。

　縁談がきても会う前に話が突然なかった事にされた時もあったので、新たな相手だといわれても夫人の顔は浮かないままである。

「でも、お母様。背筋が伸びて、美しい立ち姿ですわ。さすがです、動じていらっしゃらない」

「おだててごまかそうとしても無駄よ。貴女には後でたっぷりと話があります」

　怒気を感じとったミランダは、目を泳がせる。普段はすごく優しい母は、お説教が長いのが難点だ。

　どうしようと、母の傍に立つ兄に目で救いを求めてみる。

　ミランダの兄イリアスは、真面目で堅実と評判の好青年だった。ミランダとは違って、円滑に見合いが進み、シャルトル家と同格の公爵家令嬢アイシャと婚約をしている。彼女や彼女の両親との関係も良好だ。

　そのため、公爵家は後継者に関して憂いがなく、ミランダが婿を迎える必要もない。

　いつでも好きな相手に嫁げばといいと兄は言ってくれていたから、擁よう護ごしてくれるだろうという期待があった。見合い相手の情報を、こっそりと教えてくれていたのも彼だったからだ。

　父の信頼が厚い兄を、ミランダは真っ先に味方につけていた。

　だが、ミランダの男の趣味の悪さには、さしものイリアスも頷けないものがあったらしい。

「いきなり呼びつけられて何かと想えば……父上、ミランダは結婚する気なんてないんですよ。私が面倒をみますから、縁談を勧めるのはもうやめてあげればどうです？」

「あら、お兄様。それは違いますわ。私はちゃんと嫁ぎます。いつまでも家に残っていては、お兄様とアイシャ様の結婚の邪魔になりますもの」

「アイシャはお前を邪険になどしない。私も、お前が悪い男に捕まるくらいなら、家にいた方がよほどいいと想う」

　そのために協力してきたのではないと暗に匂わせ、不機嫌そうなイリアスに、ミランダはすぐに言い返した。

「もちろん、罪を犯すような方は嫌ですわ。家名に傷をつけるつもりもありません。ただ、好きになれるところがない方には嫁ぎたくないだけです」

「お前は優しいとか、堅実であるとか……結婚相手によく求められるような事が嫌なのか？」

「えぇ！」

　きっぱりと言い切られたイリアスは深いため息を吐つき、眉間に寄った深い皺を指でさすった。傍らに立つ母親の目は、吊り上がっている。

　だが、揺るぎない娘を見つめていた公爵は、家族と一緒にもう嘆きはしなかった。

「本当に……信じられん」

「お父様、現実を見てください」

「そうだな……。昨夜からどれが夢で、どれが現実なのか分からなくなってきたが……これは夢ではない事を切に願うばかりだ」

「はい？」

　戸と惑まどう家族の視線を集めた公爵は、懐から一通の手紙を取り出した。手紙を持つ手がぶるぶると震えている。やっぱり飲みすぎじゃないかと、ミランダが呑気に想っていられたのも、そこまでだった。

「聞いて驚け！　大変ありがたいことに、ラインハルト殿下がお前を妻にしたいとおっしゃっている！」

　ミランダは一瞬、気が遠くなった。

　──早い。早すぎる。王家から話がくる前に、急いで別の縁談を進めようとするのを読まれた気がする。家の者に相談してからって言ったのに！　話が違う……。

「お、お断り……」

「できるはずがないだろう！　見ろ！」

　公爵が眼前に突き出した書面に、ミランダは目を走らせる。まず飛び込んできたのは文章ではなく、一番下の押印だった。

　差出人であるラインハルトの署名の横に押されていたのは、王家の紋章だ。つまり、これは正式な書簡である。しかも署名と文面の字は筆跡が同じだ。署名は通常、他人にさせないから、達筆な字は全てラインハルトの直筆らしい。

　──だめだわ。字が汚すぎて読めないという手も使えない。殿下は字も上手いのね……なんて隙のない方かしら。

　しかも文面を読んでいくと、『両親に相談し、承諾を得た』とも書いてあった。

　呆ぼう然ぜんとする娘をよそに、公爵は勝手に感激して盛り上っている。

「殿下以上のお相手など、この世にいるはずがない！　他の縁談は全て断るぞ！」

「待ってください。それは早計では……っ」

「破談になったら、私はもうお前の結婚を諦める！」

「勝手に諦めないでください!?」

「これは神が与えてくださった奇跡だ。国中の教会に寄進せねば！」

　完全に浮かれている公爵は鼻歌まで歌い出した。ミランダは頭を抱え、イリアスに泣きついた。

「お兄様……私、殿下の妃なんて無理ですわ！」

　すると味方であったはずの兄は、あっさりと手のひらを返した。

「嫁げ。誰が何と言おうと、ラインハルト様の妻になれ。アイシャも、小姑が家にいたらなにかと気を遣うだろう。私もお前に居座られると迷惑だ」

「面倒をみるって、おっしゃいましたよね!?」

「忘れた。お前が妃になれば、私たちの未来は明るい」

　喜色満面のイリアスに、ミランダは唸うなった。

　父は人の良い男だが、兄は野心的なところもあった。昔から父にくっついて、頻繁に王宮に出入りしていたから、ラインハルトがどういう男なのか、よく知っていたはずだ。

　彼が自分に興味を示していたことも、この変わり身の早さをみると、気づいていたに違いない。昨日の夜会の時もそうだ。

　若い貴族が多く出席するということで、本来、父の同伴者は兄の予定だった。しかし、当日になって急に『寒気がする』などと言い出して、ミランダに夜会への出席を押しつけた。ラインハルトと会えるよう、取り計らったのだろう。

　帰ってきた時、兄はどう見ても元気そうだったから、間違いない。イリアスにすれば、妹が王子に嫁げば公爵家の権威も増すし、今以上に王族との関わりも深くなる。将来、爵位を継ぐイリアスにとっては良い事ずくめだ。

　こうなったら、頼みの綱は母親だけだ。ミランダは公爵の手からすごい勢いで手紙を奪い、夢中で読んでいた夫人に視線を向けた。

「お母様……っ」

「貴女、今までお見合い相手に全てケチをつけてきたけれど、何の不満もないわよね！」

　つい先ほどまで失神を予告するようなか弱さを訴えていた夫人は、今まで見たこともないほどの溌はつ剌らつとした笑顔を浮かべ、目は燃えたぎっている。

「待ってください。あるはずです！」

　言ってみろといわんばかりの家族全員の視線に、ミランダはすぐに窮した。

　──ない。どうしよう。今までのやり方が通じないわ。完璧といわれる方ですものね……。

「私の好きな方は、病弱で……勉強ができなくて……っ」

　諦め悪くミランダは訴えたが、最後まで言わせて貰えなかった。

「そんな男と結婚させるわけがないだろう」

　と、父がさえぎり、母もたしなめた。

「妙な妄想を口にしないのよ」

　そして、イリアスが容赦なく言った。

「お前の気持ちはよく分かった。だけど、こんないい縁談はない。黙って受け入れろ」

　家族が誰一人として味方になってくれないので、ミランダは半泣きになった。

　──だめだわ。別の理由を考えなくちゃ……ひとまず落ち着いてからにしましょう。

　ミランダが部屋に戻ると告げようとすると、先に公爵が言った。

「あぁ、そうだ。ミランダ、明日は何か予定があるか？」

「夕方に授業がありますわ」

「では、他の時間はいいんだな。そのまま予定を空けておきなさい。ラインハルト殿下が我が家にお見えになるそうだ」

「……お、み、え？」

「お前に会いたいそうだ。この幸せ者め！」

　満面の笑みを浮かべる公爵に、ミランダは顔を引きつらせた。

「喜びのあまり……、倒れて寝込みましたとお伝えください！」

「また急な病になるようなら、見舞いに行くとおっしゃっている」

「お友達と、お茶会の約束があったような気がします!?　も、もちろん殿下とお会いするのが最優先かと思いますが──」

「いやいや。女友達がみんな嫁いでなかなか会えず寂しいだろうからと、お気遣いくださったようだぞ？」

「なんで知って……っ！　でも、私には大切な勉強がありますわ！」

「勉学の時間と重なるようなら、そちらの方を優先していいそうだ。終わるまで待つとおっしゃっている。ご自身もお忙しいというのに、どうしても会いたいのだな！　お前に！」

　あまりにタイミングがよすぎるので、ミランダは彼がすぐ近くにいて父に指図をしているような気がした。

　つい周囲を見回した娘に、公爵は懐から別の手紙を取り出して言った。

「お前がいろいろと言ってきたら、こう答えろと殿下がご教授くださったのだが、いやはや、全て言い当てられるとは……さすがだ」

「手紙が二通あったのですか!?」

「うむ！　お前にこちらも読ませると、それを踏まえて発言してくるだろうから留意せよと教えてくださった。お前が理由をつけて渋ることもお見通しのようだな。まるでお前の性格を熟知しているようだ！　理解のある方でよかったなぁ！」

　感極まって泣きそうな公爵に母も兄も同意したが、ミランダは違う意味で泣きたかった。

　──手の内が読まれている。しかも、私が先手を打たれたわ……。だけど、大丈夫よ。要するに殿下を失望させて、目を覚まさせればいいのよ。簡単だわ！






　結局、家族に押しきられ、ミランダはラインハルトの来訪を受諾した。それからはもう、屋敷中が大騒ぎである。王子に失礼があってはならないと、家族の指示のもと使用人たちが総出で準備を整えた。

　このような状況下で、一番の被害者はミランダである。

　使用人らが大掃除に勤しむなか、母親に呼ばれて自室に行ってみれば、待ちかまえていた侍女たちに囲まれて、着せ替え人形のようになった。指揮をするのは良縁を逃すまいと意気込む母であり、ミランダに口を挟む余地など一切与えない。

　ミランダは散々髪を弄いじくられ、何度も着替えをさせられ、明日は春らしい若草色のドレスを着ると決まった時には、もう日が落ちていた。急かされながら夕食と湯浴みを済ませた後は、母と共に礼儀作法の復習が夜遅くまで続いた。短い睡眠の後、朝も早くから叩き起こされ、朝食後もまた復習である。

　そのため、午後になってやって来たラインハルトを正面玄関で出迎えたミランダは、睡眠不足もあって疲れていた。

　よくもやってくれたわ、と用意周到な彼に文句のひとつも言いたいところだ。それでも堪えて、礼儀正しく挨拶をした。

　なにしろ固かた唾ずを呑のんで見守っている家族の視線が、ずっと背中に刺さっている。家族の後ろで控えている使用人らも、主家の繁栄は自分たちの将来にも影響するだけに、視線が熱い。

　そんな彼らの前で、ラインハルトに物申す勇気はなかった。

　我ながら完璧な挨拶をした、と想ったミランダだったが、ラインハルトは顔を曇らせた。

「大丈夫か？　調子が悪そうだが」

「……ええと……」

　──またそれね。万策尽きたなら好都合だわ。でも、これはどう答えたものかしら。うっかりした事は言えないわ。なんて油断のならない方なの。

　以前のやり取りを思い出して警戒したミランダのわずかな躊ちゅう躇ちょも、夫人は見過ごさなかった。

「殿下、娘は大きな病もせず、薄着で雪の中を駆けまわっても風邪をひかない丈夫な子ですわ！」

　病弱と想われて結婚の懸念材料になったらたまらないと考えたようだが、話を盛りすぎだろうとミランダは想った。

　──私は冬が一番苦手なのに。寒いのも、雪を見るのも、大嫌いだ。

　だから、長い冬が終わり暖かな春がきたことが嬉しくて、兄に押しつけられたとはいえ、夜会に出ようなどと想ってしまった。父親が好きな男性と結婚してもいいと譲歩してくれた時は、踊り出したいくらい嬉しかったのだ。夜会になんて行くんじゃなかったと後悔しても、もう遅い。

　うなだれるミランダをラインハルトは見つめたまま、真剣な眼差しで言った。

「いや、無理をさせているようだから、休ませたい。せめて座ってほしい。歩かせたくないから、抱き上げていいか？」

「お待……」

　ミランダが断ろうとするよりも早く、公爵が即答した。

「なんとお優しい！　妻が申し上げた通り娘の身体はとても丈夫ですが、勉学に夢中になるあまり、実は少しばかり疲れているようでして……っ」

　すかさず兄まで、

「それでも殿下がいらっしゃると聞いて、心待ちにしていた次第です！」

　などと、堂々と噓うそまで吐いてくれる。

　家族総出で余計な後押しをされたミランダは全員を睨にらんだが、すぐにラインハルトに視線を戻した。長身の彼が少し身を屈めて、心配そうな顔をして覗き込んできたからだ。彼の表情に噓がない事は分かったし、その後の言葉は反則だった。

「部屋まで運ぶだけだ。貴女を傷つけるような真似は絶対にしない。……だめか？」

　ずるい、とミランダは想った。

　あっという間にこの流れにまで持ち込んでしまったというのに、強引に触れてはこない。王族の権力を使うでもなく、家族が合意しているのだからとさっさと抱き上げてもこないのが、彼の小憎らしいところだ。

「……歩けますわ」

「無理をしないでくれ。頼むから」

　真しん摯しに訴えかけられて、ミランダは言葉に詰まった。

「連れて行っても？」

　再び問われたミランダは、自分の頰が勝手に染まっていくのを感じながら、断れない雰囲気もあって応じた。ラインハルトは優しく微笑んで、

「失礼する」

　と、声をかけてから、ミランダを横抱きにした。

　決して小柄な方ではない上に、ドレスの重みも加わるから力がいるだろうとミランダは想ったが、ラインハルトの腕は揺らがない。身体が抱え上げられている不安定な姿勢にも関わらず、ちっとも怖いと感じなかった。

　一見すると分からないが彼は相当鍛えているらしく、二の腕は力強くて、衣服越しに触れる胸板も厚い。

　近年はすっかり平穏であり、まともに剣も握ったことのないような軟弱な貴族令息も多い。そんななかで、彼が鍛錬を欠かさないのは、将来国を背負って立つ者としての責任感が強いからかもしれない。

　だけど、香ってくるのは男の汗の匂いではなく、爽やかな柑橘系の芳香だ。

　──よりにもよって、なぜこの香りなの……。

　ミランダは文句を言いたいくらいだったが、つい浸ってしまう。すると頭上で小さく笑う声がした。

「この香は普段から使っている。別に、狙ってつけてきた訳じゃないんだが……気に入ったか？」

「違いますわ！」

「覚えておこう」

「違いますからね!?」

　慌てて否定しても、ラインハルトは嬉しそうだ。自分でもむきになっているのが分かり、ミランダは口をつぐむ。ラインハルトは笑みを浮かべたまま、公爵に部屋を案内するよう頼んだ。




　ラインハルトが通されたのは、彼のために用意された賓ひん客きゃく室しつだった。

　同行したミランダの家族は、お邪魔虫は退散するとばかりに退室の挨拶をすると、綺麗に足並み揃えて去っていった。

　無論、未婚の二人なので扉は開けられたままだったし、公爵家の侍女と王子の護衛として随伴してきた親衛隊員が数名控えていたが、彼らは完全に気配を消している。

　ラインハルトはミランダをソファーの上にそっと降ろすと、すぐに手を離した。傷つけるような真似はしないと断言しただけはあると、ミランダは感心した。だが、その後の彼の二つの行動には戸惑ってしまった。

　一つは、ミランダを上座に座らせたことだ。

　本来は王族であり客でもある彼が座る場所である。招き入れた側の人間が先に座っている時点でそもそも非礼であるが、ミランダにはもうどうしようもない。

「お気遣い頂いて嬉しいのですが、私は下座に参りますので、どうぞお座りください」

　と、ミランダは立ち上がろうとしたが、動けない……。ラインハルトはミランダを座らせた後、彼女の前に両膝を折って屈んだからだ。その結果、ミランダは長身の彼と視線がほぼ真っすぐ合う形になった。

　秀麗な顔がすぐ傍にあるためか、ミランダの目は若干泳いだ。

　結婚相手にこだわった点は嗜好や性格であり、容姿ではない。どんな容姿が良いかと考えてみても思い浮かばないから、とりとめて考えたりしなかった。

　だが、今、ミランダは王宮で彼を見かけた女友達が、絶賛していた理由を思い知らされる。

　ラインハルトが身に着けていたのは、明るめの藍色を基調とした上質な訪問着だ。夜会の時には髪を後ろに撫でつけて、どことなく妖し気な魅力を放っていた。しかし、今日は前髪を降ろしていて若く爽やかな印象を与える。

　何をしても美しく見える男はそうはいないと魅入ってしまったミランダは、冷静になれと慌てて自戒する。

　──それにしても、殿下は一体、何を考えているのだろう。

　彼は幼い頃から賢明である事で知られ、武芸にも秀でている。自分の力を誇示せず、礼儀正しい。立場上、多くの貴族令嬢と接する時も、身分を問わず誰に対しても分け隔てなく優しいと言われていた。

　廷臣からの評判もすこぶるよく、信頼も厚い。騎士団長を唸らせたという彼に、騎士たちは崇拝の念を抱いている。

　善良な国王夫妻を親に持ち、一人息子だから王位を争うような兄弟もいない。

　三十年前の大戦の後は平穏そのもので、今では各国とも友好な関係を築いて小競り合いひとつ起きていない。

　何も憂事がないので、国内どころか周辺各国の女性たちからも結婚してほしいと懇願される、完璧王子である。実際、彼は評判通り、ミランダに対しても丁寧な対応を貫いている。

　──もしかして、殿下は女性に対して寛大……を通り越して過保護な方なのかしら。私があまりに結婚できないようだから、哀れまれたとか。奉仕精神というものね！

　そんな事を考えていると、ラインハルトが微笑みかけてきた。

「さて。二人だけになったから、もう遠慮はいらない」

「そう……ですね」

　ちらりと部屋の外に目をやったが、彼は全く動じる様子がない。

　我が家の侍女たちは、何が起ころうと見て見ぬふりをしろと言い含められているに違いない。親衛隊員は彼が主人だから、命令に従うだろう。

　でも、無体な事はしないと彼が約束したのだからと、ミランダは安心して適当に相あい槌づちを打ったが……。

「じゃあ、脱ごうか」

　真顔でさらりと言われたミランダは、目が点になった。

「ぬ、ぐ……？」

「いいから、早くしろ」

　──前言撤回いたします。獣よ。ケダモノだわ！　知っているわよ。男性は豹ひょう変へんするってお友達から聞いたもの。これはもしかして、実は女癖が悪かったということかしら。断る口実ができそうだわ！

　期待を込めて、ミランダは問いかける。

「殿下は、いつもこのような事をなさるのですか？」

「いや。貴女だからしている」

　ミランダは顔が引きつったが、ふと妙案が浮かんだ。

　貴族令嬢は処女である事が尊ばれた。良家に嫁ぎ、正妻となって嫡子を産むよう求められる高位貴族ならばなおさらだ。当然ながら、未婚の娘が男に襲われたなどとなれば悪評になる。野心家な兄は身内の醜しゅう聞ぶんを嫌がるだろうし、自分の両親も嫁入り前の娘に手を出されれば怒るだろう。

　──怒ってほしいわ……多分、怒るはず。お願いだから、王子のお手つきになったと喜ばないでほしい。そんな事になったら、ぐれてやるわ。

　話はまだ公にされていないから、破談になっても大きな騒ぎにはならない。国王夫妻も一人息子の名誉を守るために、もみ消すだろう。

　我が家でも使用人に戒口令を敷けば、ラインハルトは汚名を被こうむらない。たとえ命令を破る者がいたとしても、そもそも完璧と謳うたわれる王子が嫁入り前の女性に襲いかかったなどという話など誰も信じないだろう。

　部屋の外には、侍女や隊員たちが控えている。ほどほどのところで彼らに聞こえるように悲鳴をあげて、大おお袈げ裟さに騒げばいい。全く動じてくれないラインハルトが呆あきれるくらい子供じみた泣き声を上げれば、完璧だ。

　話は確実に流れるはずである。

「お待ちください……」

　ミランダは弱弱しい声を出し、顔を背けて隙を作ってみる。

　すると、ラインハルトの低く笑う声がした。

「待つわけがないだろう。脱ぐんだ。私の手で脱がされたいなら、それでもいいが」

「あっ……いけませんわ、そんな……っ」

「なんだ、誘っているのか？　同意したと受けとるぞ」

　楽しそうな声になったラインハルトに、ミランダは胸に手を当て恥じらう振りをして、逃げない。

　──やり過ぎかしら。まぁいいわ。さあ誤解してくださいね！

　企んだ顔をして誘うミランダに、ラインハルトは目を細めた。

　口では嫌がる素振りを見せながらも、自ら襲ってこいといわんばかりの彼女が、分かりやすくて可愛らしいと想った。

　男女の駆け引きは不得手らしく、彼女の清純さを感じられて嬉しい。無論、好みの男ではないからと求婚に渋い態度を貫く彼女だから、故意に違いないと見抜きながらも、可か憐れんに恥じらう姿を見ていたくなる。

　ラインハルトはもっと彼女を煽あおってやりたくなるのを堪え、片膝をついた。

「右足を出して」

「え……？」

「靴を脱ぐんだ。痛むだろう」

　ミランダは驚いた。

　母や侍女たちは気合を入れてミランダを着飾らせた。ドレスに合う色の靴が傷んでいたので、ソニアという侍女が急いで新品を持ってきた。だが、おっちょこちょいな彼女は相当慌てていたらしい。

　靴はミランダの足よりも少し小さく、ヒールもいつもより高くて歩きにくかった。それでも無理をして歩いているうちに、ミランダは右足に痛みを感じていた。

　我慢できないほどではなかったし、寝不足で思うように考えがまとまらないミランダは足の痛みどころではなかったのに、彼はほんのわずかな時間で見抜いたらしかった。

　前は抱き上げたいと言いながらも行動に移してこなかった彼が、今回は譲らなかった理由に、ミランダはようやく気づいた。

「……少しだけ」

　正直に答えると、ラインハルトは右足のふくらはぎに手を添えて、靴を脱がせた。その足を自分の膝の上に乗せたので、ミランダは慌てて足を下ろそうとしたが、彼の手が労いたわるように軽く触れた。

「どこが痛い？」

「踵かかとに靴くつ擦ずれができていますけど、こすれて赤くなっているだけですから、平気です」

「そうか。傷には触れない方がいいな。履き慣れない靴だったか？」

「えぇ……あ……っ？」

　ふくらはぎに触れた彼の手が、優しく撫でてきた。

「張って硬くなっているな。足を少し揉もんでやる。膝より上は触らないから安心して、そのままでいろ」

「膝より……しないでください!?　お嫁にいけなくなります！」

「相手は私だから、心配いらない。要は貴女の覚悟次第だ」

「一生できそうにありませんわ」

「大丈夫だ。貴女ならできる」

　断言するラインハルトに、ミランダは窮した。

　ただ、足を揉んでくれる彼の手は止められなかった。触れられて気づいたが、かなり凝っていたようで、とても気持ちがいいのだ。

　彼の大きな手は、剣を扱う者らしく硬い。しかし、包みこむような温もりと優しい手つきが足を癒やしてくれる。安心しろと言った通り、触れ方に性的なものを一切感じさせない。なんだか手慣れたものだった。

　──王子に跪ひざまずかせて足を揉ませている小娘……いいのかしら。だめよね。困るわ。この方はとっても優しいから……好きになってはいけないのに。

　また浸ってしまっていたミランダは、立て直しにかかった。

「痛くしてください！」

　声を大にしてそう訴えると、ラインハルトは意表を突かれた顔をして手を止めた。これにミランダが気をよくしたのも、やはり一瞬である。

「貴女にそんな秘密の性癖があったとはな。それは初めて知った」

「違います！　ち、力が弱いのです！　もっと強い方が好みですわ。いつもそうですもの」

　優しくされて惹ひかれては困るから、ミランダは精一杯の虚勢を張った。すると、短い沈黙の後、ラインハルトの目が急に据わった。

　力が弱いと言ったからか、足を揉む指がいきなり力強くなり、ミランダは涙目になった。容赦なく押されてとても痛い。けれど、痛めつけるようなものではなく、的確に揉みほぐしているというのが分かる。

　──痛いわ。でも、なぜか気持ちがいい。いいえ、痛い!?　変な趣味に目覚めてしまいそうだわ！

「痛……っ」

「誰に揉ませた？」

「え……っあぁ……！」

「言うんだ。今までの縁談相手は、大人しい良家の小僧や他の女に惚れ込んでいた若僧ばかりだったから、婚前のお前に触れるような男はいなかったはずだぞ」

　まるで縁談相手を全員知っているかのような口ぶりだ。これも調べさせたのだろう。しかも、また口が悪い上に、小僧や若僧呼ばわりだ。自分だって十分若いくせに……。

　ただ、痛いところを集中的に揉まれて、ミランダの口から出てくるのはほぼ悲鳴だ。

　これでは、苦言を呈するどころではない。

「誤解です！　私の侍女に上手な子がいて……っ足が疲れた時に、やってくれるのです！」

「お前の肌に、男が触れてはいないか？」

「えぇ！　そんな振る舞いをされる方なんて、あな、た……！」

「俺もまだ触っていない」

　ミランダは、貴方様だって婚前の女性に容赦ない行いをしていると言いたい。確かに、タイツを履いていたから直接は触れられていないにしても、だ。

「それは屁理屈ですわ……ぁあ！」

　言い返すんじゃなかったと、ミランダは後悔した。一番痛い所を狙いすましたかのように、ぐりぐりと指で押されたからだ。

　──これはやめられると、逆に辛いやつだわ。痛いのに、気持ちがいいってどういうこと！

「あ……っ……い……っ」

「…………」

「殿下、そこは……っ」

「やめるか？」

「やめ、ない……でっ」

　悶もだえるミランダの、懇願するか細い声が響く。

　ラインハルトは奥歯を噛み締め、扉の外を殺気立った目で睨みつけた。今、トラウザーズの前立てを直している部下がいたら後で絞めると心に決め、甘い声を漏らしたミランダを咎とがめた。

「……っ声を出すな」

「で、も……！」

　何の拷問だ、とラインハルトは唸る。

　どんな状況下でも冷静さを保てるよう鍛錬を積んでいたし、それこそ死ぬような苦痛を受けても精神を保てる自信もあった。

　だが今、自分の忍耐力が早々に限界に達している気がしてならない。このままミランダの可愛い声を聞きながら続けるのは、自分の精神衛生上よくないと分かっていても止まらなかった。

「俺に強く揉まれて、気持ちいいのか？」

「えぇ……っ！　もっと強くして頂いて、かまいません……ぁ……っ」

　意地を張ったミランダは、必死で悲鳴を呑みこんだ。

　──やっぱり撤回します。おやめください。

　と、訴えようにも、声にならない。

「や、ん……んっ！」

「……そろそろいいか」

　そう言って手を離してくれたので、ミランダは一気に力が抜けた。重だるくて仕方なかった足はずいぶんと軽く、楽になっていた。

「ありがとうございます……。あの……とっても、よかったです」

「…………。これは想定外だ」

「何がでしょう？」

　戸惑うミランダをよそに、ラインハルトは深いため息を吐いて立ち上がると、斜め向かいの椅子に座って、天を仰いで目を閉じ、なにやら異国の言葉をブツブツと呟つぶやき始めた。

　さまざまな言語が入り乱れていて、しかもかなりの早口だ。ミランダは何を言っているのかは分からなかった。彼が主要国の言語を含めて数カ国語を話せると聞いた事があり、どれもかなり流りゅう暢ちょうらしい。

　勉学好きなミランダは、仔細を聞きたくなるのを堪える。親密になるのはまずい。

　ただ、彼がひどく打ちのめされているのだけは分かった。

　衰弱している相手に追い打ちをかけるのは卑怯だと想いながらも、うかうかしていると彼が立て直してくるに違いないと、ミランダは心を鬼にした。

　このまま、一気に破談まで持ち込むのだ。

　なにやら思い悩んでいるラインハルトは気もそぞろだから、好機である。

「殿下は私の事を調べたとおっしゃっていましたが、それはいつ頃からで、何がお気に召したのでしょうか？」

　断り続けても巧みにかわされてしまいそうなので、ミランダはあえて探りを入れてみた。無論、彼が気に入ったというところを変えてしまえばいいのだという計算もある。

　だが、珍しく動揺していた彼が、再びミランダを見返してきた時には、もう冷静さを取り戻していた。切り替えが早すぎる、とミランダが嘆く間もなく、彼はにっこりと笑った。

「そうだな。六年くらい前からか？」

「え……っ！」

　ミランダはてっきり縁談を断り続けていた事で目をつけられたと想っていた。しかし、彼はまたしても予想を裏切った。

「私の両親のもとに、公爵が貴女たち兄妹を何度か連れてきていただろう。イリアスの愛想はよかったが、貴女は大人しいものだったな。でしゃばらず、問われた事にはしっかりと答えている知的な姿が印象的だった。着飾った姿も可愛くて、目が離せなくなった。その時から私は、貴女だけを見ていた。いわゆる、一目惚れというものだな」

　絶句するミランダにかまわず、ラインハルトは淀よどみなく続けた。

「ただ、私は王家に産まれた者だ。子は私だけだから、私はいずれ国王となる。当然ながら私の妻となる女性は国王妃としての義務を負う」

「……はい」

「無邪気に『勉強を頑張っています』と私の両親に言っていた貴女に、大きな負担を背負わせたくはなかった。だから、ずっと黙っていた」

「…………」

「しかも、貴女には優秀な兄がいる。あの男も面白い男だな……昔からちっとも変わらない。真面目で善良な男のようでいて、腹が黒い。目的のためなら手段を選ばないだろう」

「兄の事もよくお分かりですね……」

「貴女はあまり王宮に来たがらなかったが、イリアスはよく顔を見せたからな。私にも熱心に話しかけてきた」

　ミランダは彼が兄の本性を正確に見抜いている事に少し驚いた。

　イリアスは周囲の大人たちからは、堅実で、無欲な好青年だとすこぶる評判がいい。だが、それは外面が良いだけで、実は欲が深い。物事を進める時には自分の利害と一致しているかどうかを見極め、行動には損得勘定が働いている。

　食べる事が大好きで、今でこそ細身だが、子供の頃は丸々としていた。体型を気にした母がおやつの量を制限しても、料理人を丸め込んで多く貰っていた世渡り上手である。

『金は多いに越したことはない』などと言って、密かに王都の賭博場にも足を運んで興じていた。一か八かの勝負事が楽しいらしく、当たり外れの大きいクジ引きも好きだ。最近では、同世代の若い貴族たちを集めて、馬を競わせて遊んでいる。

　そんな兄は立身出世にも貪欲だったようだ。次期国王となるラインハルトに近づいたのは、顔を売っておいて損はないからだろう。両親と一緒になって縁談を勧めているのも、将来、自分の利益になるからに違いない。

　ミランダは利用する気満々のイリアスを腹立たしく想ったが、それでも兄が嫌いではなかった。

　とばっちりでミランダもおやつを減量されたが、兄はこっそり分けてくれた。そして、事が露見した時は、母の長いお説教の大半を先に聞いておいてくれたお陰で、ミランダは軽く怒られただけだった。賭博や競馬もあくまで遊び程度に止め、深入りして家に迷惑をかけることもしない。クジ引きの景品はミランダが欲しがっていた物で、当たるといつも贈ってくれた。

　表向き大貴族の令息として振る舞いながらも、裏ではなんとも自由に過ごしている男だった。ミランダが少し安心したのは、兄の事を語るラインハルトはどこか楽しそうで、疎うとんじて言っている訳ではなさそうだったからだ。

「あの性格なら、上手く生きていくだろう。イリアスが公爵家を継いだ後も盤石だろうから、貴女が結婚相手に求めなければならないものは多くない。だから、貴女が幸せなら……他の男と結ばれるのもいいと想うようにしていた。年頃になった貴女のもとに数々の縁談が持ちこまれている話を聞いても、堪えてきた」

「そう……でしたか」

　ミランダは相槌を打ちながらも、ふと胸の奥が少し疼うずいた。その理由を考える前に、ラインハルトの目がすっと細められたのを見て、今度は冷や汗が出てきた。

　彼の様子が、急に変わった気がする。

「だが、貴女の縁談はことごとく頓挫していた。疑問に想っていたら、貴女が裏で手を引いていたと知った。結婚する気はあるようだが、貴女の理想はどうやらかなり高いようだったからな。ならば、私が名乗りを上げて何が悪い？」

　良縁を断り続けていたら、それをはるかに上回る縁談が来るってどういうことなのかと、ミランダは嘆きたくなった。

「私は別に、王家に嫁ぎたくてお断りしていた訳ではありませんわ」

「そうだな、貴女の理想の男は意外だった。まぁ子こ煩ぼん悩のうで知られる貴女の父君が、そんな男との縁談をまとめるとは想えないが、中には素行や性格の悪さを上手く隠している者もいるから注意していた」

「でも、誰もいませんでしたね……」

　理想の駄目男が一人くらい紛れ込んでいるかも、と想った。しかし、誰も彼もみんな善良な青年たちだった。

「……そっちの話は潰しておいてよかったな」

　小さく呟いた彼の言葉をミランダは聞きとれなかったが、ろくでもない事を言われたのはなんとなく分かった。

「殿下は用意周到で忍耐強い方だと、よく分かりましたわ」

　嫌味たっぷりに言ったつもりなのに、やっぱり彼は動じてくれない。

「そうか。だったら今回、そんな私が動き出した意味も理解しているだろうな？」

　分かりたくないが、分かってしまう。今こうしている間にも着々と逃げ道を塞ふさがれているような、嫌な予感がする。六年以上ともなれば、そう簡単に諦めてはくれないだろう。

　ミランダが返す言葉に詰まると、ラインハルトはにっこりと笑った。

「ところで、結婚式に理想はないか？　装飾の花は何がいいだろうな。ウエディングドレスは貴女にとても似合いそうだ」

「あ、あの……」

「よく考えておいてくれ」

　そう言ってラインハルトが立ち上がったものだから、そのまま帰る気かと想ったミランダは大慌てである。

「待ってください！　その前にお話しする事がたくさんありますわ!?」

　放っておくと、次に会ったら式の会場を決めたとでも言われそうだ。必死で止めると、ラインハルトは嬉しそうに頷いた。

「そうか。もっと私と長く一緒にいたいと想ってくれているんだな」

「え……えぇ！」

「分かった。もう少し待っていろと、伝えてくる」

「はい……」

　ラインハルトが扉の傍まで行って控えている者に声をかけている間、ミランダは必死で頭を働かせた。

　恐らく自分の性格や嗜好を知り尽くしているであろう相手に、自分の話題は分が悪い。どちらかといえば、彼の盲目的な恋としか想えない気持ちを冷ました方が早いだろう。そのためには、彼に関する情報をもっと集めるべきだ。

　そう意気込んで、戻って来て再びもとの場所に座った彼に尋ねた。

「つかぬ事を伺いますが、殿下はどんな女性がお好きですか？」

「貴女だ」

　間髪入れずに返答があった。ミランダは頰が染まりそうになるのを必死で冷ます。

　どんな、と聞いたはずなのに、これである。

　ラインハルトはミランダを見つめ、うっとりと魅入ったまま続けた。

「昔、読んだ本のなかに一目で恋に落ちるという話があった。現実でも起こりうるんだな……」

　嬉しそうな彼に、ミランダは責任を感じ始めた。

　これからさまざまな誘惑が多くなるであろう大国の王子が、恋物語に憧れたままなのは大問題だ。

　彼は思い込みも激しいようだから、取りつくろっていた幼い頃の自分にコロッとだまされて、今までまともな恋愛ができていないに違いない。初恋というのはこじらせると厄介だと聞いたこともある。

「では、どんな女性が苦手ですか」

「そうだな……媚こびてくる人は好きじゃない。一方的に言い寄られるのも遠慮したい」

「……なるほど。では、私も殿下に想って頂けるような女ではありませんわ。不相応です」

「なに？」

「幼い頃から、ろくでもない思考でしたもの。両陛下に兄と一緒にご挨拶した時もそうです。勉強をしていると言って、素直な子供の振りをしておけばいいと想って媚びましたから！」

　──お兄様は腹黒だけど、私もだわ。ごめんなさい。貴方の夢を壊しましたね。でも、恋は冷める事もありますわ……。

　同情の目を向けたミランダだったが、ラインハルトはくすくすと笑った。

「でも、勉学は好きだろう？　事実だ」

「あ……」

「貴女は勉強の時間がほしくて、両親にあちこち連れ回されるのが嫌だった、といったところかな？」

「いいえ!?」

　図星のミランダは声が上ずったが、必死でごまかす。

「遊ぶ時間がほしかったからですわ！」

「……男と遊びたかった訳じゃないだろうな？」

　嫉妬を滲にじませる時、ラインハルトの口調はよく雑になる。

　そんな様子に、ミランダは閃いた。どうやら彼は、貞淑な女が好きらしい。言い寄られるのが苦手だというのも頷ける。だから、縁遠い自分に目をつけたのだ。

　ならば、取るべき道はひとつ。

「そうだと言ったらどうされますか？」

　ミランダは立ち上がり、戸惑った顔をした彼の前まで行くと、軽く身を屈めた。ラインハルトとの距離がぐっと近づき、先ほどのいい匂いがわずかに香ってきて一瞬くらりとした。

　だが、ラインハルトは端正な顔を強張らせて、苦々し気に言った。

「私は勝手な思い違いをして、不用意に触れてくる女は嫌いだ」

「あら……私を好きだとおっしゃったのは、殿下ではありませんか」

　ミランダは媚びた甘い声をなんとか絞り出し、彼の首に腕を回す。途端に眉間に皺を寄せたラインハルトに、確信した。

　──これだ。いけるわ、私。やるのよ、私！　きっと腹黒はよくても、淫乱な女は苦手なのよ！

「……おい。まさかとは想うが、このまま私の膝に乗るつもりじゃないだろうな？」

　咎められたミランダは、自分を奮いたたせる。そこまでやるつもりはなかったが、押しの一手になるなら羞恥心は捨てようと想った。

「でも、足がまだちょっと痛んで、立っていられそうにありませんの……」

　適当な理由をつけたのは、後々の言い訳に使えるようにするためだ。ラインハルトの機嫌を損ねる事が目的であって、あまりに無礼だと公爵家まで咎められては困る。

　そんな事を目もく論ろみ、少しよろけて見せようとした時である。

「あら？」

　突然腰に逞たくましい腕が回り、さらにもう一方の手が両膝をすくい上げて軽々と抱き上げられた。ミランダが気づいた時には横抱きにされて、ラインハルトの膝の上である。

　しかも、突然身体が宙に浮いたものだから、驚いて思わず彼にしがみついてしまった。そんな体勢から、ミランダが慌てて逃れようとする時間はない。

　ラインハルトが腰に回した手で、しっかりとミランダの上半身を支え、膝下に入れていた手を引き抜いて、また右足を撫でたからだ。

「揉んでやる。どこだ」

「もう痛くないですわ!?」

「そうか。下腿から足先にかけては治ったようだな。じゃあ、まだ痛むのは上の方だな……」

「あ……っちょ……っ！」

　抱き上げられた拍子にスカートが膝まで捲めくれ上がってしまったので、ラインハルトの手はやすやすと膝を撫でる。いつ何時彼の手が上に這うとも分からず、ミランダは頰を真っ赤に染めた。

　今度は耳まで赤くしてうつむく彼女を見つめたラインハルトは、目を泳がせた。

　いっそこのまま彼女の全てを奪ってしまいたい──そんな男の欲望を駆りたてられたが、いくらなんでも早いだろうと自制する。

　ただ、ラインハルトの躊躇に気づいたミランダが膝から降りようとしたので、それは許せず抱き締めた。

「まぁ待て。もっと私で遊ぶといい」

「遊んではいません！」

「そう言わずに、もう少しここにいろ」

　嬉しそうなラインハルトに、ミランダは別の意味で真っ赤になって、憤ふん慨がいした。

「わざとでしたね!?」

「いや？　一方的にと言ったはずだぞ。私も貴女に言い寄っているから当てはまらない」

「それは……っ！」

「私が貴女を好きだという気持ちも間違いじゃないから、思う存分、私に触れて貰ってかまわない。他の女が嫌なんだ」

　またしても彼の手のひらで踊ったという事実に、ミランダはもう泣きたくなってきた。上機嫌な彼につい恨み節を言いたくもなってくる。

「そんなに……ですか？」

「あぁ。今すぐ私の妻にしたい。なぁ、いいだろう？　頷いてくれないか。私は貴女のために尽くすぞ」

　心底切なそうに、それでいて今度はどこか甘えたように言われると、ミランダは罪悪感が湧いてくる。

　だが、あの手この手で口説き落とそうとしてくる彼は、恋物語に憧れを抱くような純情な青年だろうか。いや、絶対に違う。女に触れたことのない男に、こんな振る舞いはできない。彼は甘い口説き文句を繰り返してくるが、何か別の事を企んでいるのではないかと勘ぐりたくなる。

「殿下、その手には乗りませ──」

　言い返そうとした言葉は途切れた。

　なぜなら、扉の傍で若い小柄な侍女が立ち尽くしているのに気づいたからだ。ミランダの靴の大きさを間違えた、慌てん坊のソニアだった。

　まだ十八歳であどけなさを残す可愛らしい顔は、ミランダ以上に真っ赤である。大きな黒い瞳は真ん丸に見開き、口までぽかんと大きく開いて、結い上げた赤茶の髪は乱れていた。だが、ソニアは今、そんな自分の不格好な姿など、どうでもよかった。

「お、お嬢様。靴はこちらに置いていきます！　わ、私ったら、なんてお邪魔だったのかしらっ！」

「待って。違うの、誤解よ、行かないで!?」

　ミランダは必死で止めたが、ソニアは靴を扉の傍に置くと、急いで出て行った。おしゃべりな彼女が屋敷中にどんな噂を流すのか、もう目に見えている。

　頭を抱えるミランダに、ラインハルトはあっさりと言った。

「これはわざとだ」

　どうやら先ほど席を離れたのは、ミランダへ別の靴を持って来るよう、侍女に頼んだらしかった。

　その心づかい自体は、ミランダもありがたかったが。

　部屋の外には数人控えていたはずだ。その中から彼女を選んだのは故意に違いない。なにしろラインハルトを出迎えた時から、ソニアは同じ年頃の娘たちと一緒になって目を輝かせ、こそこそと話をしていたからだ。

　もう屋敷では誰も、味方になってくれない。家族もここぞとばかりに話を推し進めてくるに違いないと、ミランダは悟った。




　うなだれたミランダに、ラインハルトは優しく微笑んで、膝に触れていた手を離した。そして、再び膝裏に腕を回して彼女を抱き上げ、一度立ち上がると、自分の座っていた所に座らせる。そのまま扉の傍に向かい、ソニアが置いていった靴を持って戻ってきた。

　ミランダの傍に屈むと、靴擦れを起こした真新しい靴を脇によけ、ドレスに合わないが履き慣れた靴へ彼女の足を入れる。呆然としていたミランダは、彼が傍らに座ってようやく我に返った。

「……ありがとうございます」

「どういたしまして」

　穏やかに微笑むラインハルトの目は優しい。

　隣に座ったが、触れてこようとはしなかった。先ほどもあっという間に絡めとられ、逃れられないと想ったのに、ミランダの思考が散り散りになるとみるや手を離してくれた。

　彼の些さ細さいな行動の全てが、ミランダの心を強く揺さぶる。それをミランダは認めたくなくて、丁寧な口調で距離をとろうとした。

「こんなに親切にして頂いて……殿下は女性に優しいんですね。紳士ですわ」

　すると、そんな心中すら読んだかのように、ラインハルトがにっこりと笑った。

「いや。私は見返りを期待しているが？」

「靴で結婚を迫る気ですか!?」

　悲鳴まじりの声を上げて身構えるミランダに、ラインハルトは小さく吹き出した。

「そんなに警戒しなくてもいいじゃないか。そうだな……貴女の名前を呼ばせて貰えるか？」

「私の許可は不要ですわ」

　彼は王族であり、ミランダの上に立つ人物だ。本来なら強引に結婚を決める事もできるだろうし、何と呼ぼうと彼を咎める者はいない。それでも、ラインハルトはミランダの許しを欲しがった。

「呼ばせてくれないか？」

「……お好きなようになさってください。殿下殿下」

　せめてもの意趣返しに強調して告げたが、彼はそれでも嬉しそうだった。

「ミランダ。貴女が私の名を呼ぶ日を楽しみにしている」

「そのような不敬はできませんわ」

「寝室では二人きりになるのだから、かまわないだろう」

「いい加減になさいませ!?」

「初う心ぶだな、貴女は」

　ラインハルトはのんびりと言って、テーブルに置かれていたカップを取ると、お茶を飲み始めた。すっかり冷めてしまっているはずなのに、彼は平然としている。

「あの……淹いれ直すように言いましょうか？」

「いや、大丈夫だ。良い茶葉を使っているな、冷めていても美味い」

「お口に合ってよかったです。父の領地の特産ですわ」

「そうだったな。私の両親も、毎年献上される新茶を楽しみにしている。母は品が届くと、自分で淹れてお茶を楽しみ、年々味が良くなっていると感心していた」

　それを聞いたミランダは嬉しくなった。

　数年前まで不作続きで、領民たちも窮していて、公爵夫妻の悩みの種だった。食事にこだわりのあるイリアスは両親を助けるべく奔走し、ミランダも一緒になって家族みんなで頭をひねったものだ。不作の原因は冬の寒さが厳しく、春先まで長引いて新芽の時期に霜が降りることが多かった事だった。木を植える場所を変え、霜の対策をするようになってからは、また以前のように採れるようになった。

　努力を認めて貰えたのが嬉しくて、ミランダはつい気を緩めてしまった。

「お茶ちゃ請うけには甘い物がお勧めですわ」

「そういえば、母は一緒に胡桃くるみのクッキーを用意させていたな。甘味の苦手な父も、その時だけはよく食べる」

「まぁ。そんなに合うのですね」

「そのようだ。そうそう、母が貴女にも菓子を振る舞いたいと言っていた。一度食べに行ってやってくれないか？」

「はい！　……え!?」

　甘味好きのミランダはつい軽く返事をしてしまった後、失言に気づく。だが、ラインハルトはやはり容赦なく畳みかけた。

「よかった。両親も喜ぶ。全ての公務を放り出してでも、必ず予定を開けろと言っておく」

　嫁入り前の小娘と、国を背負う国王夫妻。どちらが多忙かなど考えずとも分かるはずなのに、ラインハルトの優先順位がおかしい。

　ミランダは慌てた。そして、言い直して断るという選択肢がすっぽりと抜け落ちてしまった。

「お待ちください！　私が予定を合わせますわ!?」

「しかし……貴女も忙しいだろう」

「いいえ！　暇ですわ！　学校も卒業して、嫁ぐのを待つ身ですもの。講義や授業があっても時間に都合はつけられますから」

「暇か。では、また私とも会ってくれるな？」

　すかさず言われたミランダはようやく我に返り、肩を落とした。

「……はい」

　──今日はもう何をやっても、だめね……。不意打ちって怖いわ。

　苦悩するミランダに、ラインハルトは穏やかな声で慰めた。ミランダを翻ほん弄ろうした男のものとは想えない、温かい眼差しを向けた。

「そう落ち込むな。貴女を困らせたい訳じゃない。私はただ……貴女に幸せでいてほしいだけだ」

　──そんな風に笑わないでほしいわ。優しい方には惹かれたくない。一途な方を愛したくはない。でも、まだ大丈夫。国王陛下は実直で、王妃殿下も冷静で賢明な方だそうだもの。久しくお会いしていなかったけれど、私のような奇妙な娘なんて、話をすればすぐに幻滅して、結婚のお許しも撤回してくださるに違いないわ。

　ミランダは、そう自分に言い聞かせるしかなかった。




　ラインハルトは帰る時間が近づくと、ミランダの見送りを断って、一人で部屋を後にした。控えていた侍女たちに足を痛めた彼女の世話を託し、親衛隊員らを伴って廊下を進む。

　彼の姿を見て通りがかった侍女たちがすぐに道を開けて頭を垂れた。その中の一人が慌てて脇に寄った時、懐から一枚の小さな紙を彼の前に落としてしまった。

「申し訳ありません！」

　侍女が慌てるなか、ラインハルトは紙を拾い上げた。そのまま返そうとしたが、文字が書いてあった面が上になっていたので、目に止まった。

「緑の靴は手入れ後に片づける……ミランダの新しい靴の事か？」

　見れば、侍女は先ほど別の靴を持って来るように頼んだソニアだった。王子に直々に声をかけられて、ソニアは恐縮しながらも答えた。

「はい。お嬢様の足に合わないと教えて頂いたので、綺麗にして仕し舞まっておこうと……私は忘れっぽいので、書き残したんです」

「仕事熱心だな。それとも、失敗は許されないのか？」

「いいえ、滅相もございません。皆様とてもお優しいですわ。特にお嬢様は何も言わずに合わない靴を履いてくださって。別の品と変える時間がないと、気づいておられたのでしょう」

「……我慢強いな」

「えぇ。それに私たちの事もよく気にかけてくださいます。お嬢様は勉強熱心な方で、今でもおおぜいの学者の先生方から講義を受け、ご自分が学ばれた事を私たちにも分かりやすくかみ砕いて教えてくださるのです。手が空きやすい時間を選んでくださるので、みんなが学べます。私たちはお嬢様の授業と申しております」

「授業か……なるほど」

「お嬢様はそんな大したものじゃないとおっしゃるんですが、私は字がたくさん書けるようになって、忘れ物が少なくなりましたわ」

　ラインハルトは改めて紙に目を落とし、正しい綴りで書かれた文字を見つめ、口もとを綻ほころばせた。

「誤りのない綺麗な字だ。ミランダは丁寧に教えているようだ。貴女もよく学び、練習したのだろうな。きっと将来、役立つことだろう」

「ありがとうございます」

　ソニアは嬉しそうに答えて、ラインハルトの手から紙を受け取ると、一礼して下がった。




　ラインハルトは再び歩き出したが、イリアスがやって来るのが見えて立ち止まる。イリアスは、王子の傍に妹がいない事を不思議がった。

「ミランダはどうしました？　立てこもりでもしましたか」

「いや。新品の靴で足を痛めたようだったから、見送りを断ったんだ。彼女は立てこもりをした事があるのか？」

「まだですが、やりかねない娘です。決して大人しくはありません」

「確かに。気をつけよう」

　断言したイリアスに、ラインハルトは頷いてみせた。

　周囲にいた親衛隊員に少し離れるように命じ、イリアスもまた近くにいた侍女を下がらせると、二人は廊下の壁際に寄って立ち話を始めた。

　彼らの会話は小さな声で行われ、周囲の者たちの耳に届くことはない。もしもミランダがここにいたら、二人の密談に目を吊り上げていたに違いなかった。

「お前がミランダに関する事を、逐一知らせてくれるから助かる」

「滅相もありません。ですが……駄目男がいいというあの悪趣味までは、気づきませんでしたよ。まさかと想いました」

　辟へき易えきとしたイリアスに、ラインハルトも笑みを消した。

「……ミランダが本当にそういう男が好きなら、俺が彼女の趣味に合わせよう。自堕落な男が、彼女に何をするか考えただけで虫むし唾ずが走る」

　吐き捨てるように言った、ラインハルトの殺気は本物だ。イリアスは、背筋に冷たいものが走る。

　この男を敵に回すのは危険だと、彼はよく知っていた。

　その怒りが本気か、もしくはまだなんとか抑えられる範はん疇ちゅうなのかを見定めて冗談を言うのは、度胸試しのようで少し楽しい。ただ、ミランダに関わる事は、ラインハルトの意向を十分に汲まないと、自分の身に危険が降りかかる。

　急転直下、不穏になった王子に、慌ててイリアスは宥なだめにかかった。

「貴方が堕落して駄目男になっても、ミランダは喜ばないと思いますよ。悪手です」

「……俺が王族だからか？」

「えぇ。ミランダは性格の悪い男は好きかもしれませんが、無責任な男は嫌いですよ」

「そうだな。彼女の真面目な性格を逆手に取りすぎると嫌われそうだ。想いやりのある娘だから、気をつけないとな」

　ラインハルトは少し思案した後、ぽつりと呟いた。

「自分が他人に物を教える時も手を抜かず丁寧なのも、惚れ直した」

　不思議そうなイリアスに、先ほどのソニアとのやり取りをラインハルトが話すと、彼はすぐに腑ふに落ちたようだった。

「そういえば、それはお伝えしていませんでしたね。我が家では、ミランダが学者から学ぶ時は講義で、侍女に教える時は授業と言っています」

「だから講義と授業を別々に言っていたのか」

　ラインハルトは素直に感心したが、イリアスは少し冷ややかな口調に変わった。

「ミランダは物好きだと言われていますがね。下々の者が学を身につければ、口答えをしたり、ろくでもない事を考えたりすると、彼らを使う側の人間の中には嫌がる者もいますから」

　イリアスが苦々しい顔でそう言う理由を、ラインハルトは知っていた。国家の中枢ともいえる王宮にいれば、高位の者が集まる分、弱者を見下す傲ごう慢まんな者とも関わる。争いのもとになるからイリアスは表向き態度に出さないが、信頼するラインハルトの前では怒りを滲ませている。

　ラインハルトも彼女が物好きなどと言われていると知って怒りが込み上げたが、ソニアの誇らし気な顔を思い出し、ミランダへの想いが募った。

「自分が得たものを惜しみなく他人に与えるのは、簡単にできる事じゃない」

「ま、いい根性をしていると想いますよ。平凡なあの娘の数少ない美点ですね」

　目を和らげたイリアスだが、今度はラインハルトが冷ややかに告げる番だった。

「今すぐ訂正したら、許してやる」

「山のようにある美点の一つです！」

　激怒を察知したイリアスが即座に修正すると、ラインハルトは納得顔で頷いた。

「久々にミランダを間近で見たが、相変わらず……いや、もっと美しくなった。俺は何度も押し倒しそうになったぞ」

「そ、そうですか」

　惚れた欲目だと、イリアスは心から想った。なにしろミランダの容貌は、どこをどう見ても普通だ。中の上でも下でもなく、中の中である。だが、この王子は昔から『素晴らしい美貌の持ち主だ』と言って憚はばからない。

　完璧と謳われる男の目を、完全に曇らせている。これは死んでも治らないだろう。なかなか会えなかったから美化されているのだろうと想っていたが、本人を久々に間近にしても変わらない。それどころか、賛辞が止まらない。

　初恋というものは本当に恐ろしいと、イリアスは密かに身震いした。

　そんなイリアスをよそに、ラインハルトは真顔で続けた。

「相変わらず肌の色が白いから、頰を赤く染めると余計に目立つ。可愛くて仕方がない」

「まぁ、確かに色白です。それに身体を覆い隠すほどの長い銀髪ですから、白い服なんてまるで似合いませんね。ただでさえ色が薄いのに助長されます。本人もよく分かっているのか、全く着ようとしませんね」

「……あぁ、なるほど。納得した」

「何がです？」

「ウエディングドレスは白だろう」

「はい」

「夜会で式の日取りを口にしたら渋い顔をされたのは、そのためかもな」

「したんですか!?」

「あぁ」

「いくらなんでも気が早すぎますよ。私がミランダの縁談を潰すのを手伝っていたのは、ごぞんじだったでしょう。見合い相手になりそうな男は、貴方くらいですとお伝えしたはずですよ」

「分かっている。だが、まさかミランダが一人で夜会を抜け出すとは想っていなかったから、焦ったんだ。しかも、薄暗い庭に一人で入って行こうとしたんだぞ。邪な男に襲われたらと想うと肝が冷えた」

「……私も今、そうなりました。夜会に行かせたミランダに、私もついていこうかと想ったんですが……何だか嫌な予感がしたんですよ。やめて良かった。危うく貧乏くじを引くところでした」

　胸を撫でおろすイリアスのいつもの口癖を聞いて、ラインハルトは軽く睨んだ。イリアスは賭博場に通うほど、昔から一か八かの勝負事が好きだと知っていた。くじ引きも好んでいたが、欲しくもなんともない邪魔な代物が当たる時もある。

　お陰で、彼が良かれと思ってやったにも関わらず不利益を被った時、『貧乏くじを引く』などという口癖まで出るようになっていた。

「お前は一体何を言ったんだ」

「私は父を焚たきつけておいただけですよ？　ミランダには常々『好きな男に嫁ぐといい』と言っておきましたからね。父にも同じような事を言わせれば、気を緩めて貴方に捕まりやすいかと想いまして」

「腹黒いところは、昔から変わらないな」

「貴方に言われたくないですね。主犯は私ではありませんよ」

「違いない」

　二人はくすりと同時に笑い、公爵夫妻が別れの挨拶をしにやって来るのを見て、話を終わらせた。








第二章　ミランダの夢









　数日後、シャルトル家の屋敷に来客があった。

「ごきげんよう」

　馬車から降りると、鈴の鳴るような声で、出迎えたミランダとイリアスに挨拶をしたのは、シャルトル家と同じ公爵家の令嬢アイシャだ。艶のある黒髪と大きなぱっちりとした黒い瞳が目を引く美女である。

　黙って立っているだけでも麗しいと賛辞を贈られる彼女は、小柄で華奢な身体でありながらも、豊かな胸は存在感があり、大人の女の体つきをしていた。

　彼女の美貌は幼い頃から知られ、幼児のうちから縁談が持ち込まれたほどだ。一時はラインハルトのお后候補として名を挙げられてもいた。しかし、肝心の王子が全く結婚に興味を示さず、アイシャにも他の令嬢と同じく礼儀正しい態度を貫いたので、彼女の両親は諦めた。

　そこで、白羽の矢が立ったのが、同格の公爵家の跡取り息子イリアスだ。見合いの場が設けられ、意気投合した二人の婚約は、とんとん拍子に決まった。既に両家は家族ぐるみの付き合いをしており、イリアスも彼女に会いに行っていたが、今日はアイシャがシャルトル家を訪れた。

　兄妹は歓迎の言葉で応え、彼女を屋敷の中に招き入れた。

「公爵様のお加減はいかが？」

　廊下を歩きながら、早速アイシャが心配そうに尋ねると、兄妹の目は揃って泳ぐ。ミランダに小突かれて、イリアスが半笑いになりながら答えた。

「あー、うん。まぁ……大した事はないから、心配いらないぞ。でも、見舞いは喜ぶと想うから、ぜひ顔を見せてやってくれ」

「えぇ。もちろんよ」

　ラインハルトが帰った後、公爵は心労が重なったのか胃痛がひどくなった。公爵夫人も心配して傍に付き添っていたが、ミランダの顔を見ると『王宮でも上手くやるのよ』と発はっ破ぱをかけるのを忘れていない。イリアスも両親から手助けをしろと耳だこになりそうなほど言われ続けて、いささか辟易としていた。

　アイシャならば、いい緩かん衝しょう役になってくれるに違いないと、兄妹は喜んで彼女を両親のもとに送り込んだ。

　ほどなくして部屋から両親とアイシャの楽しそうな笑い声がして、部屋の外で待っていた二人は胸を撫で下ろした。

「さすが、アイシャ様だわ。お父様の胃痛も軽くなりそう」

「本人が薬みたいになったな」

　イリアスは苦笑した。アイシャは庭いじりが好きで、自邸である公爵家の庭園には彼女が選んだ草木が植えられている。花を咲かせるものや実を付けるものだけでなく、薬草や薬木にも関心が強かった。

「この調子で、お兄様も治してくださるかしら」

「私は胃痛とは無縁だぞ？」

　不思議そうなイリアスに、ミランダは澄まして答えた。

「でも、お腹の中は一度よく診て貰った方がいいと想うわ」

「なるほど、確かに……待て。どういう意味だ」

「どういう意味か、よく考えてください。殿下が妙に私の事に詳しかったのよ……」

　疑いの眼差しで見る妹に、旗色が悪いと気づいたイリアスは、

「用事を思い出した。見舞いが終わったら、アイシャにお茶でも淹れてやってくれ」

　と言って、逃げて行った。




　部屋から出てきたアイシャは、イリアスがいなくなった理由を聞いても、『忙しいのね』と穏やかに微笑んだ。できた婚約者である。イリアスよりも五つ年下だというのに、とても落ち着いている。

　彼女を賓客室に招き入れ、歓待しながらミランダはふと閃いた。

　子供の頃からおびただしい数の縁談が持ち込まれていたアイシャならば、何か名案を思いつくかもしれない。相手がラインハルトという点を隠して、それとなく尋ねてみよう……。

　そんな事を目論んだ瞬間、アイシャが先に口を開いた。

「いけない。遅くなってしまいましたが……ミランダ様、このたびはおめでとうございます！」

「え？」

「殿下はとてもお優しくて素敵な方ですから、絶対にミランダ様を大切にしてくださいますわ」

　未来の義理の姉の目は、キラキラと輝いている。ミランダは自分も寝込みたくなってきた。公になっていないはずだが、誰が犯人か考えなくても分かる。

　引きつった笑みを浮かべるミランダに、アイシャはすぐに暴露してくれた。

「分かっていますわ。イリアスに手紙で教えて貰ったのですが、口止めもされておりますから、私以外は誰も知りません。ご安心なさって！」

「そ……そうですか」

　アイシャを味方にしようとするのを、イリアスが読んでいたらしい。淀みなく続けられるお祝いの言葉を、ミランダは聞くしかなかった。

　もう勘弁してほしいと想っていたところに、ソニアが二人のお茶の支度をしにやってきた。手際よく準備していく彼女に、アイシャは優しく微笑んだ。

「手際が良くなったわ。頑張っているのね」

「あ……ありがとうございます！」

　同性から見ても美しい彼女に、ソニアは照れ笑いを浮かべる。ミランダも気にかけている侍女が褒められて、ようやく表情が緩んだ。

　ソニアは支度を終えると、

「イリアス様が、お話が終わったら、アイシャ様に中庭へ来てほしいとおっしゃっていましたわ。花を一緒に見たいそうです」

　と、アイシャに伝えた。

「まぁ、珍しい」

　アイシャは不思議がり、ミランダもまた強く頷いた。

「えぇ、本当に。どうしたのかしら」

　わざわざアイシャだけを名指しした時点で怪しい。兄に花を愛でる習慣などない。強いていえば、食用の実を付ける花に関心を寄せるくらいだ。

　言伝を頼まれたソニアも、少し困惑顔である。

「そうですね……。この間も、イリアス様はラインハルト殿下と二人で何か話し込んでいるのを見ましたわ。いつもと様子が違う気もします」

　ミランダはぴくりと反応した。アイシャがイリアスに呼ばれていると聞いて、嬉しそうに席を立ったのも、好都合である。

　彼女を見送ってからソニアを呼び止め、「お二人がどんな様子だったか、詳しく聞かせて」と迫った。




　一方、アイシャは中庭へと向かった。満開の花を咲かせている木の下にいたイリアスを見つけて歩み寄り、目を細めた。

「今年も綺麗に咲いたわね」

「あぁ、ミランダが大切にしているからな。嫁ぎ先にまで持っていきそうだ」

「分かるわ。私も家を出る時は、庭をそのまま移したいもの」

「そうか。私たちの結婚式はいつがいい？」

　ラインハルトを見習って、イリアスが軽口を叩くと、アイシャは苦笑した。

「殿下を差しおいて、先には考えられないと言ったじゃないの。私も同感よ」

　アイシャは二十歳を迎えている。結婚適齢期ではあったが、ミランダの嫁ぎ先がなかなか決まらない事にアイシャの両親も気を使って、急ぐことはないと言っていた。イリアスに他の女性の影が一切なく、アイシャと仲睦まじいのも、両家の親の安心材料である。

「貴女は真面目だなぁ」

　イリアスはくすくすと笑った。いつもの軽口だと分かっていたが、アイシャは少し心配になる。

「……窮屈かしら？」

「いいや。私は適当に生きている方だと想うから、貴女がいてくれると心強いよ」

　穏やかな言葉にアイシャは微笑んで、ほんのりと頰を赤く染めて頷いた。




　ラインハルトが屋敷を訪れてから一週間後の昼下がり、ミランダは兄と共に王宮へと向かった。

　本来ならば父親が一緒に行くはずだった。しかし、どうにも胃痛が治らず、母親も看病にかかりきりになっていたので、イリアスが行くことになったのだ。

　二人が乗った馬車は王宮へと通じる門をくぐり、入り口となる正門へと進む。王宮によく出入りしているイリアスは落ち着いたもので、どことなく上機嫌だ。

　黙って兄を観察していたミランダは、鋭い目で睨んだ。

「やっぱり全部、お兄様の仕業でしたね」

　怒り心頭のミランダだが、イリアスは澄まし顔だ。

「何の事だ」

「寒気がすると言って私を夜会に行かせたのも、わざとでしょう」

「その後、本当に背筋が寒くなったんだぞ？」

「噓ばっかり」

「いやいや、私は命の危険を感じた」

　夜会から帰って来た時、すっかり酔っぱらった父親を軽々と背負って運び込んだ男が、よく言うとミランダは想った。どこをどう見ても、元気だった。

　ただ、イリアスも、後日になって本当に身が凍る想いをさせられたので、いささか不本意だ。

「殿下は、私の事をお調べになられたそうです」

「そうか。まぁ、殿下は上級将校や官僚──つまりはご自身の近くにいる部下たちに手厳しいから、周りにいる者は有能だ。お前ひとりの事くらい、調べさせるのは簡単だろう」

　にっこりと笑う顔が胡う散さん臭くさい。もちろん、ミランダはだまされない。

「ですが、私の縁談相手の事だけではなく、交友関係や成績までよくごぞんじでしたわ。どう考えても、家の者が漏らしているとしか想えません」

「それは一大事だ。公爵令嬢の秘密を洩もらすような家け人にんがいるなんて、大問題だな！」

「お兄様でしょう！　殿下と二人で楽しそうに何か話しているのを見たと、ソニアが教えてくれましたわ。他の子たちにも、お兄様がいろいろと私の事を聞いていたと言っていました」

　平然ととぼけようとしていたイリアスは、顔をしかめた。

「そう言えば、我が家の侍女はみんな、お前の味方だったな。授業で恩を売っていたのは、こういう時のためか。やるじゃないか」

「違います。利己主義のお兄様と一緒にしないでくださいな」

　きっぱりと言うと、イリアスは鼻で笑って、開き直った。

「そこまで分かっているなら話は早い。お前の縁談潰しを手伝ったのも、殿下が子供の頃に見初めたお前に今も執着しているのを知っていたからだ。どうだ、参ったか」

　イリアスはまるで反省の色を見せない。ミランダは髪を掻きむしりたくなるのを、必死で堪える。

　今日のために準備を整えてきたのに、その努力が無駄になってしまう。

　長い銀髪は結い上げて、花か梨りんの花を模した飾りのある簪かんざしで止めていた。シャルトル家の屋敷の庭にも何本か植えてある花梨の木は、今満開である。

　春に可愛らしい桃色の花を咲かせ、秋になると黄色の大きな実をつける。甘い香りがして、ミランダがとても好きなこともあり、母親が十五歳の誕生日のお祝いに簪を贈ってくれたのだ。

　それ以来、ここ一番という時に身に着けるようにしている。

　簪に合わせて薄桃色のドレスを着て、靴も今回はサイズの合うものを選んできた。見た目は、どこをどう見ても完璧である。

　──嫌味なほど、着飾ってやったわ。完全防備よ。つけいる隙はないわ！

　奮い立つミランダだったが、化粧を厚く塗りたくる勇気はなかった。ラインハルトを幻滅させることに成功するかもしれないが、王宮でおおぜいの人の目にも触れるのはまずい。恥をかきにきた訳ではなく、破談を目論んできたのだ。

　本来ならばその手助けとなるはずの兄は、

「私のためにも諦めて、さっさと殿下に嫁げ」

　などと、また好き勝手な事を言ってくる。

「お断りしますわ！」

「なぜだ？　今日はずいぶんと気合が入っているじゃないか。今のお前は、自ら喜んでオオカミの獲物になろうとしているウサギだぞ？」

「二枚舌のずる賢いキツネが取とり憑ついている私に、これ以上どうしろとおっしゃるの？」

　すると、イリアスは座席から急に立ち上がって中腰になり、くるりと回ってミランダに背を見せ、片手で自分の尻を軽く叩いて見せた。

「……何をしていらっしゃるのかしら？」

「あいにく、どこにも尻尾はないから、私ではないな」

「では、舌を思いっきり引っ張って、確かめてあげましょうか」

　ラインハルトは油断のならない男だが、イリアスは飄ひょう々ひょうとしていて掴つかみどころがない。

　──私の周りにいる男性は、なんと厄介なのだろう。

　本気で憤いきどおるミランダに、イリアスは座り直すと軽く笑った。

「逃げるという手もあるんだぞ。これはまぁ、賭けだな。私も貧乏くじは引きたくないから、勧めないが」

「また……お兄様、その口癖はやめた方がいいですわ。賭博好きだと、みんなに知られてしまいますよ」

　イリアスは父に似たのか優しい顔立ちをしていた。ミランダと同じ薄水色の瞳で、髪は明るい茶色、男にしては細身でやや撫で肩なので、上品な貴公子という印象を前面に押し出している。

　多くの令嬢は幸か不幸か、兄の本性を知らない。アイシャだけは気づいているようで、寛大な眼差しで兄の話を聞いてくれているのが救いだ。

　だが、当人は澄まし顔だった。

「なにを言う。人生は常に選択の連続だぞ？　お前も思いきって殿下に賭けてみろ」

「いいえ。私の人生計画は物心がついた時から決まっています」

「つまらない奴だな。人生は一度きりだぞ」

「二度も三度もある方が辛いですわ」

　兄と終わりの見えない口論を重ねていたミランダは、扉がノックされて、ようやく馬車が止まっていた事に気づいた。慌てて返事をすると、扉が開かれる。てっきり御者台にいた従者が開けたと想っていたミランダは、笑顔を浮かべて立っていたラインハルトに、完全に不意を突かれた。

「待ちわびたぞ、ミランダ。貴女のいない王宮は、冷たい牢獄のような場所に感じた。一週間も会えないのは辛い」

　王族が臣下の子女を自ら出迎えるなど、前代未聞だ。

　──何から言えばいいのかしら。おかしいわ。

　彼が言いそうな事を予測して、冷静に返せるように万全の体制を整えてきたのに、彼は私の思考の上ばかりいく。

　いくら優秀な部下がおおぜいいて、兄が自分の情報を事細かに彼に伝えていたとしても、ここまで他人の言動が読めるものなのだろうか。

　──どうして、貴方は私の考えている事が分かるの……？

　そう考えた時、ミランダは強烈な不安に襲われる。ただ、次いで発せられた彼の言葉が想定内だったので、冷静さを取り戻すことができた。

「足はもう大丈夫か？」

「は、はい。傷跡ひとつありませんわ。痛みも全くありません！」

　これなら口を出す余地はないだろうと、ミランダは得意気になったが。

「そうか、何よりだ」

　と、ラインハルトは応じ、傍らに控えていた壮年の男に視線を向けた。

「不要のようだ。下がらせていい」

「殿下。ですから、私は何度もそう申し上げて……分かりました。もう言いません」

　ため息まじりにそう言った男は、侍従に目配せした。意を汲んだらしき侍従が一礼して去って行くのを見たミランダは、困惑するしかない。

「何が不要なのでしょうか？」

「足の傷を診せた方がいいかもしれないと想ってな。王家付きの医師団を待たせておいた」

　ミランダは目を丸くし、イリアスは擦かすれた笑いを漏らし、壮年の男は深いため息を吐いた。真剣な眼差しをしているのは、ラインハルトだけである。

「靴擦れだと申し上げましたよね？」

「だが、万が一という事もある。傷が膿んで発熱しているかもしれないし、傷跡が残っている可能性もあるだろう？　私は常に最悪の事態を想定するようにしている」

　どうやら、ラインハルトはかなり想像力が豊かな男のようだ。だから、自分の言動も予測がつくのかもしれない。そう考えると、ミランダは少し安心した。

「私は大丈夫ですわ。ありがとうございます。あの……」

　王子に振り回されたらしき男にも詫びを入れようとしたが、次の瞬間、固まった。

　男の装いは地味で質素な濃紺の服で、肩ほどまでの長さの黒髪を後ろで一つに縛り、細目であることくらいしか特徴がない。

　ラインハルトの陰になっていてよく見えなかったということもあるが、それにしたって、まさか彼が従者同然で王子の傍にいるとは誰も想わない。

「さ……宰相様!?」

　驚愕するミランダに、男は優しく微笑んだ。

「私の事はどうぞお気になさらず、空気と想ってください。ただ見ているだけですから、邪魔はしませんよ」

「いいえ。そんな！　失礼いたしました」

　現国王は他国からも羨うらやまれるほど、人材に恵まれているといわれている。賢妃で知られる王妃しかり、完璧といわれる息子はもちろん、宰相セラフィの存在も大きい。

　宰相は私欲のない男で、高い地位に登り詰めたというのに、陰ながら王家を支える事だけに尽力する忠臣だ。いざとなれば舌ぜっ鋒ぽう鋭く、相手を論破することもあるが、普段はいるかいないか分からない、いたって物静かな男だ。

　一方、そこにいるだけで衆人の目を集めてしまうラインハルトの行動は、相変わらず積極的である。

「ミランダ、降りられるか？」

「え、えぇ」

　ラインハルトが手を差し出してくれたので、ミランダは彼の手を借りて馬車から降りた。ミランダが明るい時間に外で彼を見るのは初めてで、黄金の髪が光を集めて美しいと想った。

　見惚れてしまった事に慌てたが、焦る必要はなかった。

　なにしろ四六時中口説き文句を口にするラインハルトが、たっぷり十秒間は何も言わずにミランダを見つめ続け、感嘆の声を漏らしたからだ。

「貴女は……何度、私を惚れさせれば気がすむんだ」

　相変わらずのラインハルトにミランダはうめいたが、彼の賛辞は止まらない。今度はミランダの簪に目を向けた。

「花梨か。そういえば貴女の家の庭で、花を咲かせていたな」

「好きなんです。可愛くて、良い香りがするので……」

「確かに。可愛くて、良い香りだ」

　にっこりと笑った彼が見て言っているのは、確実に簪ではない。ミランダはもういたたまれなくなってきた。

　ありがたい事に、セラフィ宰相は表情を全く変えなかった。けれど、彼の後方で控えている親衛隊員たちは、揃って珍妙な顔をして主君の背を見つめている。

　どうしても黙っていられなかったのが、イリアスである。ミランダに続いて馬車を降りると、ぼそりと言った。

「恋は盲目……」

「何か言ったか」

　ラインハルトの地を這う声に、イリアスは勢いよく首を横に振った。ミランダを散々からかってきたイリアスも、相手が彼となると勝手が違うらしい。

　ミランダは少し胸がすく想いで、ラインハルトを見上げた。それに気づいた彼も視線を向けて、穏やかな笑みを浮かべた。

「ミランダ。花梨の有名な花言葉を知っているか」

「いいえ。そういう事は詳しくなくて」

「知らなかったのなら偶然か」

　それでも嬉しそうな彼に、ミランダは目を瞬いた。博識な彼は、花言葉の知識もあるようだ。ロマンチストなところもあると想った。

　ミランダをエスコートして、王宮に入っていくラインハルトの後に続いたイリアスは、宰相にこっそりと尋ねた。

「花言葉、ごぞんじですか？」

「一途な恋ですよ」

「あぁ……なるほど。喜ぶ訳です」

　イリアスは笑いを堪えられなくなった。




　ラインハルトに連れられて謁見の間に通されたミランダは、すぐに困難に直面することになった。

　ミランダは、国王夫妻に当たり障りのない挨拶をしただけだ。ところが、黙って聞いていた夫妻が揃って口を開いた瞬間、悪夢は始まった。

　賢妃と名高い王妃が、感極まった顔で告げる。

「素晴らしい挨拶だわ。ラインハルトが結婚する気になる訳ね。本当にありがとう！」

「結婚式は盛大に祝わねばな。これで我が国は安泰だ！」

　国王も隣で感涙しそうな勢いで、興奮気味に言う。

　ミランダは心外だった。覚えれば誰でもできる挨拶をしただけで、息子の妻としてすぐに受け入れられてしまったのだ。

　──どうして反対してくれないの。将来、国を担う男の隣に立つ女を、こんなに簡単に決めていいはずがないわ。

　唖あ然ぜんとするミランダに、国王夫妻は賛辞を惜しまない。

「貴女はとっても勉強熱心な方だそうね。実直で頼もしいわ」

「その年まで浮いた話ひとつなかったというのも、誠実だ」

　──駄目な男を見み繕つくろっていた、なんて言えないわ。

　救いを求めてラインハルトを見ると、彼はにっこり笑って、

「そうでしょう。私の妻となって愛されるために、産まれてきたような女性です」

　などと言って、助長させた。大きく頷いた国王夫妻は、既に息子に言いくるめられているようにしか想えない。

　──誰かこのおかしな空気を正す方はいないのかしら。私の味方は、どこ。

　さらに周囲を見回すと、控えていたセラフィ宰相が微笑んだ。

「殿下は、すっかり貴女に夢中ですよ」

「よかったな、ミランダ」

　と、イリアスも当然ながら助けなかった。




　その後も和気あいあいとした雑談が続き、ミランダが破談に向けて策をめぐらせる暇は与えられなかった。成す術すべもなく立ち尽くしているうちに、国王に職務の時間がきたと政務官が告げに来た。

「分かった。残念だが、私はこれで失礼する。ゆっくりしておいで」

　と、国王はミランダに優しく声をかける。それを見ていた王妃がラインハルトに命じた。

「貴方も陛下と一緒に行きなさい」

「は……？」

「陛下をお助けする事が、貴方の仕事でしょう」

「お言葉ですが、母上。ミランダは私に会いに来たんですよ？」

　食い下がろうとしたラインハルトに、王妃はきっぱりと告げた。

「いいえ、私わたくしのお茶に誘われて来たのよ。貴方がそう言っていたでしょう」

　ぐっと言葉に詰まった彼に、ミランダは目を剝く。ああ言えばこういうラインハルトを、言い負かせる人がいたのだ。

「ねぇ？」

　同意を求めてきた王妃に、ミランダは迷わず同意した。その場にいる全員を相手にするには分が悪すぎるし、ラインハルトが傍にいると、国王夫妻を説得しようとするたびに口を挟んできそうだからだ。

　殿下は元気で、留守がいい。

「はい！　殿下はお仕事、頑張ってくださいね」

「ミランダ！」

　これは想定外だったらしく、焦りを滲ませたラインハルトに、王妃は容赦もなければ、考える猶ゆう予よも与えない。

「仕事を疎かにする男は嫌われるわよ」

「……っ」

　ラインハルトはそれでも諦め悪く思案していたが、ミランダが微笑んでいるものだから、とうとう諦めた。

「母上に何か妙な事をされそうになったら、すぐに私を呼ぶんだぞ」

「……逆では？」

　公爵家の屋敷で妙な事をされそうになったミランダが指摘する。ラインハルトは王妃の鋭い視線も感じて、それ以上言うのをやめた。

　渋々ながらもラインハルトが父王の後に続いて謁見の間を出て行くと、イリアスもまた別室で待っていると告げて辞した。急いで謁見の間を出たイリアスは、密かに胸を撫で下ろす。王妃に追い払われてすさまじく機嫌が悪くなった、ラインハルトに近づく勇気はない。

　さりとて、あの女傑の傍にも長居はしたくなかった。




　ミランダは王妃と共に、彼女の私室を訪れた。宰相は王妃に誘われて同行し、部屋に着くと壁際に控えた。

　王妃とミランダは楕円形の机を挟んで向かい合わせに座り、お付きの侍女がお茶の仕度を整えて出て行くと、王妃は自らミランダにお茶を振る舞った。机にはラインハルトの言った通り、甘いお菓子もたくさん並べられていた。ミランダはどう話を切り出したものだろうと悩み、座ったまましばらく硬直していた。ただ、王妃に勧められてお菓子を口にすると、とても美味しくて顔が綻ぶ。

　ようやく柔らかな表情をしたミランダに、王妃は優しい笑みを浮かべた。

　王妃は、装飾の少ないシンプルなドレスを着ていた。齢よわい四十五を数えながらも細身の体型を維持し、艶やかな栗毛と大きな黒い瞳がとても若々しい印象を与える美しい人だ。

「シャルトル卿、貴女のお父様から頂いたお茶の葉で淹れたのよ。去年のものだけど、味がちっとも落ちないわ」

　お茶はシャルトル公爵領の特産品で、農民たちの大切な収入源の一つだ。王都でも食品を扱う店では必ずといっていいほど、売られている。

「ありがとうございます。以前は不作が続いて困っていました。家族総出でいろいろと調べたり聞いてまわったりして、寒さが原因だと分かって改良を進めたのです」

「あぁ……それでラインハルトが一時期、ずいぶんと茶葉について調べていたのね」

「え……っ？」

「あの子、王宮の書庫にこもってね。茶葉の輸出が盛んな国の大使が王宮に来た時も、熱心に話を聞いていたわよ。その後、イリアスを呼んでいたから、何か助言をしたのね」

「確かに、霜よけの方法をいろいろと考えたのは兄でしたわ」

　イリアスはラインハルトの事を一切口にしなかったが、霜よけの方法を絶賛されても聞き流すだけで、自分の手柄にしなかった。自分の利益をとことん追求する兄なのに、妙なところで義理堅い。

「そういえば、イリアスとは昔から仲が良いわね。ラインハルトは誰に対しても優しいけど、心の内を滅めっ多たに明かさない子なのよ。けれど、イリアスにだけは気を許しているようね」

「兄が殿下の信頼を頂けて光栄ですわ」

　──曲者同士、波長が合うのかしら。

　それならそれでいいのだが、なんだかまた胸の奥が騒ざわめく。

　ラインハルトは優しい。いつだって些細な事でも褒めて、口説いてくる。決して強引ではない。

　あまりに魅力的な男性なのに、ミランダは夢中にはなれない。自分の理想とは違う男性だから惹かれまいとしているからだと想っていたが、心の内を明かさないという王妃の言葉が、すっと胸の奥に入り込んでくる。

　ラインハルトは自分の考えをミランダに読ませない。それは、彼が真意を秘めているからではないだろうか。

　胸が疼いたが、無視した。

　──誰にも言えない事があるのは、私も同じだわ。

　王妃はお茶の入ったカップに視線を落とし、小さくため息を吐いた。

「三十年前の隣国との大戦も、長く続いていた深刻な食糧不足が引き起こしたものだったわね。どちらも原因は寒波だったわ」

　何の気なしの呟きだったが、ミランダは自分の顔が一気に強張るのが分かった。

「衣服は粗末なものでも生きられますが、飢えは人の心を病ませますわ。国が荒れるもとです」

　なんとかそう答えながらも、膝の上で握り締めた手に力が入る。そんなミランダを王妃は冷静に見つめ、探るように問いかけた。

「そうね。勝って何よりだわ」

「……双方とも、大きな犠牲が出た戦となりましたわ」

「それでも我が国が勝てたのは、大きな戦果よ。先代の国王陛下は、自分の最大の功績だとおっしゃっていたわね」

　王妃は言葉を重ねたが、ミランダは素直に頷けない。

　国内向けにはそういわれ続けているが、終戦の協定を読み解けば、どちらも敗北は認めていない。無論、王族が敗北を認める訳にはいかない事も分かっている。だが、先の戦争に意義があったという言葉は、受け入れられなかった。

「ですが……あの時代はどの国も食糧が少ない時代でした。戦争で得られたものは、多くはなかったと想います」

　つい語調が強くなり、相手が王妃だと思い出して口をつぐむ。王妃は静かにミランダを見返した。

「戦を始めた先代の王が、時勢を見誤った愚か者だとでも言いたいのかしら？」

　冷めた声だった。先ほどまでの穏やかな雰囲気とは打って変わり、静かだが鋭く切り込む言葉に、ミランダは黙ってはいられない。

「戦後の暮らしは、もっと苦しくなったそうです。人々が心から戦勝を祝ったとは想えません」

「貴女は民の心がよく分かるようね。下働きの子たちに勉学を教えているだけあるわ。だけど、一方に肩入れしすぎるのは危険だと、お嬢ちゃんは学校で学ばなかったかしら？」

「祖国の歴史は特によく調べました。あの戦で死んでいった人たちが、本来ならば国を支えて未来を創る人々であった事も、また事実ですわ」

「貴女、その台詞せりふを陛下の前で言える？」

　ミランダが口にしたのは、王家への批判と同じである。

　公爵家の娘として賢明な発言ではない。代々王家に仕えている自家は当時の戦争に加担してもいるから、本来はそんな事がいえる立場ではない。それでも、あえて口にしたのは、ラインハルトとの縁談を壊すためではなかった。

　どうしても、自分の信念が許さなかったのだ。

「申し上げます」

　ミランダは真っすぐに王妃の目を見つめ、ためらいなく答えた。たとえ今ここで処断されても、これだけは譲れないと想った。

　戦が終わり国は平穏になったが、近年、六十年前の時と同じような強い寒波が来ていると言われている。冬が長引いたために国内の作物が不作に陥る年もあり、そういう時は子供も働かされる。ソニアのように勉学を中断し、働きに出なければならない娘が、まだまだいるのが現実だった。

　そんな状況で、また祖国が戦などという手段をとるとしたら、到底許せるものではない。

　いつの時代だって、一番弱い者が被害にあうのだ。

　感情のない目で見返していた王妃は、不意に穏やかに微笑み、頷いた。

「では、そうしてちょうだい。陛下には床に座って、一語一句たりとも貴女の言葉を聞き逃さないように言うわ」

「え……？」

「陛下は先代に似て、昔は本当にどうしようもなく馬鹿で駄目男だったのよ。自堕落で、王座にふんぞり返って偉そうで……。親に嫁げと言われたから仕方なく結婚したけど、大嫌いだったわ。離縁状を何度も顔に叩きつけてやりたかったけど、そのたびに宰相に必死で止められたのよね」

　王妃は後ろに黙って控えていた宰相セラフィを軽く睨んだが、彼は澄ましたものだ。

「結婚生活をお続けになった事で、神の寵ちょう児じとまで呼ばれるほどの殿下を授かられたではありませんか」

「ラインハルトは可愛かったけれど、私わたくしはどんどん陛下が嫌いになったわ。何をさせても、役に立たないったらないわね。前から駄目男だったから仕方がないと想ったけど、嫡男を産んだのだから、指一本触れないでほしいと言ったわ。名前も私が決めたわね」

　王妃は出産する前夜、教会の天使像そっくりの者から名前を指定される夢を見た。妙だと想いながらも、王妃は現実主義である。世継ぎの大事な名をそう簡単に決められるものではないと慎重だったが、国王も同じ夢を見たと騒ぎ、それを聞いた教皇は神の啓示だと言い張った。よき相談役だったセラフィも賛同したので、ようやく決めたのだ。

　王妃は絶句しているミランダと、微笑を浮かべている宰相をよそに、ため息まじりに続けた。

「ただ、私わたくしがラインハルトを身み籠ごもってから、陛下は少しずつ変わっていたのよ。それまで子供なんて見向きもしなかったのに、気にかけるようになったの。ラインハルトが生まれてからは、日に日に夢中になって……。自分の子は可愛いのね。けれど、陛下を変えてくれたのはラインハルトよ。あの子も昔は、父親が大っ嫌いだったわ」

「そうなのですか？」

「自分を溺愛している父親に、鬱うっ陶とうしいといわんばかりの顔しか見せなくて、ずっと毛嫌いしていたわね。天使みたいな愛くるしい子だったのに、毒ばかり吐いたわ……その時の口の悪い事といったらなかったわね。どこで覚えてきたのかしら」

　今となんら変わらないではないか。

　可愛い天使が神々しいまでの美しい男性に成長した。しかし、やる事の容赦のなさは同じだ。一筋縄でいかないわけだ。幼い頃からいい性格をしている。

「泣きたくなる話ですね」

「えぇ。陛下は泣いていたわね。それに焦ってね。なんとか好かれようと、努力するようになったわ。そんな事をされたものだから、私わたくしもちょっと可愛いと想うようになって……それからはもうだめね。尻を叩くしかないわ。二度と戦を起こさないために──私たちは尽力しています」

　実直な国王とばかり想っていただけに、ミランダの衝撃は大きい。王妃は楽し気に笑いながら、言葉を続ける。

「人って変わるのよ。ラインハルトだってそうよ？　陛下が必死で働くのを見て態度を軟化させていったわ。それに今の貴女くらいの年になっても、ちっとも恋愛する気配がなかったのに、貴女を見ていきなりなんて言ったと想う？　『可愛い。ミランダと結婚したい。ウエディングドレスを着せたい』って言い出したのよ」

「そんな事を両陛下におっしゃっていたとは想いませんでしたが、一目惚れ……というものみたいですね」

「よかったわ」

「王妃様！」

　悲鳴をあげたミランダに、王妃はころころと喉を鳴らした。

「やっぱり貴女は戸惑っているのね。そうだと想ったわ。さっきも貴女はラインハルトがいなくなると、安心したような顔をして、私わたくしについてきたでしょう。寵愛を利用して成り上がろうとする娘は、息子を傍に置いて自分を守りたがるはずだもの。王位に目がくらんだ訳ではなさそうだと想ったのよ」

「あの……王妃様からもおっしゃって頂けませんでしょうか。私などでは不相応だと」

「それはそうと」

　──流された……親子だわ。都合が悪くなると、こうなのね。

　頭を抱えるミランダに、王妃は追い打ちをかけた。

「私わたくしも子供は可愛いけど、親馬鹿ではないつもりよ。ラインハルトは将来、国を背負う立場ですもの。隣に立つ女性に求めるものは、どうしても多くなる」

「それでは、私は失格ですね！」

「合格よ。貴女はラインハルトの正妃になってもらうわ。逃がさないわよ」

　さらに逃げ道が狭められたミランダは、愕然とした。自分の生意気な発言は王妃を怒らせてしまったはずなのに、彼女はもうご機嫌だ。

「それに、ラインハルトはよほど貴女が好きなのね。あの子、一生懸命よ。あんな姿は初めて見たわ」

「殿下が一生懸命……ですか？」

「えぇ。貴女の前では余裕たっぷりかもしれないけれど、求婚の許しを求めに来た時はずいぶん必死だったわよ？　貴女の事をたくさん教えてくれたし、陛下が貴女と直接会ってもいないうちに許可は出せないと渋っていたら、自分から頭を下げたわ。以前の息子だったら、ありえない事よ」

「…………」

「息子は生涯、貴女を誰よりも大切にすると想うわ。それだけは信じてあげて」

　子を大切に慈しむ、優しい母親の言葉だった。それが王妃の心からの想いだと分かるからこそ、ミランダは自分の未熟さに恥じ入り、同時に胸が締めつけられた。

　ラインハルトは油断も隙もない男性だ。けれど、ずっと想いを堪えていたように、陰ながら支えてくれていた。自分の知らないところで、努力をしてくれていた。

　なんだか無性にラインハルトに会いたくなって、そんな矢先、彼が急いた様子で部屋を訪れた。

　ミランダが泣き笑いの顔になりながら出迎えると、彼女を見たラインハルトは蒼白になり、今度は意地悪い笑みを浮かべた母親を睨んだ。

「何を言ったんです？」

「大したことは言ってないわよ。貴方、仕事はどうしたの？」

「父上をせっついて終わらせました。それよりも、ミランダをいじめないでくださいと、あれほど言っておいたはずです」

「過保護ねぇ」

　王妃は呆れ返った顔をして、茶目っ気たっぷりにミランダに片目をつぶって見せた。




　王妃も政務に戻ると言い残して、宰相と共に部屋を後にした。ラインハルトは空いた席に座り、早速問いかけた。

「大丈夫か？　母上に何を言われた？」

「ご心配頂くような事は何もありませんわ。殿下のご幼少の頃や、昔の話をいろいろとしただけです。……お父君を敬遠されていたようですね？」

　すると、ラインハルトは小さく息を吐き、苦々し気な顔で答えた。

「……今は違う。だいぶまともになったからな」

　ミランダは微笑み、意を決して言った。

「それに、三十年前の戦の話をしました」

　ぴくりとわずかにラインハルトの眉が動いたのが見えたが、彼の表情は何も変わらなかった。彼を見つめながら、ミランダは続ける。

「六十年前から続いていた冬の寒波が原因で、長らく不作が続いていました。多くの民が飢えていたために、隣国から食糧を奪いとろうとした戦ですわ」

「攻め込んで来たのは向こうだといわれているが？」

　彼もまた王妃と同じく王族らしい返答だったが、ミランダは怯まない。

「開戦のきっかけは諸説あります。だけど、確かな事はあの戦いで、多くの人民が死んだことです」

「…………」

「終戦後に寒さが緩んで、また作物が多く採れるようになった事で、一気に融和が進みました。しかし、近年はまた、同じように寒くなってきていると耳にします」

「…………」

「また戦になってほしくはありません」

　沈黙していたラインハルトは、ミランダの憂いを聞くと、即答した。

「俺が王家に生まれた以上、そんな事はさせない」

　反戦を誓う力強い言葉に、ミランダは嬉しくなって目を細めた。

　真摯に職務に向き合うようになった国王や、賢妃の名に違わぬ聡明な王妃。そんな両親を見て育ったラインハルトは、王家の過去の過ちを繰り返さないだろう。現王家の人々の頼もしさが、眩まぶしい。

「私も公爵家に生まれた者として、責務を果たしますわ」

「そうか。私の妃になる決意をしてくれたんだな」

「違います！」

　隙あらば同意させようとしてくる彼に、ミランダは憤慨しながら、

「ですが、結婚さえすれば……家の面目は立つと考えています」

　と、答えた。

　貴族の家に生まれた子女が一度も嫁にいかないというのは、面目に関わる。家の名誉を守れる男性であれば、どんな悪癖があってもいいと想っていた。

「だからといって自堕落な男に嫁げば、貴女の苦労は目に見えているぞ？」

「どんな人だって、得意不得意があります。女癖や酒癖が悪くても、仕事はできるかもしれません。浪費家でも、お金の使い方次第では後になって役立つことだってあります。戦のない世ですから、弱虫だってかまいません。むしろ卑怯なくらいの方が、上手く生きていくかもしれませんわ。人生なんてどう転ぶか分からないものです」

「…………」

「自分の人生ですもの。好きな事をしたいと想うのは、当たり前の感情ですわ」

「貴女は何をしたいんだ？」

　ミランダは驚きを隠せなかった。そんな事を尋ねてくれた人は、いなかったからだ。

「……結婚はします」

「それはいい。相手が誰かというのは議論が必要だが、ひとまず置いておく。貴女は何をして過ごしたいと想っているんだ？」

　尋ねるラインハルトの目は優しく、穏やかだった。ミランダは惹かれるように、誰にも言ったことのなかった夢を話した。

「……私は、教師になりたいんです」

「家庭教師か？」

　貴婦人の多くは働く事がない。未亡人や離縁された女性が、高度な教育を受けた経験を生かして、家庭教師となる事はままある。

　だが、ミランダの目指すものは違った。

「いいえ。身分に関係なく、たくさんの子供たちに教えたいんです。貴族の子女やそれなりに収入がある家の子供は学校に通えますが、貧しい家の子供はそうはいきません。学費が払えずに辞めてしまったり、仕事を強いられて勉学の中断に追い込まれてしまったりする子供が少なからずいます。我が家の侍女もそういう子が多いんです」

　もちろんミランダ一人で、全ての子供に勉学を教えられる訳ではない。それでも自分にできる事をしたいと、幼い頃から勉強してきた。

　だから、夫となる男性は自分に関心が薄く、好きなようにさせてくれる方が好都合だったのだ。

　初めて他者に話した夢であるだけに、ミランダはラインハルトの反応が気になって仕方がない。彼はしばらく何も言わなかった。そして、ミランダが不安そうな顔をしているのに気づくと、柔らかく笑った。

「では、学校を増やす必要があるな」

「え……？」

「学費が払えずに辞めさせられるのなら、誰でも通える金額に下げればいい。通える子供も増えるだろうから、学校が足りなくなる。無論、今ある建物も使うがな」

「ですが、平民が通う学校は数が少ないですわ……」

　どれだけ学校を乱立する気だとミランダは想ったが、彼は平然と言った。

「貴族の学校があるだろう。無駄に敷地がある上、生徒の人数に対して必要以上に校舎が広い。あれも使えばいい。そもそも平民と貴族の通う学校が分けられているから、高給取りになる貴族の学校に優秀な教師が流れる。だから同じ年頃の子供なのに、教わる内容の差が大きい。そして、貴族の子女はいらぬ自尊心と優越感が芽生える。貴女のような考えを持つ者は少数だ」

「…………」

「教師も集めなければならないし、人材の養成も急務だ。当然ながらいくら学費を下げたところで、親が貧しければ通わせられないだから、親の代の賃金の底上げも必要だ。経済を回していかない事には、どうにもならない。親と子、どちらにも支援がいるだろう。やる事は山のようにあるぞ」

　そこまで言って、彼は一度言葉を切り、ミランダを気遣うように話した。

「分かると想うが、これは時間がかかるし、間違いなく特権を得ている者の反発を買う。恐らく私の代では終わらない事業だ。貴女の望むような結果は、私たちが生きている間は出ないかもしれない。だが、確実に次代へ繫がるはずだ。いいと想う──どうした？」

　饒じょう舌ぜつに語っていたミランダが黙ったままなので、ラインハルトは不思議そうに問いかけた。そこで、やっとの事で彼女は言った。

「そんなに……真剣に考えてくださると想わなくて」

　教師になりたいという夢は、簡単に口にできなかった。両親は良家に嫁いで嫡子をあげるという、一般的な貴族の娘の生き方を期待しているからだ。

　だが、ラインハルトは笑みを浮かべた。




「貴女の抱いた夢だぞ。私が叶えなくてどうする」




　ミランダは息を呑む。真剣に彼が受け止めて、同じ夢を抱いてくれたことが嬉しくて、顔を薄っすらと赤く染めた。

　胸が勝手に高鳴って、止まらない。ラインハルトから目が離せない。

　ミランダは、それがどういう感情からくるものなのか知っていた。

　優しくて、強くて、一途で。理想とはかけ離れた男性だというのに。

　──どうしよう。私は彼を好きになってしまったみたいだわ。




　ミランダはその後、ラインハルトと学校の話ばかりした。

　想いを自覚したためか、少し落ち着かない。ただ、なにかと鋭い彼も施策について注意が向いていたので、異変に気づくことはなかった。

　帰る時間になって、ミランダは兄と共に国王夫妻への挨拶を済ませた。そのままラインハルトが二人に付き添って、正面玄関で待つ馬車へ向かっていた時である。

　夫妻と共にいた宰相が追いかけてきて、ラインハルトに声をかけた。急いで裁可を仰ぎたいものであったらしく、その場で仕事の話を始めた。イリアスは機転を利かせ、廊下を曲がった先にある中庭で待っていると告げた。

　長年、王宮に出入りしている彼らしく、王宮内部を熟知している。

「すまない。少し待っていてくれ」

　申し訳なさそうに言うラインハルトに、ミランダは微笑んで、

「大丈夫ですわ。お仕事をなさってください」

　と応じ、廊下を進んだ。

　中庭は手入れが行き届いていて、見ているだけで時間を忘れてしまいそうだった。ミランダは兄と庭先でのんびりと過ごしていたが、そこに取り巻きを引きつれた男が、正面玄関へと続く廊下の方からやって来て、イリアスに声をかけた。

　シャルトル家と同格にあたる公爵家の次男で、名をディオという。放ほう蕩とう息子と名高い彼を、イリアスは内心で容赦なく馬鹿と呼んでいる。

　そんな事は露知らず、ディオは、

「やぁ、イリアス。久し振りだな」

　と、馴れ馴れしい口調で簡単な挨拶した後、イリアスの傍にいるミランダを一いち瞥べつした上で、嘲笑まじりに続けた。

「ところで、妹君はまだ縁談がまとまらないのか？」

　ラインハルトがミランダに求婚している事は、まだ公にされていない。彼女が返事を渋っているため、噂が広がって圧力がかからないようにと、ラインハルトが両家のみの話に留とどめさせているためだ。唯一、アイシャだけは知っているが、無論王子の許可は得ている。

　だから、当然ながらディオは、王子がミランダに熱烈な求愛をしている事を知らない。ミランダ当人を目の前にしての侮言に、イリアスは全く表情を変えずに軽い口調で返した。

「あぁ。まぁ、そのうちな」

　ディオの家は兄が後継者と定まったため、将来を安泰に過ごすには裕福な家の娘と結婚するのが早道だ。そこで彼が狙いを定めたのが、名家の娘ミランダである。

　ディオとミランダとの縁談話が浮上しそうになったが、その話がシャルトル家に届く前に握り潰された事をイリアスは知っている。それでもまだミランダを話題にして絡んでくるのは、どうやら嫌味のひとつでも言いにきたらしい。

　国一番の馬鹿だとイリアスは苛いら立だったが、すぐに焦りに変わった。

　話が終わったらしく、ラインハルトが廊下の角を曲がってやって来るのが見えたからだ。王子はすぐにディオに気づいたようで、歩き方が急に速くなった。

　一刻も早くディオを王子の視界から消さないと、春の王宮が一気に真冬へ逆戻りするとイリアスは慌てた。だが、空気が読めない男は、なんとミランダにも声をかけた。

「おや、ミランダ嬢。そこにいたのか」

「えぇ、ずっとおりましたわ」

「なんだか今日は色気づいているみたいだけど、無駄な事はやめた方がいいぞ。着飾っても、君は大して目立たない」

「お気遣い頂き、ありがとうございます」

　ミランダは顔に笑顔を張りつけた。王宮で他家の者と言い争うわけにはいかなかったからだ。

　一方、イリアスは我慢できずに、とうとう顔を引きつらせた。怖いもの見たさにラインハルトへとまた視線を向ければ、彼の護衛である親衛隊員たちが蒼白になって廊下に座り込んでいた。職務がなければ、間違いなく逃げただろう。

　自分も今すぐそうしたい。

「君はすごい男だな……」

　短い言葉で、ラインハルトの怒りをあっという間に頂点にまで押し上げた。もう呆れを通り越して感心する。

　それを聞いたディオは、都合よく解釈したらしい。

「いやいや。そんな事は……分かりきったことじゃないか！」

　ミランダが半目になっていると、兄がなにやら必死で目配せしてくることに気づいた。廊下をちらりと見たミランダは、いつの間にかラインハルトが話の聞こえるほどの距離まで来ていた事に気づいて、ひっと息を呑んだ。

　廊下に背を向けて立っていたので、ラインハルトの存在に気づいていないディオに、彼は今にも剣を抜きそうな勢いだった。ラインハルトの纏う殺気は本物としか想えない。

　完璧な王子様が、鬼神に見える。

　あと数歩ほどで彼がディオのもとに辿たどり着くところで、ミランダは先手を打った。

「すごい……そ、そうそう。ご実家の領地から売りに出される馬は、昔から名馬が多いと聞きましたわ!?」

　ミランダがひときわ大きな声を出したので、ラインハルトはぴくりとわずかに眉を上げて足を止めた。

「ん？　おぉ、よく知っているじゃないか。僕も馬が好きでね、領地ではよく走らせている」

　得意気な顔をした彼が話に食いついてきたので、ミランダはラインハルトに口を挟ませまいと、即座に返す。

「ディオ様は馬を育てるのもお上手ですの!?」

「あぁ、僕は優秀だからな！」

「素晴らしいですわ。今度、貴方様が育てた駿馬を王家に献上なさったらいかがかしら。きっと喜んで頂けると想いますわ」

「そ、そうか？　そういえばシャルトル家は茶葉を献上して、たいそう両陛下に喜ばれているそうだな」

「ええ！　ディオ様の才能も必ずお目に適かないます！」

　──貴方が本当に名馬を育てられるかは知りませんけど、今すぐ領地に引っ込みなさい。そうでなければ、貴方の人生が終わる気がするわ。

「そうかな……あっ！　殿下、いらっしゃったのですか！」

　にやけ顔になっていたディオは、自分以外の全員の目が彼の背後にまで迫っていた王子に向いている事にようやく気づき振り返った。

　ラインハルトを見るや慌てて頭を下げ、今度は媚びるように長々と挨拶の口上を述べた。彼の顔からは一切の感情が抜け落ちていたが、ミランダがこの男をおだてた意味を理解していた。

「話は聞いた」

「は、はい！」

「とりあえず、今年中に私が納得できるような馬を一頭連れてこい」

「え!?」

「お前は得意だと言っただろう──できるな？」

　できなければ斬る、と言ったような気がしたのは、一人や二人ではない。ただ、良くも悪くも、ディオは上っ面しか捉えないらしい。しかも、頭は単純だった。

「かしこまりました！」

　王子に認められたと思い込んだらしく、感動した顔をして何度も頷くと、嬉々として帰っていった。




　ラインハルト以外の全員が胸を撫で下ろし、ミランダは顔を綻ばせて、彼のもとに歩み寄った。

「ありがとうございます」

「……礼を言われるような事じゃない」

　彼にしては珍しく素っ気ない返答をすると、ミランダの返事を待たずに、庭の奥に向かって歩き出した。後に続く者を考えない足の速さだ。ミランダは一体どうしたのだろうと想いながらも庭に出て、彼の後を追った。

　ただ、イリアスは続かず、やっと立ち上がれた親衛隊員たちの前に立ち塞がった。

「どいて頂きたい。我らは殿下のお傍を離れるわけには参りません！」

　と、彼らは抗議したが、イリアスは意に介さず軽い口調で言った。

「まぁまぁ。二人の邪魔するもんじゃないぞ？」

「しかし……っ」

「私は、待てと言っている」

　隊員たちは食い下がろうとしたが、イリアスの凄みのある眼に全員が怯み、その場から動けなくなる。明るく社交的な貴族令息のものとは想えない、底知れぬ威圧感だった。




　鈍い音が響き、ミランダは目を見張った。

　庭の中を突き進んだラインハルトは大きな庭石の前で立ち止まると、長い足で思いっきり蹴ったのだ。いつになく荒々しい彼に、ミランダは怯まなかった。

　そのまま傍まで歩み寄ると、ラインハルトは無表情のまま彼女を見返し、ぽつりと漏らした。

「ああいう奴が、周りを危険にさらす」

　その瞳の奥の殺気は、やはり本物だ。ミランダは背筋が寒くなったが、彼から視線を外さない。

「貴族の家に生まれたというだけで何の努力もせず、取り巻きにおだてられて、ふんぞり返って好き勝手な事ばかり言っている」

　強者の男には媚びへつらう。だが、ちっとも嫁に行けない女は見下す。

　ラインハルトが最も毛嫌いするタイプの人間だった。しかも、あの男は彼が最も大切に想うミランダをも軽んじた。

　二重の怒りで、ラインハルトは自制心を失った。

　言葉で叩き潰すことなどいくらでもできたが、あまりの怒りに頭に血が上り、剣に手が伸びそうになるのを、必死で堪えた。そのためミランダを侮辱した男に何ひとつ言えなかった悔しさが、彼の心をさらに乱した。

「奴はお前を公爵家の娘としか見ず、立身出世の道具にしようとしていた。あんなものはクズとしか想わない。だから奴との縁談は、シャルトル家に話がいく前に俺が圧力をかけて潰した」

「前にそうおっしゃっていたのは……あの方の事だったのですね」

「あぁ。善良で穏やかな気質の良家の男だけ、話を通した」

「それは私には困るのです。ご自分の想いを一方的に押しつけないでください」

「だが、お前には幸せになってほしいんだ」

「押しつけられた相手で、私が幸せになるとお考えですか」

「……お前の理想は予想外だった」

「それに今、石を蹴られましたが、それでもし足を痛めてしまったら、危急の事態となった時に対処が遅れますよ」

　ミランダが少し強い口調で言うと、ラインハルトは情けない顔をして、うめいた。

「……すまない。もうやらない。……くそ。失敗した。あの野郎……殺やるか」

「いけませんわ」

「なぜだ」

　ふて腐れたように呟くラインハルトに、ミランダは微笑んだ。

　完璧と謳われる彼らしからぬ言動だ。本人は気づいていないようだが、口調がすごく荒々しい。常に余裕たっぷりの男にしては、珍しい失態である。

　取り澄ました彼も、荒々しい一面も、どちらもラインハルトという男なのだろう。そうした姿を見せてくれるのが嬉しい。

「あの人にも親がいて、恋人……はいるかどうか知りませんが、帰りを待つ人がいるからです。全員が有能で、優れた人格者なんて無理ですわ。殿下の周りに優秀な方が多いのは素晴らしい事ですが、失敗続きの者でも良いところはあります」

　シャルトル家の侍女ソニアは、まさにそんな娘だとミランダは想った。

　彼女は没落した子爵家の娘で、子供の頃から貧しくて苦労を重ねてきた。おっちょこちょいな彼女はおしゃべりで、働き始めたばかりの頃は字もろくに書けず、忘れ物ばかりしていた。しかし、周りの者の悪口や文句も言わずに仕事へ取り組む実直さがあった。

「近頃の軍人はたるんでいるし、参謀部は口先だけの奴ばかりだぞ？」

「改善できそうなら、直す必要があるでしょう。でも、良いところも、どうしても許しがたい点があるところも、どちらも認めて差し上げてください。ようやく戦が終わったんですもの。人が死ななければ物事が動かない時代は、もう十分です。人は国の礎です、大切になさいませ」

「……全く直らなかったらどうする」

「人は変われると、王妃様はおっしゃっていましたわ。よくごぞんじでしょう？」

　ラインハルトは黙っていたが、やがて大きく息を吐いて一度天を仰ぐと、再びミランダを見つめて呟いた。

「頭が冷えた。俺はなんでも徹底的にやらないと、気が済まない性分なんだ。だが、それがいつも正しいとは限らないな」

「先ほども、よく我慢なさいました」

「だが、こっちはそろそろ我慢できそうにない」

「え？」

「ミランダ、少しだけ……だめか？」

　ためらいがちに両腕を伸ばしてきたラインハルトに、彼が何を求めて、何を堪えているのかが分かり、ミランダは頰を染めながらも頷いた。

　ラインハルトは安堵の息を漏らし、ミランダを強く抱き締める。

「傍にいてくれないか」

「…………」

「会った当初は、お前が幸せであればいいと想っていた。しかし、いざ直接関わってみると、どうしようもなく惹かれる。俺の伴侶はお前しかいないと何度も想う。今もだ」

「私は生意気な事ばかり言っているだけですが……」

「それでいいんだ。俺は……お前に何て言えばいい。どんな言葉をかければいいんだ」

　珍しく弱音を吐いたラインハルトに、ミランダは泣きそうになった。

　──もう言葉はいらないわ。私も……貴方が好きだから。だけど、それを告げる前に確かめなければならないことが……。

　喉もとまで出かかった言葉は、ラインハルトがぽつりと呟いた言葉と共に吞み込んだ。

「お前の鍵も分かればな」

　ミランダは熱くなるばかりの心が、すっと冷えていくような気がした。彼が好きだと自覚した熱い想いごと、暗い感情に呑みこまれていく。

　ただ、ラインハルトは無意識だったらしい。ミランダが黙り込んだ意味に気づかず、そのまま続けた。

「また張りきって口説くから、聞いてくれ」

「……えぇ」

　ラインハルトは微笑んで、もう一度ミランダを抱き締めると、手を離した。彼が再びミランダの顔を見つめた時、彼女は全力で自分を律して、平静を装っていた。

「もう帰る時間だろう。ご両親も心配しているはずだ、送る」

「ありがとうございます」

　ミランダは礼儀正しく答え、歩き出した彼の後に続きながら、頰を伝った涙を密かに何度も拭った。




　馬車に辿り着く時にはミランダの涙はすっかり乾いていた。厳しい作法を学び、教養も身につけているので、別れの挨拶もつつがなく行えた。

　ただ、ラインハルトは彼女のどことなく哀し気な様子に気づいた。

「ミランダ？」

「はい」

　短く答える彼女の顔が少し強張っているのが気にかかり、ラインハルトは表情を曇らせた。彼女にしつこく求婚している自覚はあったし、先ほどは我慢できずに抱き締めてしまった。

　彼女の負担になったのだろうか……。

「大丈夫か？」

「えぇ、殿下。それでは失礼いたします」

　ミランダは深々と頭を垂れて、彼の追及を許さなかった。




　二人が帰るのを見送ったラインハルトは、すぐに一人の男性のもとに向かった。

　自室にいたセラフィ宰相は、突然の来訪にも驚かなかった。ラインハルトは後ろ手に扉を閉めると、椅子から立ち上がったセラフィを見据えて、告げた。

「ミランダの鍵を探すことにした」

「貴方はそれを避けていたのではないのですか？」

「だが、ミランダに想いが通じないんだ。全部さらけ出していかないと、手が届かない気がする。さっきも心から求婚したつもりだが……返事が貰えなかった。それどころか別れ際は表情が硬くて、今まで以上に俺を拒絶しているように見えた」

「…………」

「鍵にまつわる話を避けてきたから、言葉が軽く聞こえるのかもしれない」

　思い当たる節はいくらでもあった。

　結婚相手がどうして私なのだとミランダに問われた時も、『たくさんありすぎて困る』と答えた。

　心からミランダを可愛いと想っていたし、久しぶりに直接言葉を交わしてみれば、楽しくて仕方なかった。

　あわよくば触れたいという下心を抱き、それも口にした。もちろん、本心だ。しかし、たくさんあると曖あい昧まいな言葉を使って、他の理由を言わずにごまかしもした。

　ミランダを自分の妻にしたい理由を全て告げるとしたら、鍵に関わる話をしなければならないからだ。そうやって心の底で密かに抱えている想いを隠した事が何度もあったから、彼女の心になかなか響かないのだろう。

　違和感や戸惑いばかりが積み重なったのかもしれない。

　セラフィは苦渋の表情を浮かべるラインハルトを見据え、淡々とした口調で告げた。

「だから言ったでしょう。誰にも文句がつけられないような完璧な人間になったとしても、必ずしも愛される訳じゃないんです。そもそも完璧な人間なんていないんですよ。そんなものを目指しても無駄です。ミランダはそんな事を貴方に求めてはいなかったはずです」

「……そうだな。分かっているつもりだったんだが……もう辛い想いをさせたくなかった」

　そう呟いて唇を噛むラインハルトに、セラフィは少し迷いながらも続けた。

「貴方に鍵をかけたのは私ですが、彼女に鍵をかけたのは別の者ですよ」

「どういう意味だ？」

「ご自分で考えなさい。私たちはあくまで見ているだけです。私はちょっと助けすぎだと言われているんですよ……また余計な事を言いました。あの御方にも怒られる」

　セラフィは迷惑そうにそう言って、ラインハルトを手で追い払う仕し草ぐさをした。ラインハルトは顔をしかめて、部屋を出た。




　ミランダは帰りの馬車の中でも、屋敷に帰ってからも、口数が少なかった。イリアスや出迎えた侍女のソニアが心配して声をかけたが、言葉少なに返すだけだった。

　自室に戻って一人になると、身体中の力が抜けたように椅子の上に座った。

「ラインハルト様が……鍵と言ったわ」

　呆然と呟く。意味を知る者でなければ、一体なんの事か分からないはずだ。だが、ラインハルトの口調は明らかにその意味を知っていたように想える。ミランダは自分の胸に視線を落とし、手で軽く触れた。

　──……私の鍵……封じられた、人生の記憶……。




　人は生きていく中で、たくさんの経験をする。喜怒哀楽、さまざまな感情を抱き、記憶する。それは人生の糧になり、時に重荷にもなる。

　過去を省みずに、新たな道を進むためには、古い記憶は邪魔になるというのが、あの者の理論だった。

　ミランダも、かつて一人の心優しい男性に恋をした。今でも何度も夢に見るが、添い遂げる事はできず、別れてしまった。その事実は今も心に影を落とし、結婚に二の足を踏んでいる。

　全て忘れていれば、縁談を避けたりもしなかっただろう。しかし、あの者は記憶の全ては奪えない。強引な真似をすれば人生を否定されたと、無意識に心を壊してしまいかねないからだという。

　だから、生きていく上で妨げになると判断した記憶に、鍵という名の封印を施し、思い出せないようにしてしまうのだ。

　ミランダは今、昔恋した男性については、ほんのわずかな事しか覚えていない。

　封印を解くものが──鍵を外すものがあるとも、あの者は言っていた。

　どうしても思い出したければ見つけてみろと嘲あざ笑わらった。形がある物なのか、そうではないのかさえ、定かではなかった。自分はあくまで生き様を見ているだけで助けはしないと言った通り、何ひとつ手がかりらしい事を教えず、姿を消してしまった。




　ミランダは奪われていない記憶を頼りに、鍵を外せそうなものを探したこともあったが、まるでだめだった。

　自分一人の偏った考えでは答えが導き出せないのかもしれないと想い、家族に打ち明けた時もある。

　突然、自分には失った記憶があり、一人の男性に恋をしたと言い出した幼い娘に、両親は困った顔をした。父は『そんな男と結婚なんてさせられない』と渋い顔をした。それでも繰り返して伝えると、母は将来に差し障ると心配して、『妙な妄想を口にしないで』と厳しく叱った。兄は両親のように頭ごなしに否定はしなかった。『お前の気持ちは分かるよ』と言いはしたが聞き流した。

　さらに手当たり次第に探そうとするのを阻むかのように、それまで覚えていた記憶まで消えてしまった。




　だから、ミランダは夢だと受け流されてしまった事実を、誰にも口にしなくなった。先日、久し振りにその話題に触れた時も、家族の反応は昔と一緒だった。

　そして、また覚えていたはずの何かが消えた。

　今、彼に関して覚えているのは。

「……病弱で……勉強ができなくて……」

　震える声で呟き、膝上に置いた手でスカートを握り締める。

　彼の容姿も、名前も、あの者はミランダの記憶に鍵をかけて、思い出せないようにしてしまった。はっきりしているのは、彼に対して抱いた自分の感情だ。

　彼への想いを残してくれたのは多少の温情だったのか、ただ絶望を与えるためだったのか、ミランダには分からない。

「……私が、好きな人……」

　残っている大切な思い出は、今のミランダにとっては恐怖でしかない。胸の奥が苦しくなり、呼吸が乱れる。それでも唇を噛み締めて、必死で堪えて自分を励ました。

　──まだ、ラインハルト殿下が彼だと決まった訳ではないわ。

　鍵と彼が口にした事で、否定するのは現実逃避だと分かっていても、ミランダは淡い期待にすがりたくなった。ラインハルトを好きになってしまったから、信じたくなかった。

　ミランダはその日のうちに、ラインハルトにまた会いたいと父へ伝えた。




　ミランダから求められた事が、ラインハルトはよほど嬉しかったらしい。公務もあるだろうに、翌日の午後に屋敷にやって来た。

　以前のように賓客室に案内したミランダは、彼を上座のソファーに座るよう促すと、自分は向かいに座った。

　先に口を開いたのは、ラインハルトだった。

「貴女から誘ってくれるのは珍しいな。やっと私の求婚を受けてくれる気になったのか？」

　すかさず口説いてくるいつもの彼にミランダは赤面し、少し安心した。

　──やっぱり違うわ。だって、彼は寡か黙もくだった。こんなに饒舌な方ではなかったはずよ。鍵と言ったのだって、きっと私の聞き間違いだわ。

「違いますわ。そうではなくて、少し……聞いて頂きたい話があります」

「何でも言ってくれ」

　微笑むラインハルトは、真摯な目をしていた。ミランダの将来の夢も、彼はきちんと話を聞いてくれた。だから、仮に非現実的な話をしたとしても、受け入れてくれそうな安心感がある。

　それでも、ラインハルトへの想いを自覚した今は、家族が心配したように妙な妄想をする女だと呆れられるのが怖くて、ミランダは事実を夢に置き換えた。

「私、時々……夢を見ますの」

「夢？」

「私が少年に恋をするんです……確か、十八歳だと言っていました」

　そう告げて、一度言葉を切る。ラインハルトは微笑んだまま聞いてくれていたので、勇気を振り絞って続けた。

「病弱でいつも臥ふせっていたので、何をするのもままならない方でしたけれど。ご自分が辛い状態だというのに、想いやりがあって、優しくて……」

「その少年の名前は？」

「……思い出せません」

　名前も知らない男に恋をしたのかと両親は呆れ顔になっていたが、ラインハルトは頷いて、先を促した。

「でも、ええと……確か、本を読んでくれましたわ。表紙が赤色の本で、恋の物語でした」

「題名は分かるか？」

「はい……いいえ？　ごめんなさい、曖昧ですね」

　覚えていたはずの本の題名がいつの間にか頭から消えていた事に、ミランダは動揺を隠せなかった。

　本の思い出も、うろ覚えになっている。先日、つい家族の前で彼の事を口にしたから、新たに封じられたのだろう。一体なんの記憶が消えたのか、その時は分からないままなのだ。これ以上告げたら、自分が気づかないうちにまた違う記憶が消えるかもしれない。

　口ごもるミランダを見つめていたラインハルトは、静かに言った。

「実物を見たらもっと思い出すかもしれない。この家に、その本はあるか？」

「……分かりません」

「あるとしたら、貴女の書斎か？　以前、イリアスが本で埋まっていると話していたが」

　またしてもイリアスが余計な事を彼に話していると、ミランダは苦々しく想ったが、そこまで知られていてはしらを切れない。

「そうですね……」

「連れていってくれ」

　ラインハルトが立ち上がったので、ミランダも彼の後に続くしかなかった。




　屋敷の二階の最奥にある書斎に、ミランダは彼を案内した。高さが天井まである本棚は全て本が収まり、さまざまな分野が揃っていた。ラインハルトは本で溢あふれている部屋を見回して、まず感心した。

「すごいな。これは全て貴女が集めたのか？」

「えぇ。両親が贈ってくれたり、兄に貰ったりしたものもありますわ」

「そうか……赤い本だったな」

　ラインハルトは、室内を歩きながら本を探し始めた。ミランダも同じように探したが、どうしても彼の様子が気にかかる。夢だという前提なのにずいぶんと彼が乗り気であることが、不安を増幅させた。

「……床とこからなかなか離れられなかったので、よく本を読んですごされていましたわ」

　表情を曇らせている彼女にラインハルトは気づき、苦笑した。

「私は幼い頃から病知らずだから、その少年よりも長生きする自信があるぞ？」

　彼は宥めるように言ったが、ミランダの身体は強張った。

「健やかであればいいというものでもありませんわ」

「ん？」

「もう一人……夢に出てくる方がいますの。その方は……確か二十一を数えていたかと想います。とても健康で、寡黙ですが……たまに話しても口調はぶっきらぼうで。ちょっと荒っぽくて」

「ろくでもない奴だったか？」

「そんな事はありません！　とっても優しくしてくれましたもの！」

　ついむきになって大声を上げたミランダは頰を赤らめたが、ラインハルトは驚く様子もなく、くすくすと笑った。

「それはよかった」

　──どうして、妄想がひどすぎると言ってくれないの。

　再び本棚に目を向けて、真剣な眼差しで探す彼の横顔を見つめ、ミランダは唇を噛み締めた。

「殿下も本がお好きですか？」

「あぁ、よく読む。言っただろう？　一目惚れした男女の恋物語の本を読んだと。それも赤色の本だったな」

　以前、何気なく交わしていたラインハルトとの会話を思い出したミランダは、息を呑む。

　どんな女性が好きだと尋ねたら、『昔、読んだ本のなかに一目で恋に落ちるという話があった』と答えていた。ミランダがかつて彼と一緒に読み、今探しているのは、まさにそういう内容の恋物語だ。

　──噓でしょう。

　ミランダは目の前に迫りくる事実を、信じたくはなかった。

　だから、たくさんの本の中から本を見つけた時、咄とっ嗟さに自分の背中で隠した。ただ、ラインハルトは本を探しながらも、ミランダの一挙手一投足をよく見ていたので、その異変にすぐに気づいて傍にやってきた。

「あったか？」

「いいえ！」

「……その本には、しつこいくらい繰り返し出てくる言葉がある。まぁ、恋物語だから仕方がないと想うがな」

「そうですか。向こうの方も探して……」

　ミランダは聞き流すふりをしようとしたが、ラインハルトは話を切り上げてくれなかった。違う方向へと誘導しようと動きかけたミランダの左右の壁に手をついて、行き場を塞ぐ。間近に迫った彼に気け圧おされて、ミランダは後ろによろけ、身体は背にしていた本棚に当たって逃げ道がなくなった。

　さらにラインハルトが身体を寄せてきたので、ほのかに柑橘系の爽やかな香りがした。




「お前が好きだ」




　本の中に出てくる男が自分の想いが届いてほしいばかりに、恋人に繰り返す甘い言葉だった。その言葉が耳もとでささやかれると同時に、ミランダは胸の奥が熱くなり、怒ど涛とうの勢いで過去の記憶が頭の中に流れ込んできて、涙が溢れそうになった。

　──あぁ、やっぱり……。

　鍵が外れたのだ。記憶が目に見えるものではないように、自分の鍵も形のある物ではなかった。封印を解くのは、言葉だったのだ。

　黙ってしまったミランダに、ラインハルトは静かに問いかけた。

「思い出したか？　ミランダ」

　ミランダは何も言えなかった。ただ、心の中は散り散りになりそうなほど、乱れていた。

　なんて残酷な言葉を選ぶのだろう。

　神の御み遣つかいだと名乗る、あの底意地の悪そうな者がやりそうなことだと絶望の中で想った。怒りが込み上げ、絶望が胸に広がって、目の前が真っ暗になった。

　──私たちは一体何度、出会いと別れを繰り返せばいいの……。




　私とラインハルトの人生は、これで三度目だ。








第三章　初めての言葉









　ミランダの一度目の人生は、六十年前に始まった。

　貧しい家に生まれ、両親は農業で生計をたてていた。しかし、寒波が原因で収穫高が落ち、どんなに頑張って働いても報われない生活に父は嫌気がさして、酒に溺れるようになった。そんな父に愛想がつきた母は、幼いミランダを残して出て行ってしまった。

　そして十五歳になった時、とうとう家の金が尽きて、ミランダは売られた。

　父は最悪の状態になって、ようやく目が覚めたようだ。連れて行かれるミランダに、謝罪の言葉を繰り返しながら、対価として得たわずかな金を握り締めて泣いた。

　本来は真面目な人だったのだ。ただ、置かれた状況に打ち勝つだけの力はなかった。その後、父がまた酒に溺れてしまったのか、それとも立ち直ってくれたのかは分からない。

　歴史書は、小さな村の平民の消息など記さないからだ。




　ミランダを買ったのは、豪商の夫婦だった。

　夫婦が住む絢けん爛らん豪華な屋敷、その敷地の片隅に建てられた、質素な小屋に彼は一人でいた。もともと、屋敷は彼の両親のものだったが、流は行やり病で二人とも亡くなり、一人残された彼の面倒を見るという名目で、彼の父の弟が妻とともに家を乗っ取っていたのだ。

　そして、両親と同じ病を持った彼を疎み、小屋に押し込んでいた。

　事情を知る使用人は口止め料を与えられ、全員解雇されてしまった。ミランダは形だけの妻という立場に据えられて、彼の叔父夫婦から彼の世話をするように命じられた。彼が死んだ時に、夫婦が放っておいたからではないという、言い訳に使うためだ。




　彼は、まだ十八歳になったばかりだった。結婚式は挙げず、夜の営みもなかった。ただ役所に一枚、婚姻届が出されただけだ。

　ミランダは一生懸命、彼の世話をした。売られた自分に行くあてがない事もあったが、彼が優しくて、想いやりのある人間だったからだ。

　叔父夫婦は粗末な食事しか与えてくれず、彼はミランダの食事の量が自分よりもさらに少ないと知ると、分けてくれた。病である彼の身体を想って、ミランダがいくら断っても譲らず、小さな蜜柑みかんを二人で分け合って食べた時もある。

　室内にはしばらく爽やかな香りが残って、ミランダを楽しませた。それ以来、柑橘系の香りは大好きになった。




　ミランダは家が貧しくて、学校には一度も行っていない。字も書けず、読む事もできなかった。ある時、それを恥じると、彼は病床で読んでいた本を使って字を教えてくれた。

　彼も病で学校にほとんど行けなかったから、学問があった訳ではない。それでも、自分の持ちうる知識の全てをミランダに教えてくれたし、たくさんの本を読んで聞かせてくれたりもした。そのなかで、ミランダは一冊の恋物語に夢中になった。

　偶然出会った若い男女が、お互いに一目惚れをして、恋に落ちるという話だった。本に登場するヒロインの心情が自分と重なって、ミランダは彼に抱いている感情が恋だと気づいた。

「お前が好きだ」

　そんな甘い台詞が話の中に何度も出てきた。好きという言葉の文字を、ミランダは覚えたくなった。先を読み進めようとした彼を止めて、指で字をなぞった。

　ミランダは、ねだって繰り返し読んで貰った。次第に彼がその言葉を口に出す時に薄っすらと頰を染めて、気恥ずかしそうな顔をするようになったので、自分と同じ想いだと知った。

　ある時、本を読み終えると、彼は小さく微笑んで告げた。

「もう少し……僕が元気になったら、二人だけで結婚式をしよう。できれば、貴女にウエディングドレスを着せたいな」

　自分の世話ばかりをさせて申し訳ないと、いつも口癖のように彼は言っていた。

　汚い小屋に押し込められ、食べ物が喉を通らなくなっても、その状況を受け入れている様子だったから、自分の死期を感じとっていたのかもしれない。そんな彼が初めて未来を口にしてくれた事が、ミランダはなによりも嬉しかった。

　次の日、彼は病で命を落とした。やがてミランダも、寒さに凍えて死んだ。




　次に目を覚ました時、ミランダの目に写った世界は真っ白だった。神の御遣いだと名乗る者が眼前に立っていて傲慢さを滲ませた面倒そうな顔で見ていた。目を落とせば、自分の手足が透けていて、とても生きている身体とは思えなかった。

「あー、まずいな。これは。絡みまくってる」

「絡む……？」

「お前は今さっき死んだ。死者の魂は神の身み許もとに召されるはずだが、お前の魂は現世に縛りつけられたままだ。迷える魂を導くのが、私たちの使命だというのに……。もう一度、人生をやり直させてやるから、絡んだ糸を切ってこい」

　絶句するミランダに、御遣いは一方的に話を進める。

　前世の記憶は、新しい人生には邪魔だと言い切った。だが、記憶の全ては奪えない。強引な真似をすれば心を壊し、魂にまで影響を及ぼしかねないという。人の心の機微は、非常に繊細だと苦々し気な顔をした。

　転生すれば赤子から再び人生は始まるが、容姿は同じだと言った。名前も記憶と共に魂に刻まれているものだから、変えられない。だから、時として親の夢枕に立ち、名を授けて操作までするのだという。

「お前の魂に影響を及ぼしている、あの者に関する情報には全て鍵をかけた」

「あのもの、かぎ……？」

　もう既に、ミランダは彼の事がほとんど分からなくなっていた。

「何を鍵にしたかは教えない。外すものはあるし、どうしても思い出したければ見つけてみろ。ただ辛くなるだけだと想うがな」

「…………」

「そもそも、顔も名前も分からなければ、追いかける事もできないだろう。あいつとはさっさと縁を切って、新しい人生に満足して、死ね。そうすれば、お前の魂は他の者と同じように神の身許に行くはずだ。……もう迷うなよ」

　ミランダが詳しく話を聞く間もなく、意識は再び途絶えた。




　二度目の人生は三十年後、ごく普通の平民の家に生まれた。両親はいたが、やはり家は貧しかった。ただそれは、ミランダの家に限った事ではなかった。一度目の人生で人々を悩ませた寒波は続いていて、国の備蓄も尽き、以前よりもさらに深刻な食糧難に陥っていた。

　飢えに苦しむ国民の不満は日々高まり、国王は無策のまま放置してきた事実から目を逸そらせるため、そして食糧を奪う目的のもと、隣国と戦を始めた。

　隣国もまた窮しており、戦争は長期化して戦乱の世へと陥った。

　町の若い男たちは軍に招集されて戦地へと送られたが、そんな我が子を哀れんで、せめて戦地に赴く前に所帯を持たせてやりたいという親が増えた。

　ミランダの両親も知り合いから頼まれたからと、出征間近の男のもとに嫁ぐように告げた。両親が結婚相手を定めるのが当たり前の時代で、拒むことはできなかった。

　そして、ミランダは十八歳で彼に嫁いだ。




　彼と初めて顔を合わせたのは、結婚式の場だった。

　とはいえ、戦時中で物資は不足し、当然ながら花嫁衣装など用意できる状況ではない。着ていた平服のまま簡単な式を終えた。

　三歳年上の彼は、寡黙だった。口を開けば言葉づかいは荒っぽく、不愛想だった。

　生きて帰ってこられるかも分からない夫を持たせるのは可哀そうだと、彼は最後まで結婚を拒んでいたそうだ。しかし、両親に泣かれて彼も受け入れたという。ずっと結婚を渋っていたから素っ気ないのかとも想ったが、そうではないことは短い時間ですぐに分かった。

　彼はミランダに気をつかって声をかけてくれたし、質素で急な式となった事や強引に自分の妻にされた事をまず謝ってくれたからだ。彼はミランダを見つめて、小さく微笑んだ。

「いつになるか分からないが……ウエディングドレスを着せたい。きっと似合う」




　慌ただしく結婚式を終えた日の夜、ミランダは初夜を迎えた。

　初めての行為に緊張するミランダを、彼は優しく抱いた。破は瓜かしたばかりの身体を抱き締められ、ミランダはなかなか寝つけずにいた。彼の体熱を感じている事もあったが、翌日、彼が戦場に発つ事が決まっていたからだ。

　眠ろうとしないミランダに気づいた彼は、寝物語にと枕もとに積み上げてあった本の中から一冊を取り出して読んでくれた。

　そして、ミランダは、かつてと同じように愛おしい字を見つけて、指差した。

「……お前が好きだ」

　ぽつりと呟いた彼の言葉が、単なる本の一文を読んだだけだったのか、それとも妻を慮おもんぱかって言ったのかは分からない。だが、その瞬間ミランダは彼の事を思い出した。

　身体の震えが止まらなくなったミランダに、彼は慌てて、

「痛むか？　悪い、気をつけたつもりなんだが」

　と言って、読むのをやめた。

　ミランダは首を横に振って、彼の身体に腕を回し、しがみついて泣き続けた。翌朝、出陣を控えた彼に、自分の想いを打ち明ける時間も、心の余裕もなかった。

　翌朝、彼は戦地に向かい──そのまま帰ってこなかった。




　ミランダが二度目の人生を終えると、またあの御遣いが眼前に現れた。

「だから、なぜまた同じ男の妻になるんだ！　しかも、また未練を残しやがって。あの御方に怒られたぞっ」

　開口一番に怒鳴られたが、夫の部隊が壊滅した知らせを受けたばかりだったミランダは憔しょう悴すいしきっていて、言い返す気力もなく、ぽつぽつと漏らした。

「私は親に言われるまま……嫁いだだけよ」

　彼は病弱ではなかった。戦時中なので、やはりまともに学べなかったようだが、一度目の時のように優しくて想いやりがあった。親に強いられた心優しい相手との結婚は、自分たちを破滅に導くようだと、ミランダはぼんやりと想った。一度目も、二度目も、結婚してすぐに彼に先立たれてしまったからだ。

「あいつの仕業か！」

「誰……？」

「奴の魂の導き手だ。あいつは甘ちゃんだからな。諦め悪く、お前たちの魂を繫ごうとしているんだろう。別の迷う魂まで拾い上げて、自分の仕事を増やしていやがる」

「よく分からないわ……」

「分からなくていい。私たちはあくまで死後の魂に関与し、転生した魂の行く末を見守るだけだ。私は正しい、向こうがおかしい」

　苛々したように言って、ミランダの御遣いは唸るようにさらに告げた。

「わずかな間に鍵を解かれてしまったのは誤算だが、まぁいい。転生した時点で、また何が鍵なのか忘れるだろうからな。二度とあの男と結婚なんかするんじゃない。終わらせろ」

　また、目の前の世界は真っ白になった。




　ミランダは、三度目の人生を歩み出した。最初の人生が始まってから、六十年もの月日が経っていた。

　公爵家令嬢という恵まれた身分に生まれ、父は温厚で子煩悩、母は手厳しい事を言っても子を想う、善良な人だった。兄は曲者だったが、可愛がってくれた。

　一度目の人生の時のように、お金に困らない。二度目の人生の時のように、戦争もない。かつて生きていた時代と比べると、はるかに穏やかな世界だった。

　やはり、彼に関わる記憶の大半は封じられていたが、ミランダは警告通り、彼を追い求めないようにした。どうしても我慢できずに家族に打ち明けても奇妙な顔をされたので、心の奥に留めるようにした。

　その代わり、勉学に没頭した。

　病に倒れた彼を想い、医師になりたいと考えた時もあった。しかし、医学は進歩し、不治と言われていた彼の病は、完治するものになっていた。

　六十年の間に病が流行り、大戦による怪け我が人が増えたため、各国はいずれも自国の復興に努めるようになった。さらなる人的損失を防ぐべく医学への支援を手厚くし、戦火で失われた建物や産業を復興させるため、教育にも力を入れ始めた。かつては富める者しか行けなかった学校も、平民でも通える場所になっていた。

　そして、ふと想った。

　今度の彼の死は、病や怪我によるものではないかもしれない。死の原因はたくさんある。ならば、一人でも多くの子供たちに勉学を教え、知識を吸い取る基礎を作ろう。そうすれば国は富み、医学はもっと発展するだろう。

　彼が、今どこでどう生きているかは分からない。けれど、自分の行動は、少なからず国の助けになるはずだ。

　かつて未来がなかった彼のために、今もどこかで生きているであろう彼の未来をよりよいものにするために、教壇に立つ。

　これが、現世での私の愛し方だ。

　ミランダはそう信じて、生きてきた。

　大事に育ててくれた両親のためにも、結婚はしようと想った。

　断片的な記憶を頼りに導き出した、病弱で、言葉は少し荒っぽいのに優しかった、かつて好きになった人と今度こそ結ばれないために、彼とは真逆の男を理想にした。

　彼を愛した思い出だけはもう消えてほしくなくて、なるべく他言しないようにした。

　それなのに、また出会ってしまった。鍵も解けて、全てを思い出してしまった。

　ラインハルト──私が愛した人の名前だ。

　私と結婚したら、かつて二度の人生がそうであったように、また彼は死んでしまうかもしれない……。




　突然、書斎で意識を失ったミランダを、ラインハルトが慌てて抱き止めたので頭や身体を打つことはなかった。だが、彼女の顔面は蒼白になっていた。

　ラインハルトはすぐに使用人を呼び、案内されてミランダの寝室に運んだ。それから、一時間ほど経ってもまだ目を覚ます様子がない。駆けつけた公爵夫妻は王子の手をわずらわせたと恐縮しきりだ。彼は二人を宥め、目が覚めるまで傍にいたいと頼んだ。

　公爵夫妻が立ち去ると、入れ替わりにやって来たのはイリアスである。

　彼は未だに顔色の悪いミランダに表情を曇らせ、寝台の傍で椅子に座っているラインハルトが同じくらい真っ青になっているのを見て、呆れ顔になった。

「何をしたんです？」

「少し逃げ道を塞いだだけだ。それで失神された……俺はそんなに怖いか？」

「一生、猫を被っていてほしいと想うくらいには」

　ラインハルトは平然と失敬な事を言いきるイリアスを軽く睨み、眠るミランダを見つめた。

　書斎でミランダの鍵が解けたのは、間違いない。

　先に鍵が解けて記憶を取り戻していた彼は、ミランダの鍵になりそうな言葉をいくつか候補に挙げていた。明らかに彼女の様子が変わったのは、『お前が好きだ』という言葉だ。

　彼女の御遣いはなんともいい言葉を選んでくれる、とラインハルトは想っていた。

　そんな時、ミランダがふっと目を開けた。

「ミランダ、大丈夫か？」

　問いかけるが、返事はない。彼女の薄水色の瞳はしばらく天井を見つめ、やがてゆっくりとラインハルトを見返した。その瞳に一切の感情がなかった。

「……夢の続きをお話ししますわ」

　ぽつりと呟いた彼女に、ラインハルトは頷いた。鍵が解けて、彼女が過去を思い出してくれたのだと想うと嬉しくもあった。

　そんな彼をミランダは静かに見つめる。

「病弱だった彼が亡くなった後、私は彼の叔父夫婦に役立たずだと言われ、真冬の外に放り出されて死にました。口封じだったのでしょうね」

　衝撃だった。

　ラインハルトは自分の死後にミランダがどのように生きたのかを、三度目の人生で記憶を取り戻すまで、知る事ができなかった。

　一度目の人生では先に逝き、二度目の人生で記憶を取り戻した時は出征を間近に控え、猶予はなかった。御遣いのセラフィは傍観者だからといって、彼女に関する事を何ひとつとして教えてくれなかった。

　三度目の人生で、ようやく過去を見つめ返す時間ができた。

　まずは一度目の人生の事を知ろうと、当時の記録を読みあさり、ミランダの事が書かれていないかも調べた。しかし、見つけられたのは、叔父夫婦の末路だけだ。夫婦は自分が死んで間もなく馬車ごと崖から落ちて、命を落としたという。

　自分たちを虐しいたげていた叔父夫婦の最期を知っても、彼らに対しては哀れだとしか想わなかった。それより、ミランダは自分の看護をする必要も、叔父夫婦から虐げられることもなくなったと安堵した。彼女は自由に生きたと思い込んでいた。

　凍りつくラインハルトを見据え、ミランダは淡々と続ける。

「もう一人の彼は、戦死したと聞かされました。その後、私が住んでいた町に敵軍が攻めてきて、軍人の妻だった私は真っ先に殺されました」

「その頃には……終戦を迎えていたはずだぞ」

　声を震わせたラインハルトだったが、ミランダの表情は変わらなかった。

「田舎の町まで知らせが届くのに、時間がかかりますわ」

　ラインハルトは拳を強く握り締め、荒れ狂いそうになる感情を抑え、なんとか声を絞り出す。

「貴女は……二度もそんな死に方をしたのか」

「はい。あんな想いは、もうしたくはありません」

「……っ」

「夢、ですけれど」

　ミランダはようやく淡く笑った。

　これは夢の話だ。だけど、ラインハルトは現実だと知っている。優しい彼は自分を責めるだろう。血の気を失った顔が、全てを物語っていた。

　──これでいいのよ。私たちの縁を切るの。終わらせる。

　ミランダは必死で自分に言い聞かせた。彼をひどく傷つけて、苦しめると分かっていても拒まなければならないと想った。




　真冬の外で死んだ時も、苦しくはなかった。体温を奪われ徐々に動けなくなって、眠気に襲われた。そのまま息絶えたのだろう。先に逝ったラインハルトのもとにいけると想うと、嬉しかった。

　二度目の死はもっとあっけなかった。敵兵の刃やいばにかかったが、激痛を覚えたのは一瞬だった。即死だったのだろう。

　そんな自分の死に様よりも、ラインハルトが味わったであろう死の苦しみの方が、哀しかった。

　一度目は病に悩まされ続け、二度目は戦地で激戦の末に死んだ。どちらも彼は大きな苦痛を受けたに違いない。それを招いたのは、自分との結婚である。

　もう二度と、そんな事があってはならない。

　病に蝕むしばまれない、健やかな身体。

　絶対服従を求められない、王子という立場。

　学ぶこともままならず、身体を鍛える事もできなかった彼が、三度目でようやく完璧といえる最高の人生を手に入れた。

　私と結婚すれば、ラインハルトの人生はまた終わる。そんな事はできない。




「見苦しいところをお見せして、申し訳ありませんでした。気分が優れませんので、どうかお帰りください」

「……ミランダ……」

　ラインハルトは、衝撃のあまり初めて彼女にかける言葉を失っていた。だが、ミランダはもう彼の声を聞くのも辛かった。

「お願いだから、帰って……」

　今にも泣き出しそうな声が響き、ラインハルトの身体が雷に打たれたかのようにびくりと震え、重い沈黙が流れた。

　立ち上がる事もできずにいたラインハルトの腕を掴んだのは、傍で黙って聞いていたイリアスである。

「今日のところはお引き取りください」

　ラインハルトは抗議の視線を向けたが、黙って頷いた。イリアスの手を振り払うと、ようやく立ち上がり、部屋を去った。




　イリアスは沈痛な面差しで彼を見送った後、控えていた侍女たちを下がらせて扉を閉めた。ミランダのすすり泣く声が聞こえて、しばらくその場から動けなかった。ラインハルトが去った扉を見つめ、ミランダの泣き声を背に唇を噛み締める。

　やがてゆっくりと振り返り、ミランダの傍にまで歩み寄ると、ラインハルトの座っていた椅子に座った。ずっとミランダに付き添っていたから、彼の体温で温かいはずの椅子は、なんだか冷たく感じた。

　とめどなく流れる妹の涙を見つめ、イリアスは静かに告げた。

「あの人は、最期までお前の事を案じていた」

　その声音はいつもの飄々とした兄とは異なる落ち着いた男の声で、ミランダは驚いてイリアスを見返した。

「何を……おっしゃっているの？」

　涙に濡れた目で見つめ、戸惑いを隠せないでいるミランダに、イリアスは微笑んだ。

「私も夢の話をしようと想う」

　ミランダは息を呑む。

　イリアスは両親が閉口したミランダの夢を、『お前の気持ちは分かるよ』と言った。なんとしても、ミランダをラインハルトに嫁がせようと躍起になっていた。王宮に入り浸り王子の傍にいることも多かったから、心ない人からは王子の腰こし巾ぎん着ちゃくとまで言われていた。

　そんな男の目は、今、優しくも哀しい。

「私の前世は、ラインハルト様が率いていた部隊の副官だった。そして──あの人の最期も私が看取った」




　イリアスもラインハルトも平民出身だったから、特別な権限があったわけではない。

　戦が長引いて部隊の指揮を執る者が減り続け、戦いに秀でているというだけで便宜上、選ばれただけだ。指揮権は全て貴族にあり、命令は絶対だった。敵を屠ほふることよりも、まず彼らを守る事の方に重きがおかれた。

　国王が国内の不満を逸らすために始めた戦に、大義名分などなかった。士気は低かった上に、貴族たちは飢餓に苦しむ民とは異なり、十分な食料を国から得ていたので、危険な戦にどうして行かなければならないのかと不満たらたらだった。

　死んでいったのは、飢えに苦しんだ挙句、国の命令で戦に駆り出された民ばかりだ。

　特に二人の直属の上官である貴族の男は特権意識が強く、ラインハルトとイリアスは彼のあまりの横暴ぶりに、何度殺意を覚えたか分からなかった。

　だが、故郷で待つ家族を想うと手出しをすることもできず、結局、その男がラインハルトを死に導いた。

　上官の失策により、指揮下にあった部隊の大半が敵軍に迫られた。渓谷に逃げ込み、そのままラインハルトの部隊は置き去りにされたのだ。




　当時を思い出しながら、イリアスは聞き入るミランダに告げた。

「──私たちは部下を連れて逃げるしかなかったが、途中で道が分岐した。だが、何も情報を与えられていなかったからな。どちらに敵軍がいるか分からない。両方にいるかもしれないし、いないかもしれない。敵軍が迫っていて、偵察する時間もない。だから少しでも助かる者が出るように、私たちは部隊を半分に分ける賭けに出た。『どっちにいるでしょうか。貧乏くじは引きたくないですね』なんて言ってな」

　賭博好きだったイリアスは、別れ際にラインハルトにそう軽口を叩いたことを今でも覚えている。

「その口癖……前世からのものだったのね」

「私の生家も貧乏でな。食い物に四六時中困っていて、軍に入れられたのも口減らしのためだ。そこでも軍糧は貴族が独占してな。行軍の途中で立ち寄った町で、なけなしの金をはたいてくじを引いたら、食い物が当たった。喜んで食ったはいいが、後で腹を下した。えらい目に遭ったぞ」

　目を見張るミランダに、イリアスはわずかに目を和らげ、続けた。

「そんな時、私の面倒を見てくれたのが、ラインハルト様だ」

「……面倒見もよかったのね」

「あぁ……本当に部下想いな人だった。隊を分ける時も、最後まで私たちの事を心配していた。そして、私の隊は、包囲網を抜けて生き残った。そのまま私たちを囮おとりにして逃げた上官たちに合流して、終戦を迎えていた事を知った」

「お兄様は……その後、どうされたの？」

　兄と呼んでいいのかどうか分からなかったが、それでも先が知りたくてミランダは促した。

「すぐにラインハルト様のもとに戻った。まだ情報が錯さく綜そうして、両軍に終戦の知らせが届くのが遅れていたんだ。敵軍だって無駄死にはしたくないだろうから退くはずだ。でも、遅かった」

「…………」

　彼が部下と駆けつけた時、両軍ともに壊滅的な状態だった。倒れた兵の中からイリアスはラインハルトを見つけた。わずかに言葉を交わした後、やがて息を引き取った。

「終戦後、私はすぐにお前の住む町へと赴いたが、ラインハルト様の最期は伝えられなかった。お前の暮らしていた町は敵軍に襲撃された後だったからな」

　話し終えて、イリアスはひとつ大きく息を吐くと立ち上がった。

「『俺の分まで生きて、幸せになれ』──それが、あの人の最期の言葉だ。遅くなったが、確かに伝えたぞ」

　ミランダの返答を、イリアスは待たなかった。踵きびすを返して部屋を出ると、ゆっくりと扉を閉めた。そして、下がるように命じていたはずの侍女たちが遠巻きにして、自分を見ているのに気づく。

　ラインハルトとミランダの会話が多少なりとも聞こえたであろう彼女たちには、何の事か訳が分からなかっただろう。ただ、彼女たちはミランダから勉学を教わっている事に深い恩を感じている。心配でたまらないようだ。一番泣き出しそうな顔をしているソニアを呼ぶと、ミランダの面倒を見るように告げて、ラインハルトを追った。




　イリアスは、ラインハルトが自分を待っているだろうと想った。案の定、彼はすさまじい殺気を放ったまま、玄関ホールに立っていた。イリアスの姿を見ると、周囲で蒼白になっている親衛隊員らに外で待つように告げて追い払った。

　イリアスは、ラインハルトを近くの客間に招き入れて扉を閉めた。そのとたんに、胸ぐらを掴まれて壁に叩きつけられた。

「なぜ言わなかった」

　唸るように問いかけるラインハルトに、イリアスは平然と見返した。

「何の事です」

「ミランダが殺された事だ！　お前は知っていたはずだぞ！」

　ラインハルトは六年前に鍵が解けた時、眼前にいる男がかつての部下だと繫がった。イリアスも驚いたように見返してきた王子の表情から、自分たちの事を思い出したとすぐに気づき、互いの胸のうちを語った。その際、彼の死後に、ミランダの住んでいた町にも行ったという話もしていた。

「あぁ、その事ですか」

「貴様っ！」

　怒りに戦慄わななくラインハルトを見据え、イリアスの声はすっと低くなった。

「貴方は最期までミランダの事を気にかけていました。私は貴方を看取った後、その事を伝えなければならないと想い、ミランダに会いに行きました」

「だが、会えなかったと言っていただろうが！」

「えぇ、そうですよ。私が辿り着いた時、町は滅茶苦茶に破壊された後で……ミランダも命を落としていました」

「……っ」




　ミランダは、町にあった教会の墓地に埋葬されていた。

　イリアスが墓の前で立ちつくしていると、一人の年老いた司教が声をかけてきた。ミランダの埋葬に立ち会ったという司教は、身内だと想ったらしい。彼女が最期まで抱き締めていたという数枚の紙を渡して『神の御慈悲を』と、祈ってくれた。

　ラインハルトが戦地から彼女に送った手紙が、ほとんどだった。

　ろくに学べない時代で、ラインハルトの字は汚くて癖があったから、よく覚えていたのだ。みんなに散々冷やかされて頰を染めながらも、丁寧に書いていた在ありし日の隊長の姿が脳裏に過よぎり、胸が詰まった。

　そして、ラインハルトの部隊が壊滅した事を知らせる書簡もまじっていた。

　ラインハルトとミランダが一緒に過ごせたのは、ほんの二日ほどだと聞いていた。それでも互いに想い合っていた事を、イリアスは目の当たりにした。もう少し早く駆けつけていれば、ミランダにラインハルトの最期の言葉を伝えられた。いや、その前に二人を助けられたかもしれない。

　イリアスは当時を思い出すたびに、何度そう想ったか分からなかった。

　それが自分の未練になったのだと、死後に現れたセラフィが教えてくれた。だから、イリアスは転生した後、密かに誓った。

　誰がなんといおうと、二人をもう一度夫婦にしてみせる。

　全てではないにしても一部の記憶が残っているらしきミランダが、ラインハルトとの結婚を躊躇する気持ちは分かるが、受け入れさせる。

　ラインハルトは六年前に鍵を解き、彼女の記憶を取り戻した。それなのに、陰ながら助け、見守るだけで自分を満足させようとしていた。そんな逃避など許さない。

　自己満足で、大きなお世話だろうと分かっている。

　それでも二人が結ばれ、人生を共に歩む姿を見届けるまでは、死んでも死にきれない。




「──敵兵に斬り殺されて死んだなんて言える訳がないですよ。ただでさえ彼女を遺のこして死んだ事に引け目を感じている貴方が、もっとミランダに関わらなくなります」

「……っ」

「ミランダが幸せなら、他の男と結ばれてもいいと言っていましたよね？　ミランダが結婚しようとしていないと気づいて、ようやく動き出したでしょう。与えられた環境に甘えるのも大概にしてください。四度目になりますよ」

　イリアスは冷たく言って、胸ぐらを掴まれていた彼の手を払いのけた。

　本来ならば非礼極まりないところだ。しかし人払いされていた事もあり、誰も咎める者はいない。ラインハルトの手は力なく落ち、唇を噛み締めたまま、何も言わずに部屋から去って行った。




　イリアスに後を託された侍女のソニアは、ミランダのもとに向かった。ミランダは、ただ黙って泣き続けるだけだ。

　転生者ではないソニアは、訳が分からなかった。

　ミランダは夢の話をしただけだというのに感情的だったし、なぜかラインハルトもまともに受け止めたとしか想えないからだ。

　ただ、確かなのは、ミランダがかつてないほど哀しんでいる事だ。事情も分からないソニアに、かけられる言葉はない。それでも、世話になっているミランダを一人にしておきたくなかった。

　とめどなく涙を落とすミランダの背中を、ソニアは何度も優しく擦さすって慰めた。




　ラインハルトの一度目の人生は、小屋に追いやられ、病と孤独に悩む日々だった。彼が十八歳の時に初めて出会ったミランダは、十五歳とまだ幼く、痩やせ細った娘だった。

　父親は酒浸りで母親が出て行き、金が尽きて売られたという簡単な身の上話をしたくらいで、それもラインハルトが問いかけて、ようやくぽつぽつと話したくらいだ。

　自分からは滅多に口を開かず、ラインハルトの身の回りの世話や家事をする時以外は、部屋の片隅に座ってじっとしているだけだった。

　ラインハルトは両親と同じ病だったので、彼女が来た時には、自分の命が長くないと悟っていた。

　──どうせ、僕はすぐに死ぬ。

　せめて彼女の心の傷にならないように、なるべく関わらないようにしていた。

　小屋には二人だけで、最初の頃は会話がなかった。ただ、使用人が辞めさせられ、長く一人で寂しく過ごしていたためか、彼女の存在が気になって仕方がない。それをミランダに気づかれたくなくて、本ばかり読んで過ごした。

　そんなある日、彼女が興味を引かれたように自分の手もとを見ていることに気づいた。読むかと尋ねると、ミランダは字を書いたり読んだりできないと、消え入りそうな声で呟いた。

　だから、ラインハルトはミランダに字を教える事にした。死ぬのを待つばかりの人間でもできる事があると想うと、身体と一緒に蝕まれていた心が癒やされたからだ。

　そして、初めてミランダが自分の名前を書いた時、ずっと無表情だった少女が、初めて笑ってくれた。

「私、字が書けたわ！」

　心の底から嬉しそうに、柔らかく。今にも泣き出しそうな顔だというのに。

　──可愛い。

　ラインハルトは一瞬で虜とりこになった。




　二度目の人生では、軍人となって戦に出る身だった。そして、ミランダに惹かれるのはもっと早かった。

　御遣いが施した鍵は強固で、ミランダと初めて顔を合わせても何ひとつ思い出せなかった。ただ、彼女は妻としての務めを果たそうと健気で、すぐに執り行われた結婚式でも心を奪われた。

　自分は彼女を残して出陣し、傍にいてやれない。申し訳ない気持ちとは裏腹に、こんなにも可愛い妻を娶めとった事を嬉しいと想った。だが、彼女にとっては迷惑な話だろうし、自分も両親にさんざん渋った手前、いうにいえない。

　言葉を選んで声をかけているうちに、鍵が解けた。

　そして、再びミランダに出会えた喜びと、さらに美しく成長した彼女への思慕と共に、またしても残して逝く立場に置かれていた自分に絶望した。

　いっそ、ミランダと二人で逃げようか。

　そんな女々しい想いに駆られたが、戦乱の世で安全な地などない。脱走兵は処刑されるのが常であり、ミランダに恥知らずの妻という汚名を着せる訳にはいかなかった。




　三度目の人生で王子として生まれ、鍵が解けた時、ラインハルトは慎重になった。

　相変わらずミランダは可愛かったし、公爵家の長女という恵まれた立場に生まれていた事が、その想いに拍車をかけた。

　二度も自分を未亡人にした男など、願い下げだろう。

　ミランダへの想いを封じ込め、縁談も良縁と考えたものは黙認した。ただ、いつまでも彼女が結婚する様子がなく、後は何かしら後ろ暗いところがある者しか相手がいないという状況になって、ラインハルトは一抹の期待を抱いてしまった。

　彼女は──自分を待っているのではないだろうか。




「……とんだ甘えだったな」

　ラインハルトは、王宮に帰ってくるなり庭先に一人座って、微動だにしなくなった。自嘲まじりに呟いて、拳を強く握り締めた。

　その様子を、遠くからこっそりと見守っていた国王夫妻は顔を見合わせた。息子が顔面蒼白になって戻ってきたと聞いて、心配になってやって来たのだ。しかし、彼が誰も傍に寄せつけなかったものだから、二人も遠巻きにするしかない。

「ラインハルトが思い悩んでいるぞ。あんな姿は初めて見た」

「私わたくしもです。自分にも周りにも常に完璧を求める子なのに、何も目に入っていないわ。隙だらけね」

　夫妻の傍で、彼の護衛を長らく務めている親衛隊員たちも驚きを隠せない。

「本当に珍しいですね。ミランダ様に会いに行かれた後から、ずっとあの調子ですよ」

　完璧王子も人間だったのだと、彼の様子を見た人々は口々に言った。夫妻の後ろに控えていた宰相セラフィだけは黙っていたが、密かに深いため息を吐いた。




　それから一カ月の間、ミランダは屋敷に引きこもった。

　何度かラインハルトから話がしたいという旨の手紙が届いたが、返せないまま時は過ぎた。公爵夫妻は返事をしないのは非礼だとミランダをたしなめたが、硬い表情のままうつむく娘のただならぬ様子に、強くは言えなかった。あれだけ熱心に縁談を勧めていたイリアスも、ラインハルトの事を口にしなくなった。




　シャルトル家に重い空気が漂うなか、再び屋敷にやって来たのはアイシャである。

　屋敷の入り口で出迎えたイリアスを見つめ、アイシャは目を瞬いた。

「ごきげん……よう？」

「よくないんだ」

　久しぶりに会う婚約者に対して、開口一番にいう言葉ではないが、彼女は動じない。イリアスが妹をずっと気にかけていた事も知っていたし、王宮に出入りしている父親からも王子が気鬱そうだとも聞いていた。いつもなら一緒に出迎えてくれるミランダの姿もない。

　どうやら王子とミランダの間に何かあったのだろうと、察しもついた。玄関先で話す事でもないと黙っていると、イリアスが中庭に誘った。

　二人きりになっても、彼の口から出てくるのはため息ばかりだ。アイシャは苦笑した。

「貴方がそこまで落ち込むのも、珍しいわね」

「そうだな。迷った時は賭けに出て、やってみるというのが信条だが……さすがに踏み出せない」

「何をためらっているの？」

「……両陛下から使者がきてな。殿下が塞ぎ込まれているから、様子を見に来て、励ましてほしいと頼まれた……が、どうせ無駄足だ。ミランダが行けばいいんだろうが……まぁ、無理だな。しかし、一カ月ともなるとな……」

　二人の間に何があったのかまではイリアスも口にしなかったが、表情は硬いままだ。

　アイシャは、そっとしておくのが一番かもしれないとも想った。ただ、時間を空けて距離を置いても解決になっていないならば、気分を変えるだけでも違うだろう。

「無駄足と言わず、殿下のお顔を見るだけでも」

「いやぁ……嫌な予感しかしない。今の殿下は気配だけで人を殺せると想う」

　ぶるりと身震いした彼に、大げさだとアイシャは呆れた。

「今からでも間に合うわ。いってらっしゃいな」

「もうすぐ夕暮れだから、王宮の門が閉まる。な？」

　イリアスは逃げ腰だが、言質を取ったアイシャは、にっこりと笑った。

「間に合わないようなら、私の馬車を引いてきた馬をお貸しするわ。先日、買い求めた駿馬よ」

　イリアスも父親同様の胃痛を覚えたが、アイシャの白い目に、天を仰いだ。

「分かった……仕方ない、行ってくるか」

「それがいいわ。大丈夫よ。今すぐは無理かもしれないけれど、何かきっかけでもあれば、どちらかがまた会おうと踏み出せるかもしれないわ」

「きっかけねぇ……」

　難題だと、イリアスは想った。二人の問題でもあるし、あまりいろいろと言って余計に拗らせたくもない。悩んでいた時、ふとアイシャの後ろにある物に目が向いた。

　これだ、とイリアスの顔が俄かに明るくなり、アイシャも視線を追って振り返り、微笑んだ。




　夕方になって、侍女のソニアがミランダを庭に連れ出した。一日のほとんどを自室で過ごすようになっていたミランダを心配して、夕日が綺麗だからと誘ったのだ。

　初めは渋っていたミランダも、心地良い風が頰を撫でて目を細めた。憂ゆう鬱うつだった気分が少し晴れて、手もとに目を落とす。

「……今日こそ、お返事を書かないと」

　今朝方届いたラインハルトの手紙を、持ってきてしまった。会うとも会わないとも、はっきりと言わない自分が悪いと分かっている。拒絶すれば、もう手紙を送ってこないだろう。逆に会ってしまったら、きっと彼にもっと惹かれて、先が見える未来に絶望する。

　彼と完全に縁を切れず、結論を先延ばしにしている情けない自分にも嫌気がさした。

　ミランダが未開封のままの手紙を見ていると、傍に控えていたソニアが声をかけた。

「お嬢様に殿下のお手紙をお届けする時に、宛名の字を見ていつも想うのですが、すごく綺麗な字ですね」

「そうね……お手本にしたいくらいだわ。殿下の字よ」

「さすがですわ。字まで完璧ですね」

「貴女の字も、とっても上達したわよ。一生懸命、練習してくれて嬉しいわ」

　ミランダが微笑むと、ソニアも顔を綻ばせた。

「殿下も私の字を褒めてくださいましたわ」

「え？」

「初めて屋敷にお見えになって帰られる時、私が落とした紙を拾ってくださったのです。お嬢様が私たちに字を教えてくださっている事をお伝えしたら感心したご様子で、『きっと将来、役に立つことだろう』と、激励の言葉をかけてくださいました。どんな身分の者でも、努力を認めてくださる方なのですね」

「そうね……王妃様もそうおっしゃっていたわ」

　どうしようもない駄目男だった父王を、ラインハルトは子供の頃から毛嫌いしていた。イリアスも、彼は上級将校や官僚──おおぜいの部下がいる者に手厳しいと言っていた。

　その理由が今なら分かる。

　出陣前、彼は戦いに行く事に怯えはない様子だった。だが、上官となる男の存在を憂いていた。貴族という身分だけで軍の指揮官に登りつめた男だという。周りはその男に媚びへつらう者ばかりで固められ、軍隊という組織上、命令は絶対だった。

　ミランダは歴史書を読みあさり、戦いの様子を知ろうとした事がある。

　しかし、彼が率いていた部隊は一小隊にすぎず、大半の部隊が壊滅したとしか書かれていなかった。小さな部隊であっても、名を持ち、各々に人生があったはずの者たちが命を落としていったというのに、わずか数行で済まされてしまった事に哀しみと戦争の無常さを覚えた。

　そして、必ずといっていいほど一緒に目にしたのは、指揮官の愚策ぶりだ。多くの犠牲者を出した一因と断言しているものもあった。ラインハルトは自分に関わる記憶をミランダと同じように鍵をかけられていたとしても、他の過去は覚えていたとしたら、自分や仲間たちを死に追いやった無能な上司を憎んだだろう。

　それ以上に、無益な戦を起こした先代の国王を嫌悪したはずだ。

　自堕落な父王は戦を起こした先代と重なっただろうし、そんな父親とそっくりな髪色や目の色をした自分に苛立ったに違いない。

　だが、父王は息子のために変わり、王妃の手を借りながらも必死に努力した。ラインハルトも父親を受け入れて、仕事を手伝った。

　ラインハルトは人の努力を認め、彼自身も人よりはるかに努力をしてきたに違いなかった。地位や恵まれた容姿は生まれ持ったものかもしれない。それだって、本人の行い次第では失う。その他の能力はラインハルトが自分で懸命に励み、習得したものだ。

　かつて癖の強かった字は、達筆になっていた。語学も堪能だった。ミランダの教師となる夢を認めてくれて、先を見据えてさまざまな事を検討する多角的な視野も持っていた。

『俺が王家に生まれた以上、そんな事はさせない』

　反戦の言葉は、彼の心からの想いであったに違いない。

　それは、ミランダのためだけではない。

　飢饉と戦争の悲惨さを知る者であるからこそ、王家に生まれた者であるからこそ、彼は世の中を変えようとしていた。反発必至と言っていたように、たやすい道ではないと分かっていながらも、難題に挑もうとしている。

　そんな彼を私は拒み、傷つけ、ただ一人で立ち向かわせるだけでいいのだろうか。

　勉学に励み、後世を育てるだけが、彼のために私にできる最大限の事なのだろうか。

　───違う。私は怖がっているだけだわ。




　ミランダが唇を噛み締めていると、やって来たのはイリアスだ。アイシャを見送った後、彼はさっそく外出着に着替えていた。

　もう日暮れも間近だというのに出かけようとしている兄の様子を見て、ミランダは戸惑った。

「お兄様……？」

「王宮に行ってくる。殿下が食事や睡眠をまともに取られないそうでな。それでも仕事をするから、心配した両陛下から様子を見にきてくれと頼まれた」

　ミランダは息を呑んだ。自分のせいだ。頭が真っ白になり、それでも何かやれる事はないかと必死で考える。

「殿下は果物がお好きですわ！」

「そうなのか？」

「はい。甘すぎるものはあまり好まれませんが、少し酸味がある蜜柑や……苺などもいいかもしれません！　食べやすいようによく潰して、胃の負担にならないように少しずつお出ししてください！」

「あぁ……うん」

「喉を通らないようでしたら、果汁だけでも絞って差し上げて。なるべく新鮮な色のよい物を選んでくださいね！」

「あー……」

「それも嫌がられるなら、少しだけ匙さじにすくって、口もとに持っていってください。殿下は口を開けて頂くだけでいいですから、きっと……っ」

「待て、ミランダ。私にそれをやれというのか」

　ぶん殴られる気がするとイリアスは想ったし、ミランダも我に返って赤面した。傍で聞いているイリアスの従者やソニアは目をまん丸にしている。

　我が家のお嬢様は、あの王子殿下にそんな事をしていたのかと、全員の目が語っていた。

「ご、ごめんなさい」

「お前がやってやれば、殿下は喜んで何でも食べると想うんだがな」

「それは……」

　途端に顔が曇るミランダに、イリアスは小さくため息を吐き、従者に命じて一冊の本を渡した。ミランダは不思議に想いながら本を開き、息を呑む。さまざまな花々について書かれたものだった。

『花梨の有名な花言葉を知っているか』

　穏やかな笑みを浮かべて告げたラインハルトの言葉が脳裏に過り、ミランダは脇目も振らずにページを捲った。そして、目的の花を見つけると、目が潤んだ。

「花言葉は……一途な恋」

　花梨の花を模した簪を見て、ミランダの意図的ではないと分かっていても、ラインハルトは嬉しそうだった。

　出会った時から、なにかと過保護で、心配性で。

　だからこそ、一人で庭に出るなどと無謀な行動をしようとした時も、靴擦れで足を痛めた時も、簪も、どんな小さな事も気づいてくれた。そこまで深く想っていてくれたラインハルトが、見初めてから六年もの間、ミランダの前に姿を現さなかった。

『会った当初は、お前が幸せであればいいと想っていた。しかし、いざ直接関わってみると、どうしようもなく惹かれる』

　余裕を崩さなかったラインハルトが、絞り出すように告げた言葉に、長年の苦悩が感じられた。

　実際、熱烈な求婚を始めても、彼は過去を匂わせるような言動をほとんどしてこなかった。お互いに不遇のまま終わった二度の人生を、思い起こしてしまうからだろう。

　それでも、ラインハルトが鍵を探し始めたのは、ミランダが自分に向き合おうとしてこなかったからだ。

　──私は、なんて自分に都合よく生きようとしていたのだろう。

　貴族同士の婚姻は政略結婚が常で、心を通わせる必要はないと、嫁いだ女友達から聞いて、安心していたのも甘えだ。ラインハルトに想いを残したまま嫁ぐなど、相手へあまりに失礼だった。

　──だけど、私はラインハルトしか愛せない。

　今までは、どこかで生きている彼のために間接的にでも役に立ちたいと勉学に励んできた。だが、まだラインハルトのために、最大限の努力をしていない。

　戦争と飢餓の悲惨さ、同じ苦しみを知っている自分は、彼のためにできる事がもっとある。

　同じ夢を見たラインハルトを支え、共に生きることだ。

「お兄様。私、殿下にお会いしたいです。お返事を書きますから待っていて頂けますか」

　イリアスは強い眼差しで見返してきた彼女に驚いたが、笑顔で頷いた。

「あぁ、もちろんだ」

　ミランダは書斎に急いで向かい、机の引き出しから便箋を取り出した。しかし、いざ書こうと想うと手が震える。ラインハルトをまた失うかもしれないという恐怖が消えたわけではない。何度書いても字が歪ゆがみ、内容も支離滅裂だった。

　イリアスは待っていてくれるだろうが、あまり手間取ると夜になってしまう。王宮の門が閉ざされる時間は近い。ミランダは散々迷った末に、筆を置いた。




　日が落ちて、王宮の正門が閉まる直前でなんとか滑り込んだイリアスは、すぐにラインハルトに面会を求めた。仕事以外で誰一人として傍に寄せつけないという王子の返事は、案の定、拒否だった。

　一臣下であればこれで引き下がる。だが、イリアスは普通の男ではない。今度は違う者に面会を求め、ほどなくして、その男は自らやって来た。

　宰相セラフィである。

「殿下は今、部屋に引きこもっておいでです。出直してください」

「そこをなんとか。貴方の力は瞬間移動もお手のものだったはずですよ」

「私は見ているだけの者だと、何度言えばいいのですか」

　苦々し気に言った宰相に、イリアスは全く悪びれない。

「いやぁ、見て見ぬ振りができないからこそ、こんな事になっているんだと想いますね」

　セラフィはぐっと言葉に詰まる。やがて諦めた顔になり、イリアスを連れて、ラインハルトの私室へと向かった。




　自室で椅子に深く座り目を閉じていたラインハルトは、人の気配に目を開けた。ここのところずっと険しい表情をしていたが、机を挟んだ向かいに立っていたイリアスを見つけて、さらに厳しくなる。

　セラフィが黙って部屋の隅に控えたのを目の端で捉え、誰の仕業か即座に理解しながら、イリアスに険のある声で告げた。

「帰れと言ったはずだぞ」

「少し痩せましたね。これで栄養をつけてください」

　そう言って彼が机に置いた皿の上には、なぜかすり潰した苺がある。ラインハルトの頰がぴくぴくと引きつった。

「なんの真似だ」

「あーん、しましょうか？」

「帰れ！」

「ミランダにはさせましたよね」

　ラインハルトが固まり、イリアスはにやにやと笑った。否定しても元部下の前では通じないと知っているので、苦虫を噛み潰したような顔をした。

「病で起き上がれなかったからだ。一度目の時だぞ、どうして知ってる？」

「ミランダが教えてくれました」

「……っ、俺の事を話してくれたのか!?」

　ミランダが死ぬ原因になった男を拒絶するのは、当然だ。過去を語るのだって怖いだろう。それでも、今どう想っているのか知りたくて、話がしたいと何度も手紙を書いても返事はない。

　拒み続けている彼女が、自分の事を口にしてくれただけでも驚きだったし嬉しかった。

　ただ、イリアスは素っ気なく言い放った。

「たまたま話の流れで出てきただけです」

「…………」

「さて。ミランダに思いっきり嫌がられている貴方に、お話があります」

「相変わらず、容赦なく人の傷をえぐる奴だな」

「すいませんね。前世で食い物を分けて貰った恩はありますが、手加減なくどつかれた恨みもありますので」

　ラインハルトは軽く眉をひそめ、当時を思い出して苦い顔になった。

「隊に賭博を持ち込んだ上、いかさまをしたからだろうが。暇つぶしだとか言って、軍馬を競わせて荒稼ぎもしていただろう。やるなら目立たないようにしろと言ったはずだ」

　今、イリアスが若い貴族たちと一緒になって遊んでいる競馬は、前世でイリアス自身が始めたものである。

「貴方が一番のカモでしたね。まぁ純粋なお坊ちゃまだと想っていましたよ」

「てめえ……」

　ラインハルトに睨まれても、イリアスは澄まし顔である。

「しかも、恋愛も子供っぽくて。一度目の人生では、幼すぎて物語でしか知識が得られなかった貴方が。二度目ではちょっとばかり大人になって、今度は恥ずかしくて素直に気持ちを伝えられないものだから、ミランダの前でだけ口下手になって、あろうことか寡黙と想われたという残念な方だというのに！　成長は目覚ましいと想いますよ。拍手しましょうか？」

「お前という奴は！」

「いやぁ、恋する隊長をからかうのは、相変わらず楽しいですね！」

「……命懸けだというのも覚えているだろうな？」

　イリアスは前世でラインハルトの純朴さを何度も揶揄して、本気で怒らせたものである。剣を抜かれた事を思い出し、慌てて首を横に振った。この一カ月、かなりすさんでいたであろう男を、これ以上刺激すると命が危うくなりそうだ。

「しかし、貴方もミランダに対して、そろそろ決断をしなければなりません」

「なに……？」

「選択肢は二つです。一つは、ミランダに別の男をあてがう事です。貴方以外の男であれば何の問題もないだろうという、この六年間の判断をそのまま貫くものですね」

「…………」

「もう一つは何もしない事です。ミランダとの関係を完全に断ち、お互いに別々の人生を歩む……まぁ、こっちの方が無難かもしれません」

　沈黙を重ねるラインハルトに、イリアスはかつて上官に尋ねたように迫った。

「さて、どっちにしますか？」

　人生の岐路に立ったラインハルトは、イリアスから視線を外さないまま答えた。

「どちらも俺はミランダと関われないな」

「そうなりますね」

「だったら、俺は選ばない」

「…………」

「俺が胸むな糞くそ悪い王族なんかに生まれたのに正しくあろうとしたのも、たるんだ貴族や軍人どもを見捨てずに叩き直そうと想ったのも、全てミランダがいたからだ。彼女を幸せにするためだと想ったら、なんでも耐えられた」

　嫌がられ、怖がられるかもしれない。だが、彼女のために何もしない事だけは、受け入れられなかった。

「俺にはミランダしかいないんだ」

　強い眼差しを取り戻したラインハルトに、イリアスは微笑んで、懐から取り出した包みを手渡した。

「ミランダは貴方に手紙を書くと言っていたんですが、難しかったようです」

　そうだろうと、ラインハルトは想った。

　彼女に無残な死を与えた男に手紙を書くだけでも、躊躇するはずだ。

　ただ、中身が何であれ、返事がなかった彼女が応えてくれたのが嬉しい。ラインハルトは包みを解き、息を呑んだ。

　布に包まれていたのは、花梨の簪だった。

　それ以外、何もない。

　ミランダは花言葉を知らなかったから、一途な恋をしていると告げてくれていると考えるのは早合点かもしれない。だが、彼女にとって大事なものだと分かっていた。簪はしっかり髪に止められていて、ミランダはそれが落ちそうになっていないか、たびたび気にしていたからだ。

　大切なものだ、届けなければならない。会いたいと、告げてくれているような気がした。

　ラインハルトの顔から憂いは消え、真っすぐにイリアスを見返した。

「どうしてもミランダに会いたい。手伝ってくれないか」

「もちろんです」

「……当たり散らして悪かった」

　イリアスはいつものように飄々とした口調で言った。

「いいんですよ。私はそのために生まれ変わったんですから」

「なに？」

「お二人にあんな死に様を見せられて、神の身許とやらに行ける訳ないですよ。だから、貴方たちの傍に転生させろと直訴したんですよ。まさか、ミランダの兄にされるとは想いませんでしたが」

「俺たちの御遣いは、融通を利かせてくれて助かる」

「えぇ。本当に頼りになりますよね。あまりに寛大で、私は涙が出そうです」

　絶賛する二人の傍で黙って聞いていたセラフィ宰相は、自分を巻き込もうとしている気配を察して後ずさりした。すると、すかさず二人に両腕をがっしりと掴まれて逃げ道を塞がれる。

「私は見ているだけの者だと、何度も言ったはずですよ？　何も手伝いませんからね！」

「見ているだけじゃつまらないだろう」

「死後に未練を残した迷える魂を転生させて、神の身許に送り届けるのが御遣いの役目です。恋を成就させる者ではありません」

「ミランダと俺が思う存分愛し合ったら、どこにでも行ってやる」

「それはいつですか」

「俺たちが心も身体も満たされたらだ」

　セラフィは二人の手を振りほどくと頭を抱えて、ぶつぶつと文句を言った。

「あぁ……もう嫌だ。貴方の魂を導くのがこんなに大変だなんて……」

「俺の知った事か。お前が勝手に来たんだろう」

「…………。厄介な者も途中から増えて」

　恨みがましくセラフィが見たのは、もちろんイリアスだ。ただし、曲者に何を言ったところで無駄である。

「私は二人が結ばれた後であれば、もう一度くらい転生してあげてもいいですよ？」

「強い未練があって魂が迷う者や、他の魂と関係をこじらせている者以外は、転生できませんよ。貴方も早く未練を断ち切ってください！」

「まぁ、そう言わずに。私はなんだか楽しくなってきました」

　御遣いの仲間たちから、お前は甘すぎるとしょっちゅう言われているセラフィは、また罵倒される自分が目に浮かんだ。しかし、これは逃れられそうにない。大きくため息を吐いて、窓の外を見た。

　外はすっかり闇に包まれていた。




　その日の夜、ミランダはなかなか寝つけず、一人で寝室のバルコニーに出た。そこからは美しい庭を一望できるので、お気に入りの場所だ。整えられた花壇や樹木をはじめ、花梨の木が月明りで青白く浮かび上がり、夜の静寂をいっそう際立たせた。

　イリアスは夕方に王宮に向かったまま、帰ってきていない。ラインハルトは今、人を傍に寄せつけないというから、自分が贈った簪が彼の手もとに届き、会いたいという旨が兄の口から伝わるまで時間がかかるはずだ。

　だから、それまでに準備をしよう。

　思いきった事をしたから胸はまだ騒ざわめいている。落ち着いて話ができるように、頭を整理しなければいけない。この一カ月というもの、身体の事も全く気にかけられなかったから、少しでも整えておこう。

「だけど……早くラインハルトに会いたいわ」

「私もだ」

　ぽつりと呟いた独り言に返答などあるはずがないのに、なぜか頭上から声がして、ミランダは驚いて顔を上げた。次の瞬間、眼前にラインハルトが舞い降りた。

　絶句、である。

　つい彼と空を何度も見比べるミランダに、ラインハルトは平然と屋根を指差した。

「私の御遣いが屋根の上に降ろしてくれたから、貴女の寝所まで歩いてきて飛び降りただけだ」

　──深夜に貴族の屋敷の屋根上を一人で闊かっ歩ぽする王子様……ありえない。おかしいわ。礼儀正しい完璧な方が、忍び込むような真似なんてするはずがない。

「……夢かしら？」

　思わずそう呟いたミランダに、ラインハルトは小さく笑った。

「いや。貴女が大事な簪を贈ってくれたからな。返しにこいと……つまり、私に会いたいと勝手に解釈させて貰った。違ったか？」

「そ、相違ございませんが……」

「だから、夜よ這ばいに来た」

　──行動が早すぎるわ。私は、今さっき覚悟を決めたばかりよ。なんで、貴方はいつもこうなの!?

　愕然とするミランダを見つめ、ラインハルトはさらに告げた。

「貴女とずっと話がしたいと想っていた」

「……ごめんなさい。ちっとも返事をしなくて……」

「いや、一度目の人生の時からだ。貴女が家に来た時、私はろくに口をきかなかっただろう？」

　ミランダは、当時のラインハルトを思い出した。病は重く、いつも青白い顔をしていて、まともに食事も取れなかったから身体は細かった。一日のほとんどを寝台の上で過ごし、体調のいい時だけ身体を起こしていた。口数は多くなかった。

「どうせ死ぬ身だから、貴女の記憶に残るまいと想ったんだ」

「けれど、よく本を読んでくれたし、丁寧に字も教えてくれたわ。病で辛い身体なのに……私、本当にありがたくて嬉しかった」

　震える声でそう言うと、ラインハルトは穏やかな笑みを浮かべた。

「貴女が無邪気に喜んでくれたからだ。可愛くて仕方がなかった。もっと生きていたい、一緒にいたいと、何度想ったか分からない」

　ミランダの目から涙が零こぼれ落ちるのを見つめ、ラインハルトは手を伸ばした。

「……いいか？」

　彼女が小さく頷くのを見て安心し、指先で優しく涙を拭った。そして、そのまま愛おし気に頰を撫でた。

「だから意識が遠のいて、死んでしまうと想った時、貴女を守れるだけの身体がほしいと願った」

「…………」

「二度目の人生が始まって、私は無我夢中で身体を鍛えた。一度目で、貴女に苦労ばかりかけたからな。歯痒い想いをした事だけは覚えていたから、余計に力が入った」

「……そうだったのね。私は、ちっとも代わり映えしなかったでしょう」

　病弱な少年だった印象が強かったから、鍵が解けて目の前の逞しい青年がラインハルトだと気づいた時には、ずいぶんと驚いた記憶があった。

　ミランダは、自分では単に年を重ねただけの姿だったように想えたが、ラインハルトは真顔で告げた。

「いや。二度目はいろいろと葛藤する間もなく、鍵が解ける前に、優しい貴女に惚れた」

「え……」

「出征する男に尽くそうとしてくれる健気さもそうだし、単なる体力馬鹿だった私を笑いもせずに頼もしいと褒めてくれただろう。初めての顔合わせをするのが結婚式当日になりそうだったから、何度か手紙を書いて送った。汚い字だったのに、貴女は大切に持ってきて嫁いでくれた」

「一生懸命書いてくれたのが伝わってくる、温かい手紙だったもの。戦地からも送ってくれたわね。私の宝物だったわ」

　柔らかく微笑むミランダに、ラインハルトは今すぐ抱き締めたくなるのを懸命に堪えた。

「そんな貴女だから、『ウエディングドレスを着せたい』と私は想ったんだ──それが、私の鍵だった」

「結婚式が終わった時にはもう、記憶が戻っていたのね？」

「あぁ。けれど、何も言えなかった。また貴女を置いていくしかない立場にいたからな」

「私も夜中に鍵が解けたけれど……とても言えなかったわ。私の鍵を解く言葉は……きっと、あれだったのね」

　思い出して薄っすらと頰が赤くなり、言及を避けたのに、ラインハルトは許してくれなかった。

「『お前が好きだ』──だろう？」

「……っ私の御遣いは、なんて言葉を選ぶのかしらね」

「私は良い言葉を選んでくれると想ったが、貴女は違ったようだな」

　そう呟いて、ラインハルトが頰から手を放してしまったので、ミランダは顔を歪ませた。

　あの後、彼を拒絶したから、そう受け取られてもおかしくない。貴方を嫌って言った訳ではないと言おうとしたが、ラインハルトが真っすぐに見つめてきて、息を呑む。

「私も大きな思い違いをしていた」

「…………」

「十五歳の……一度目の時と同じ年頃の貴女を見て、私の鍵は解けたが、その頃からだ」

「王妃様から聞いたわ。私を見て、ウエディングドレスを着せたいとまた言ったわね」

「あぁ。記憶がまた戻った時、今度こそ失敗はできないと考えた。二度の人生で妨げになったものが全てなくなったからなおさらだ。貴女も恵まれた家に生まれていたから、貴女が幸せなら他の男と結ばれてもいい。そうすれば王家の責務も負わせずにすむ……そう想った。想うようにしていた」

　ラインハルトは一度言葉を切り、聞き入っているミランダを見つめた。

　二度にわたる人生で、いつでもミランダは自分の話に耳を傾けてくれた。些細な事でも喜んでくれた。常に死と隣り合わせで沈んでいた心が、どれほど彼女に救われたか分からない。

　だから、三度目の人生で自分が一体何を一番恐れていたか、今なら分かる。

「そんなものはお前を失いたくないという、俺の逃げだ」

　彼女の夫として、何かがまた足りないのではないか。何か欠落しているのではないか。

　物事を極めれば極めるほど、不安が募った。完璧な人間などいないとセラフィに言われたし、頭では分かっていても、二度の失敗で臆病にもなっていた。

　ミランダの夫は自分ではない方が彼女のためではないかと想っていたのは、結局のところ、自信と覚悟が足りなかったのだ。

「お前には幸せでいてほしいと言いながらも、たとえ見合い相手がどんなに善良な男でも、お前が幸せだと言っても、俺はきっと受け入れられなかった。そんな相反する感情を持っていたから、どんなに言葉を尽くしても、お前に想いが届くはずがない。だから……言わせてくれ」

　なんとも情けない告白だと、ラインハルトは想う。

　自分の暗い感情も含めて心中を明かしているし、確約できない事を告げて失望されるかもしれない。それでも、彼女には知っていてほしかった。

「俺が、この手でお前を幸せにしたい」

　ミランダの目から涙が溢れ出るのを見たラインハルトは、堪えきれずに抱き締めた。

「こんな事がいえる立場ではないのは分かっている。だが、どうしても手離せない。誰にも渡したくない。俺のせいで二度も悲惨な死に方をしたと分かっていても、それでも愛させてほしい」

　ミランダが小さく首を横に振ると、彼は拒絶と受け取ったのか抱き締める腕が強くなるのが分かり、頰を染めた。

　顔を上げ、不安そうに見つめてくるラインハルトを、ミランダは涙に濡れた目で見つめた。

「私も怖かったわ。私と結婚したら、貴方が死んでしまうと想ったから」

　やっとの想いでそう告げるが、ラインハルトは断言した。

「どちらの人生も俺は最初から棺桶に片足を突っ込んでいたんだぞ。お前のせいじゃない」

　一切、自分を責めてこない彼の優しさを感じながら、ミランダは正直に告げた。

「それでも、今も怯えているわ」

「…………」

「だけど、貴方は相変わらず優しくて、努力家で、小さな事でも気配りをしてくれて。私はまた恋をしたわ。何度生まれ変わっても、貴方しか愛せない」

　だめだと分かっていても、別れなければならないと知っていても、どうしても惹かれる。

　神の御遣いの力によって何度も記憶を奪われても、抱いた想いは消えない。

　この出会いを忘れられはしない。

「私もひとつだけ、言わせて」

　ミランダには、ずっと彼に言いたかった言葉があった。

　病で床に臥せり続けた夫のもとを訪れるのは、いつだって自分だった。

　一晩だけを過ごして、戦地から帰って来なかった夫にも言えなかった。

　だから、ミランダは夫に、ラインハルトに、初めてその言葉を告げる。

「お帰りなさい」

　広い背に腕を回して、手に力をこめて抱きついて、彼の温もりや匂い、生きている証あかしを五感で確かめる。

　自然と顔が綻んで、心の中はただただ温かい感情に包まれた。

　ラインハルトはミランダの意外な言葉に驚いて、やがて喜びを噛み締めるように頷き、晴れやかな笑みを浮かべた。

「ただいま」

　二人は微笑み合って、しばらく互いの命の温もりを確かめた。そして、ほんの少しだけ身体を離して見つめ合い、どちらともなく唇を重ねた。

　初めは軽く触れるだけだったキスは、唇が離れる事のないまま、求め合うように深くなった。








第四章　同じ夢を見る









　一度目の結婚の時は二人とも年が若く、ラインハルトも病床にあり、夜の営みはなかった。二度目の時に初めて結婚式で誓いのキスをして、初夜も迎えたが、一晩の短い時間を共に過ごしただけだった。

　だから、ミランダはラインハルトに激しく求められる事に慣れていない。

「……っん……ぅ」

　繰り返しキスをされ、ミランダは夢中になった。ラインハルトは後頭部と背中に手を回し、離れる事を許さない。

　角度を変えて何度も求め、舌を絡ませてくる。呼吸をする間がわずかに与えられるだけで、気づけばまた彼の唇が重ねられ、ミランダは頰を染めた。

　ようやく少し離れたので、ミランダは息を整えながら訴えた。

「もう……だめ。困るわ……」

　また口づけようとしてきた彼の唇に軽く手を当てて止める。すると、後頭部を支えていた彼の手が回り込んで掴み、掌の上に愛おし気にキスをされる。

「何が困る」

「こんな所で、恥ずかしいし……」

　深夜とはいえ、屋敷の庭に面したバルコニーだ。いつどこで誰に見られるか分からない。

　ラインハルトが公爵家の屋敷に忍び込んでいるなどと気づかれたら、大騒ぎになる。それに、彼にキスをされるたびに身体が蕩けて、このままでは立っていられなくなる気がした。

「そろそろ中に入ろうか」

「えぇ……」

　返事をしたミランダの頭に、ふと素朴な疑問が浮かんだ。

　御遣いの力を借りてやって来たという彼は、屋根の上から現れた。この後一体どうやって帰る気だろう。

　そんな事を考えながら、夜風で彼が冷えてもいけないし、姿を見られても困ると想って一緒に室内に入り、赤面した。

　部屋の中央には、天てん蓋がいつきのミランダの寝台がある。しかも、立ち尽くすミランダをよそに、ラインハルトはさっさと後ろ手で、出入り口の掃き出し窓とカーテンを閉めてしまった。

　寝台傍の丸テーブルに置かれたランプがほのかに室内を照らしてはいたが、薄暗い。そして、ミランダは夜着姿だった。寝るだけなら特に気にならないが、今はラインハルトが傍にいる。胸が勝手に高鳴ってしまう。

　固まるミランダにラインハルトは小さく微笑んで、後ろから彼女を抱き締めた。わずかに身じろぎして、赤くなった恋しい彼女の耳もとに唇を寄せる。

「抱いていいんだな？」

「ち、違うわ。いいわけないでしょう」

　慌てて腕から逃れようとしたが、びくともしない。むしろ彼は煽られたように腕を強くして、耳の後ろにキスをしながら、不満気に訴えた。

「俺はお前の夫だぞ」

「三度目はまだよ！　婚前にするのは許されないわ」

　貴族の娘は処女である事が重視され、たとえ婚約したとしても深い関係になるのはいい顔をされなかった。密かに身体を重ねる者もいるが、ラインハルトは王族であり血筋が最も重視される家柄だから、話はそう簡単ではない。

　ミランダの弁が正しいが、ラインハルトは相変わらず彼女の発想の上をいった。

「では、今すぐ婚姻届に署名しようか」

「貴方は王族だから、きちんと段階を踏まないと……」

「お前に俺の覚悟を知ってほしくて、実は婚姻届を持ってきた」

「え!?」

　彼はミランダの身体を片腕で抱き締めたまま上着のポケットを探ると、一通の封筒を手渡した。

「王族といっても、結局は当事者双方の署名と教会の許可があればいいだけだからな。ここに来る前にイリアスと一緒に教会に忍び込んで、教皇を叩き起こして受諾させて先に捺印させた。後はお前の署名があれば成立する」

「なんて罰当たりな事をするの！」

「なかなか話の分かる教皇だったぞ？　帰り際に見たら、蒼白になって神に祈っていたが」

　二人が一体どうやって説得したのか、ミランダは聞きたくなかった。

　敬虔な父は熱心に教会に通い、たびたび寄進をするほど崇拝している。イリアスもよく父の供をして出向いていた。兄は教会の構造を熟知しているから、悪用したらしい。

　あの兄ならばためらわない気がした。

　──あぁ、どうしましょう。また勢いに吞まれそうだわ。

「急すぎて……頭が追いつかないから、署名は待ってくれる？」

「分かった」

　ミランダは手段を選ばないラインハルトに苦悩した。そして、彼が懐に封筒をしまっても、ちっとも腕を解かないので頰を染める。

　離さない。離したくないと、彼の身体が全力で語っていた。

「ミランダ……少しだけ触れさせてくれないか」

　ラインハルトの懇願する低音の美声が、ミランダの身体に染みこむ。ずっと愛し続けている男の甘い誘惑は、抗い続けられるものではなかった。

「少し……だけなら」

　恥ずかしそうに小さく呟いた初心なミランダに微笑んで、ラインハルトは彼女を抱き上げた。




　靴を脱がされ、寝台に横たえられたミランダの胸は高鳴り、視線はたちどころに落ち着きをなくした。

　二度目の時にラインハルトに純潔を捧げたが、彼は翌朝には出立しなければならなかったから、一度きりの行為だった。

　だから、前世で男女の行為は経験済みでも、不慣れである事に変わりはない。

　ミランダを跨またいで膝立ちになったラインハルトは、身体を固くしている彼女に優しく笑いかけた。

「大丈夫だ。強引に奪ったりはしない」

「え、えぇ……」

　ミランダは彼を信頼していたし、無理強いする男性ではないと分かっている。だから、怯えた訳ではない。答えがたどたどしくなってしまったのは、ラインハルトが上着を脱いだからだ。

　しかも、それで止まらず、シャツのボタンまで外し始めたから、ミランダは焦った。

「どうして脱ぐのかしら!?」

「暑いんだ」

「そう……」

　それならば仕方がない。自分が脱がされている訳でもないから抗議しにくい。躊躇している間に、ラインハルトはさっさとシャツを脱いで、上着と一緒に寝台の端に放ってしまった。

　眼前に露あらわになったラインハルトの身体は秀逸だった。武芸に通じているとあってか、上半身に無駄な贅ぜい肉にくはなく引き締まって、肌は滑らかだ。一度目の時は不健康にやせ細り、二度目の時には傷だらけだったが、今は完璧な美へと変化していた。

　見惚れてしまったミランダに、ラインハルトは身を屈めて額にキスをした。彼が近づいたので、あの爽やかな香りがして惹きつけられる。以前、魅せられた事を、よく覚えていたらしい。

「……油断も隙もないわね」

　流れるように押し倒されている現状に、ミランダがつい軽く詰なじると、ラインハルトは苦笑した。

「気づいたか」

「ええ！　だめよ、少しだけって……きゃあ!?」

　ラインハルトの大きな手が直に腰を撫でてきて、ミランダは声を上げた。慌てて自分の身体に視線を落とせば、すでに夜着の帯が解かれていた。

「い、いつの間に……っぁ……！」

　さらに彼の手が下に這い、太腿を撫でてきて、ミランダは身体を震わせた。

「こっちに気づいたんじゃなかったのか」

「ずるいわ！」

　目を潤ませたミランダにラインハルトは息を呑み、今度は頰にキスを落とした。

「分かった。次は首にキスをするから、な？」

　言えばいいというわけではない。

　そう想ったミランダも、ラインハルトは身体をずらし、首筋に口づけを落としてきて止める暇もない。慣れない感触に、身体をよじった。

「くすぐった……い、わっ」

「そうか。ここもまだ感じないだろうな」

　ラインハルトの手が、下着の上からするりと胸を撫でてくる。帯を解かれたまま動いたから、前はすっかりはだけていた。甘くねだってくる彼の声が何を求めているのか分かり、ミランダは半泣きになった。

「……しても無駄よ？」

　敏感な場所だという事くらいは、ミランダも知っている。しかし、前に初めて抱かれた時は緊張してよく分からなかったし、今も身体を洗う時に自分で触れても何も感じない。

「まだ覚えていないからだ。でも、それなら触れてもいいな？」

「……少しだけよ」

　ラインハルトは微笑んで頷くと、首周りにキスを落としながら、胸の下着を取り去ってしまった。露わにされた双丘をミランダは羞恥のあまり手で隠そうとしたが、彼はその手を掴んでシーツに縫いつけ、肌に口づけた。

「あ……!?」

　彼の舌が胸を這い、丹念に舐め上げられる。首筋と同じようにくすぐったくて仕方がなかったが、彼の舌がゆっくりと登っていくのを感じて、身体が熱くなる。

　ラインハルトが頂を口に含んできて、何度も吸われたり舌先で転がされたりすると、身体中の感覚がそこに集まっていくような気がした。与えてくる刺激はまだ弱くて、酔いきれない。

「そういえば、強い方がいいと言っていたな？」

　頂を甘く噛まれ、ミランダは慌てて制止した。

「や……ぁ！」

「よくしてやるだけだ。な？」

　微笑みながら、彼がやってくることは淫みだらだ。

　だが、その甘い誘惑は抗いがたい魅力があり、ミランダが拒むのには並々ならぬ努力が必要で、もう必死だ。

「痕がついたら困るわ。着替えや湯浴みの時に、侍女に見られてしまうかもしれないもの」

「…………」

　順調に彼女を篭ろう絡らくしていたラインハルトだが、どう考えてもミランダの言い分が正しい。視線が散々泳ぎ、現状ではどうにもならないと理解して、ふて腐れたように言った。

「分かった。ここを攻めるのは次にする」

「そうして……」

　結局、次も胸に激しい口づけを受けるのかと想うと気恥ずかしいが、やめられてしまうと何だか落胆してしまう。そんな葛藤は短かった。

　ラインハルトが身を屈めて、ミランダの両脚を左右に押し広げると、足の付け根に顔を埋めたのだ。

「あ……っ！　待って！」

　そこを求められたら、処女を失ってしまう。ミランダは慌てたが、ラインハルトは下着を降ろそうとはしなかった。

「大丈夫だ、最後までしない。でも……早くお前を愛したい事だけは分かってくれ」

　そう呟いて、布越しに何度となく口づける。

「ここに早く俺のモノを挿いれて、広げて、滅茶苦茶にしてやりたい……お前の心も身体も何もかも全てほしい」

　下着に指先がかかり、横に押しのけられて、彼の舌が中に入り込んでくる。直に舌が触れたのが分かり、ミランダは頰を染めた。

「今は……」

「嫌か？　二度目の時、俺に舐められて慣らされただろう。可愛い声で啼ないていたぞ」

「……っ」

「その後、お前は俺に貫かれて、受け止めたはずだ」

「言わないで……あぁっ！」

　かつて彼の雄を覚えた入り口を舌先で突かれて、ミランダはすすり泣いた。触れられて、自分の身体が今、何をしているのか分かってしまったし、ラインハルトは当然ながら見逃さない。

「それは思い出したようだな……濡れてる」

「……っ」

　羞恥と期待と、貴族としての建前に揺れるミランダに、ラインハルトは甘く誘う。

「下も脱ごうか、ミランダ」

　そうなったらほぼ全裸だ。少しだけと言ったはずなのに。

　ミランダは恥ずかしさに泣きたくなったが、彼は優しい笑みを浮かべながらも手を緩めない。

「さもないと、もっと濡れるぞ。侍女に気づかれていいのか？」

　ミランダは葛藤の末、小さな声で応じた。下着を足から引き抜かれ、夜着を羽織っているだけの姿にされてしまったミランダは、両脚を大きく左右に押し開かれて、羞恥に頰を染めた。

「……っあぅ……！」

　ラインハルトの舌が容赦なく未熟な花芽を舐め上げてきて、声が洩れる。手で口を塞ぐと、彼が舌を這わせながら煽った。

「塞ぐな」

「だめ……聞こえちゃうわ……んっ」

　彼の舌が下へ這い、ねだるように入り口を舐めてきて、ミランダは何度も首を横に振った。

「ここも、だめか？」

「だめよ」

　ミランダが手管に酔いながらも、この時ばかりはきっぱりと断言したものだから、ラインハルトは苦虫を噛み潰したような顔をした。

「……挿れるな、痕はつけるな……か。これはなんの罰だ？」

　ぶつぶつと文句を言いながらも、彼はミランダを苛さいなむ手を止めない。秘所を丹念に舐め上げて濡らすと、今度は身体を起こして指先で弄り回した。

「あぁ……！」

「声を出さないんだろう？」

「でも……で、ちゃう……わっ」

　口を手で覆い、すすり泣くミランダに、ラインハルトは彼女の手を引き剝がすと唇を奪った。自分の楔くさびが彼女の身体を穢けがせない代わりに、舌を侵入させる。

「ん……うっ」

　貪むさぼるような激しいキスをされながら、敏感になった花芽を指で擦こすり上げられて、ミランダは腰を震わせた。

　ラインハルトの舌や指が、身体の熱が、伝わってくる。首に腕を回し、必死で受け止めた。

　彼に大きく足を開いて女が最も隠すべき場所をさらし、弄られている。そんな淫らな自分にさらに昂たかぶって、彼の唇が離れると、喘あえぐ声が漏れてしまった。

「……あ、あぁ！」

「静かに」

　ラインハルトの手が唇を軽く押さえ、指が口内に入り込んでくる。舌を絡めとられ、ミランダは彼の指を甘く噛んだ。同時により強く花芽を擦られて、身体が跳ねる。

「ん……っんぅう……っ！」

　かっと熱くなり、絶頂に達した身体は、彼をもっとほしいとばかりに蜜を零した。それは乙女の秘めた場所に触れる指を伝い、淫らな糸を引く。

「清純な身体で、ここまで乱れるとはな……本当に可愛い」

　ラインハルトは快楽のあまり涙を零しながら息を乱すミランダに見惚れながら呟き、彼女の額にキスを落とすと、身体を起こした。

「ミランダ……すまない、限界だ。このままじゃ帰れない」

「あ……」

　彼の手が自分の下肢に伸び、ベルトを外して前立てを開くと、下着を降ろして昂った雄を引き出した。

「挿れはしない。少し慰めてくれ」

　ミランダは両脚を合わせて曲げられて楔を挟むような姿勢になって、花芽に屹きつ立りつを擦りつけられた。

「……っぁ……あ！」

「聞こえるぞ？」

「……っ」

　ミランダは小さく頷いて、口もとを覆った。ラインハルトの楔には先ほど零した蜜が絡まり、彼が動くたびに淫らな音が響く。

　限界だといった通り、ラインハルトの呼吸も乱れていた。時々、顔を歪ませ唇を噛み締めて、乱れるミランダを前に何とか自制するも、欲望の証は熱を帯び、硬さを増す。

　肌を通して彼の想いを感じ取ったミランダは、身体の奥がひどく疼いた。かつてこの熱い楔で貫かれた記憶が、思考をかき乱す。

「貴方がほしい……のに……」

　潤んだ瞳でぽつりと呟かれ、ラインハルトは息を呑む。

「……っく……！」

　甘い誘惑は、彼を危険な衝動に駆り立てる。だが、ミランダが婚姻まで守りたいという純潔を奪う訳にはいかない。もっと彼女を啼かせたいという想いを四散させ、欲望を解き放った。

「……あ………」

　ひときわ彼の動きが早くなり、やがて楔が脈打って、ミランダの身体の上に吹きかけられる。濃密な白濁の雫は、彼が長らく欲望を堪えてきた証でもあった。

「ミランダ」

　甘くねだる彼の声にミランダは、激しいキスに応えた。




　ラインハルトがようやく唇を離した時には、ミランダの身体からは力がすっかり抜けていた。彼はそれをいい事に、再び身を屈めて彼女の両脚を押し開くと、秘所に顔を埋めた。

「あっ、もう……っ」

「まだもの足りないだろう？」

「……っ」

　図星を指され、かなり乱れた自覚があるだけに、ミランダはうろたえた。そんな時、寝室の扉がノックされる音がしたので、反射的に飛び起きた。

「はい!?」

　勢いそのままに、つい返事をしてしまう。ラインハルトが小声で「おい」と笑いを堪えながら咎めるのが聞こえて、我に返ったが、もう遅い。

　急いで開けていた夜着の前を引っ張り、露わになっていた乳房を隠す。毛布を手繰り寄せて、ラインハルトもろとも自分の下半身を覆い隠したところで、時間切れである。

　許可を貰ったものと想ったソニアが腕で扉のノブを下げ、身体で扉を押し開いて入ってきた。彼女が両手で抱えていたのは、お湯の入った桶だ。脇にはタオルを数枚挟んでいる。

「申し訳ありません。他の用事をしていたら、すっかり忘れてしまって！　湯をお持ちしましたわ！」

「そうだったわね。大丈夫よ、私も……忘れていたわ」

　王国は夏が訪れる前の雨期を迎えている。近頃は湿気も多く、少し暑くもなって寝苦しくなる季節だ。ここのところ、ずっとラインハルトの事が気にかかり、寝つきも悪かった。嫌な汗ばかりかいて気持ちが悪く、バルコニーに出る前に夜の見回りにやって来たソニアにお湯を頼んでいた。

　ミランダはすっかり忘れていたので、ソニアもそのまま忘れてほしかった。

　なにしろ今、自分の足もとにラインハルトがいる。

　だが、真面目でお人好しの侍女は、寝台の上にいるミランダを見てもっと慌てた。灯りは寝台の傍のランプの光だけだが、ソニアは目がいいのだ。

「お嬢様、大丈夫ですか!?　お顔が赤いように見えますけれど」

「今日は蒸し暑いからかしら!?」

「なんだか息も乱れて……お熱ですか!?」

「だ、大丈夫よ！」

　ソニアの気遣いはありがたかったが、ミランダは泣きたくなった。

　毛布の下で、ラインハルトが太腿の内側にキスをしてきたからだ。過敏になっている秘所に近いところなので、身体が疼く。

　今、身体から滲み出ているのが冷や汗なのか、それとも行為による熱なのか、分からなくなっている。

「ぁ……っ」

　声が洩れて、頰がもっと赤くなった。ソニアは不思議そうにするばかりだ。

「どうされました？」

「なんでも……ないわ。タオルをお湯に入れて、そこに置いておいて。後は……自分でやるからいいわ」

「でも、お身体を拭きましょうか？」

「や……っ」

「え？」

「いいから、貴女も休んで……遅くまでご苦労さま」

　繰り返し断られたこともあり、ソニアは言われた通りに桶を扉の傍に置くと、一礼して部屋を出て行った。

　ソニアの気配がなくなると、ミランダはすぐに毛布を剝ぎ取って、ラインハルトを睨みつけた。初めは太腿にキスをしていた彼の唇は、もうかなり際どい所にまで触れていた。

「なんだ、もう行ったのか。必死で耐える声をもっと聞いていたかったんだが」

　悪びれもせずに身体を起こした彼に、ミランダは抗議した。

「ひどいわ……話をしている時になんてことをするの！　見つかったらどうするつもり!?」

「好きな女の裸体が目の前にあって、何もしないでいられるわけがないだろう。怒るな」

　頰を染めたミランダに、ラインハルトは微笑みながら寝台から下りた。そして、桶を持って戻って来て、ランプが置かれた机の上に置いた。

　湯の中に浸かっていたタオルを取り出して絞り、再び寝台の上に乗る。

「俺が汚したからな、拭いてやる」

「自分で……できるわ」

「初めて抱いた時に、一度やってやっただろう？」

　恥ずかしい過去まで思い出してしまったミランダは、全く譲る様子のないラインハルトを見て、小さく頷いた。




　ミランダの身体を清めて着替えさせ、世話を終えると、ラインハルトは自分も手早く身綺麗にして、服を着た。

「そろそろ帰る。王宮を抜け出してきたからな」

「大丈夫？　大騒ぎになっているんじゃないかしら」

「セラフィの奴が上手くごまかすだろう。俺をここに連れて来てくれたのも、あいつだ」

　ミランダは息を呑み、穏やかに微笑んでいた宰相を思い浮かべる。そういえば、彼は見ているだけ見ているだけと言っていた。御遣いの常じょう套とう句だ。

「貴方の御遣いは、宰相様だったの？」

「あぁ。人間に上手く化けているよな。あいつ、容姿はいくらでも変えられるそうだ。屋根の上で待っていれば、気づいて迎えに来るだろ」

　見ているだけだと言いながらも、セラフィは結局ラインハルトに手を貸した。

　ラインハルトとイリアスが教会に乗り込んだ後、二人を屋敷に運んだのだ。屋根を闊歩したラインハルトとは別に、イリアスは玄関口から入って帰宅している。

「優しい方ね」

「俺とイリアスの御遣いはセラフィだが、お前は別の者のようだな？」

　ミランダが戸惑いを隠せないのは、セラフィとはあまりに違うからだ。

「そうね。私の御遣いは、名前も教えてくれなかったし、死ぬまで一度も姿を見せなかったわ。今回もまだ会っていないけど、私がどう生きるか、どこかで見ているでしょうね」

　複雑な表情を浮かべたミランダに、ラインハルトは彼女を励ますように抱き寄せて、優しく告げた。

「もう夜も遅い。俺が帰ったら休んで、いい夢を見ろ」

「……きっと貴方の夢を見るわ」

　朗らかに笑うミランダをラインハルトはしばらく黙って見つめ、大きなため息を吐いた。

「俺は……今夜は寝ないでおく」

「だめよ。身体に障るわ、貴方もしっかり寝てね」

「……お前が俺の夢に出てきても、許してくれるか？」

「えぇ。どうしてわざわざ断るの？」

「お預けをくらっている分、俺は夢の中で何をするか分からない。後で聞いても怒るなよ？」

　念を押してくる彼に、ミランダはようやく意味を察して、耳まで赤くなった。具体的に何をされるのかまで想像はつかなかったが、夢の中でも愛してくれるという彼に嬉しくなった。

「いいわ」

　ラインハルトはたまらずミランダを強く抱き締めて、頭の上にキスをした。

「朝起きたら……今夜の事が夢だったんじゃないかと、不安になりそうだ」

「すぐに現実だと分かるわ」

　穏やかな彼女の返答に、ラインハルトは息を呑み、安堵の顔を浮かべた。

「おやすみ」

　ラインハルトはミランダから離れると、バルコニーの手すりの上に登って立ち、そこから飛び上がって屋根に手をかけた。そのまま腕の力だけでふわりと自分の身体を持ち上げて屋根の上によじ登ると、啞然としているミランダに一度手を振って見せ、夜の闇へと消えていった。

　かつては戦場を駆け抜けた戦士だったから、こういう行動もお手のものなのかもしれない。ただ、あまりに破天荒な王子ではないだろうか。

　そう想った後、ミランダは頰を緩めた。かつて生まれ故郷が田舎か町かという差はあれど、一平民にすぎなかった自分は公爵家の娘という立場に生まれている。民衆の暮らしや考え方は少なからず分かるはずだ。

　そんな自分たちだからこそ、きっとできる事がある。

　ラインハルトと共に生き、成したい夢がある。

　ミランダはその想いを胸に秘め、寝室へ戻った。

　彼が去ってしまった寝台で、一人寝るのは寂しさを覚えた。だが、枕もとに花梨の簪が置かれていたのに気づき、笑みが零れる。手に取ると、ゆっくりと目を閉じた。

　やがてミランダは、一カ月ぶりに穏やかな気持ちで眠りへと誘われ、優しい彼の夢を見た。




　翌日、朝食の時間が近づき、公爵邸の食堂へ向かっていたイリアスの機嫌はたいそうよかった。ラインハルトの夜這いを手伝ってミランダのもとに送り出せたので、二人の後押しができたと想っていたからだ。イリアスが鼻歌まじりに歩きながら食堂に入ると、先に着席していた両親は食事に手をつけずに揃って真剣な顔で悩んでいた。

「どうしましたか？」

　イリアスが声をかけると、目の下に大きな隈を作っていた父親は深刻な顔で答えた。

「いつになったらミランダは殿下に返事を書くのだろうかと……心配で胃が痛い。無理強いはしたくないが、一カ月となるとな……ご不興を買わねばいいが」

　母親もレースのハンカチでそっと涙を拭いながら、

「完璧な殿下が気に入らないなんて、信じられないけど……どうしても嫌なら仕方がないと想うわ。せめて花嫁姿だけでも見たい……でも、あの子の理想の男性はとんでもないし……」

　と、苦悩している。

　娘を想う善良な公爵夫妻に、イリアスは杞憂だと言ってやろうかと想った。その前に、ミランダが息せき切ってやって来た。

　何事かと驚く家族を前に、目を輝かせながら彼女は告げた。

「私、ラインハルト殿下に嫁ぎたいと想います！」

　公爵は何も言わなかった。夫人もだ。イリアスだけが満足そうに何度も頷き、居合わせた使用人たちは、驚きのあまり目をぱちくりとさせていた。

　短い静寂の後、食堂に二回大きな音がした。公爵夫妻がほぼ同時に失神したのだ。

「きゃあ！　ど、どうして!?」

「馬鹿っ、時と場所を選べ！　お貴族様は繊細なんだぞ!?」

「そうでしたね！　どうりでお兄様が昔から図太く見えたわけですわ！」

「待て、どさくさ紛れに本当のことを言うな！」

　慌てるミランダをイリアスは叱責する。公爵家の朝は何とも騒がしく始まった。




　翌日の昼過ぎ、ミランダは父親と共に馬車で王宮に向かった。

　先に王宮に公爵が使者を送って娘への求婚を受ける旨を国王夫妻に伝えると、親子ですぐに来るようにといわれたのだ。公爵は、道中ずっと胃に穴が開きそうな顔をしていた。昨日、意識が戻ってからも、妻と共に何度もミランダに意思を確かめている。それでも未だに現実とは想えないらしい。

「本当にいいんだな？」

　と、また同じ質問を繰り返したが、ミランダは穏やかに微笑むばかりだ。

「はい、お父様。私は心を決めましたわ」

「そうか。あんなに渋っていたのになぁ……」

　公爵の認識としては、娘と王子は夜会で出会った後、公爵家と王宮でそれぞれ一度ずつ共に過ごしただけだ。その後何があったか分からないが、一カ月もの間、娘は王子を拒み続けていた。それなのに、急に結婚すると言い出したから、訳が分からない。

　公爵の混乱をよそに、馬車は王宮に到着して止まった。馬車の扉がノックされた音に、ミランダは顔を綻ばせ、自分から扉を開けた。

「ミランダ！」

　心の底から嬉しそうな声で名を呼びながらラインハルトが手を伸ばしてきて、ミランダはためらいもなく彼の腕の中に飛び込むと、二人はしかと抱き合った。

「会いたかったわ！」

「私もだ。知らせを聞いて、ずっと……待っていた」

　再会を喜ぶ仲睦まじい恋人たちの姿に、公爵は我が目を疑った。何度も目を擦り、外れそうになっている顎を叩き、これは夢ではないかと想った。




　ミランダはラインハルトに連れられて、公爵と共に国王夫妻に面会し、求婚を受諾する旨を伝えた。国王夫妻は息子の結婚を心待ちにしていた事もあり、喜びも大きく、特に王妃はミランダに駆け寄って手を取り歓迎するほどだった。

　それから数日後、二人の婚約が公表された。

　数あま多たの女性から求婚の絶えなかったラインハルトが妻を迎えるとあって大騒ぎになり、しかも相手は、名門の家柄とはいえ、目立たないミランダだ。

　どうしてあの娘が、という妬ねたみの声もあった。

　公爵も、結婚適齢期を迎えても娘をちっとも嫁がせなかったのは、やはり王子の妃の地位を狙っていたのだと陰口を叩かれた。

　だが、ラインハルトはそんな心ない陰口の一切を、ミランダから遮断した。

　ミランダへの侮言は一切許さず、彼女が王宮にいる時は常に盾となった。それとなく嫌味を会話の中に織り交ぜる者を罵倒することにも堪えた。かつてミランダに気を回され、護ってやれなかった苦い経験から、言葉で説き伏せる道を選んだのだ。

　公爵夫妻も僻ひがみの声は全て笑顔で聞き流し、純粋な祝福の言葉だけを娘に伝えた。ミランダが自ら嫁ぐと決めたので夫妻に迷いはない。イリアスも平然と相手を煙に巻いて、あしらった。

　公爵家の使用人の中でも特にミランダが勉学を教えていた侍女たちは心から喜んで、ここぞとばかりに町でミランダの美点を話して回った。

　ミランダも、自分への侮言がある事には気づいていた。

　だが、詳しくは知らないし、知ろうとも想わなかった。王宮ではラインハルトや国王夫妻が自分の耳に入らないように気を配ってくれていたし、家族が庇かばってくれていることも分かっていたからだ。

　自分の事をよく知りもしない者からの風評などよりも、周りの人々の温かい想いの方が心に響いた。ラインハルトの妻として強くあろうと胸に誓い、結婚に向けての準備に集中した。




　やがて、結婚式の日取りが決まった。王国では秋が深まる頃である。

　大国の王子の結婚ともなると婚約期間を長くとり、一年以上の時間をかける事が多い。しかし、国王夫妻の子がラインハルトただ一人で、二十四歳を数えていることもあって急がれた──というのが表向きで、実際には王子の我慢が限界だったためだ。

　結婚するまでは親もとにいて、処女を守る。そんな貴族令嬢の常識のために、ミランダと想い合っていても一緒にいられる時間は限られた。当然ながら、キスや抱擁以上の行為は許されない。二人でいる時には、誰かが必ず傍にいる。

　セラフィに手引きさせて夜這いを繰り返したが、ミランダの純潔を守りたいという想いを尊重しないわけにはいかない。『貴族の貞操観念など滅びればいい』という危険なぼやきを繰り返す息子を、国王夫妻は真剣に心配したものである。




　結婚を一カ月後に控えた頃、ミランダはラインハルトと共に王都の教会を訪れた。

　王国で深く信仰されている、唯一神ナディアを祀まつる教会は二つある。王宮の東と西に位置するため、東教会と西教会と呼ばれていた。

　建国後、間もなく造られた教会は、内部の構造や壁の色など全てが酷似している。

　ナディアは豊穣の神とされ、人々の信仰を集めてきた。彼女は清楚な美女の姿で描かれる事が多く、双方の教会の礼拝堂には大きな銅像が置かれて大切にされていた。

　そして、東と西の女神像のどちらにも、容姿が酷似した翼を持つ天使がそれぞれ跪いている。二人の天使はかつて、人間であったと言われている。

　初代国王が逝去した後、双子が王位をめぐって戦を起こした。長子に優先権があるが、二人は生まれた日が同じだったからだ。建国間もない不安定な時期で、シャルトル家の仲裁でようやく剣を収めたが、その後、二人とも同じ病で苦しみながら死んでしまった。

　結果的に二代目の国王として即位したのは、双子の弟王子だった。彼は、いがみ合った末に若くして亡くなった双子を憐れんだ。そこで二つの教会を作り、それぞれにナディア神を祀ると共に、跪く天使像を作らせた。

　双子の魂の救済を願ってのものだ。

　二人の天使は、どちらも腰ほどまである長い髪をもち、撫で肩で細い身体は女を想わせた。しかし、硬く閉ざされた唇や太い首から男だという者もいて、性別は定まらない。

　顔をよく見れば、一人はやや下がった目が優しい印象を与え、もう一人はわずかに吊り上がって気高さを感じさせる。そんな、ほんのわずかな違いだ。

　教会で働く者は、東西の違いを説明する時、天使の位置を見なさいと教えた。

　東教会の天使はナディアの右側に、西教会の天使は左側にいる。大きく異なるのはその点だけだ。

　どちらにも敬意を欠いてはいけないという想いから、歴代の教皇は一週間ごとに滞在先を東と西を移動して、双方の教会に敬意を示す日々を昔から繰り返している。

　ミランダとラインハルトが訪れたのは、東教会だった。それは単に、教皇が東教会にいる日であったからだ。

　礼拝堂で二人を出迎えた教皇は、齢八十を超えた老人だった。

　白い祭服を着ており、背骨は曲がっていて背丈は低い。目尻には深い皺が幾重にも刻まれ、瞼まぶたも下がり気味であるため、黒い目がより小さく見える。見るからに大人しそうな教皇は、消え入りそうな小さな声で呟いた。

「神の御慈悲を……」

　震える手で教皇が差し出してきた一枚の紙をラインハルトは受け取り、机の上に置いて署名をしながら尋ねた。

「そこまでの事ですか？」

「無論です。結婚式も行っていないうちに、離縁状を書くなど……一体何をお考えですか」

「事情があるんです」

「婚姻届の時もそればかりおっしゃって、私は何が何やらさっぱり分かりません」

　恨み節を吐く教皇の弁を聞き流し、ラインハルトは署名し終えた紙を持つと、固唾を呑んで見守っていたミランダに一度頷いて見せた後、教皇に返した。

　ラインハルトの名が書かれた離縁状に、教皇は深いため息を吐く。

「では、ミランダ様が殿下と別れたいとおっしゃったら、こちらに署名を頂くということで……よろしいですね？」

「えぇ。そんな事はさせませんが」

「それでは、なぜこのような物を用意されるのですか」

「諸事情です」

　それだけで王子が押し切るつもりだと察した教皇は、

「…………。分かりました。殿下がそうおっしゃるのでしたら、致し方ありません」

　と、諦めたように告げて、自分も署名した。

　空欄となっているのは、ミランダの名を書くところだけだ。

　教皇は離縁状を二人に見せると、丁寧に折り畳んで封筒に入れて蝋で封をした後、うやうやしく手に取った。

「では、他の方々同様に西教会で保管させて頂きます。ない事を願いますが、ミランダ様が望まれたら、お渡しします」

「ミランダ以外の者から要求があっても、拒否してください。内密に頼みます」

「とても公言できるものではありません。このような大事をしてしまうなど……私は今一度、懺ざん悔げ室で神にお詫びをして参ります」

「そこまで怖がらなくても」

「……ナディア神のお力は偉大です。数多の生命が地上に豊穣をもたらしますが、死んで地に還ったものから産まれているのです。豊穣はすなわち、生と死。そのような強大な力を持つ神が御手で人に触れれば、たやすく壊してしまうそうですよ。ですから、人に直接関わる事はできず、世に名しか伝わっておりません。神像もあくまで想像上のものです。それほどの方なのですから、もっと敬うべきです」

　くどくどと説法を始めた教皇に、ミランダは真面目に聞き入ったが、ラインハルトは閉口気味だ。明らかに聞き流している罰当たりな王子に、教皇はうなだれた。

「そういうところは……昔から変わりませんね……」

「ミサで居眠りはしなくなったでしょう？」

「はぁ……」

　教皇がげっそりとやつれた顔をしながら去って行くと、ラインハルトは幾分か表情が和らいだミランダに、優しく声をかけた。

「少しは気が楽になったか？」

「本当は手もとに置いておきたいけれど……そこまでわがままは言えないわね」

　教会の許可が必要な婚姻や離縁の届け出の書面は、身分を問わず、教会が保管するのがしきたりである。ラインハルトが寝起きの教皇に署名させた上、婚姻届を持ち出してきたのは反則技だ。

　ミランダは結局、婚姻届に署名をしていない。結婚が正式に決まった事もあり、教皇からも署名前であるならば教会に戻して、結婚式当日にしてほしいと懇願されたからだ。

　ラインハルトの妻となる決意をしたミランダは、結婚直後に彼を失った辛い過去と、それに対する恐怖が消えた訳ではない。結婚式の日が近づくにつれて不安を募らせていた彼女を見かねて、ラインハルトが提案したのが離縁状だった。

　ミランダの心の支えとするためだ。

　ただ、ここに至るまでに、ラインハルトにも懸念があった。彼はミランダに過保護だが、彼女もなかなかの心配性だったからだ。

「手もとに置くのはやめてくれ。お前は四六時中持ち歩くだろう。俺がちょっと風邪でも引いたら、離縁状に名を書かれそうな気がする。俺は生きた心地がしない」

「そ、そうね」

　赤面するミランダに、ラインハルトは彼女を慰めるように優しくキスをした。




　二人は礼拝堂を後にすると、部屋の外で待っていた親衛隊員たちを伴って、帰路につくため廊下を歩き出した。

　しばらくしてラインハルトは不意に足を止め、周囲を歩いていた親衛隊員に「おい」と、短く声をかける。すると、すぐに全員が二人から少し距離を取って背を向けた。慣れたものである。

　そんな彼らに気づいて足を止めたミランダを、ラインハルトは後ろから腕を回して抱き締めた。

「王宮に寄って行かないか？」

「そうしたいけど、今日は帰るわ。夕方に授業があるのよ。家を出る前に、できるだけの事を教えてあげたいの」

　王宮にもおおぜいの侍女がいたが、ラインハルトはミランダが慣れ親しんだ侍女が何人か傍にいた方が安心だろうと国王夫妻に掛け合ってくれた。だから、公爵家から侍女を数人連れて行くことになっている。

　侍女の選定はミランダに任されたので、王宮という華やかな場でも浮かれたりせず、地道に仕事や勉学に励む娘を選んだ。優秀な者を揃えた方が主人としては楽だが、失敗ばかりのソニアも同行させることにした。

　貴族の家に生まれたソニアは、没落して公爵家で働くことになった境遇に腐ったりしなかった。学べる事を喜び、自分よりも身分が低い同僚に対しても偉ぶったりしない。

　自分の置かれた状況を冷静に理解し、向上心を持つ──そんな彼女のような娘を、ミランダは優先的に選んだ。

　王宮は国政の中心の場であり、華やかな場というだけではない。国中の知識や技術、人や物が集まってくる。より多くの事を学び、将来を切り拓いてほしいという願いを込めたのだ。

　ミランダの熱意を知るラインハルトも、授業があると言われると弱い。

「もういっそ、全員連れてこい」

「家が空っぽになっちゃうわ。お父様は自分の靴下がある場所も知らないのよ」

　ミランダは微笑んで、彼の腕に手を添えた。

「結婚式まで、もう少しね」

「あぁ……しかし、長すぎる」

　ラインハルトはため息を吐き、唇を耳もとに寄せ、ミランダにだけ聞こえるくらいの小さな声で言った。

「一度目は病弱で、お前にキスもできなかった」

「そ、そうね」

「二度目は時間がなさすぎて、一度だけしか抱けなかった。しかも、初めてだったから、激しくもできなかった」

「十分だったと想うけど……」

　翻弄された覚えがあるミランダはうろたえたが、ラインハルトはとある事実を突きつけた。

「あれはかなり加減したし、ほとんど動いてない」

「え!?」

「言っておくが、俺は若い男で、健康で、性欲もある。お前しか欲しくないから、別の女で発散したこともない──」

　彼の言わんとする事を理解したミランダが耳まで赤くなる中、ラインハルトはくすりと笑った。

「──初夜は覚悟しておけ」




　秋晴れの下、ラインハルトとミランダの結婚式は東教会にて執り行われた。

　澄みきった青空に波状の白い雲が広がり、山や森の木々の葉が、鮮やかな赤や黄に色を変えている。秋を告げる涼しい風は人々に歓迎され、国を挙げての慶事に相応しい陽気だと口々に言い合った。

　ミランダは三度目の人生で、初めてウエディングドレスを着た。

　胸の辺りは引き締まり、その代わりにスカート部分は広がっている。レースで縁取られたヴェールに包まれた銀の髪は結い上げられ、ミランダの希望で花梨の簪で止められた。キャスケードブーケにも花梨の花が使われていたので、よほど花嫁が好きな花なのだろうと参列者の注目を集めた。

　そんな彼女の着飾った姿を誰よりも喜んだのは、ラインハルトである。

　王子が熱烈に求愛して彼女を求めたという噂に違わず、花嫁を見る眼差しはずっと優しかった。厳格な式であるにも関わらず、時々どうしても我慢できないようで、柔らかな笑みを零してもいた。

　教皇が祝詞を終えると、並び立っていた二人は彼が差し出した聖書の上に手を乗せ、夫婦となる誓いを立てた。

　続いて婚姻届に署名する時がきて、ラインハルトに続いてミランダも記入したが、つい笑ってしまった。ラインハルトは既に前もって名を書いていたので、振りをしただけだったが、あまりに上手かったからだ。

　彼は平然としていたが、教皇の目はずっと泳いでいた。書き終えた婚姻届を参列者の前に提示して、

「偉大なるナディア神の御前にて、二人は夫婦となりました！」

　と、宣言した。盛大な拍手が送られると、上手くごまかせたとばかりに心底安堵したような顔をした。

　拍手の音に紛れて、ラインハルトがぼそりと、

「俺たちはずっと夫婦なんだがな」

　などと余計な事を言ったものだから、教皇は半泣きになり、ミランダは微笑した。

「これからもずっと一緒よ」

　そう声をかけると、ラインハルトはもう教皇など眼中にない。嬉しそうに顔を綻ばせて、東教会と西教会で同時に鳴らされた鐘の音を聞きながら、二人は口づけを交わした。




　国の世継ぎがようやく正妃を迎えたとあって、結婚式の後に開かれた盛大な宴は夜遅くまで続いた。

　ようやく散会となると、ミランダは一度ラインハルトの傍を離れた。侍女に連れられて訪れたのは、浴室である。王宮の奥に位置する後宮も、教会のように東と西に棟が分かれていた。渡り廊下で繫がっているため行き来はできるが、建物は完全に別だ。

　西の棟は国王夫妻が暮らしており、東の棟はラインハルトが一人で住んでいたので、彼の妃となったミランダが案内されたのは東の後宮にある浴室だ。

　そこでミランダは、実家から連れてきた侍女たちに念入りに身体や髪を洗われた。普段は自分でやっている事でも、初夜を迎える女主人に対しての意気込みが並々ならぬもので拒めない。

　湯から上がれば、隣の脱衣場で待っていたのは王宮の侍女である。仕えて日が浅く、ミランダも裸体を見られるのは恥ずかしいだろうと浴室では公爵家の侍女に譲っていた。そんなこともあって、着飾るのは自分たちだと気合が漲みなぎっていて、拒めなかった。

　どちらの侍女も、この後の初夜を十分に理解しているだけに、ミランダは恥ずかしくて仕方がなかった。




　侍女たちに付き添われて夫婦の寝室となる部屋に向かいながら、ミランダは近くにいたソニアに言った。

「……なんだか緊張してきたわ」

　前の人生で一度だけ身体を合わせたので、行為がどういうものなのかは知っている。母親から依頼を受けた家庭教師の一人から、説明も受けた。よもや『知っています』などと言えないので大人しく聞いていたが、未知の行為に怯えてしまわないようにと簡単な説明をされただけだった。

　むしろ、そんな大人しい行為だっただろうかと、密かに首を傾げたものである。

　ソニアは、教師と同じような言葉を繰り返した。

「大丈夫ですわ。殿下に全てお任せなさいませ！」

　周りの侍女たちもソニアに同調したが、ミランダはもっと悩んだ。

「それもなんだか大変な気がするのよ」

　そんな事を言っているうちに、寝室の前まで着いてしまった。

　王国の慣例では、新妻は身だしなみを整えて寝室で夫を迎える事になっていた。新妻に十分な支度と覚悟の時間を与えるため、夫はかなり夜更けになってから来る。

　寝室に着いても、ラインハルトがやって来るまでに、十分な時間があるはずだった。だが、扉のノブに手をかけたミランダは少し思案した。

　なにかというと素早いラインハルトである。表向きは清廉潔白な王子だが、古臭い慣例や貴族ならではの堅苦しさに辟易としているのも知っていた。ミランダの前で素を出す時は、口調も雑である。

　まさか──と想いながら扉を開けたミランダは、笑うしかなかった。

　部屋の中央に置かれた大きな寝台の上に、ラインハルトが座っていたからだ。ミランダの姿を見るなりすぐに立ち上がり扉の傍までやって来ると、待ち焦がれていた新妻を抱き寄せた。

　目を丸くしている侍女たちに視線を向け、

「明日は私が呼ぶまで誰も来なくていい。下がれ」

　と、短く告げると、扉を閉めて鍵をかけた。

　ミランダは侍女たちに声をかける間も与えられなかった。素早く抱き上げられて、寝台に運ばれ押し倒されたからだ。激しく貪るようなキスをされ、ラインハルトは唇を離すと、そのまま首筋に舌を這わせる。

「もう。早すぎるわ」

「遅いくらいだ。本当は浴室に乗り込んで連れ去ってやろうかと想った」

　苦々し気に言いながらも、ラインハルトはあっという間にミランダを脱がせて、夜着を寝台の端に放ってしまう。自身も身体を起こすとシャツを脱ぎ、何のためらいもなくトラウザーズにも手をかけた。

　初夜を迎えた若い夫婦である。

　ミランダは処女だし、ラインハルトも今まで女を寄せつけなかった男だから、お互いに行為は初めてだ。たどたどしく初々しいものだろうと、侍女を含め周囲の者は誰もがそう想っていた。

　いくらラインハルトでも手間取るはずだから、まずは行為の前の時間を楽しめるようにとミランダは念入りに着飾られる気配りをされたのだが、二人には不要だった。

　ラインハルトが裸体をさらすと、ミランダは求めるように手を伸ばし、彼もまた身を寄せた。再び激しい愛あい撫ぶがミランダの首筋に落ち、大きな手が彼女の身体の至る場所に触れる。

　繰り返された夜這いで何度も愛撫を受けていた身体は、彼に従順だ。胸に舌が這い、頂を指でなぶられながら柔らかな乳房を吸い上げられた。

「……あ、あ……っ」

　慣らされていたはずの行為だが、ミランダはいつも以上に強いと気づいた。ラインハルトは場所を変えて繰り返す。

「これからは誰に見られてもいいだろう？」

　ラインハルトはくすりと笑い、口づけの痕が残ったミランダの肌を満足げに舐める。

「い、いいけれど……恥ずかし……っあぁ！」

　羞恥を覚える間もなく、ラインハルトは下へと舌を這わせてミランダの足を左右に割ると、彼を待ち焦がれていたようにしっとりと濡れた秘所に直に口づけた。

「んっ……っ」

　ミランダは唇を噛み、シーツを握り締めて身を震わせた。だが、ラインハルトが花芽を舌先でなぶってきて、喘ぐ声が大きくなってしまう。

「だ、め……」

「もう好きなだけ声を出していいんだぞ？　聞いているのは俺だけだ」

　ミランダも、それは分かっていた。しかし、淫らな自分の声はなんだか気恥ずかしくて首を横に振ると、ラインハルトの手が胸に伸びてきて、頂を指で弄り始めた。花芽も一緒に舐め上げられて、ミランダは声を堪える事ができない。

「あ……ぁあっ!?」

「胸は、愛撫をしても無駄だったんじゃないのか？」

「貴方が……するから……っ」

　ぞくぞくと身体が歓喜に震える。この悦よろこびの果てを既に何度も教え込まれているミランダは、口で彼を詰りながらも止められない。

「素直に啼いたら、焦じらさないでいてやる」

「……っ」

　ミランダは頰を染めたが、その間もラインハルトの手と舌に散々に翻弄され、昇りつめていく感覚に身を震わせて、あっという間に果てた。

「……っあぁあっ」

　快楽のあまり涙が滲み、息が乱れる。ラインハルトは花芽を口に含んで絶頂を長引かせると、蜜口から溢れ出た雫も舐め上げてやっと唇を離した。その時にはもう、ミランダの身体からすっかり力が抜けていた。

　ラインハルトは身体を起こし、額に汗で張りついていた彼女の髪を手で優しく掻き分けてキスをした。

「お前がずっと守り続けてきた純潔を奪うぞ……いいな？」

「えぇ……」

　彼がほしいと訴えるように濡れた入り口に、滾った楔を押し当てられて、ミランダは一つ大きく息を吐く。そして頷いた瞬間──ラインハルトが入ってきた。

「……っあぁ……！」

　すっかり蕩けた身体は、あっという間に奥深くまで彼を導いた。覚えのある痛みが走ったが、愛した男に捧げていると想うと辛くはなく、喜びに替わる。

　ラインハルトも、今の身体で味わう初めての感覚に夢中になった。彼女の中を侵しながら、楔に絡みつく熱に息を乱し、快楽と歓喜にびくびくと身体を震わせる。

「ミランダ……この身体も、お前だけのものだ。お前しか覚えたくない」

　ラインハルトがそう呟くと動き始めて、ミランダは息を呑んだ。腰を掴まれて、何度となく突き上げられ、そのたびに彼の熱と欲望を感じる。硬い楔が隘あい路ろを押し開く。そんな彼の雄に絡みつく蜜は、彼の動きを滑らかにして受け入れるのを手伝った。

　痛いのに、お腹の奥まで届きそうで苦しいのに──嬉しい。

「あ、ぁ……うっ！」

「上手だ。そのまま一度イこうか」

「もう、一度……!?」

　さっき達したばかりだというのに、あの強烈な快楽が間をあけずに身体を襲うのか。

　ミランダは半泣きになった。

「待っ……っい、あぁっ!?」

　ラインハルトの指が足の付け根に這い、また硬くなっていた花芽をしごかれる。

「夜這いを繰り返して、ここでイくことを教えたからな。弄られると弱いだろう」

「やっ……あっ……ああ！」

　身体が軽く反り返る。あまりの快楽に逃れようとしたが、彼の手にしっかりと腰を掴まれてびくともしない。それどころか、小刻みに揺り動かされて意識がそちらに向いた。

「あ……っあ、もう、そこは、だめ……だめっ」

　がくがくと足が震え、身体から汗が吹き出すが、ラインハルトはやめてくれない。

「全部、俺のものにすると言ったはずだ」

「でも……っあ、ぁあっ」

　寝室中に響いてしまうのではないかと想うほどあられもない声が出て、ミランダは泣きじゃくりながら達した。手足には力が入らず、シーツを握り締めていた手も離れた。

　小刻みに震えるミランダの手に、ラインハルトは大きな手を重ねて包み込みキスをした。ミランダの濡れた唇を舐め、次いで目尻に、最後に額にキスをすると、身を屈めてミランダを抱き寄せた。

「──いくぞ。全て受け止めてくれ」

「あ……」

　ラインハルトの濡れた身体は艶なまめかしく、甘い低音の美声が耳を犯す。激しい口づけが繰り返されて、唾液が唇から伝っていった。彼の汗の匂いや身体内に埋められて感じる硬い楔は、自分に欲情した証だ。

　五感の全てが、ラインハルトに奪い取られたような気がした。新たな快楽を教え込まれた身体は、昂った屹立をたやすく受け止め始めた。

「……っん……は……っあぁっ」

　痛みはある。だが、身体は強張りはしない。それよりも、ラインハルトの熱で蕩けそうだ。肌のぶつかる淫らな音が響き、時々混じる彼の低く唸るような声は快楽に染まっている。

「ラインハルト……嬉しい……」

「やっと……俺の名を呼んでくれたな」

「えぇ……」

　彼が生きている。愛してくれている。心も身体も繫がっている。

　嬉しくて仕方がない。

　ミランダは次第に激しさを増す行為に溺れ、やがて訪れた時に、喜びの声を上げた。

「あ……ぁああっ！」

「……っミランダ……！」

　ラインハルトは堪えきれずに息を乱し、膨れ上がった欲望を全て吐き出した。

　破瓜した身体に酷だと分かっていても止まらず、繰り返し雄を穿うがち、彼女の最奥に全て解き放つ。息を詰めて、ぶるりと小さく身震いし、最後の一滴まで注ぐと大きく息を吐いた。

　ラインハルトの額から顎に汗が伝うのを見て、ミランダがなんとか手を伸ばして拭うと、彼はその手を取って掌にキスをした。

「大丈夫か？」

「えぇ……痛かったのは最初だけよ。もう平気……」

「よかった」

　安心したように頰にもキスをされ、ミランダは嬉しくなったが。

「手加減したかいがあった」

「……え？」

　おかしなことを聞いた、とミランダは想った。散々に翻弄され、喘ぎ、何度も達して、あまりに淫らな行為の果てに彼を受け止めた。十分、激しい。身体は初めて同士の夫婦の初夜とは想えない交合である。

　それなのに、彼は手加減したと言った。

「冗談……よね？」

「いや。破瓜したばかりの身体に酷だと想って、必死で堪えた」

　ラインハルトは身体を起こし、繫がっている場所を指で撫でた。

「貴族の慎みとやらは、もう十分だ。お前は俺の妻になったんだからな……これからは思う存分、愛していいんだろう？」

「そ、そうだけれど……嫁いだお友達から、だいたい世間の夫婦は週に一度くらいだと聞いたわよ？」

　焦るミランダに、ラインハルトはにっこりと笑った。

「では、その妙な常識も俺たちが変えてやろうじゃないか」

　ミランダは王子の妃として努めなければならない事はたくさんあるだろうと、覚悟をして嫁いだ。これからどんな苦難があっても、ラインハルトのためなら頑張ろうとも想った。

　ただ、夫婦の夜が一番大変なような気がしてならない。

　また悩み始める前に唇を奪われて、彼の手の中へと堕ちていった。




　ミランダが公爵家の長女という身分だったから、ラインハルトの后となれたのだろうと陰口を叩かれたのも、最初だけだった。

　ミランダには、公爵家と王宮の侍女たちがそれぞれ仕えた。今までの環境が違うために諍いさかいが起きる事も想定されたが、ミランダは自らが間に入ることで、お互いに切せっ磋さ琢たく磨まするように取り計らい、情報を共有させた。

　自らも積極的に王宮の人々と関わり、机上の勉学では知りえない知識や、いわゆる暗黙の了解といわれる常識も学んでいった。

　あっという間に王宮に溶け込んでいくミランダに、国王は感心し、王妃はもう既に彼女が自分の後継者となる事を見据えてさまざまな事を教え始めた。

　ラインハルトの寵愛が非常に深いのも、ミランダの大きな助けになった。

　彼は公務やよほどの事がなければ必ず寝食を共にし、新妻への気配りを欠かさなかったからだ。ミランダもその想いに応えようと努力し、徐々に王宮や貴族たちの見る目を変えさせていった。




　やがて、二人が結婚して初めての冬が訪れた。

　昼過ぎになって、公務で外出するラインハルトを王宮の正門まで見送りに出たミランダは、頰を撫でた冷たい風に身を震わせた。例年以上の厳しい冬になりそうな予感がして、どうしても顔が曇る。

　傍らにいたラインハルトは、愛妻の視線を追って空を見上げた。厚い雲が一面を覆い、昼間だというのに冷え込んでいる。

「初雪になりそうだな」

「……雪は嫌いよ」

「そうなのか？」

「冬も、寒いのも、苦手なの」

　いつになく強い口調で告げたミランダに、ラインハルトは驚いた。だが、彼女の強張った顔が苦痛に歪み、自分の腕をすがるように掴んだのを見て、ようやく合点がいった。

　一度目に死んだ日は真冬で、朝からずっと雪が降っていた。衰弱した自分のために暖炉へ薪を入れようとミランダが傍を離れた時、意識が遠のいた。死に様を見せずにすむと想ってしまった覚えがある。

　二度目に死んだ時も、雪の日だった。彼女にとって、冬や雪は死を連想させるものなのだろう。

　すぐにでも屋内に入らせようとしたラインハルトは、ミランダの泣き出しそうな顔を見て止めた。彼女はこれからずっと、冬がくるたびに苦しむのかと想ったからだ。

「……俺は雪が降ると、一日中でも眺めていた」

「え？」

「会うのをずっと我慢していた頃は、お前の事を考えてぼんやりしていた時もあったんだが、雪の日なんて周りの者が心配するほど、心ここにあらずになった」

　ラインハルトはそう言って、ミランダの艶やかな銀髪を手に取った。

「雪を見ると、俺はお前の髪の色を思い出す。戦地でも雪が舞うのを見るたびに、お前が傍にいてくれるような気がした」

「…………」

「俺が死んだ時は二度とも雪の日で、お前も巻き添えになって辛い死に方をしたから嫌だろう。だが、全部が全部、悪い事ばかりじゃない。違うか？」

「…………。一度目の時、あまりに寒くて私が凍えていたら、寝床に招いて温めてくれたわね」

　隙間風だらけの小屋で、二人で身を寄せ合って過ごした日々が思い起こされた。一緒に毛布に包まって眠りに落ちた。ラインハルトの温もりに包まれた時間は幸せだった。

「二度目の時は、屋根の雪を被ったよな」

「よく覚えているわね」

　ミランダは赤面した。

　結婚式を終えて彼の家に入ろうとした時、たまたま屋根の上から雪が落ちてきて、ミランダは全身雪まみれになった。ラインハルトがすぐに雪を払ってくれたのだが、ミランダの髪は乱れ、服も濡れてしまった。

　結婚したばかりで緊張しているなか、早々に不格好な姿をさらしてしまったとミランダは恥ずかしくなったが、式の際に彼が言っていた事を思い出した。

「『ウエディングドレスを今着たの』──そう言って、頰を赤らめたお前が本当に可愛かった。俺の言葉を聞いて、気遣ってくれたことも嬉しかった」

「貴方がドレスを着たいと想わせてくれる人だったからよ」

　ラインハルトは微笑んで、ミランダを強く抱き締めると、頭の上にキスをした。

「お前にウエディングドレスを着せる夢が叶ったな。本当に綺麗だった」

「それ、何回目かしら？」

　ミランダは頰を緩めた。

　ラインハルトはよほど嬉しかったらしく、結婚式を終えた後も事あるたびに繰り返すのだ。気恥ずかしいミランダも、彼が喜んでくれたのが一番だと想った。

「何度でも言いたくなるんだよ……お前が可愛すぎて」

　ラインハルトは、そのままミランダの唇にもキスをしようとしたが……。

　この寒いなか、二人の周りだけ熱いのではないかと想っていた一同を代表して、割って入った勇気ある男がいる。

「あのー……申し訳ありませんが、私たちはいつまで凍えていなければいけないんでしょうか」

　半眼の眼差しを向けるイリアスに、ミランダは慌てて夫から離れたが、ラインハルトは不満気に彼を睨んだ。

「邪魔をするな」

「放っておくと、いつまでも続きそうですので」

「俺たちは新婚だぞ。公務を入れる方がおかしい」

「私に苦情を言われましても。王妃殿下に、殿下を引っ張り出すのに適任と言われたんですよ……また、とんだ貧乏くじを引かされました」

　ミランダから離れるのを渋るラインハルトを、公務に連れ出せる者となれば限られてくる。そこで、イリアスが指名されたのだ。彼の傍には親衛隊員たちも一緒にいたが、当然ながら王子の不興を買う役を全てイリアスに押しつけて、二人から離れて待機している。

「ごめんなさい、お兄様。殿下、どうか道中お気をつけて」

　イリアスは頷いて見せた。ラインハルトは深いため息を吐き、渋々といった様子で愛妻から手を離す。そして、イリアスが手綱を持っていた自分の馬に乗った。

「中に入っていろ。すぐに帰る」

「待っていますわ」

「戻ったら温めてやるからな」

「まぁ！」

　赤面するミランダにラインハルトは笑って、イリアスと親衛隊を引き連れて王宮を後にした。




　ミランダは王宮に戻って自分の公務をいくつか済ませた後、国王夫妻の私室を訪れた。

「ほう、素晴らしい意匠だな」

　国王が感心したのは、ミランダが箱から出して机に置いた二つの硝子のグラスだ。

　結婚式に参列した、ある国の大使が結婚祝いにと贈ってくれたもので、金箔と銀箔がそれぞれ散りばめられた品である。陶磁器産業が盛んな国らしい凝った作りだ。ミランダに手渡されて金のグラスを取った国王がグラスを軽く揺らすと、光が反射して美しい輝きを放った。

　王妃も銀のグラスを受け取ると、目を細めた。

「形が同じね。ラインハルトとお揃いなのかしら？」

「はい。私たちの髪色に合わせてくださったそうです。あちらの国では夫婦で揃いの器を使う習慣があるそうですわ」

　国王夫妻からそれぞれグラスを受け取って箱に仕舞いながら答えると、王妃はにんまりと笑った。

「確かにラインハルトは濃い金の髪ね。貴女の銀の髪も近ごろ艶がいいわ」

「あ、ありがとうございます……」

「ラインハルトが、熱心に貴女の髪の手入れをしているそうじゃない」

　ミランダは真っ赤になって、控えている自分の侍女たちを見ると、ソニアをはじめ全員が一斉に目を逸らした。後で話し合いが必要だわ、と想いながら、グラスの入った箱を持って立ち上がる。侍女に手渡そうとした時、室内の扉がすさまじい勢いで叩かれた。

　国王が入室を許すと、部屋に転がり込んできたのは、顔面蒼白になったイリアスだった。

　イリアスは素早く室内を見回し、ミランダと国王夫妻の姿を確かめ、顔を歪めた。部屋の隅に静かに佇む宰相セラフィを鋭い目で睨みつけ、息を整えると、再びミランダに視線を向けた。

　ミランダは、まるで全身が凍りついたように微動だにしなかった。

　薄水色の瞳は瞬きを忘れ、唇からは血色が失せている。イリアスは、彼女の心の臓まで凍るような言葉をかけなければならない事に、苦渋の想いを抱きながらも告げた。

「ラインハルト殿下が事故に遭った」

　ミランダの呼吸は一瞬、止まった。

　察した兄が励ますように自分の名を続けて呼んだ瞬間、身体が反射的にびくりと震え、手中にあったグラスの入った箱が滑り落ちた。

　ミランダは、受け止められなかった。

　騒然となった人々の声や悲鳴と共に、グラスが粉々に割れた音が遠くの方で聞こえた気がした。








第五章　花嫁衣装を貴方に









　ぶるぶると全身を震わせながら、王宮の冷たい床に平伏する親子のもとに、ミランダはゆっくりと歩み寄った。膝を折って二人の前に屈むと顔を上げるように言い、涙で濡れた彼らに静かに告げた。

「大きな怪我にならなくてよかったわ」

　ミランダは心からそう想った。

　ラインハルトは、王都にある備蓄庫の視察に行った。近年の寒波の影響により、作物の生産量が落ち、特に冬場の食卓は寂しくなりがちだ。長期保存ができる作物を増やすと共に、より長く備蓄する工夫を王家や政府は模索していた。

　事故は視察へ向かう道中で起きた。

　備蓄庫前の広場に着いたラインハルトは、馬から降りて親衛隊員に預けた。王子自らの来訪とあって、一目姿を見ようと人々が集まり、おおぜいの子供の姿もあった。

　ごった返す群衆の中で暇を持て余した子供たちが、追いかけごっこを始めて走り出した。人々の視線はラインハルトに集まり、子供の母親たちも子供から目を離していた。

　ラインハルトは遊びに夢中だった子供が向かう先に気づき、制止の声を上げて駆けた。イリアスや親衛隊員たちもすぐに後に続いたが、一歩の遅れが全てを決定づけた。

　じゃれ合っていた子供たちから一人が押し出され、柵はあったが、小さな身体は宙へと舞った。柵の下は急斜面の土手になっており、ラインハルトは子供を抱き止めると、腕の中に包み、数メートル下まで転げ落ちた。

　彼の身体は土手下の家の壁に強く打ちつけられて、ようやく止まった。

　イリアスたちが駆けつけた時には既に王子の意識はなかったが、彼が身を挺ていして庇った子供はほとんど無傷だった。

　泣きじゃくる少年をイリアスがなんとか宥めて話を聞くと、ラインハルトが言い残した言葉を教えてくれた。

『……無事だな……？』

　少年が何度も頷いて応えると、彼は小さく微笑んで『よかった』と短く告げて、目を閉じたという。

　事の顚てん末まつを、ミランダは兄や親衛隊員から聞いた。事故の原因となった親子を目の前にしても、怒りは湧いてこなかった。

　どうして子供から目を離した、と母親を責める事はできた。

　どうしてあんな所で遊んだ、と子供を叱る事もできた。

　二人のために王国は世継ぎを失い、ミランダは夫を亡くそうとしている。

　しかし、人々に渦巻く怒りと悲しみを背負って、親子は王宮に来た。今も自分たちを責めている。同じ過ちを繰り返すとは想えない。

　ラインハルトは彼らを罰する事など絶対に望まない。小さな命を守った事を誇る男だ。ならば親子が自責の念に駆られ、周囲に責められ続ける未来を作ってはいけない。

「貴方の将来の夢は何かしら？」

「……お菓子屋さん……です」

　子供が少し考えてぽつりと漏らした言葉は軽かった。まだ将来を考えられる年代ではないからだ。

　だが、ミランダは微笑んだ。

　子供らしい単純な発想で、ただの思いつきであったとしても、もしかしたら失われていたかもしれない未来だ。ラインハルトが繫いだ夢だからこそ、大切にしたかった。

「素敵ね。殿下もきっと喜ぶわ」

　子供の目からまた涙が溢れ出るのを、ミランダは拭った。自分がくじけそうになるたびに、怯えて泣くたびに、いつもラインハルトがしてくれた事を思い出す。

「人生は一度きりよ。大切に生きなさい」

　優しく声をかけて、母子を許した。

　ミランダは親子が帰っていくのを見届けると、広間を後にしようとした。だが、その足がふらついたのを見て、近くにいた侍女のソニアが慌てて身体を支える。

「ミランダ様、少しお休みになられた方が……」

「平気よ……大丈夫。殿下の所に行くわ」

　ミランダは、廊下を歩き出した。後に続いたソニアや侍女たちは、少し小さくなった女主人の身体を痛まし気に見つめた。

　ラインハルトが事故に遭ってから、既に三日が経っている。

　転げ落ちた際に身体に擦り傷をいくつか作っていたが、問題は落ちた土手先で身体を強く打ちつけた事だ。よほど打ち所が悪かったのか、王宮に運び込まれても、ずっと昏睡状態だった。

　このまま意識が戻らなければ死ぬと医師は宣告し、人々を絶望に落とした。国王夫妻の哀しみは深く、ラインハルトを見舞っては、意識のない息子に涙を零した。そして、教皇を毎日のように呼び、神に祈りを捧げた。

　イリアスの憔悴ぶりも激しかった。彼は駆けつけた両親やアイシャが慰める言葉も耳に入らない様子で、ずっとラインハルトが眠る寝室の外に控えていた。

　ミランダはこの三日というもの、まともに寝ていない。食事も喉を通らない様子で、自分の事は必要最低限しかしなかった。足もとがおぼつかないのも無理はないと、侍女たちは想いながらも、誰も止められなかった。




　ミランダは寝室の外で待っていたイリアスに声をかけて中に入ると、不在の間にラインハルトの傍にいてもらった王妃に、親子との面会の顚末を伝えた。ミランダの裁量に委ねると告げていた王妃は頷いて、深い眠りに落ちている息子に微笑んだ。

「ラインハルトもそうすると想うわ」

　静かに言って、寝室を後にした。

　一人残ったミランダは、寝台の前で跪いて座った。毛布の下から出ていた彼の冷えた手を取り、包むように両手で握り締める。

「ずっと曇っていたけれど……昨夜からとうとう雪が降り始めたわ。……見える？」

　カーテンが開かれた大きな窓の外は、一面の銀世界だ。やむ気配のない雪は、王都をあっという間に白へ変えてしまった。

　そして、ミランダは寝室に来る前に私室に立ち寄った。そこで、髪を整えて大事な花梨の簪をつけ、着替えもしてきた。

「白い服を着てみたわ。似合うかしら……？」

　ミランダは肌の色が白く髪も銀色で、あまり目立つ容姿ではない。白色の服を着ると、ますます自分の存在感がなくなるようで、ずっと身につけてこなかった。しかし、ラインハルトは白いドレスを着たミランダが好きなのだ。

「……ウエディングドレスを……着たみたいでしょう……？」

　そう告げるのが、限界だった。薄水色の瞳からぽろぽろと涙が落ちる。

　悲嘆に暮れる国王夫妻を慰め、自分を責めるイリアスや親衛隊員を励ますため、ミランダはずっと涙を堪えてきた。周囲の人々は気丈な妃だと讃えたが、ミランダの心に秘めた想いは違った。




　──私のせいだわ。

　哀しくて、苦しくて、泣きわめきたい。

　どうしていつもこうなるのだと、激しい怒りと絶望を誰かれかまわず当たり散らしてしまいたい。

　だが、そんな事は許されない。一番責められるべきは自分だからだ。

　この後に自分もまた何かしらの原因ですぐに死ぬのだろう。それよりも嫌なのは、彼がこのまま逝ってしまう事だ。

　──やっぱり私がラインハルトと結婚すると、すぐに彼の人生が終わってしまうわ。

　ならば、取るべき手段は一つだ。

　ラインハルトが目を覚ましてくれるのではないかと、淡い期待を抱いて三日も躊躇してしまった。結果として彼や周囲の人々を長く苦しめることになってしまい、後悔も込み上げてきた。

　ミランダは花梨の簪を頭から外すと、彼の枕もとに置いた。

「花梨の花言葉は一途な恋、だったかしら……」

　涙に濡れた頰にラインハルトの手を押し当てて、感触を肌に刻み、眠る彼の姿を目に焼きつける。

「ここに……置いていくわね」

　気力を振り絞って微笑んでみせると、ラインハルトの手を寝台に降ろして毛布を掛けた。何度も目を擦って涙を拭い、乾くのを待って立ち上がった。

　彼に背を向けて扉に向かって歩き出した時。

「ミランダ」

　ラインハルトの声がして息を呑み、すぐに振り返ったが、彼の目は閉じたままだ。確かめようとしたが、窓の外から風の大きな音が聞こえて、空耳だったのかと落胆する。

　雪は激しく降り、吹雪いてきた。

「私が最初に死んだ日みたいね。だけど……もう怖くないわ」

　ミランダは淡く笑って部屋を出ると、扉の傍にいたイリアスに告げた。

「教会に行ってくるわ。殿下をお願い」

「今日も両陛下に呼ばれて教皇猊げい下かがいらしていたが……お前も神に祈りに行く気か？」

「……今日はどちらにいらっしゃる日かしら」

「確か……西だ」

「分かったわ」

　短く答え、立ち去る彼女を黙って見つめていたイリアスは、不意に強烈な不安が込み上げてきて、思わず呼び止めた。

「すぐに戻ってくるんだろうな？」

　その問いかけは、ミランダに届かなかったのだろうか。彼女が振り返ることはなかった。




　積雪量が増え、吹雪いてきたために、親衛隊の面々はミランダの外出に反対した。しかし、どうしてもという熱意に押されて馬車を用意した。

　ミランダと一緒に同乗したのは侍女のソニアだ。ミランダのために選び抜かれた親衛隊員は女性が大半だったが、やはり軍人と侍女では気配りできる点が違うという配慮がされた。

　東と西に別れる教会には、王宮から向かう際は途中まで大通りを行くのが早い。主要な広い道なので住民が雪かきをしたらしく、難なく進んだ。

　その間も雪は激しくなり、風も強く吹いて視界はどんどん悪くなった。王都の人々は家に入ってしまったのか、大通りに人影はない。

　ソニアは馬車の窓からずっと外を見つめていた女主人を心配そうに見ていたが、突然馬車が止まったので驚いた。扉がノックされて、ソニアが許可を得て開くと、親衛隊員が白い息を吐きながらミランダに告げた。

「この先の道がどこも雪で埋まっています。誰か雪をかいてくれる者がいないか探して参りますので、しばらくお待ちください」

「寒い中ごめんなさい。お願いね」

　隊員は一礼して扉を閉めると、仲間に号令をかけた。数人の足音がして、やがて何も音がしなくなった。馬車の中も再び静寂が包み、ソニアが何か女主人の気晴らしになるような話はないかと考えていた矢先、ミランダが戸惑ったように尋ねた。

「ねぇ……静かすぎない？」

　ソニアが耳を澄ませてみると、確かにひどい吹雪であったはずなのに物音ひとつしない。

　馬車の窓を見ても先ほどと変わらず雪は降っていたが、風の音はぴたりとやんでいた。困惑しながらも馬車の扉を開けて外に出たソニアは、愕然とした。

「ミランダ様！」

　悲鳴を上げたソニアの声に驚いて、ミランダも馬車を降り、周囲を見回して絶句した。

　雪かきをする者を探さなくてはならないとはいえ、警護対象であるミランダの傍を全員が離れるはずはないのに、誰もいない。馬も忽こつ然ぜんと姿を消して、馬車の車輪は凍りついていた。

　大通りに面して、三階建ての建物が連なっていた。雪は屋根に高く降り積もり、外壁にも張りついているので、まるで大きな白い壁のようだ。

　馬車はちょうど二本の道が交差する地点で止まっていた。

　正面の南へと向かう道は王都の玄関口である門へと続いていて、こちらは完全に雪で埋まっている。人の背丈の倍以上はあろう高さであり、到底進めるものではない。逆に北への道は王宮へと続き、雪が除かれて道は拓けていたが、降りしきる雪の勢いは強く、見ている間にもどんどんと積もっていく。

　残るは、東と西。

　二つの教会へと続く道だけだが、どちらも膝高ほどまで雪は積もっていた。四方の道の広さは変わらないのに、積もった雪の量は明らかに違う。不自然な光景に、ミランダは唇を噛んだ。

「見ているんでしょう？」

　静かな怒りを滲ませて宙を睨み、呟く。ミランダの突然の行動にソニアは心配そうな顔になった。そして、次の瞬間、眼前に舞い降りた者に言葉を失う。

　艶やかな漆黒の長い髪が風で揺れた。中性的な顔立ちで、背丈は長身の者が多い王国の男にしては低く、女にしては高い。首は太いが肩は撫で肩で、男か女か分からない。まるで唯一神ナディアの傍らに跪く、天使像そっくりだ。

　白磁器のようなきめ細やかな肌。髪と同じ色の美しい瞳は見る者の目を奪い、引きずり込まれそうな闇も感じさせる。作り物のような美貌を持つその者の淡々とした声は、感情というものがごっそり抜け落ちているようだった。

　だが、ミランダは臆せず強い眼差しで見返した。

「みんなをどうしたの？　手荒な事をしないで」

「王都にいる生き物は、全て建物の中に放り込んで眠らせた。お前の同行者もな」

　冷淡に答えると、青あお褪ざめているソニアを一瞥した。

「お前も馬車の中に入って大人しくしていろ。そうすれば手出しはしないし、凍えないようにしてやる。それともここで死ぬまで眠るか？」

　見る見るうちに顔を強張らせるソニアを見て、ミランダは割って入った。

「やめて。彼女は関係ないわ。ソニア……ごめんなさい、いう通りにして」

　ためらうソニアにミランダはできるだけ穏やかに声をかけ、彼女を馬車の中に戻して扉を閉めると、改めて自分の御遣いに向き合った。

　死と共にやってくる御遣いを前にして、恐怖はある。心は騒めいていたが、ラインハルトを救うまでは、導かれる訳にはいかなかった。

　ラインハルトの事故は、自分との結婚によって招かれたものとしか想えない。

　彼が危篤状態にある原因は、打ち所がよほど悪かったのだろうというのが、医師の見解だ。打撲の痣あざや擦り傷はあったが、普段から鍛えているので、彼の身体は頑強だ。外傷的には死に至るほどのものではないはずなのに、目を覚まさず呼吸も弱くなってきていた。

　だから、ミランダはラインハルトの命を救うために、西教会を目指していた。

　婚姻と離縁、いずれの書面も教会で保管するのが原則だ。ただし、保管場所は異なっている。結ぶものと別れるものが同じ場所にあるのは縁起が悪いとされて、婚姻の届は東教会、離縁の届は西教会に置かれるのが通例だ。

　ラインハルトだけが署名した離縁状も西教会にある。彼のために、なんとしても辿り着かなければならない。

　そんなミランダの心を、御遣いはたった一言でたやすく圧へし折った。




「ラインハルトが死んだぞ」




　ミランダは絶句した。心臓を鋭い得物で射貫かれたような痛みが走り、冷えた身体はそのまま凍りついたように動けない。

「三度目も終わりだな」

　続けられた言葉にミランダは呆然と立ち尽くし、やがて力を失って、雪の中に座り込み、うつむいた。

　雪を見ると自分を思い出すとラインハルトが言ってくれた事が嬉しくて、雪が好きになれそうな気がした。

　しかし、やはり雪が降る時に、彼は逝ってしまう。また自分たちの人生は、無に還って終わる。薄水色の瞳に映る雪を見つめ、ミランダは溢れ出る涙を何度も拭って奥歯を噛み締めた。やっとの事で顔を上げると、御遣いに問いかけた。

「……貴方が現れたなら、私も既に死んでいるのかしら？」

「いや、これからだ。ただ、あまりに無残な死を繰り返すと魂が傷ついて、導きにくくなるか、最悪壊れて無に帰すからな。だから、選ばせてやることにした」

「選ぶ……？」

　彼は腕を左右に開いて、東西のそれぞれの道を指差した。

「西教会に行けば凍死だ。この大雪の中、身一つで飛び出せばそうなるだろう」

「……一度目と同じね」

「あぁ。やはり眠るように逝くはずだ」

「…………」

「東教会に行けば、激痛の末に死ぬ。お前は運悪く事故に遭う事故に遭う。工事中の足場が崩れて下敷きになるだろう」

「……それは二度目の時かしら」

　ミランダは、どちらにしても自分の命が風前の灯だと冷静に理解していた。既に二度も死を繰り返している事に加え、ラインハルトの死を知らされて絶望した心は完全に麻ま痺ひしていた。

　人生は常に選択の連続だと、かつてイリアスは言っていた。一度きりの人生だから、思い切って彼に賭けてみろという。だが、自分たちの人生は、一度どころか三度目だ。

　何が正しくて、何が誤っていたのか、もう分からない。

　このままでは、四度目もきっと同じ事を繰り返してしまう。ここできっぱりとラインハルトと別れる決断を下して、彼との結婚生活を諦めれば、次こそ転生を終えるかもしれない。

　そのための手段を、彼は離縁状という形で遺していってくれた。

　ミランダは左右どちらの道へも視線を向けず、ゆっくりと振り返った。はるか遠くに聳そびえ立つ王宮を見つめ、ラインハルトを想い、新たな涙が零れ落ちた。

「ごめんなさい、ラインハルト。私を愛してくれた事……忘れないわ」

　小さく呟いて、ミランダは駆け出した。

　ためらいもなく走っていく彼女の後ろ姿を見つめ、御遣いは苦々しい顔をして、髪をぐしゃぐしゃと掻いた。

「……三回目もだめか」




　ソニアはミランダに言われて馬車の中に戻った後も、扉の傍に張りついて、二人の話を全て聞いていた。

　やがて雪の中を進む足音が聞こえ、ミランダが動いた事に気づいて後に続こうと扉を開けようとした瞬間、外にいたはずの御遣いがソニアの前に現れた。

「私はあいつとは違う。邪魔はさせない。部外者は黙っていろ」

　冷ややかにそう言うなり、指でソニアの喉を軽く突いた。

「……っ……っ!?」

　驚いたソニアは悲鳴を上げたが、声にならない。御遣いは蒼白になる彼女を見据え、

「外は猛吹雪で、視界は最悪だ。その上、お前は声を失った。そんな身で外に出たらどうなるか……分かるな？　ここで大人しくしていろ。すぐに終わる」

　と、言い捨てると、姿を消した。

　それでもソニアはすぐに扉を開いて馬車の中から飛び出したが、ミランダの姿はない。降りしきる雪の中で彼女の痕跡を探しても、雪はあっという間に足跡を消し去ってしまった。

　邪魔はさせないと言われたように、東と西のどちらの教会に続く道も完全に雪で埋まっていた。残されたのは、馬車の中に留まるか、逃げ帰れといわんばかりに拓けている王宮への道だけだ。

　──どうしたら……いいの。

　肩を落としたソニアは、迷った末に馬車へ乗り込んで、扉を閉めた。極寒の外とは違い、中はとても暖かかった。




　ラインハルトはあがいていた。

　耳からは人々の話す声が全て聞こえてくるのに、口が動かず答えられなかった。目も開かず何も見えない。痛みも、触れている感覚もない。自分の身体が消えた気がして、不可思議な浮遊感だけを感じ、落ち着かない。失われているものを取り戻したくて四肢を動かしたつもりでも、返ってくる感覚がなにもないため、頼りにできるものはない。

　これも全て五感のほとんどを失っているためだろうと想った。既に二度の死を経験しているラインハルトは、身体が死んだ時、無の境地になると知っている。

　ただ、かつて味わった死の苦痛に近い感覚よりも、ラインハルトを苦しめているものがあった。何度も哀し気に自分の名を呼んだ悲痛な妻の声に、応えられない事がもどかしい。

『花梨の花言葉は一途な恋、だったかしら……ここに……置いていくわね』

「待ってくれ、ミランダ」

　必死で呼びかけたが、彼女には届かなかったようだった。部屋を出て行く音がして、やがて何も聞こえなくなった。無力感が押し寄せ、とうとう残っていた力も失われたような気がした。

　それからどれほど時間が経ったかは分からなかったが、今度はセラフィの声が聞こえた。

「貴方たちは、また道を違えたようですね……彼女の最期の言葉を伝えましょう」

　諦めたような御遣いの声の後、ミランダの静かな声がした。

『ごめんなさい、ラインハルト。私を愛してくれた事……忘れないわ』

　こんな身体になって初めてミランダの姿が見えた。彼女の姿を捉えるのに、まずひどく苦労した。

　ミランダは真っ白な世界の中にいたからだ。背後には建物らしきものが見え、ほとんどが雪で覆われて、彼女の足もとにも雪は降り積もっている。

　銀色の髪、色白の肌、さらに真っ白なドレスを着ていて、薄水色の瞳から静かにはらはらと澄んだ涙を落とす姿は、今にも雪と共に消えてしまいそうだった。

　存在感がないと、彼女は陰口を叩かれていた。聞くたびに怒りを覚えたものだったが、ある時、自分も何を考えているか分からないと周囲の者を困惑させていた事が頭を過った。

　もしかしたら、自分たちが本来はこの世にいないはずだった事を、人々は感じ取っていたのかもしれない。

　諦め悪く人生を繰り返さずに、別れを受け入れて、異物は去れとでもいうのだろうか。




　──俺はミランダの人生から消えるべきだ……そういうことか。

　三度目も見初めた彼女に求愛しそうになるたびに、自分に言い聞かせてきた言葉が過り、ラインハルトは心の底から想った。

　──冗談じゃない。俺の過ちは、諦めたことだ。

　一度目は病で先に逝く身で、つねづねミランダに『僕が死んだら誰かと再婚して、幸せになって』と言った。二度目は戦で死が眼前に迫っていた。どうせ先のない身だと自分の人生を諦めて、やはり彼女に同じような言葉を告げて戦地に赴いた。三度目は自分の存在がミランダを不幸にすると言い訳をして、彼女を諦めようとした。

　だが、ミランダはそんな不甲斐ない男の手を取ってくれた。

　ならば、今度こそ絶対に諦めるものか。もう他人に彼女の人生を委ねるような言葉など言わない。

　花梨の花言葉は一途な恋だと、ミランダに教えたが、実はもう一つある。

　春にたくさんの花を咲かせ、秋に豊かな実をつけて、人々に恵みを与えることから、豊麗という意味もあった。

　唯一神ナディアは生と死を司り、力の強さから人と直接関わることができないと教皇は言っていた。だから、御遣いを使うのだろう。しかし御遣いも記憶に鍵という封印を施すが完全ではなく、人間の人生を全て操ることはできていない。生き方を最後に決断するのは、自分なのだとラインハルトは想う。

　自分がどう生きるかを、他人の判断に任せてはいけない。

　人間の生を豊かにするのは、人間の手でしか成しえない。

　──ミランダを幸せにするのは、俺だけだ。




　ラインハルトは無我夢中で周囲を探した。そして、わずかな揺らぎに気づくと手を伸ばし、感触があると確信して、思いっきり掴んで引き寄せた。

　驚いた顔で見返すセラフィを睨みつけ、ラインハルトは吼ほえた。

「誰が俺を眠らせろと言った。妙な真似をするな！」

　セラフィを怒鳴りつけると同時に右腕に激痛が走り、今までになかった感覚が蘇った。突然響いた怒鳴り声に、寝室の外で控えていたイリアスが驚いて部屋に飛び込んできて、彼は絶句した。

　昏睡状態のはずのラインハルトが上体を起こしてセラフィの胸ぐらを掴み、殺気立っていたからだ。一方、セラフィは顔を歪めた。

「今度も失敗でしょう」

「なんだと？」

「本来、魂は死と共に現世との縁を全て断ち切るものです。でも、貴方たちは互いに相手へ強い未練を残してしまい、魂の一部が繫がって影響し合っている厄介な状態なんです。このために、一方の死は相手の魂も死へ導き、さらに未練を残して転生を繰り返しています。残念ですが、貴方はまた死ぬのを待つ方が楽ですよ」

「ふざけるな。受け身はとった。あの程度の高さから落ちたくらいで死ぬものか。俺の身体はまだ動くはずだ、おかしいだろう」

　ラインハルトの鋭い詰問に、セラフィは嘆息して認めた。

「……その通りです。確かに貴方は今回負傷しましたが、生死に関わるものではありません。半日ほどで目を覚ますはずでした。ですが、痛みに苦しむ貴方を見て、ミランダの動揺と心痛が大きくて……私は彼女が可哀そうになりました」

　心優しいセラフィの善意は、今回、完全に裏目に出ていた。

「だから、俺を眠らせたのか？」

「えぇ。そして、私が余計なおせっかいをしたので、手を出しすぎだと同胞が──ミランダの御遣いが怒りましてね」

　ラインハルトは息を呑み、周囲を見回したが、そこにいたのはイリアスだけだ。彼女の所在を問われたイリアスは、蒼白になりながら答えた。

「ミランダは、貴方が意識を失ったまま王宮に運び込まれてから、ずっと傍にいました。自分の事はかまわず、ろくに寝食もせずに、片時も離れまいとしていました。それなのに……一時間ほど前に、急に教会に行くと言って出て行ってしまいました」

「教会……」

　祈りを捧げに行ったのかもしれないとイリアスは続けたが、ラインハルトは頭の中で即座に否定した。

　彼はミランダが何をしようとしているか、すぐに理解できたからだ。

　ミランダにその選択肢を与えたのは自分だ。またしても彼女を追い詰めてしまったと、不甲斐なさに唇を噛む。

　そんなラインハルトを、セラフィは痛まし気に見つめながら告げた。

「同胞はミランダを試すから、私の仕業だと彼女に教えず、貴方も起こすなと言うのです。王都で生きる全てのものが、今は眠っています。御遣いが関与している魂はその影響を受けませんが、できる事は多くないでしょう」

「…………」

「私が関われるのは、ここまでです……神の御慈悲を」

　セラフィはそう言い残し、姿を消した。




　静まり返った室内を見回しながら歩み寄って来たイリアスは、唸った。

「探して、締め上げますか」

「時間の無駄だ。ミランダを追う」

　ラインハルトは短く答えると、身体の痛みを我慢して、急いで寝着を脱いだ。その間にイリアスが用意して持ってきた服を着て、靴を履くと、枕もとに手を伸ばした。

　ミランダが残していった花梨の簪だ。

　普段は大事にしまってあり、大切な行事の時にしか付けないものだった。イリアスは軽く目を見張り、ラインハルトもまた顔を曇らせた。

「……一人でいかせるものか」

　そう彼は呟き、簪に軽くキスをすると上着の内ポケットに収め、イリアスを伴って廊下に飛び出した。

　王宮の廊下は静まり返り、物音ひとつしない。廊下の端には、王宮で働く侍女たちや武官たちは座り込み、深い眠りに落ちていた。セラフィの言葉通りだ。あちこち痣だらけのラインハルトが廊下を疾走しても誰も止めないが、助けも得られない。

　特に激痛が走る右肩の痛みを堪えて、ラインハルトは隣を駆けるイリアスに問いかけた。

「ミランダは教会に行くと言ったんだな？」

「えぇ。向かったのは西教会でしょう。教皇猊下は、そちらにいらっしゃる日ですから、ミランダにもそう教えました」

「いや、目的は教皇じゃない……俺と離縁する気だ」

「離縁!?」

「結婚する時に、離縁状も書いたんだ。西教会にあるだろう」

　絶句するイリアスに、ラインハルトが経緯を説明すると、彼は天を仰いだ。

「所しょ詮せんは紙一枚ですし、気休め程度のものではないのですか？」

「署名されたら成立するのは確かだ。もう一度結婚してくれと言っても、ミランダは絶対に頷かない」

　ミランダはラインハルトに熱烈に求愛されて受け入れた後も、二度にわたる死別が時々頭を過ぎるのか、不安で押し潰されそうになっていた事をイリアスは知っている。

　そのたびにラインハルトが慰め、励まし、ようやく式を挙げたのだ。

「確かに……。しかし、ミランダの御遣いは、一体何をさせるつもりでしょうか。試すと言っていましたが」

「セラフィはなんだかんだ言いながら手助けしてくるから、奴は俺たちを夫婦にしておきたい方だと想う。だが、ミランダの御遣いは違う。俺との縁を切って、新しい人生に満足して死ねとも言ったそうだ。しかも、ミランダが死ぬまで姿を見せなかった。手伝う気などない」

「そうだとしたら、三度目の人生でも、また夫婦となった事が気に食わないのでしょうね。縁を繫ぎたい御遣いと、断ち切りたい御遣いですか……」

「死者の魂を神の身許とやらに導くのが仕事らしいからな。死んだ時に未練を残さないなら、どっちでもいいんだろう。だから、記憶を取り戻して縁を繫ぐ鍵がかけられたように──それまで繫いだ縁も断たれる鍵があるかもしれない」

「また何かの言葉ですか？」

「あぁ。繫ぐ時は、ミランダは『お前が好きだ』という言葉だったし、俺は『ウエディングドレスを着せたい』というものだった」

「そう言えば、私の鍵も『とんだ貧乏くじだ』という口癖でしたね。しかも、ミランダが先に帰って私が残った事で不満顔の貴方に言ったものです。全く……セラフィは妙な言葉を鍵にしますよ。ですが、貴方たちの場合は、相手への思慕を伝える言葉が繫ぐものだとしたら、断ち切るのは逆の意味がある言葉では？」

「恐らくな。しかも、俺は想い当たるものがある。二度とも同じような言葉だ。それは口が裂けても、絶対にミランダに言わない」

　僕が死んだら誰かと再婚して、幸せになって。俺の分まで生きて、幸せになれ。

　その言葉は、自分の手で彼女を幸せにしようとしなかった想いの現れだと、ラインハルトは考えていた。

「そうしてください。しかし、ミランダの方は何か分かりませんね。『貴方は嫌いよ！』でしょうか？」

　わざわざミランダの声真似までしたイリアスは、殺気を感じて慌てて目を逸らす。ラインハルトは昔から口の減らない元部下を睨むのをやめ、促した。

「急ぐぞ」

「えぇ。貴方をまた道連れにしたと悩んだら、仮に四度目の人生になったとしても、絶対に結婚に応じませんよ」

　嘆息しながらぼやいたイリアスに、ラインハルトは足を止め、鋭い目を向ける。

「今、何て言った？」

「貴方をまた道連れに……」

「待て。二度目の時、俺はミランダよりも先に死んだんじゃないのか？」

「いいえ。後だったと想いますよ。貴方たちは同じ日に亡くなったんです。私が貴方を見つけた時、しばらく持ち堪えていました。最期の言葉を私に残して息を引き取ったのは……確か、深夜でしたね。その後、私が貴方の訃報を届けにミランダの住む町に行ったら既に壊滅状態で、ミランダも墓地に埋葬されていました。そこにいた司教の話では、敵軍に襲撃されたのは朝方で、即死だったと言われました」




　イリアスは司教から、ミランダがラインハルトの手紙と彼の部隊が壊滅したという通知を抱き締めて死んでいたと聞いた。手紙も渡されて、彼女がいかにラインハルトを愛していたかを知ると共に、一報は間違いなく絶望を与えただろうと想った。

　通知の日付は、部隊が置き去りにされた直後だった。どうせ全員助からないだろうという勝手な上官の判断によるものだ。結果的に部隊は半壊ですんだが、ミランダにしてみれば、結局のところ夫が死んでいるのだから変わりはない。救いにはならないだろうと想って言及してこなかった。




「……っセラフィが俺にまた死ぬのを待てと言ったのは、そのためか。三度目に先に死ぬのは、ミランダだったんだ。その前に偶然、俺の事故があったというだけだ」

　ラインハルトの顔から血の気が引き、イリアスもまた蒼白になりながら必死で頭を働かせた。

「ですが、ミランダは貴方の傍を離れていますし、みんなも眠っていますから、言葉をかけにくい状況です。それで、どうやって試すつもりですか？」

　問いかけながら、イリアスは外へと通じる王宮の扉を押し開く。

　眼前に広がっていたのは真っ白な世界だった。王都へと続く正門の道は膝上ほどまで雪が降り積もり、静寂だけが包んでいる。

　ミランダが教会に向かってからもう一時間以上が経つ。早く追いつかなければとも想うが、少し離れた所にある厩きゅう舎しゃを見れば、馬の影がない。王都で生きる全てのものが眠っているとセラフィは言っていたが、そうされた理由を察したイリアスは苦々しくなった。

「容赦ないですね。どこまでも妨害する気のようです」

「ふざけやがって」

　ラインハルトは唸り、だが立ち止まるという選択肢はない。雪の中に足を踏み入れ、町に向かって進んだ。一歩足を進めるごとに、身体は痛みに悲鳴を上げる。やむことのない雪は視界をさえぎり、冷たい風が彼の身体を容赦なくなぶった。雪に足を取られて必要以上に体力を削られ、大通りにまで出る頃には汗が滲んでいた。

　必死で足を動かしながら、ラインハルトはずっと考えていた。

　ミランダの死が近い事は間違いない。そして、御遣いはミランダが自分の傍を離れるまで待っていた。恐らく、彼女の死に場所は教会だ。

　だが、御遣いが再び縁を断ち切りたいのなら、どうしてこうも自分を彼女に会わせまいとするのか。自分を責めているであろう彼女の精神状態を考えれば、傍にいるだけでなにかしら離別の言葉を口にしてしまう可能性もあるはずだ。

　──それとも、俺に言葉をかける必要がないのか？

　自問自答したラインハルトの脳裏に、一枚の紙が過った。




　二人が大通りに出ても、やはり人の姿はなく、ミランダたちが先に通ったはずなのに足跡が見つからない。

　根性悪の御遣いだとイリアスが罵ののしっていると、無言のまま一心に進んでいたラインハルトが急に足を止めて、呟いた。

「ミランダの御遣いは、セラフィとは違う……ミランダの鍵は言葉じゃない」

「どういう意味です？」

「セラフィの奴が以前、俺に鍵をかけたのは自分だが、ミランダに鍵をかけたのは別の者だと言っていた」

「別の者だから、違う種類の鍵という訳ですか。だったら、一体鍵はなんだというんです？」

「物だ」

「なんですって？」

「ミランダは、俺が『お前が好きだ』と告げた時に記憶が戻ったと言っていたが、二度目の時も、三度目の時も、俺たちは同じ本に触れていた。しかも二度目の出征前に、俺はミランダに婚姻無効の届け出を渡していた」

　戦時中の混乱期にあり、教会も婚姻届を受理できる状況ではなかった。あくまで形だけの婚姻でよしとされたのは、ラインハルトが出征を控えていたからだ。

　そんな状態での結婚だったから、婚姻は成立していないと訴える事も難しくない。離縁状という形をとらなかったのは、軍人の妻という経歴を残さないためだ。敵軍が攻め込んで来た時、軍人の家族は真っ先に狙われる。それを避けるためで、当時は多く取られた手法だった。

「その後、俺たちはしばらく生き続けていたから、ミランダは署名をしなかったんだろう」

「署名したのは恐らく、敵軍が攻めて来た時ですね。無理もありません。書かなければ自分の身だけでなく、家族にまで手が及びます」

「あぁ。ミランダは当然の事をしたまでだ。そうなると、やはり俺は言葉でミランダは物が鍵だ」

「では……貴方が署名した離縁状も同様の意味を持ちますから、それが縁を断ち切る鍵になってしまいます」

　ラインハルトは拳を強く握り締め、行く手をさえぎり続ける雪を睨みつけた。

「だから、そういう事だ。間違いない。なにしろ奴は離縁状を作る時、ご丁寧にもミランダが別れると言ったらと確認してきた。セラフィの奴も『神の御慈悲を』と、その時に奴が俺たちにかけた同じ言葉を使って、もう一人の御遣いの存在をわざわざ暗示していった」

　イリアスは天を仰いだ。

「……どうりで。ミランダが二度目に死んだ時、墓地で私に近寄ってきた司教も同じく言っていましたよ。神の御慈悲をと」

「それも化けていたんだろう。ミランダの魂を導くためにいたんだ」

「えぇ。つまり、ミランダが離縁状に署名した時点で……終わりですね。記憶が消え、またもどかしい想いに逆戻りしたまま未練を残します」

　ラインハルトはぎりと唇を噛み締め、行く手を阻む雪を見据えた。自分たちが進むたびに明らかに降り方が激しくなってきている理由も察した。

「今度は教皇に化けやがって。ちくしょう……奴の所に離縁状はあるんだ。ミランダに署名させる気だ！」

　静寂に包まれる王都に、ラインハルトの絶叫が響いたが、彼を嘲笑うように風が強くなった。

　視界はますます悪化し、雪は行く手を阻む。

　三日間、寝たきりだったラインハルトの体力は限界に近く、膝から崩れ落ちた。イリアスの手を借りてなんとか立ち上がったが、顔を上げれば真っ白な世界が広がり、拳を握り締める。

　そんな時、雪の合間からわずかに見えた人影に二人は息を呑み、声を上げて駆け出した。二人に気づいた彼女もまた、雪をかき分けやって来た。

　二人の前に転がり出たのは、ミランダの侍女ソニアだった。

「おい、大丈夫か!?」

　ラインハルトが尋ねると、ソニアは何度も頷いた。顔は真っ青で、イリアスがすぐに自分の上着を彼女にかけても、全身をがたがたと震わせて、怯えているのか言葉を発しない。

　ただ、彼女がミランダに付き添ったのを知っていたイリアスは、ソニアに重ねて問いかけた。

「ミランダはどうした？　一緒に行っただろう。他の者は!?」

　二人の視線を一身に浴びたソニアから出てきたのは大粒の涙ばかりで、首を横に振った。辛うじてといった様子で腕を上げて喉に触れ口を動かし、力が入らないのか、腕はすぐにだらりと下がってしまった。

　イリアスは戸惑った顔をしたが、ラインハルトはその所作に察した。

「……っお前、声を奪われたな？」

　ソニアは泣きながら頷く。

　御遣いはミランダの行く先を知らせまいとしたのだろう。ラインハルトとイリアスが憤りを覚えるなか、ソニアは震える手をもう一方で支えながら、握り締めていた小さな紙をラインハルトに差し出した。




　馬車に戻ったソニアは、急いで自分の荷物をひっくり返して、紙とペンを取り出した。なにかというとすぐに忘れてしまうので、常に持ち歩いているものだ。

　緊張で字が歪み、それでもなんとか書いて握り締めると、身ひとつで雪の中を飛び出した。温かく、身の安全が保障された馬車には、見向きもしなかった。

　雪に阻まれ、ミランダの後は追えない。残されたのは王宮へと続く道だけだが、どこまで行けるか分からない。

　もし、途中で息絶えても、紙は残る。誰かが自分を見つけてくれたら、この手紙を読んでくれるかもしれない。一いち縷るの希望をかけて、ソニアは雪の中を駆けた。走りながら涙が溢れた。

　ソニアは忘れっぽく、仕事でよく失敗した。公爵家に奉公に出たばかりの頃は上役に怒られて落ち込む日々が続いた。

　だが、ミランダはいつも優しかった。

『誰でも失敗するわ。そこからみんな学ぶのよ』

　励ましてくれたミランダは、ソニアや侍女たちにさまざまな事を教えてくれた。受けた恩に報いたいと話した時に言われた事が、ソニアの胸に今も深く刻まれている。

『では、いつか貴女が学んだ事を他の子にも教えてあげてね。それが私にとって一番のご褒美よ』

　ミランダは、いつも誰かのために一生懸命だった。

　その心根の優しさに、どれほど救われただろう。彼女を助けるためならなんでもしよう、誠心誠意仕えようと決めていた。だから、このまま声を失ってもいい。恐れるものか。

　──私には、ミランダ様から教わった字があるわ。

　ソニアは御遣いがミランダに告げた二つの教会でそれぞれ起こる事、彼女が向かった先と、大通りから続く道は完全に雪で埋まっている点を簡潔に記した。その紙をラインハルトに差し出したのだ。

　ソニアの字は急いで書いたために歪んでしまったが、十分に伝わるものだった。




　紙面に素早く目を走らせたラインハルトは、ソニアを問いかけた。

「確かか!?」

　二人の鋭い視線を浴びながら、ソニアは何度も頷く。傍らで手紙を読んだイリアスは、ラインハルトに尋ねた。

「どうしますか？　この先が雪に埋まっているとしたら、別の道を行くしかありませんが、遠回りになります」

　もしもソニアの知らせが誤っていたら、もう一方の教会へと向かうだけの時間はなく、間に合わない。正しかったとしても、ミランダはかなり先行しており、到底追いつけるものではなかった。

「どうもこうもない。行くしかな──」

　焦りを滲ませながらもラインハルトがそう答え、再び足を進めようとした矢先、大通りの小道からひょっこりと姿を見せた男がいた。

「あっ！　殿下！」

　嬉々とした男の声に、ラインハルトには珍しく反応が遅れた。イリアスも目を剝いたまま言葉にならず、彼をよく知らないソニアに至っては、御遣いに脅されたこともあり、警戒して不審者を見る目である。

　黙り込む一同の中で、イリアスがようやく口を開いた。

「……どうしてここに？　確か、領地に引っ込んだと聞いたんだが」

　かつてラインハルトの眼前でミランダを侮辱し、彼女の機転によって首の皮一枚で繫がった幸運な男ディオは、今日も絶好調で口が軽い。

「聞いて驚け。とびっきりの駿馬が一頭育ったから、一刻も早く献上したいと想って連れて来たんだ。この雪で王都に入るのが遅れて、大通りも入れなくなっていたから、迂う回かいしてやっとの事でここまできたんだぞ！」

「なるほど……確かに驚いた」

　どうやらこの男はミランダの御遣いの力が働いた後に王都に入ったので、影響を受けなかったらしい。しかも、誰にもいない王都に、大した疑問も持たずに突き進んでくる無頓着さだ。感心するしかない。

　ディオが連れていた馬の様子を確かめていたラインハルトは、ぽつりと漏らした。

「良いところもある、か……ミランダのいう通りだな」

　そして、この空気の読めない男を見据え、ラインハルトは万感の想いで言ってやった。

「お前は天才だ」

「は、はい!?」

　仰天するディオをよそに、ラインハルトは素早く馬に跨ると、「ソニアを頼む」とイリアスに言い残し、駆け去って行った。

　イリアスは、すがるような想いで彼を見送ったソニアに励ましの声をかけた。

　訳が分からず立ち尽くしていたディオは我に返って、

「おぉ、やっぱり俺はすごいのか！」

　と鼻息を荒くしながら、また盛大な勘違いをした。そんな彼を見たイリアスは、感激のあまりつい本心が口から出た。

「あぁ……まったくだ。国一番の馬鹿と想っていて悪かった！」

「なにい!?」

　顔を真っ赤にして怒ったディオに、イリアスはもう笑うしかなかった。




　ミランダは聳え立つ教会を見上げ、服に纏わりついた雪を手で払い落とすと、中へと入った。王宮と同じく人気はなく、石造りの建物であるためか、ミランダの足音だけが不気味に響いた。

　目指す物を求め、ミランダは奥へと進む。敬虔な教徒である父に連れられて、何度も足を運んでいるので迷わない。やがて辿り着いたのは公文書の保管庫だった。王子妃であるミランダの権限をもってすれば開けさせられる場所だが、今は誰もいないから手を借りられない。

「どこかに鍵が──」

　周囲を探してみようとした時、背後から老人の声がした。

「お探しのものは、これですね？」

　驚いて振り返ってみると、そこに立っていたのは教皇だった。ミランダは彼を見返したが、その手にあった一枚の紙に視線が移る。

「え、えぇ……少しの間、お借りできますか？」

「もちろんですよ」

　手渡されたものに、ミランダは目を落とした。

　西教会に保管されている──ラインハルトの署名だけが記された、離縁状だった。




　王都に雪が降りしきるなか、ラインハルトは聳え立つ東教会を見つめ、馬から降りた。近くの木まで手綱を引いていき幹に縛り付けると、雪をものともせずに駆けてくれた馬の首を軽く叩いて褒める。

　当初、ミランダは離縁するために、西教会へ行ったと考えていた。だが、ソニアは手紙で、ミランダは東教会に向かったと教えてくれた。

　東か、西か。

　ラインハルトは、迷わなかった。ソニアの手紙だけが、理由ではない。

　身動きが取れないなか、今にも周囲の雪に紛れて消えてしまいそうなミランダの姿が頭を過ったからだ。

『ごめんなさい、ラインハルト。私を愛してくれた事……忘れないわ』

　謝罪を口にしながらも、彼女は自分の想いを忘れないと言ってくれた。離縁状で自分との縁を再び断ち切る気ならば、口にしないと想った。

　ミランダは銀髪に色白の肌、雪と共に消えてしまいそうな儚い印象を与える容姿だった。

　だが、何度転生しても、彼女の芯は強く、想いは深い。雪に紛れ、おおぜいの人に埋もれ、消えていくような女性ではない。

　花梨の木が厳しい冬を越えるように、試練に向き合ったのだ。やがて花梨は、春に花を咲かせ、秋になると大きな実をつける。自分たちの夢もいつか必ず実を結ぶと、ラインハルトは信じた。

　懐の中に収めた、彼女の大事な簪に触れた。

「お前がどこに行っても……俺は必ず会いに行く。見つけてみせる」

　そして、今度は自らの足で雪をかき分け進み、教会の正面玄関の扉を開いた。王都の人々同様に、教会の者たちも眠らされているのか、屋内を静寂が包む。

　廊下に響くのは、ラインハルトの足音と声だけだ。

「ミランダ！」

　返ってくる声はなかったが、ラインハルトは諦めずに、彼女の姿を探し求めて駆けた。




　ミランダは彼の字を見つめて文面を確かめた後、戸惑った顔で教皇を見返した。

「あの……どうしてここに、離縁状があるのですか？」

　自分は確かに東教会に来たはずだ。

　途中で通りがかった礼拝堂には、ナディア神の像があった。左側の足もとに跪く天使がいたから間違いない。像を補修している最中なのか、足場が組んであったのも見えた。

　自分の死を招くと予言されていた足場だろう。ならば近づかなければ猶予はあると判断して、真っすぐに保管庫に向かった。だが、今日は西教会にいると聞いていた教皇が、なぜここにいるのだろうか。

　しかも、西教会で保管されているはずの離縁状まで持っている。

　教皇は笑みを浮かべたまま答えなかったが、ミランダはその凍いて付くような冷たい目に震撼した。

「貴方、なの……？」

　返答の代わりに、教皇の姿は一瞬にして変わり、大通りで選択を強いた御遣いが眼前に現れた。ミランダが二度の死を迎えた際に現れた時と同じ姿である。

「いい加減、名を教えてやるか。私はジャレッド。セラフィとは双子だ」

「宰相様……ラインハルトの御遣いね。ナディア神様の像の袂たもとにいる天使が、貴方によく似ていると想ったけれど……貴方たちも双子だったのね」

　二つの教会が造られたのは、王位をめぐって争い、最期はどちらも病死した双子の王子たちを慰めるためのものだ。双子はどちらも男だったが、天使像は男か女か定かではなかった。

　王位に執着しながら、若くして命を落とした双子が、世の全てのしがらみから解放されるように、と願っての事だというのが通説である。

「あぁ。私たちは実体がない。いくらでも姿を変えられるが、あの天使像の姿は、神に仕える御遣いの立場を理解されやすいと想ってな。それに、私が導いた者があの像を作った女性の彫刻家だった。先の人生で不遇のまま終わった事に未練を残して、人々の記憶に残る作品を作りたいと願っていた。二代目の王の命を受けて、一生をかけて成したものだ」

「……素敵ね」

「それはどうだろうな？　その女は作品を完成させた直後に死んだが、また転生した。もっと良い物を作りたいと欲を出したからだ。未練が未練を産み、何度も転生した結果、本来は一度の人生で終えるはずの魂に負荷がかかり続けた」

「その方はどうなったの？」

「身体を失った魂は、未練がなければ自ら神の身許へと旅立つが、そうでない者の魂は御遣いが導かなければ、いずれ崩壊する。身体の死よりも耐え難い苦痛を味わいながら、消えるだけだ」

「…………。彼女に手を貸さなかったのね」

「神の身許に行きたくないと拒んだ。仕方がないだろう」

　ジャレッドは淡々とした口調を崩さない。そして、容赦なくミランダにも宣告した。

「転生を繰り返しているお前たちの魂も、そろそろ限界に近い。三回目もだめだったとなると、次は魂が負荷に耐えられるかどうか微妙だというのが、私たちの見解だ。だから、終わらせろ」

　そう言って指差したのは、ミランダの手中にあった離縁状だ。

「ラインハルトは離縁状に署名した時に、お前が別れると言ったらと応じた。後はお前が決断さえすれば、奴との縁が切れたというのに、なぜここに来た？」

　問いかけられたミランダは、離縁状に再び目を落とした。

　ラインハルトの名は確かに署名されていた。だが、達筆であるはずの彼の字は歪み、ところどころインクが滲んだ形跡があった。書きながら何度も手が止まった証だ。ミランダの不安を払拭するために、苦渋の想いで書いたに違いなかった。

「私とラインハルトが結婚したら……彼が死んでしまう。私たちは縁を切った方がいいのかもしれないとも想ったわ。貴方が現れるまでは、西教会に向かおうと想っていた」

「だったら、どうして東に向かった。私はただ選べと言っただけだぞ」

　むしろ、東教会の方が凄惨な死に方をすると、教えてやった。詰め寄るジャレッドに、ミランダは静かに答えた。

「……遠かったからよ」

「なに？」

「貴方に彼が死んだと言われて、ラインハルトがいる王宮を見た時、道は塞がれて戻れなくなっていた。彼をずっと遠くに感じたわ。だから……私、なんでこんな所にいるんだろうって想ったのよ。今度こそ傍にいて、看取れたはずなのに」

　絶望と自分の迂う闊かつさを嘆いたが、もう覆せない。

　深い悲しみに襲われたミランダは、雪が降り積もった王宮を見つめて彼の事を考えた。次々と頭に浮かんできたのは、ラインハルトと過ごした日々の思い出ばかりだった。

　熱烈な求愛に困って、なんとかして諦めて貰おうと勇んで王宮に向かった時が昨日の事のように思い出された。結婚するまでは一緒に暮らせないから、ミランダは何度も彼に会うために王宮に行った。会うたびにラインハルトはいつも喜んで出迎えてくれて、嬉しくて仕方がなかった。

　時間が足りないと寂しく想っていると、夜ごと忍んできて愛してくれた。大嫌いな雪でさえも、なんとか気に病まないようにと言葉を尽くしてくれた。

　ラインハルトと過ごした時間は、かけがえのないものだった。

　──私は何気ない彼との日常を、もっと心から楽しみ、大切にするべきだったんだわ。

　二度にわたる結婚生活がすぐに終わりを迎えた事を嘆き続けるよりも、三度目も彼と出会い、また結婚できた事を喜ぶべきだった。今度こそ彼の傍に最期までいられたのに、彼の死に怯えて逃げて、離れてしまった。

　離れている間にまたしても彼は逝ってしまい、残ったのは後悔ばかりだ。




　私たちはこれからも何度でも出会い、愛し合い、死別する定めなのかもしれない。けれど、だからこそ、最期まで見守るのだ。

　──弱虫の私に足りなかったのは覚悟だわ。

　人はいつか必ず死ぬ。でも、その時まで必死で生きている。繰り返した転生は、いつか必ず訪れる終末を受け入れる時間を与えてくれた。

　四度目の人生でも彼が自分を愛してくれるかは分からない。しかし、たとえまた記憶が奪われたとしても、次はもう想いを胸に秘めたりはしない。無理矢理、自分の心を偽ったりはしない。

　共に生きた幸せは、人生を何度繰り返しても忘れられないものだ。

　今度は生涯をかけて、ラインハルトを愛そう。いつだって他人のために手を尽くす彼に、自分の人生を楽しんでもらおう。一緒に人生を豊かにしよう。たくさんの夢を見よう。

　ミランダはそう胸に決め、三度目の人生を終わらせにきた。




　ジャレッドは小さくため息を吐き、ウンザリしたように言った。

「そうやって執着するのをやめろ、また未練になる。さっさと離縁状に名を書け。誰だって、生まれる時も死ぬ時も一人なんだぞ。どうせいつか離れるんだから、今別れろ」

「嫌よ。ラインハルトとは別れないわ」

　言い切ったミランダに、ジャレッドの目つきが鋭くなるが、くじけずに言った。

「双子の貴方たちは生まれる時、一緒だったでしょう？　偶然、同じ時間に死ぬ人だっているわ。必ずしも生や死が一人とは限らない」

「…………」

「一緒にいて何が悪いの。最期まで傍にいたいと願って、何がいけないの？」

「もういい。書け！」

「嫌よ！」

　強く拒絶したミランダに、ジャレッドは顔を歪め、何事か呟いた。すると突然ミランダの右手に羽ペンが現れて、強く引っ張られるように書面に向かって動く。

「何をするの……っやめて！」

　強引に署名させようとしているのが分かり、ミランダは必死で右手を引き離した。だが、ペンを強く握り締める手は、それ以上いう事を聞かない。ならばと身を屈めて、ペンの上を口で咥えて引き抜いて捨てた。

　離縁状を左手から離そうとしたが、こちらも手に張りついたかのように離れない。

　このままでは強引に離縁状に名を書かされるのは明白で、ミランダはジャレッドに背を向けて駆け出した。

「無駄だぞ！」

　苛立ったジャレッドの声が響いたが、ミランダは振り向かなかった。




　教会の廊下を、ミランダは必死で駆けた。

　外の大雪のため気温が下がり、冷たい風が身体に打ちつける。走っている間に靴が脱げてしまったから、足音もしない。吹雪はやまず、大きな風の音ばかりが屋内に響く。息が乱れて喉が痛み、言葉は出てこない。

　どこに逃げればいいのか、ミランダには分からない。しかし、離縁状に名を書くのだけは嫌だった。

　──助けて……。

　王都の人々は深い眠りに落ちている。誰も救いの手を差し伸べてはくれないと分かっていた。ラインハルトは逝ってしまった。だが、目に見えない形となってしまったとしても、まだ彼は傍にいてくれる気がした。

　──お願い、ラインハルト。

　窓が強風で揺れ、大きな物音にミランダは顔を上げた。

「あ……っ」

　視界に飛び込んできたのは、唯一神ナディアの像だった。無我夢中で逃げ回っているうちに、礼拝堂に入ってしまったのだ。

『東教会に行けば、激痛の末に死ぬ。お前は運悪く事故に遭う。工事中の足場が崩れて下敷きになるだろう』

　ジャレッドの言葉が頭を過ぎる。ナディア神の足もとに跪く天使像がジャレッドと重なって、恐怖で足がすくんだ。目の端で像を取り囲むように大きく組まれた足場が揺らぐのが見えたが、頭が真っ白になったミランダは動くことができない。

　──怖い……でも、ここで死ねば、離縁状に名を書かずに済む。四度目でまた会えるかもしれない……。

　迫る死と離別を強いられる恐怖と共に、そんな想いが頭を過り身体が固まった時、扉が開け放たれる音が響いた。

　立ち尽くしていたミランダは、勢いよく飛び込んできた男を見て、息を呑んだ。

「ミランダ、来い！」

　迷いのない、力強い声だった。

　我に返ったミランダは最後の力を振り絞って、彼に向って走った。

　彼は死んだはずだ。たとえそれが御遣いの噓であったとしても、意識を失うほどの重傷の身体で動いていいはずがない。どれほどの苦痛が彼に及んでいるかと考えただけで、胸が潰れそうだった。

　目から勝手に流れ落ちた涙が現わす感情は哀しみか、喜びなのか、ミランダにも分からない。

　頭上から、足場が崩れるけたたましい音が響いたが、耳に届くのは自分の名を呼ぶ彼の声だけだ。

　今はただ、ラインハルトの傍にいたかった。

　彼の手が腕を掴んだと想った瞬間、ミランダの身体は彼のもとへと強く引き寄せられ、床へと転がった。ナディア像を囲んでいた足場は次々に崩れ落ち、残骸があちこちへと飛び散った。

　ラインハルトは荒い息を吐きながら、なんとか上体を起こすと、腕に抱き締めたミランダの肩を掴み、少しだけ身体から離す。

「……ライン……ハルト」

　涙に濡れた目で自分を見返し、か細い声で名を呼ぶ彼女が何を嫌がっているのか分かり、一度頷いて見せると、問いかけた。

「怪我は？」

「ないわ」

「痛みは？」

「ないわ！」

　崩れた足場の残骸は、二人の足もとのすぐ傍に転がっていた。先ほどまでミランダが立っていた場所は、床が全く見えない。

「……っよかった……間に合ったな」

　ラインハルトは安堵の息を漏らして、飛びついてきたミランダを再び抱き締めた。全身を震わせて泣きじゃくる彼女を慰めようとしたが、彼の目は残骸の山の上に降り立った者へと向けられた。

「逃げても無駄だぞ、ミランダ」

　冷ややかな声にミランダはびくりと身を強張らせ、恐る恐る振り返り、青褪めた。ラインハルトは、セラフィの本来の姿と酷似したジャレッドを見返す。容姿は同じでも顔に一切の感情がないこの者は、明らかに違うとすぐに気づいた。

「お前の御遣いか？」

「そう。……ジャレッドよ」

　ミランダはそう答えて、震える手で離縁状をラインハルトに差し出した。途端に渋い表情になった彼に、泣き笑いの顔を浮かべた。

「離縁状に署名しようと想って西教会に向かっている時に現れたわ……そこで、貴方は死んだと聞かされた」

「セラフィの奴に眠らされただけだ。書くな」

「えぇ……思い直したけど、王宮に戻る道を閉ざされてしまったから、ここに来たの。私もすぐに後を追うのなら、貴方と結ばれた証を抱いて死にたいと想って……」

　ミランダはなぜラインハルトがここに辿り着いたのか、知る由もない。その経緯をお互いに伝え合う時間を、ジャレッドは与えなかった。

「渡して貰おうか」

　冷淡な声で告げて、手を差し出す。指先は真っすぐにミランダに向けられ、彼女の手に張りついていた離縁状がふわりと浮き上がった。それを見たラインハルトは素早く紙を掴み、ミランダも腕から離さない。

「どっちも渡さない」

「なに？」

「御遣いだろうが何だろうが、ミランダに手を出すな。彼女は俺が幸せにしてみせる。お前に離縁状を渡して、俺たちの運命を他人に委ねたりもしない」

　ラインハルトの顔色は青い。額からは汗が滴り落ち、乱れる息を整えながら声を絞り出しているのが、ミランダには分かった。相当無理をしてきたのか、それとも本当に彼の命は風前の灯なのか判断できない。自分の死が今は回避されたとはいえ、またいつ不慮の事が起こるかも分からない。

　しかし、ミランダは怖くなかった。ラインハルトと一緒にいるからだ。

　だから、心の拠り所にしていた離縁状にラインハルトが両手をかけたのを見ても、止めようとは想わなかった。

　ジャレッドは眉をひそめ、警告した。

「お前たちには互いを結ぶ鍵があるが、当然ながら縁を断ち切る鍵もある。ラインハルト、お前は言葉だが、ミランダは物だ」

「それで？」

「……分かっているようだな。ならば、もう一つ教えてやる。鍵は主に記憶に作用するが、魂にも影響する。お前たちが一緒に転生を繰り返しているのは、互いに未練を残して魂が中途半端に繫がっている状態だからだ。本来、死後の魂は単独で神の身許に行くはずなのに、そんな状態でいるから転生を繰り返している。正しい行いは、離れる事だ。三度目で離縁状を書いて、別れも受け入れたお前の行動は理にかなっていた」

「…………」

「迂闊な言動をすれば相手への未練を深め、二人とも破滅へと真っしぐらだぞ──選択を間違えるな」

　厳しい宣告は、自分たちの行く末を決めるものだと言外に匂わすものだった。それを感じ取ったラインハルトの顔は俄かに緊張したが、ミランダは夫に寄り添い、励ました。

「間違ってもいいわ。やり直せばいいのよ」

「ミランダ……」

「また会いましょう。次の人生でまた記憶を奪われても、貴方が愛してくれた喜びは絶対に忘れないわ」

　ミランダは穏やかな笑みを向けた。かつて死別への不安を漏らしてばかりいた彼女の瞳は、もう揺るがない。ラインハルトもまた優しく微笑み返した。

「俺はお前を幸せにすると決めた。必ず見つける」

「今度は私が先よ」

　二人は頷き合い、冷然と見下ろすジャレッドを共に見返し、告げた。

「俺たちは諦めない。転生を繰り返しても、何度だって夫婦になる」

「私たちは最期まで一緒にいる。三度目がだめなら、四度目に挑むわ」

　ラインハルトはためらいもなく、離縁状を破り捨てた。それと同時に彼の腕に激痛が走り、顔を歪める。そんな彼の異変に気づき、ミランダは彼の身体に回した腕の力を強くした。

「三回目で……ようやく終わるな」

　御遣いの笑う声が、無慈悲に響いた。




　二人の一度目の人生は、静かに終わった。ラインハルトは重病に苦しみ、ミランダは冷たい雪に感覚を奪われて、眠るように逝った。

　二度目の人生は、どちらも敵軍の手にかかり、激痛を味わいながら息絶えた。

　ただ、三度目の死を、二人は恐れなかった。

　傍にいる。お互いの温もりを感じながら共に逝ける。また会おうと約束もできた。

　ラインハルトは、ミランダを自分の手で幸せにすると誓った。

　ミランダは、ラインハルトと共に最期まで人生を一緒に過ごすと誓った。

　離縁状を破り捨てた瞬間、二人の身体は光に包まれた。互いを抱く力を少し強くしただけで、心は穏やかだった。そして、かつて感じたことのない温かい感覚に惹かれるように、二人は目を開けて驚いた。

　あの本のような赤色の一本の糸が、真っすぐに互いを繫げていたからだ。




「よい道を選びましたね」

　頭上から、安堵したような穏やかなセラフィの声がした。

「あれだけ絡まっていた未練が解けるとはな……」

　淡々としたいつもの声ではあったが、少し感心したようなジャレッドの声も重なる。

　双子の御遣いが二人の傍らに降り立つと、糸は消えた。彼らを見返したミランダは、戸惑いを隠せないまま問いかけた。

「離縁状を破り捨てた行為が、正しかったのですか……？」

「貴方たちにとってはそうでしょう」

「御遣いの立場から言えば、誤っているんだがな」

　困惑したミランダをラインハルトは抱き締めたまま、セラフィに尋ねた。

「俺たちは何度転生しても、相手と添い遂げる覚悟を決め、別れるという選択肢を完全に捨てた。同じ想いを抱いた事に意味があるのか？」

「えぇ。迷いは未練となりますからね。貴方たちはそれを振り切ったのです。現世に未練を残さずに、相手と想い合い結ばれた魂は、繫がったまま共に神の身許に行けます。本来、単独で旅立つものですから、とても珍しいんですよ」

「まずありえない。おかしい。どちらかの想いが偏って、上手くいかないものだからな」

　苦々し気にジャレッドが続けて言うと、理解したらしきミランダが頰を染めているのを見て、強く言い含めた。

「今回のお前の死は回避されたが、またいつ死ぬか分からない。未練が消えた今、恐らく次はないぞ」

「いいわ。ラインハルトと一緒にいられるんですもの。その日まで大切に生きるわ」

「……ふん。やっとお前の御遣いを降りられる」

　悪態をついて姿を消したジャレッドにセラフィは苦笑して、

「私たちは最期まで見守っていますよ」

　と二人に告げて、彼の姿も見えなくなった。

　ラインハルトは舌打ちして、ミランダに言った。

「お前の御遣いは態度が悪い。あの連中の主君にいつか文句を言ってやる」

「貴方も負けていないわよ。神に喧嘩を売りそうだわ」

　ミランダはくすくすと笑って、二人の御遣いの主あるじ──ナディア神の像を見上げた。

「遣わしてくださって、ありがとうございました」

　心を込めて祈った彼女に、ラインハルトもまた謝意を込めて女神を見上げた。そして、再び愛妻に視線を落とし、懐から花梨の簪を取り出して頭に飾った。

「……持ってきてくれたのね」

　嬉しそうに顔を綻ばせたミランダに、ラインハルトは微笑み、

「返しにこい、だろう？」

　と言って、抱き締めた。

　そのまま顔を寄せてきた彼に、ミランダは慌てた。

「待って。ここは教会よ、不謹慎だわ」

「どこがだ。俺たちが愛し合っていることを、もっとよく知って貰おうじゃないか」

　ラインハルトは微笑んで、真っ赤になったミランダの顎を引き上げて、唇を重ねた。




　王都に吹き荒れていた吹雪が突然やみ、ラインハルトを追って東教会に向かっていたイリアスたちのなかで、真っ先に二人に気づいたのは、ソニアだった。

「お嬢様ああぁ！」

　顔を涙でぐしゃぐしゃにしながらかつての呼び名を絶叫する。雪をかき分け駆け寄り、抱き着いたソニアを、ミランダは笑って受け止めた。

「よかった、声が出るわね！」

「え……？　あ、本当です！」

「ラインハルトに行き先を知らせてくれたそうね。ありがとう」

「お嬢様が字を教えてくださったからですわ！」

　ソニアは、ジャレッドとミランダの会話は半分も理解できなかったが、ミランダとラインハルトが無事でいる事が一番で、顔を綻ばせた。嬉しそうに話す彼女たちの傍らで、イリアスは安堵の息を漏らしながら、彼が手綱を引いて歩いていた馬を預かった。

「間に合ってよかったです。身体は大丈夫ですか？」

「寝ていれば治るだろう」

「そうしてください。どのみち王都中の人間が眠っているんですから、しばらく誰も邪魔をしませんよ」

「…………」

「何を考えているんです。寝てください」

　ミランダを見やり、なにやら思案気なラインハルトに、イリアスは釘を刺す。ラインハルトは苦い顔をして、ミランダとソニアを連れて王宮に向かって歩き出した。二人の御遣いが気を利かせたのか、道の雪はすっかり解けていて、難なく進むことができた。

　イリアスは、ラインハルトに献上された馬の手綱を引いて歩いた。雪の中で酷使された馬が、全く疲れた様子を見せないことに感心した。

「良い馬だ」

「そうだろう。いつでも戦に使えるぞ」

　自慢気に答えたのは馬を献上したディオだ。彼の返事に、イリアスは苦笑した。

「いや……もう大きな戦は起こらないんじゃないか？」

「なに。では、育てた馬はどうなるんだ！」

「そうだな……。賭けに使うとかどうだ？　今、若い連中の間で多少流行っているが、規模が小さい。あれはいい娯楽になるぞ。紳士の遊びだともっと大々的に広めて、貴族連中の金を巻き上げて会場も造ってだな──」

「金儲けに使う気か!?　公爵家の跡取り息子ともあろう男が！」

「いやいや。騎士がいらなくなるように、いつか貴族制度自体がなくなる可能性だってあるだろう。食い扶ぶ持ちは自分で稼がないと飢えるぞ。良家の婿になっても、安泰じゃないぞ？」

　冷静に諭されたディオは、しばらく黙った後、不安そうな顔になった。

「……そうなのか？」

「あぁ。さて、詳しい話をしようじゃないか。興味があるんだろう？　私とひと儲けしよう」

　にっこりと笑ったイリアスの目は、全く笑っていない。完全に獲物を掴まえた獣そのものだった。




　王宮の寝室に着いたラインハルトは、ソニアを下がらせた。部屋に入って寝台に乗ると、ミランダを抱き寄せ、共に横たわった。ミランダの背に腕を回し、彼女もまた抱き締めてきて、互いの温もりを感じ取る。

　ラインハルトは安堵の息を漏らした。

「寝たきりだったからか……さすがに身体に堪えるな」

「私も、ずっと寝ていなかったから、足がふらふらよ」

　二人は顔を見合わせて、同時にくすくすと笑った。

「一緒に眠ろうか」

「えぇ。また同じ夢を見ましょうね」

　寄り添いながら眠りに落ちた二人の傍に、再びセラフィとジャレッドが舞い降りた。二人の魂を繫ぐ赤い糸が、揺るぎない事を改めて確かめる。

「これで終わるぞ。三回目でやっとだ」

　清々したと言わんばかりのジャレッドに、セラフィは微笑んだ。

「そうですね。今度こそ二人は自分たちの生を全うするでしょう」

「手間のかかる奴らだ」

　そう言いながらもジャレッドの目がいつになく穏やかな事に、セラフィは気づいていた。




　豊穣──生と死を司る神ナディアは唯一の存在であり、人間の心の機微に疎い。あまりの力の強さゆえに、未練を残し不安定な人の魂に関与しすぎると壊してしまいかねなかった。しかし、未練を残した魂は、大半が彼女のもとに着く前に力尽きて消える。

　そこで、ナディアは未練を残しながらも辿りつけた強い魂に力を分け与え、その身を使うようになった。ナディアに従った強い魂たちは、人間の心に触れ、想いに共感することができた。そして、未練を残した他の魂が転生を待つ間の器になった。

　彼らは神の遣いだと人々に名乗り、いつしか御遣いと名を変えた。

　ラインハルトとミランダも、かつては御遣いだった。二人とも間もなく転生を迎える身で、新入りとなった双子の監督を任された。

　双子は王位をめぐって互いに憎しみ合い、大きな戦まで起こしたことを悔い続けて迷った身だった。特に、戦嫌いだったラインハルトは、双子にいつも手厳しかった。ミランダが間に入ってくれたが、ジャレッドは気性が荒い方だったので、初めは彼と大喧嘩をしていたものだ。

　そして、御遣いの転生は、神の手によって行われる。

　生と死、全か無の神の力が及び、記憶を完全に消すためだ。たくさんの人々の悲しみや苦しみを見る御遣いは、真っ白な状態で新たな人生を歩き出し、多くは何も未練を残さずに生きた。

　だが、時として、ラインハルトやミランダのようにまた未練を作り、いつまでも人生が終わらない者が出る。自分たちの心に寄り添ってくれた二人のために、双子は彼らの御遣いになると名乗り出た。

　双子は、二人が自分たちの事は忘れたままでいいと想った。ジャレッドも、ミランダにナディア像の天使とそっくりだと指摘されても、容姿は変えられるとごまかした。

　今は三度目の人生──そう想っている彼らに、転生は三回目で、御遣いとして多くの哀しみを見てきた事など思い出す必要はない。自分たちの人生を、歩むべきだ。

　そして今、輪廻の終わりがきた。ようやく、彼らは幸せになる。転生を繰り返さず、決して離れない稀け有うな魂となって神の身許に召され、人生を終えるだろう。




「なんだかんだ言いながら、貴方は最後に手を貸しましたね」

「私はただ選択を迫っただけだ」

「十分助けていますよ。なんの当てもなく生かされる方が大変です。なんとかしてミランダに内省を促そうとしているのがよく分かりました」

「…………」

「貴方がここまで深く関わるのは珍しいですね。貧富の差がひどく、飢餓で死ぬ人間が多すぎて、人間嫌いになっていませんでしたか？」

　かつて、双子はどちらも国を想う者同士だった。だが、彼らの後見が利益を得るために周囲の憎悪を煽り、互いの臣下たちの諍いが頻発し、引くに引けぬ立場に追いやられた。挙句に旗色が悪いと見ると、大半がさっさと国外逃亡をしていた。

　お陰でジャレッドは、人の心に寄り添う御遣いとなりながらも、究極の人間嫌いだ。

「……一度目の時、ミランダの父親は娘が死んだと聞いて、かなり堪えたらしくてな。娘を売って得た金を、全て教会に寄進した。母親も風の便りで話を聞いて、生涯悔やみ続けた。……まだ捨てたもんじゃないと想った」

「そうでしたか。私がラインハルトを転生させた時、貴方は彼女をわざわざ彼の両親の友人関係にあった家に転生させましたものね？」

「偶然だ。たまたまだ」

「二度目も不遇に終わったものですから、私はラインハルトに高い地位と健やかな身体をと想い、王族に転生させました。そうしたら、ミランダは王家に嫁げる公爵家の娘ですものねぇ？」

「…………」

「二人の魂を繫ぐべきだという私の意見に賛同してくださっていたようで、嬉しい限りです」

「煩うるさいぞ」

　顔をしかめる彼にセラフィは微笑んで、眠る二人にも視線を向けた。

「この先、どう生きるでしょうか」

「分かる訳がないだろう。私たちが見通せるのは、死が迫った時だ。人間は誰だって、いつ何時どうなるかなんて分かりはしない。死を回避できるかどうかも、その者の行動次第だ」

「そうですね……。けれど、二人はたとえすぐに伴侶を失う事になっても、今度は向き合うでしょう」

　どうせ死ぬからと、彼女との人生を諦めようとする事は、ラインハルトの未練になった。彼の死を過剰に恐れすぎて、共に生きられる大切な時間を心配ばかりに費やしてしまう事は、ミランダの未練に繫がった。

　本当の未練がなんなのかを、御遣いは教えられない。

　口にする事は簡単だが、本人が気づき、心から想わなければ結局は心に残ってしまうからだ。

　ただ、ラインハルトとミランダの三度にわたる人生で、彼らの幸せを願い支えてくれる味方を得ていた。転生してまで二人を繫ごうと手を貸したイリアスや、声を失ってでも助けようとしたソニア、深い愛情を注いだ二人の両親は、その最たるものだ。

　周囲の人々の助けを借りながら、二人は自分たちの道を歩き始めた。繰り返した人生は、決して無駄ではなかった。夫婦として共に生きると覚悟するまでの時間が、他人よりも少しばかり長くかかっただけだ。

　これからラインハルトは人生を賭して、ミランダを幸せにするために努力するだろう。ミランダは彼を愛し、支え、向き合い続けるだろう。

　いずれ必ず訪れる別れの時まで二人は互いに想いやり、先に逝った者は伴侶を待って、共にナディア神の身許へと旅立っていくだろう。その時、自分たちの人生は幸せだったと、二人は言うに違いない。

　長くナディアに仕えていた二人は、多くの人々の悲しみや苦しみを見たために、転生の際、彼女に短命を望んだ。互いに惹かれている事も、一切口にしなかった。

　ナディアは人の世に直接関わることができず、転生させた魂を還すまでしか手が及ばない。そして、二人の魂は、不穏な家に産まれ落ちてしまった。

　ナディアは悩んだ。一度目の人生で二人が出会ったのは偶然だったが、どちらもまた未練を残して、二回目の転生が必要になった。二人の御遣いになると名乗り出た双子に『必ず何とかしなさい』と、迫ったものである。

　彼女は、夫婦となった二人の魂を慈しみ、温かく迎えるはずだ。




　柔らかく笑うセラフィに対して、ジャレッドはやはり表情を変えなかった。そして、ぽつりと呟いた。

「……私が王都の連中を一斉に起こす時、ついでにラインハルトの傷を治してやれ」

「では、ミランダも衰弱していますから、貴方も体力を戻してあげてください」

「それはまずいだろう。今度は抱き潰されるぞ」

「ですが、ミランダだけ弱ったままだと、ラインハルトがものすごく過保護になりますよ。ミランダはどっちが困ると想います？」

　真顔で尋ねられたジャレッドは一喝した。

「知るか！　だから、私は恋仲の奴らの魂に関わるのが嫌なんだ！」

「私は好きですよ。神の身許へ行くのを拒んだ、一途な魂の美しさを知っているからでしょうかねぇ。彼女は素晴らしい彫刻家でしたね」

　ジャレッドはぎくりと身を固くしたが、セラフィは無邪気に追い打ちをかける。

「貴方の事が好きになりすぎて、国中の教会の像はほとんどが彼女の作品ですね。私の像はおまけだと言われましたが。貴方もずっと自分の身体の中に彼女の魂を宿して守ると、ナディア様へ直訴していましたね」

　ジャレッドの体内には、天使像を造った彫刻家の魂が眠っている。転生を繰り返しすぎて魂が傷つき、次はないと見られていた。

　いい加減にしろと、ジャレッドは彼女を叱った。いつまでも自分が転生するのを待つんじゃないと、想ったからだ。後見役にそそのかされたとはいえ、大きな戦を起こした身を恥じ、ジャレッドは御遣いを続けるとナディアに誓っている。セラフィも自分も同罪だと言って、転生を望んでいない。彫刻家は彼らの事情を理解しながらも、どうしてもジャレッドへの想いが捨てられなかった。

　だから、彫刻家の魂が限界に近くなった時、ジャレッドは彼女の魂を体内に取り込み、守ることにした。

「……余計な事を言うんじゃない」

「あの時の貴方の熱弁といったら……貴方は彼女に根負けしたとか嘯うそぶいていましたが、それにしては……ねぇ？」

「いい加減に黙れ、貴様！」

　顔を真っ赤にした同胞に、セラフィは久しぶりに声を上げて笑った。




　半日後、ミランダとラインハルトが目覚めたというセラフィからの知らせを待って、ジャレッドは術を解き、王都の人々も次々に目を覚ました。

　国王夫妻も、いつの間にか眠らされていた事に驚いた。警護の兵を引き連れて慌てて向かったのは、危篤状態の息子の寝室である。部屋の外に控えていたイリアスの姿はなく、夫妻は不安を増幅させた。

「ラインハルト！」

　国王はノックもせずに扉を開けて立ち尽くした後、その場に卒倒した。慌てて警護の兵が受け止めた。遅れて室内に視線を向けた彼らも、ひっと息を呑む。

　寝台の上では、ずっと意識のなかったラインハルトが身体を起こしていた。王は喜びのあまり倒れたのだろうと想うところだが、なぜか王子からは不穏な空気が漂っている。しかも、王子に抱き締められていたミランダは、頰を真っ赤に染めて彼の胸に顔を埋めていた。

　どうやら完全に邪魔をしたらしい──と一同は察する。

　ラインハルトが起き上がっている奇跡を前に、その場に座り込んでしまっていた王妃はようやく泣き笑いの顔を浮かべて立ち上がり、二人に歩み寄った。

「神に感謝しなければいけないわね」

「そうですか。私は部下の教育がなってないと文句を言いたいですよ」

「部下？」

「こちらの話です」

　苦々し気に言うラインハルトに、王妃は不思議そうな顔をした。意味が分かったミランダは、つい笑ってしまった。




　その後、ラインハルトは大事をとって、暖かくなるまで静養した。彼に後遺症は全く残らなかったが、大切な跡取り息子に無理をさせまいと、国王夫妻はほとんど公務を入れなかった。無論、この好機をラインハルトが見逃すはずもなく、ミランダを片時も離さず、新婚生活を満喫した。

　やがて、王国に春が訪れた。ラインハルトとミランダが再会して一年が経った日、立太子の儀式が盛大に教会で執り行われ、正式な後継者として国内外に示された。

　王太子になったラインハルトの傍には、花梨の簪を付けたミランダがいた。幸せそうに穏やかに微笑む彼女は、参列した人々の目を惹きつけた。ラインハルトの寵愛を一身に受け、王太子の溺愛ぶりは国外まで噂になるほどだった。ミランダは全ての国民に慈悲深い妃として知られ、国王夫妻とも良好な関係を築いていた。

　儀式の間も折に触れて互いを見交わす仲睦まじい若い夫婦に、人々は王国も安泰だと口々に言った。ただ、誰の目から見ても、順風満帆の人生を歩むミランダは、誰にもいえない秘密を抱えていた。

　ラインハルトの独占欲に、歯止めがかからないのだ。




　儀式を終えた夜も、ミランダは早々に寝室へ連れ込まれ、あっという間に脱がされると、激しく求められた。ラインハルトに組み敷かれ、昂ぶった屹立に苛まれたミランダはすすり泣いた。

「あ、ぁ……っも、う……だめ！」

「お前を物欲し気な顔をして見ていた奴らがいたんだ。俺で満足させておかないとな」

「それは気のせい……あぁあっ」

　腰を掴まれ、強く突き上げられてミランダは甘い声を漏らす。散々翻弄された末、既に一度たっぷりと子種を注がれていたから、彼の屹立は滑らかに中を穢した。

　熱い楔が揺さぶられると、繫がった場所から自分の蜜と白濁の混じった雫が肌を伝い、淫らな音を奏でる。いつも以上に、ミランダはラインハルトに激しく抱かれていた。

　処女を捧げたばかりの頃と比べものにならないほど激しく求められても、彼に堕ちた身体はそれを受け止めてしまう。

　ミランダは過敏な場所をしつこく穿たれて、汗ばんだ彼の背にすがる手に力が入らない。

「……っぁ……あっ……ぁあっ」

　がくがくと身体が震え、達している身体をさらに楔で攻め立てられて長い快楽を味わった末、再びラインハルトの欲望が注ぎ込まれた。

　息を整えたラインハルトは、ぐったりと寝台に身を沈めたミランダの額に、愛おし気にキスをした。

「上手くなったな」

　そう告げて、彼が濡れた手でするりと下腹部の上を撫でる。ミランダは頰を染めて、軽く彼を睨んだ。

「なにかは……聞かないわ」

「あっという間に搾り取られる」

「聞いてないわよ!?」

　半泣きになるミランダに、彼はくすくすと笑った。

「お前はいつも可愛いな……止まらなくなる」

「え……あ!?」

　軽く腰を揺り動かされ、繫がったままの場所を意識させられたが、達して萎なえたはずの楔が、再び硬さを取り戻してきているのが分かる。早すぎるわ、とミランダは泣きそうになった。

「以前、お友達から、男は豹変すると聞いたけど……本当だったわ」

「寝室で、だろう？」

「う……」

「その通りだ」

　余計な事を言ったと後悔しても、もう遅い。抱き寄せられると、そのまま身体を入れ替えられて、ミランダは彼に跨るような姿勢を取らされた。

「……っあぁ！」

　身体の中で彼の楔が大きく動き、敏感に感じ取ったミランダの身体はぐらりと揺れた。すかさずラインハルトの腕が背に回されて抱き寄せられ、胸を愛撫された。

「や……あ！」

　逃れようとしても、彼のもう一方の手は尻を掴んでミランダを捕え、下から雄で突き上げてくる。

「お前が好きな所を弄ってやる」

「もう、いい……のよ……っ!?　あ、あ……あぅうっ」

　あまりに快楽が強すぎて、ミランダは泣き喘ぎながら訴えたが、彼が動くたびに味わう悦びに酔っている自覚もあった。

　止められたら、きっとひどく疼いて辛い。でも、止められなかったら、自分がどれほどの痴態を彼にさらすか、嫌というほど知っている。

　そんなミランダの葛藤を、ラインハルトはすぐに見抜いた。

「強すぎたか？」

「……少し」

　ミランダが真っ赤になりながら頷くと、彼は動きを少し緩めて宥めるように撫でてくれた。

「分かった、ゆっくりイこうか」

「えぇ……え？」

　安堵したのもつかの間、ラインハルトは、今度はミランダの過敏な場所ばかり擦り上げた。激しいものではないというのに、じわじわと快楽が込み上げてきて堪らない。

「……っぁ……あぁっ」

　熱い楔を感じ取る。彼を欲しがって強く締めつけているからだろう。

　ミランダは視線を落として、ラインハルトを見つめた。

　彼の目は真っすぐに自分を見返してきた。転生を繰り返してきたが、年齢も、身分も、身体も今とは違う。

　しかし、ラインハルトの眼差しだけは変わらなかった。いつでも彼は優しく、慈しみ、想いやってくれた。それは、ミランダの心の支えになり、繰り返してしまった人生に、新たな一歩を踏み出す勇気をくれた。

　──ラインハルトと共に生きよう。

　どちらが先に逝くとしても、良い人生だったとお互いに言えるように、毎日を大切にして暮らそう。

　ミランダは心からそう考え、日々深まる想いを告げた。

「愛してるわ……ラインハルト」

「俺もだ。もう離さない」

　二人は惹かれ合うように唇を重ね、ゆっくりと離れる。ラインハルトはミランダに見惚れ、呟いた。

「……抑えられそうにない……いいか？」

「えぇ……貴方をもっと感じたいわ」

　ミランダは微笑んで、ラインハルトから与えられる悦びに満たされていった。








エピローグ　夢を結ぶ









　季節が過ぎ、王都が秋を迎えた頃、ラインハルトはミランダと共に建築中の学校へ視察に赴いた。

　二人で国王夫妻に掛け合い、事業を始める許しを得て、まずは中核となる学校をひとつ、王都に造り始めたのだ。

　周囲の者の手を借りながら、建築の費用や開校に必要な手続き全般はラインハルトが中心となり、ミランダは教師の招しょう聘へいや科目の選定などの実務的な事に尽力した。学費はなるべく抑え、身分を問わず、学びたいという意思があれば、誰にでも門戸を開くという目的は一貫していた。

　事業が公表されると、貴族の中から眉を潜める者も少なからずいたし、通うのは平民の子が多いだろうと二人は考えていた。受け入れられるのも、人々に浸透するのも時間がかかると、覚悟の上である。いずれ貴族と平民の学校を併合するつもりだったが、その時には猛反発を受ける事も理解していた。

　それでも第一歩を踏み出せたことは、二人にとって感慨深いものがあった。




　学校の視察を終えた二人は、シャルトル公爵家に立ち寄った。

　喜んで出迎えた公爵夫妻は賓客室に招き入れ、しばらく世間話をしていたが、ラインハルトは公爵の様子がおかしい事に気づいた。

　理由を尋ねると、この後、イリアスのもとに婚約者のアイシャが会いに来る予定だと告げた上で、近頃の悩みの種を打ち明けた。

　イリアスが、ちっとも結婚しようとしない、というのである。

　それを聞いたラインハルトは少し思案した後、公爵に助言した。ミランダは、自信満々に話す夫と、前のめりになって聞く両親を見つめ、目が泳いだ。




　やがて、アイシャを連れてイリアスが賓客室にやって来た。簡単な挨拶を交わした後、全員が着座するのを待って、公爵はまた理解ある父親風の口調で言った。

「イリアス。私は、お前のする事に口を挟まないようにしている。賢明なお前の事だから、そろそろ何をするべきなのか、言わずとも分かっているはずだと想うからだ。さぁ、アイシャ殿と、みなさんの前で何をしたいか、言ってみなさい。私が全力で応援してやろう」

「父上……いいのですか？」

　イリアスが驚いた顔をしたのを見て、公爵は頷きかけて、ぴくりと止まった。

　なんだか、とっても嫌な予感がする。王太子のいう事だから間違いないと踏んだが、新たな悪夢の始まりではないだろうか。

　いや。息子はミランダと違って、清廉潔白な貴公子と評判の男だ。妻を見れば同意して頷いてくれていたから、ひとまず安心したのだが。

　ラインハルトが肩を震わせて笑っていた。ミランダが同情の眼差しで見返してきた。アイシャは相変わらず微笑んだままだ。

　公爵の治ったはずの胃が、キリキリと痛み始めた。

「待て。今の話は───」

　なかったことに、と言いかけたが、イリアスは見逃すはずがなく、わざとさえぎった。

「父上、その言葉を待っていました！」

「待てというに！」

「私は商売を始めたいんですよ。飲食店も魅力的ですが、やはり一番は賭博場ですね。国を豊かにするためにはお勉強も必要ですが、よく食べて、よく遊ぶことも大事です。ぜひともご支援頂きたい」

　公爵と夫人は揃って目を真ん丸にして、満足気なイリアスを見返し、立ち尽くした。すかさずアイシャとミランダが椅子を引いてきて、二人の後ろに置くと、力なく座り込んで頭を抱えた。

　ラインハルトは、「素晴らしい機転だ」などと言って彼女たちを称賛したが、なんの慰めにもならない。公爵はそれでも息子に迫った。

「イリアス、違うだろう!?　お、お前がまずするべきことは、結婚だ！」

「私のする事には口を挟まず、全力で応援すると言ったのは父上です」

　イリアスの返答は、ミランダよりも早い。口が達者な息子には、間違いなく言い負かされると察した公爵は、アイシャに必死で訴えた。

「ど、どうか今の話は御両親に──」

　内密にして貰わねば、最悪破談だと想ったが。

「えぇ。伝えておきますわ。イリアス様のお好きなようになさってください。結婚なんて、いつでもできますわ」

　と、笑顔で言われて、公爵夫妻はぐうの音も出なくなった。




　帰り際、ミランダはアイシャを誘って、花梨の木がある中庭へと出た。イリアスに詰め寄る公爵夫妻と、間に入って宥めているラインハルトからは、少し距離がある。

　彼らが話に夢中になっているのを確かめてから、ミランダはアイシャに問いかけた。

「お兄様の事……どう想われていますか？」

　アイシャは可憐な容姿で、しっかり者だ。それこそ、イリアスと婚約するまで、縁談はひっきりなしだった。決め手として、公爵家の跡取り息子という点が大きかったのだろうが、今の話は厳格な貴族の家であれば眉をひそめかねない。

　心配になったミランダに、アイシャは柔らかく笑った。

「本当に素敵な方だと想いますわ。両親は早く結婚してほしいようですけれど……」

「そうだと想います。兄は以前、殿下を差し置いて先に結婚できないと、両親にも言っていましたが……申し訳ありません」

　ミランダも今のアイシャのように二十歳を超えたあたりから、両親が口煩くなった記憶がある。イリアスが結婚や自分のしたい事を後回しにしてきたのも、自分たちを手助けするためだろうと、申し訳なく想っていた。

　アイシャは首を横に振った。

「実は結婚に腰が引けているのは、私の方なんです」

「え!?」

「私……本当は男性が苦手で。子供の頃から縁談がきて、同世代の子だけじゃなく、年の離れた人とも会わされて、不躾な目で見られたりもして嫌になってしまったんです──」

　だが、イリアスは違った。アイシャが男につい身構えてしまうことにすぐ気づいて、配慮を欠かさなかった。いつも飄々としていて、何を言っても上手く返してくれるから、アイシャも気軽に話せるようになった。

　ただ、結婚ともなれば、跡取りを産むよう周囲の期待が否応なく寄せられる。身体に触れられることには、アイシャもまだ覚悟ができていなかった。

「──婚約者のままであれば、他の縁談はきませんし……触れなくても何も言われないだろうと、イリアスは言ってくれています」

　未婚の貴族の子女は処女が尊ばれる。その伝統に、ラインハルトは散々気を揉んでいたが、イリアスには都合がよかったらしい。

　腹黒な兄だが、アイシャには紳士だ。ほんのりと頰を赤く染めて穏やかに微笑むアイシャを見て、彼女を大切に想い、待っているのだろうと、ミランダは理解した。




　公爵家を後にしたミランダとラインハルトが王宮に戻ると、出迎えたのは宰相セラフィである。御遣いとしての役目を終えた後も、ジャレッド同様にその地位に留まっていた。

　二人の行く末を最後まで見届けるためだという彼らは、以前同様に宰相と教皇という役割に徹していたが、今日のセラフィは心なしか浮かれていた。

「お帰りなさいませ」

「あぁ。わざわざどうした？」

「今しがた大使がお見えになりまして、例の物の事で……」

　言葉を濁したセラフィに、ラインハルトはそれだけで理解した。不思議そうなミランダに、

「先に戻っていてくれ」

　と、声をかけた。彼女が侍女たちと一緒に王宮の中に入っていくと、セラフィと共に大使の待つ賓客室へと向かった。




　一時間後、接見を終えたラインハルトは大使を見送ると、机に置かれていた箱を開いた。

「よかった。ミランダが喜ぶぞ」

　箱に入っていたのは、新しい夫婦のグラスだ。

　ラインハルトの事故を知らされた時、ミランダはグラスを落として割ってしまった。その事を彼女がずっと気に病んでいたので、結婚祝いで贈ってくれた国の大使に事情を説明して、またグラスを作って貰ったのだ。

　丁度、結婚して一年を迎える記念の日だったので、ラインハルトは間に合ったと安堵した。

　喜ぶ彼女の顔を思い浮かべて嬉しそうな様子の彼に、セラフィは笑みを深めた。しかし、ラインハルトが箱を持ち上げようとしたのを止めた。

「今はやめた方がいいですよ」

「なに？」

「今度は貴方が割ると想います」

　怪け訝げんそうな顔をしたラインハルトが顔色を変えたのを見て、セラフィは言葉足らずだったかと、慌てて宥めようとした時、蒼白になったソニアが駆け込んできた。

「殿下、一大事です……っミランダ様が……お倒れに！」




　人の口というものは真に恐ろしいものだと、ミランダは今日ほど想った事はない。

　ひと足先に、居住区にしている東の後宮へ戻ったミランダは、ラインハルトが接見を終えて戻って来たら、一緒にお茶をしようと想っていた。

　天気も良かったので中庭の一角にテーブルと椅子を用意して貰い、侍女たちと一緒に準備をしていたのだが、運ばれてきたお茶菓子の匂いを嗅いだ瞬間、急に気分が悪くなった。

　軽い立ちくらみも起こして座り込み、昼食を少し戻してしまった。幸いにして手近に器があり、ドレスも汚さずにすんだ。しばらく座っていたら体調も戻ったが、事はそれでは済まなかった。

　侍女たちがうろたえて、やれ医者だ、ラインハルトや国王夫妻に注進だと大騒ぎである。日頃からラインハルトが過保護にしているので、下の者にも移っているらしい。

　すぐに吐き気は収まったので、医者と国王夫妻への注進は思い留まらせ、ラインハルトには大使と接見が終わっていたら、軽く伝えるだけでいいと言った。だが、ソニアが蒼白になったまま駆けていったので、若干不安である。

　今も隙あらば寝室で休ませようとする侍女たちに、ミランダは困ってしまった。そんな時、やって来た男に息を呑む。

　死後の魂を導く御遣い──ジャレッドだった。

　なぜか機嫌が良かったセラフィとは違い、ジャレッドは渋い顔だ。挨拶を済ませた後も、なにやら彼の視線はさまよい、ちっとも来訪の理由を口にしない。焦れたミランダが問いかけるとやっと口を開いた。

「……なぜ私が」

「え？」

「こういう宣告はセラフィがやるべき事で、私の性に合わん……いえ、合いません」

「宣告……」

　俄かに顔を強張らせて血の気が引いたミランダに、侍女たちは一斉にジャレッドへ怒りの視線を向けた。会話の意味が分からなくても、ただでさえ今具合が悪くなった王太子妃を追い詰める真似をしたと瞬時に理解したらしい。

　無数の詰る視線に、ジャレッドは苦々し気な顔をした。

　セラフィに貴方がミランダの御遣いなのですからと説得されてきたが、やはり押しつければよかったと心から想いながら、ミランダにひとつの事実を告げた。




　その頃、王宮の一角でも騒ぎが起きていた。

「あ、後は、たの、むぅ……っ」

　親衛隊員たちが、一人、また一人と仲間に王太子の護衛を託して、倒れていく。たまたま通りがかった侍女や武官は、廊下に点々と転がっている隊員に目を丸くした。泣き出しそうな彼らの視線を追ってみれば、ものすごい勢いで駆けていくラインハルトの後ろ姿が見える。その少し後を全力疾走しているのも親衛隊の面々だ。

　警護対象であるラインハルトに置き去りにされてどうする、と誰もが想いながらも、王太子に対しても、あの冷静な方が取り乱すなど何事だろうと顔を見合わせた。




　一方、言うだけ言って逃げるように帰ったジャレッドを見送ったミランダは、立ち尽くしていた。一緒に話を聞いた侍女たちは、『神のお告げである。医師に診てもらうように』と言われてはいたが、それでも涙ぐんでいた。

　だが、ミランダは確信していた。

　神の託たく宣せんだとジャレッドが付け加えたのは、侍女たちに訝いぶかしがられないためだ。人間の生と死の場面に立ち会う御遣いは、その時が来ると分かるのだろう。

　いわれてみれば、思い当たる節があった。

　だから、ジャレッドの告げた事は、恐らく事実だ。

　──夢じゃないかしら。

　ミランダの心は、さっきからずっと落ち着かない。泣きそうになりながらも、不思議と涙は落ちてこなかった。

　きっと一人では受け止めきれないからだろう。しかし、ラインハルトが一緒なら違うはずだ。

　大使との接見が終わるまで部屋の近くで待っていようかと想ったが、その必要はすぐになくなった。真っ青になって駆けてくる夫が見えたからだ。汗だくで服は乱れ、いつも完璧に着飾っている男とは想えない姿である。

　あっという間に距離を詰めたラインハルトは、呆気に取られているミランダを見て、悲鳴まじりの声を上げた。

「ミランダ、何をしている。頼むから、立たないでくれ！」

「えっ……きゃあ!?」

　言われるなり抱き上げられたミランダは、目を丸くする。親衛隊員が次々に脱落していくなか、王太子に最後まで随伴できた親衛隊員が一人、やり遂げたといわんばかりの顔をして、少し離れた所で座り込んだ。慌てふためいたソニアがラインハルトにどのように伝えたか、察するに余りある。

　──違うわ……ソニア、違うのよ……。

　相変わらず、おっちょこちょいだ。

　嘆くミランダをよそに、ラインハルトは息を整えながら、妻の護衛に鋭い視線を向けた。

「衛兵！」

「妃殿下に近づいた不審者はおりません！」

　殺気だったラインハルトの一声に、何を問われたか瞬時に理解した隊員が、すかさず答える。一気に空気が張り詰めたので、ミランダは慌てて夫を宥めた。

「待ってください、私は元気ですわ」

「だが、吐いて、倒れたと聞いたぞ!?」

「倒れそうになっただけです。それに、吐いたらちょっとすっきり──」

　気分爽快とまではいかないが、だいぶ違う。ミランダは笑顔で答えたが、ラインハルトは顔をもっと強張らせた。

「王宮にいる医者を、全員引っ張ってこさせるから待て。いや……お前を直接、連れて行く方が早いか」

「落ち着いて!?」

「お前の公務は全て取りやめだ。過労が原因かもしれない。それとも……睡眠不足か？　そこは私の責任かもしれないが……っ」

「ですから、落ち着きましょう!?」

　このままいくと、ラインハルトは何を口走るか分からない。

　繰り返し説得して、なんとか降ろしてもらうと、侍女や親衛隊員にその場に控えているよう頼む。二人だけで話がしたいと彼に告げ、手を引いて歩き出した。




　適当な所を探して見回していたミランダは、庭先に植えられた一本の木に気づき顔を綻ばせて、そこまで彼を導いた。

「よかった、大きな実をつけたわ」

　指差したのは、ミランダの実家の庭から植え替えた花梨の木だ。実家に残した木が実をつけていたので、こちらもそろそろだろうかと想っていた。土が変わってしまったので大丈夫だろうかと案じていたが、例年通りの実をつけていた。

　ラインハルトはミランダに心配そうな顔を向けてから、視線を上げて頷いた。

「花よりも香りが強いな」

「実はジャムにしたり、蜂蜜に漬けたりすると、とても美味しいのよ。葉が全て散れば、すぐ……冬になるわね」

「そうだな」

　ラインハルトは相槌を打ちながらも、冬という言葉が妻の口から出て心配になる。けれど、ミランダの表情は優しい。

「毎年のように寒波に悩まされているけれど、長く厳しい冬でも、どんな厳しい困難でも、終わらない日はないわ。冬は芽吹きのために、力を蓄えている大事な時なのかもしれないわね」

「あぁ。今年の冬も厳しいかもしれないが──春は必ず訪れる」

　励ますように声をかけたラインハルトに、ミランダは自然と笑みが零れた。

　今度こそ、冬が好きになれそうな気がした。

　凍てつくような季節でも、大切な命を育む時間だと想えば、きっと楽しい。

「春になったら、今度は三人で花梨の花を見ましょうね」

　頷きかけたラインハルトだったが、困惑して妻を見つめ、問いかけた。

「三人……？」

　ミランダは彼の手を取ると、自分のお腹に当てた。

「ここにいるわ」

　ラインハルトの目が大きく見開かれ、震える手でそっと撫でて、やがてミランダの頰を両手で包んだ。

「俺は……生きていてよかった」

「私もよ……。こんな日が来るなんて、まだ信じられないわ」

　微笑む愛妻に、ラインハルトは泣き笑いの顔を浮かべた。

「……幸せか？　ミランダ」

「えぇ。貴方のお陰で、毎日がとても楽しいわ」

　ラインハルトはミランダを包み込むように抱き締めた。

　ミランダも逞しい腕に身を預け、自然と涙が零れ落ちた。夜ごと彼に愛されて、いつか子を孕はらむかもしれないと想いながらも、いざ現実となると俄かには信じ難く、驚きで心がなんだか落ち着かなかった。

　けれど、今はラインハルトがいる。一緒に生きて、喜んでくれている。

　心はずっと彼と共にあるのだと、ミランダは想った。




　その年の冬も長く厳しいものとなった。しかし、ミランダはラインハルトと共に心穏やかに過ごしながら、命を育んだ。

　やがて出会ってから三度目の春を迎え、王国に数多の命が芽吹く頃、ミランダは男の子を産んだ。

　ラインハルトに次ぐ王位継承権を持つ者の誕生に、国内は大いに沸き立ち、盛大な祝賀行事が執り行われた。国王夫妻はもちろん、ミランダの両親の喜びも大きく、どちらも足繁く初孫のもとに通った。

　生まれて一カ月ほど経った頃、ミランダは赤子を連れて中庭に出た。まだ赤子なので長く外には出せないが、ラインハルトと三人でよく散歩を楽しんでいた。花梨の花が満開になっていたのを知っていたからだ。

　いつものように侍女たちや親衛隊の面々が付き添ったが、今日は兄のイリアスも顔を見に来ていて、おおぜいでの花見となった。




　ミランダが我が子を抱き上げて花を見せている、その姿を見る周囲の人々の眼差しは柔らかい。イリアスも穏やかな笑みを浮かべたが、隣で鼻をすすっている侍女のソニアに笑いかけた。

「生まれてからずっと泣いているんじゃないか？」

「もう全てに感激してしまうんです……っ」

「二人とも苦労したからな……私もやっと肩の荷がおりたよ」

　安堵した様子のイリアスに、ソニアは不思議そうな顔をした。

「旦那様は心配なさっておいででしたけれど。なにか事業を始められたそうですね」

　ミランダが嫁いで子も産んだので、当然ながら公爵夫妻の次なる関心はイリアスに向く。かなり前からアイシャと婚約しているのに、相変わらず結婚しようとせず、貴族たちを巻き込んで事業を始めた息子が、夫妻は心配でたまらないらしい。ミランダの所に来てもぼやいていたのを、ソニアは聞いていた。

　だが、当人はあっけらかんとしたものだ。

「まぁな。それも上手くいくかどうか分からないから、おちおち結婚もできない」

「だ、大丈夫なんですか!?」

「だから、失敗したら、遠慮なく私と縁を切ってくれとアイシャに頼んだ。だが、世間様に迷惑をかけるからしない、と言われた。どういう意味だろうな？」

「さ、さぁ……」

「しかも、アイシャの両親からは、先見の明があると歓迎された。一体何を吹き込まれているんだろうな。なんだか私の行動を彼女に読まれている気がする」

「肝も据わっていますね」

　ソニアは公爵家に仕えていた頃、イリアスに会いに来たアイシャに何度か声をかけてもらった覚えがあった。深窓の令嬢という言葉がぴったり合う可憐な女性で、優しい印象であったから、意外である。

「夢だったんだよ。お前にもあるだろう？」

　ソニアは、はにかんだ笑顔を浮かべた。

「私……もう少ししたらお暇を頂いて、学校に通い直す事にしたんです」

「王都に新設される学校に行くのか？」

「はい。そこでもっと勉強して、賢くなって、ミランダ様のもとに戻ってきますわ！」

　張りきるソニアに、イリアスは嬉しそうに目を細めた。




　二人の話し声は、ミランダの耳にも届いていた。

　自分たちの死を、イリアスはどちらも目の当たりにした。もっと早く駆けつければ助けられたかもしれないと責任を感じ、それが未練になったとセラフィが教えてくれたという。だから、彼が肩の荷がおりたと喜んでくれたので、安心した。これからまた、新たな人生を歩んでいくことだろう。今度は自分たちがイリアスの夢を助ける番だと、ラインハルトとも話していた。

　イリアスの婚約者アイシャも頼もしい。曲者に先手を打てる人もなかなかいないだろう。イリアスの本性を理解しているようで、ありがたい。

　ずっと尽くしてくれるソニアも、始まったばかりで前途多難な学校に通いたいと言ってくれた。彼女のためにも、よりよい学校にしたい。

　二人にも幸せになってほしいと心から願いながら、ミランダは乳母車にそっと降ろした我が子に尋ねた。

「貴方はどんな夢を見るのかしら？」

　楽しいものだといい。辛く哀しい事もあるだろう。どれが現実でどれがまやかしか、時に分からなくなるほど、夢は定まらない。

　しかし、ミランダはいつだって教えるつもりだ。




　希望を持ち続ければ、諦めなければ、いつかきっと夢は叶う。

　自分でも忘れていた夢であっても、ただ胸の奥に仕舞われただけで、またいつの日か思い出す時がくる。

　その努力を見てくれている者がいる。

　本当に大切な夢は、大事な人は、決して忘れたりはしない。




「ここにいたのか」

　ラインハルトが嬉しそうにやって来るのを見て、ミランダは微笑んだ。いつものように公務の合間を縫って、子供を抱きにきたらしい。

　父親の声が聞こえたのか、嬉しそうにばたばたと手足を動かした我が子に目を細めて、ミランダは優しく告げた。

「また、見つかっちゃったわね」








番外編　一度目の夢









　数日間ラインハルトが昏睡状態に陥り、ミランダの心痛も大きかった事を国王夫妻は重くみて、二人に静養を勧めた。

　ラインハルトは妻を伴って王都を離れ、田舎の離宮へと赴いた。離宮で有意義な時間を過ごしていたが、ある日、例年にない大雪に見舞われた。

　ラインハルトと共に親衛隊員や侍従たちが総出で雪かきをして、周りや町へと通じる道が拓ける見通しがついた。

「ご苦労様でした」

　身体についた雪を払いながら隊員や侍従たちと一緒に中に入ってきた夫を、ミランダは侍女たちと共に出迎えた。外は極寒で、雪かきは重労働だ。彼にタオルを手渡すと、頰が赤らみ体温が上がっていく気がした。

　彼は、濡れた上着を脱いで薄いシャツ一枚になっていた。汗で張りついて鍛え抜かれた体が透けて見える。

「汗をかかれたでしょう。湯浴みの準備をしておいてもらいましたから、どうぞ。その後すぐに食事を召し上がれるように、用意しておきますね」

　男たちが外で働いているのだと想うとミランダもじっとしていられず、侍女らと一緒に支度を整えていた。

「ありがとう。いい鍛錬になったぞ」

　ラインハルトは、屈託なく笑いながら言う。ミランダの大嫌いな雪の日だったが、今までの人生の憂いを全て払拭してくれるような頼もしい夫に、また見惚れてしまった。

　──なんだか頭がくらくらしてきたわ……。好きすぎると、こうなってしまうのね……！

　一方、誰よりも率先して動いていた王太子が何事もなかったかのように言うので、傍でへばっていた隊員たちは、主君は相変わらず超人だ、と突っ伏した。




　そんな部下を置き去りにして、ラインハルトはミランダを伴って浴室へと向かった。

　冷静さを取り戻した愛妻の心配は尽きない。二人きりになったこともあって、お互い遠慮もなくなった。

「無理をしないで。今夜はゆっくりと休んでね」

「夜はゆっくりできないな」

　ラインハルトは、なにやらとろんとした目で自分を見ている彼女に、にやりと笑った。暗に誘ってきているのがミランダにも分かり、慌てて彼を浴室の中へと彼を押し込んだ。

　そして、大広間に向かうと、侍女に指示を出した。暖炉には薪をたくさん入れて温めてある。ミランダは暑く感じたが、男たちには丁度いいだろうと、額に滲んだ汗を拭う。たくさんの料理を机に運んだ後から、身体がだるかった。慣れない仕事をしたからだろうと、ミランダは想ったが、雪かきの方がもっと大変だと自分を叱しっ咤たする。

　準備が終わると、ミランダは目を輝かせた。

「完璧だわ！　みんな、どうもありがとう」

　つい張り切ってしまったのは、一度目の人生の時に彼にしたいと考えていたからだ。ようやく念願が叶った。だから、ミランダはラインハルトが隊員たちと共にやって来ると、笑顔で夫の元に歩み寄った。風呂上がりの彼は湯気を纏っていて色っぽい。

「ミランダ？」

「あ……ちょっと、待って……」

　頭を軽く振って、恥ずかしそうに呟いたミランダは耳まで赤い。ラインハルトは息を呑み、すぐに新妻の肩を掴んだ。

「待つ訳ないだろう。正直に言うんだ」

「……違うの。あの……大丈夫よ」

　侍女たちは揃ってお邪魔かしらと目が泳ぎ、隊員たちは美味しそうな料理を目前にしているので、後にしてほしいと切に願った。

　だが、ラインハルトは彼女しか眼中にない。

　ミランダは泣きたくなったが、もう我慢できなかった。懸命に顔を背けると、ラインハルトに抱き締められ、背中を擦られてぞくぞくと震える。

「あ……もう、だめ……はっくしゅん！」




　平和だった離宮は、蜂の巣を突いたような騒ぎになった。

　動き回る事に夢中で、なんだか汗が止まらないと想っていたミランダは、即座にラインハルトに抱え上げられて寝室に運ばれた。医師が呼ばれて診察を受け終わる頃には、症状を自覚せざるを得なかった。

　咳とくしゃみが出て、高熱のため、頭や手足の節々が痛み始めたからだ。

　──温かい所にいさせてもらったのに、風邪をひくなんて……。

　ミランダはそう想って夫の前で懸命にくしゃみを堪えたのだが、今は毛布に隠れたかった。医師が薬を置いて帰り、ラインハルトと二人きりになると、彼の心配が止まらなくなったからだ。

「寒いか？　毛布は？　暖炉の薪を入れるか？」

「大丈夫よ……ありがとう」

　すでに毛布を二枚かけていて、他にも数枚が運び込まれ、ミランダの横に置かれている。室内は十分すぎるくらい暖かく、暖炉の脇にも薪が山積みだ。

「唇が渇いてきたな。水は？　何か食べるか？」

「お腹いっぱいよ」

　机の上には水差しや料理がずらりと並んでいる。一人では到底食べ切れない量だ。ミランダが止めなければ、ラインハルトはもっと料理を作らせたに違いなかった。

　世話を焼いてくれるのはありがたいが、やりすぎな気がする。本来なら自分がやるべき事だったのにと想いながらも、心配そうに汗を拭ってくれる彼に、ミランダは微笑んだ。

　高熱のため少しぼんやりとしながら、ぽつぽつと告げる。

「一度目の時の事を思い出したわ」

「ん？」

「……昔の夢をよく見るの。最近は貴方が優しくしてくれた時の事ばかりよ」

　売られたミランダは、どんな手ひどい扱いをされるのかと怯えていた。ラインハルトは口数の多い少年ではなかった。だが、外から戻ってきたら、必ず『お帰り』と優しく声をかけてくれた。世話をすれば、必ず礼を言ってくれた。

　短い言葉だったが、ミランダを安心させるのに十分だった。

「いつも気にかけてくれて……嬉しかったわ」

「今は俺だけじゃないぞ。俺が一番だがな」

　髪をそっと撫でる夫に、ミランダは微笑んだ。

「えぇ。こうやって……昔の話が笑ってできるのも……みんなのおかげね」

　薬が効いてきたのか眠気が襲ってきて、ミランダは目を擦った。

「少し寝ろ」

「……もっと話したいわ。貴方は……口数が少なかったもの」

「分かっている。起きたら、俺が初めて見た夢の話をしてやるぞ」

「本当？」

「あぁ。だから、まずは休んでくれ」

　ラインハルトは微笑んだ。




　一度目の人生では、ラインハルトは子供の頃から身体が弱かった。両親が存命中の時もほとんど外に出してもらえず、冬は窓を開けただけで怒られたものだった。

　ある日、初雪が降った。

　病状が悪化している事を自覚していたから、生涯で一度くらいは雪に触れてみたいと想い、寝室にやって来たミランダに頼んだ。

「ちょっとだけ、外に出てみてもいい？」

「だめよ……外はものすごく寒いのよ。また熱を出してしまうわ」

「そうだね」

　先週も高熱を出して心配させたばかりだったので、すぐに諦めて、目を閉じた。それは苦ではなかったし、慣れてもいた。

　どんなに祈っても、神は両親を救ってくれなかった。唯一の身内だからと叔父夫婦に心を寄せようとしても、自分を金づるとしか見ていなかった。役人に理不尽さを訴えても、子供のいう事だと取り合って貰えなかった。

　だから、全て諦めることにしたのだ。これ以上、神や人、世の中を憎みたくない。

　やがて目を覚ますと、ミランダが窓を少し開けて、外の窓枠の上に乗っていた白い雪の塊を持ってきた。目を見張っていると、彼女は申し訳なさそうにしながら言った。

「今はこんな事くらいしか出来ないけれど……どうかしら？」

「……ありがとう」

　ラインハルトは顔を綻ばせて受け取り、初めて雪に触れた。冷たいのに、胸の奥はじんわりと熱くなる。ひとつ気になったのは、雪の塊に長い耳と木の実の目がついていた事だ。

「これは？」

「ウサギが外を駆け回っているのを見かけたの。可愛らしかったから、作ってみたわ」

「うん……いろいろ想像したくなるよ」

　ミランダは、どんな顔をしてウサギを見たのだろう。些細な事でも喜んでくれる彼女だから、きっとまた可愛いに決まっている。

　もっと生きて、いろんな表情を見たい。でも、さらに迷惑をかける。

　相反する想いに苛まれ、ラインハルトは顔を曇らせた。長く持っていたので、雪は手の上で溶けて消えた。自嘲の笑みを浮かべると、ミランダは不穏な空気を感じ取ったのか、濡れた手をタオルで拭い取りながら熱心に話しかけてきた。

「ね……ねぇ、本の挿し絵で雪は丸く描かれていたでしょう？　確かにそう見えたわ。私も雪みたいになれるのよ？　見て！　こうして……ええと、こうよ！」

　たまたま白い服を着ていた彼女は、今度は寝台の傍に屈んで丸くなった。ラインハルトはまた笑みが零れる。

「今日は僕が教わったね」

「そんな……大した事じゃないわ」

　恥ずかしそうにした彼女を見つめながら、ゆっくりと身体を起こした。

「お礼に本を読んであげる。好きな本を持ってきて」

「えぇ！」

　ミランダは本棚に一目散だ。何を持ってくるかも、すぐに分かった。

　彼女のお気に入りの、恋の話が書かれた本だ。物語の登場人物のように『お前が好きだ』と率直な言葉を告げるのは、自分と違ってこれから長い人生がある彼女の重しになってしまうようで憚られる。

　しかし、仮そめとはいえ夫婦だから、花嫁衣装を着てほしいと願う事は許されるだろうか。

　そんな事を想いながら、ラインハルトは受け取った赤い本を開いた。




　長い眠りからミランダが目を覚ますと、傍に座っていたラインハルトが額に手を当てて、安堵した。

「よかった、熱が下がったようだ」

「だいぶ楽よ。もう夜かしら……？」

　室内が薄暗かったので、ミランダは窓に目を向けた。まだ降り続いている雪を見つめ、外の窓枠の傍にある大きな塊に、笑みを浮かべた。二枚の緑の葉を耳にして赤い木の実で目を作った、雪ウサギだ。昔、ミランダが作った物よりもふたまわり以上大きいのは、彼の手によるものだからだろう。

「覚えていてくれたのね」

「忘れるものか」

　ラインハルトは微笑み、愛妻へ告げた。

「約束通り、俺の夢の話をしようか」

　胸の奥に仕舞っていた思い出を、今日もまたひとつミランダに話そう。

　あまりに無力だった自分にも、できることがあると彼女は教えてくれた。だめだと通り一辺倒ではなく、可能な限り手を尽くしてくれた。醜い大人たちに翻弄されながらも、毒されることなく懸命に生きる姿は、あまりに無垢だ。諦めや憎しみという汚い自分の感情も、彼女がいると薄らいだ。

　ミランダは清純な白い色が似合う。ウエディングドレスを着てほしい。

　なんの希望もなかった人生で──俺は初めて夢を見たんだ。




　仲睦まじい夫婦が昔の話に花を咲かせ、やがて一緒に眠りに落ちた深夜。

　バルコニーに降り立って、窓枠に置かれた雪ウサギに目を細めたのはセラフィだ。

「もったいないですねぇ」

　と呟き、手を翳かざして何事か呟くと、満足げに頷いたが。

「何をしている」

　怒りを孕んだジャレッドの声に、セラフィは飛び上がった。セラフィがそっと振り返ると、ジャレッドの目が吊り上がっていたので、慌てて弁明した。

「様子を見に来てみただけです。貴方こそ、どうしてここに？」

「お前がまた何かやらかしそうな気がしたからだ。……案の定だな」

「ただの気まぐれです」

「溶けない雪像になんて変えるな！　騒ぎになったらどうする気だ、貴様！」

「……大丈夫です！」

　セラフィは根拠のない自信を見せたが、後日になって、大騒ぎになった。雪像に興味津々な者もいたが、異常事態だと不安がる者も当然ながら出る。原因の究明をしなければという声が高まり、セラフィも意見を求められて言葉に窮した。

　いつものごとくセラフィに泣きつかれたジャレッドは、教皇として人々に真顔でこう言うしかなかった。

「神の奇跡です」








番外編　二度目の夢









　ラインハルトは完璧王子といわれるほど、万能な男だ。

　彼の護衛を務める親衛隊の一同は、それを嫌というほど知っていた。弱点などない。鍛錬に付き合わされたら、地獄を見る。だが、彼らは今日、残念ながら地獄には底がないということを思い知らされた。




　国王夫妻の意向によりラインハルトは王都を離れ、田舎の離宮でミランダと共に冬を過ごして、静養していた。離宮は先日、大雪が降った。その後は好天が続き、雪かきをしたので広場はもう雪がない。

　ラインハルトはじっとしていると体が鈍なまると言って、同行していた親衛隊員たちを鍛錬に誘った。そして、可愛い新妻を前にして、どうやら張り切ってしまったらしい。

　みっちりしごかれて倒れ伏した兵士たちに、ミランダが心配して声をかけたのが悪夢の始まりである。

「貴方、大丈夫？　どこか痛めたのかしら？」

　直々に声をかけられたのは、肩を押さえていた兵士だ。彼が答える間もなく、ラインハルトがやって来た。

「私が見てやろう。力任せに剣を振りすぎだ」

　令嬢たちを蕩けさせた神々しい美貌を持つ王太子は、優しい天使のような笑みを浮かべた。だが、兵士の肩を揉む指の力は悪魔ように容赦がない。

「ひいいいいいっ」

　誰もが聞いたことのないような悲鳴が響き、他の兵士は同情の眼差しを浮かべて逃げ腰である。恐れおののく面々と、ラインハルトに肩を揉まれて悶絶する兵士を、ミランダは交互に見つめて、夫に訴えた。

「あの……大丈夫よね？　折れたりなんか……」

「もちろんだ。何の音もしないだろう？」

「え、えぇ」

「行軍の際に、足が攣つる者もいたからな。よくやっていた」

「そうだったのね」

　以前、ミランダも彼に足を揉んでもらった時、痛い所を的確に押された。

　彼は二度目の人生で、部隊の指揮官を務め、戦場を渡り歩いていた男だ。部下の面倒を見るのも仕事のうちなのだろう。どうりで揉むのが上手かったはずだ。

「頑張って。殿下にお任せすれば痛みが取れるわよ！」

　ミランダは、半泣きの兵士を励ます。しかし、すぐに兄が自分を呼ぶ声に気を取られた。全員から行かないでと、すがるように見られた事に気づかず、去っていった。

　一人優雅に微笑むのは、ラインハルトである。

「その通りだ。動けないという者は名乗り出ろ。いなければ鍛錬を続けるぞ──立て！」




　イリアスは、国王夫妻から二人の様子を見に行くようにいわれてやって来た。兵士たちの阿あ鼻び叫きょう喚かんの声が響くなか、巻き添えになりたくないと、さっさと妹を連れて屋内に入った。客間に案内された彼はソファーに座ると、向かいに座ったミランダに目を和らげた。

「二人とも元気そうで、なによりだ」

「こんなにゆっくりさせて頂いて、いいのかしら」

「両陛下のご意向だ、問題ないだろう。静養どころか鍛錬をしているとは想っていないかもしれないが、まぁ隊長は、以前から体力だけはあったからな」

　ラインハルトは二度目の人生で軍の部隊長を務め、イリアスは彼の副官だった。そのため、イリアスは昔の話をする時、最近では彼を隊長と呼んでいる。

「昔からラインハルトと仲が良かったのね」

「いや？　前世では、最初の頃はどちらかといえば苦手だったな」

「え!?」

「当初はどこの夢見るお坊ちゃんだと想っていたぞ。私は生粋の庶民の出だったからな」

「一度目の人生の影響かしら」

「しかも、好きな動物がウサギだぞ？　意味が分からない。雪原で子ウサギが飛び跳ねているのを見て、私たちは捕まえて食っても小さすぎて腹の足しにならないと嘆いたが、あの人は真顔で可愛いとほざいていた。隊の長が大丈夫かと、本当に心配したぞ」

「そ、そう」

　ミランダは目を泳がせた。怪訝に想ったイリアスはふと窓辺に飾ってあった大きな雪ウサギを見て、なんとなく理由を察したが、深くは聞くまいと想った。いつまで経っても新婚のような熱い夫婦の、これまたお熱い話になるに違いない。今までも、ラインハルトにさんざん惚気られてきたから、もう遠慮したい。

「ただ……お前も知っていると想うが、私たちの指揮官は最悪の畜生でな。隊長はいつも矢面に立って、みんなを庇ってくれた。行軍の時に疲労で動けなくなった兵に肩を貸し、負傷兵を野営地まで背負っていった時もある。みんなの心が折れそうな時も、『故郷に帰りたければ、立て』と言い続けた。こんな人間がいるんだと、素直に驚いた」

　そして、運命を分けたあの日、イリアスはラインハルトを看取った。

　戦は終わった。

　ラインハルトにそう繰り返し励ますと、彼は淡く笑った。

『これで──みんな、帰れるな』

　もしも、ラインハルトがイリアスの選んだ道を通っていたら、生きて妻のもとに帰れたかもしれない。それなのに、イリアスや他の者が生き残れたことを、これ以上戦わずに済むことを彼は心から喜んでいた。

『もしどこかでミランダに会えたら、伝えてくれ……俺の分まで生きて、幸せになれ……』

　ラインハルトの虚うつろな目は、もうイリアスを捉えていなかった。空から舞い落ちる雪を見つめ、静かに息を引き取った。

　当時を想い起こしたイリアスは、涙ぐんでいるミランダに微笑んだ。

「私は、ここまで他人を想える男を知らない。隊長を頼んだぞ」




　その日の夜、ミランダはいつものように寝室で愛を交わした後、ラインハルトの腕に抱き締められて微睡まどろみながら、イリアスの話をした。すると、ラインハルトは不本意とばかりに顔をしかめた。

「俺が夢想家なら、あいつは詐欺師だぞ。隊内に賭博を持ち込んだ上、俺にいかさまを仕掛けてきたからな。巻き上げる気満々だ」

「お兄様らしいわ」

　ミランダはくすくすと笑い、ラインハルトも目を細めた。

「しかし、あいつも俺の死に際の言葉をよく覚えていたな」

「みんな……というのは、部隊の方々の事だけじゃないわね？」

　聡さとい妻に、ラインハルトは小さく頷いた。

「俺が率いた隊は敵軍と鉢合わせて、双方ともに壊滅状態になった。俺と相打ちになって隣に倒れていた敵兵は、涙を零しながらひと言呟いて死んでいった」

　自分たちの命を狙う敵だった。だが、涙を落とす、同じ人間でもある。帰りたいのは一緒だと想った。

「現世に生まれ変わって、当時を思い出した時、あの敵兵の言葉が気になってな。何を言っていたのか、聞こえた発音を頼りに調べてみた」

「……なんて言っていたの？」

「神よ、だった」

「…………」

「導かれていったんだろう」

　殺し合った敵兵にも、信じるものがある。故郷がある。

　それを契機に、各国の歴史や風習、言語を学ぶようになった。かつての敵国も、自国と同じ窮状にあった事も知った。

　もう二度と戦の世にしたくない。

　ラインハルトは心からそう想った。

　一度目の人生ではミランダに花嫁衣装を着せたいと夢見た。二度目の人生の時は、部下の手前もあり我慢していたが、ミランダのもとに帰って一緒に暮らしたいと、やはり何度夢見たか分からない。

　しかし、それだけではいけないとも気づいた。

　彼女が心穏やかに暮らせる国にしなければ、たとえ美しい花嫁衣装を着て嫁いでも、幸せになれない。

　そして、三度目の人生で再び彼女に出会い、心を通わせるなかで、ラインハルトはミランダを自分の手で幸せにしたいと夢を抱いた。




　一緒に夢を叶えてくれている愛妻に、ラインハルトは笑みが零れた。

「特に言語というものは、面白い」

「そういえば、貴方はたくさんの国の言葉を話せたわね」

「あぁ。だけど、焦ると頭が混乱するのか、滅茶苦茶になって言葉が出てくる妙な癖がついた」

　ミランダは目を瞬いた。では、なにやらブツブツと異国語を話していた時、やはり彼は焦っていたらしい。

「けれど、相手は何を言われているか分からないわね」

「そうだな。例えば──……」

　ラインハルトはひと言、ふた言、何カ国もの言葉を話した。ミランダは彼が何を言っているか分からなかったが、自分を見つめる彼の熱い眼差しに頰が赤らんでいく。意味は知らないのに、聞きなれない言葉が頭に流れ込んでくる。

「──全部、同じ意味だ。なんて言ったか分かったか？」

「いいえ……でも、きっと嬉しい言葉だわ」

　柔らかく笑った愛妻に、ラインハルトは耳もとに唇を寄せて、優しく告げた。

「愛している、だ」




　翌日の朝、ミランダはラインハルトと共に外に出た。雪はやんで日の光を浴び、美しく輝いている。ミランダは雪景色のなか、細い手でせっせと雪で作った小さな動物を見て、嬉しそうに微笑んだ。

「できたわ。雪ウサギよ」

　静養地に来て大雪が降った日、ミランダは風邪をひいて寝込んでしまった。その時、一度目の人生でミランダが雪に触れた経験がなかった彼のために、雪ウサギを作った事をラインハルトが思い出して、彼が作ってくれたのだ。

　ラインハルトが作ってくれた物がまだ溶けずにあったので、一匹だけでは可哀そうだと、ミランダもまた作ってみたのだ。

「上手だな。一緒に飾っておくか」

「ええ！」

　和気あいあいと仲の良い夫婦に控えていた侍女たちは目を細めていたが、一人呆れ顔なのはイリアスである。

「……相変わらずだな。ウサギは食い物だぞ？」

「無神経です！」

　女性陣を代表してソニアが詰り、イリアスは笑った。




　その日の夜、ミランダが眠りに落ちた後、ラインハルトは彼女を起こさないように寝室をそっと抜け出して、バルコニーに出た。静まり返り、彼以外の姿はなかった。しかし、後ろ手に掃き出し窓を閉めると、短く「おい」と告げた。

　すると、なんとも気まずそうな顔をしながら、傍に現れたのはセラフィである。

「お久しぶりです……なんでしょうか」

「とぼけるな。俺が作った雪ウサギが溶けないと想っていたが、お前の仕業だな？」

「ほんの出来心です。頃合いを見計らって、術を解こうと……」

「ミランダが作った物にも術をかけてくれ。溶けたら、もったいない。王都に持って帰る」

「は？」

　戸惑うセラフィに、ラインハルトが指差したのは、自分が作った物に寄り添うようにして置かれた、小さな雪ウサギだ。

「思いつきで行動するのが、お前の悪いところだ。だが、やってしまったことは仕方ないから、責任を取るのが筋だろう」

「なんで、貴方にも説教されるんですか……逆ですよ……逆なんです！　御遣いは未練がないように導いて、諭すのが仕事なんです！」

　情けない顔をしたセラフィに、容赦なくラインハルトが畳みかけようとした時、新たに姿を見せたのはジャレッドだった。

　ジャレッドがミランダに選択を強いた経緯もあって、お世辞にもラインハルトと相性が良いとはいえない。二人は、しばらく睨み合った。だが、ラインハルトが引き下がる様子がない上に、セラフィがすがるような目をしてきたので、ジャレッドは天を仰いだ。

「……仕方ない、神の奇跡ということにしてやる」

「さすが教皇だ」

「私と同じ顔の奴に泣かれると腹が立つから、仕方なくだ！」

　怒鳴られたラインハルトは平然としたもので、セラフィは必死で素知らぬ顔をした。




　春になって、ラインハルトたちは王都に戻った。

　王宮で出迎えた国王夫妻とシャルトル夫妻は、二人の元気そうな様子に胸を撫で下ろした。だが、持ち帰ってきた二匹の雪ウサギに頭を悩ませることになった。

　触れば雪で作られているのが分かるのに、溶ける兆しがない。その事象に対する反応はさまざまだ。

　国王は「どうなっているのだ」と素直に驚き、王妃は「解明すれば売り物になるかしら」と抜け目がない。「神に寄進だ！」と公爵が騒げば、「これは大丈夫な物なの？」と不安げな公爵夫人。宰相セラフィが引きつった顔をして、意見を求められてもいつになく歯切れが悪いので、混乱に拍車がかかる。

　そんな人々が助けを求めたのは、たまたま王宮にやってきた教皇──ジャレッドである。

「みなさま、これは神の奇跡です。ウサギは豊穣の女神ナディアの化身と言われております」

　そうだっただろうかと不思議そうな一同だが、ジャレッドがあまりに堂々と言い切るので、黙って聞き入る。

「ナディア神はウサギのように可愛らしい性格の方ではな──ごほんっ──可愛らしい方だと言われていますし、多産なウサギは、たくさんの命を育みます。まさに相応しいお姿です。ですからこの奇跡は、良い知らせの前触れかもしれませんよ。大切になさいませ」

　もっともらしい事を言って人々がなんとなく納得しているうちにと、ジャレッドは急いで立ち去った。そして、教会に帰る道中で「なぜ私がこんな事を」と、ぼやいたのだった。




　時が過ぎ、王国に秋が訪れる頃、ジャレッドは同じぼやきを繰り返す羽目になる。

　東教会にいたジャレッドのもとを訪れたのは、セラフィだ。

　二つの雪ウサギは王宮の中庭に大切に飾られていて、やはり今も溶けないままだ。王宮の人々は教皇の言葉をすっかり信じて、ナディア神同様にあがめていると、セラフィは伝えた。

「うまく言いくるめましたね」

「……だからなんだ」

「もちろん新しい命にも、お気づきでしょう？　ぜひ、ミランダに教えてあげてください」

「お前が言え！」

「いいえ。今、貴方が言えば信憑性も高いでしょう。お願いします。それに、ミランダの御遣いは貴方ですからね！」

「お前という奴は……！」




　ミランダは、二人の御遣いにそんな言い争いがあった事など露知らず、ラインハルトが大使との接見をしているのを待つ間、お茶の支度をしながら考え事をしていた。

　もうすぐ結婚して一年になる。今年はラインハルトが贈り物をしたいと言ってくれたから、来年はミランダの番だ。

　台座に乗せられて、花梨の木の下に置かれている二匹の雪ウサギを見つめ、ミランダは顔を綻ばせた。

「今度は何を贈ろうかしら」

　ラインハルトならなんでも喜んでくれそうだ。二人で考えるのも楽しい。

　彼ならば、一緒に夢を見てくれる。

　ミランダは幸せを噛み締めた。




　翌年、花梨の花が咲いた頃、ミランダはラインハルトに掛け替えのないものを贈った。








夢見る令嬢は完璧王子と別れたい


三度目の人生はあなたと関わりたくありません
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